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献呈の辞

献呈の辞

東北学院大学文学部歴史学科教授榎森進先生は、2014年 3月をもって、本学を年齢規
定により退職されることとなりました。そこで歴史学科では、先生の長年にわたる功績を
たたえ、深い学恩に感謝の意を表するために、ここに退職記念号を編み、謹んで献呈させ
ていただくことになりました。
榎森進先生は、1940年（昭和 15）山形県東村山郡天童町（現天童市）にお生まれになり、
山形県立山形東高等学校をご卒業後、1959年（昭和 34）東北大学文学部に入学され、
1963年（昭和 38）3月、同大学史学科国史専攻を卒業されました。同年 4月、北海道根
室市市史編集室に勤務の後、1967年（昭和 42）北海道松前町町史編集室に転じ、1973年（昭
和 48）には町史編集室長に就任し編纂事業の指揮をとられました。その後、1981年（昭
和 56）函館大学商学部に赴任し、助教授を経て 1988年（昭和 63）教授に昇任されました。
1991年（平成 3）東北学院大学文学部教授として着任され、2008年 3月に定年で退職後
は嘱託教授として任用され、現在に至っておられます。都合 23年にわたり本学に在職し、
この間、本学の研究・教育に大きく貢献されただけでなく、歴史学科長・教員資格審査委
員をはじめとする要職にも就かれ、歴史学科の発展に重要な役割を果たしてこられました。
あらためて申すまでもなく、榎森先生は北方史研究の第一人者として、長く学会を導い
てこられました。ご研究の成果は、主著『北海道近世史の研究 ─ 幕藩体制と蝦夷地 ─』
（1982年、増補改訂版 1997年）、『日本民衆の歴史　地域編 ⑧ アイヌの歴史』（1987年）、『ア
イヌ民族の歴史』（2007年）として上梓されているほか、共著・編著・共編著に『明治の
群像 8 : 開拓と探検』（1971年）、『日本歴史大系 3 : 近世』（1988年）、『アイヌの歴史と
文化 I 』（2003年）、『同 I I 』（2004年）、『北東アジアのなかのアイヌ世界 : アイヌ文化の成
立と変容 ─ 交易と交流を中心として』（2008年）、『新版 : 北海道の歴史上（古代・中世・
近世編）』（2011年）をはじめとして多数の業績があり、このほか「著作目録」に挙げら
れているように、数多くのご論文を継続して執筆してこられました。これらのご研究を通
して、先生は、北方史を歴史学のなかに根付かせただけでなく、民俗学や文化人類学など
隣接する学問分野に多くの示唆と刺激を与えてこられたことも、特筆されるべきことかと
思われます。とりわけ『アイヌ民族の歴史』は、北東北から北海道に展開したアイヌ民族
の歴史の全体像を、ひろく大陸の周辺民族・国家との関係に着目しながら、科学的な研究
成果を踏まえて描いた初めての通史であり、「北海道旧土人法」および「アイヌ新法」の
成立過程を詳細に検証されたことを含めて、画期的な内容をもつものです。独学でロシア
語を修得され、文献収集に奔走された努力の末に、600頁を超える大著として完成された
本書は、榎森先生でなければ成し遂げられない成果と申しあげてよいかと思われます。　
北海道で自治体史の編纂を研究の出発点とされた先生は、その後も北海道および東北各
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県の自治体史の編纂・監修事業に関わり、『根室市史』『新稿伊達町史』『松前町史』『函館
市史』『仙台市史』『上磯町史』『能代市史』などの執筆にあたられてきました。現地での
調査や発掘した史料の解読によって判明した歴史を地元の住民に披露する歴史講座も数多
くご担当になり、地域に貢献してこられました。
ご専門と関わり、北海道上ノ国町史跡整備検討委員会委員、北海道開拓殉難者・受難者
調査委員、函館市特別史跡五稜郭跡保存整備委員会委員、北海道立文書館運営協議会委員、
函館市文化財保護審議会委員、財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構アイヌ文化活動ア
ドバイザーなど、多くの公職に就き、とくにアイヌ民族を取り巻く諸問題を直視されてき
たお立場から、いくつもの提言を発して、責任を果たしてこられました。
学会関係では、北海道・東北史研究会副会長をはじめ、東北史学会評議員、地方史研究
協議会委員、交通史学会編集委員などの要職を現在に至るまで継続されています。
ご退職の年となった 2013年は、折しも歴史学科創設 50周年の記念の年にあたり、また

東北文化研究所も創立 45周年を迎えたことから、11月 2日に開催された記念行事の講演
会は、先生の最終講義を兼ねて開かれました。「『日露和親条約』調印後の幕府の北方地域
政策について」と題したご講演は、幕末の開国に伴う蝦夷地の幕領化と東北諸藩の蝦夷地
警衛の経緯を追跡したもので、列島の北から日本史像を見直すことに取り組んでこられた
ご研究の集大成として、最終講義のテーマに選ばれたものと拝察いたします。古希を超え
てなお矍鑠としてご研究に邁進されるお姿をつよく印象づけたご講演でもありました。記
念講演会には卒業生を中心に、市民をまじえて 300名を超える参加者があり、北海道をは
じめ各地で歴史の専門職に就いている榎森ゼミの卒業生も多数集まりました。卒業生一人
ひとりの現状と将来を思いやり、言葉をかける先生のお姿に、多くの有意な人材を育てて
こられた、指導者としての力量とお人柄をあらためて知らされました。
榎森先生には、今後ともご健勝でご活躍されますことを心よりお祈りし、また、引き続
き私たち後進にご指導ご鞭撻いただけますことをお願い申し上げ、献呈の辞といたします。

　2014年 3月
 歴史学科長　教授　渡辺昭一
 教授　菊池慶子
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榎森進教授略歴・業績

1940年（昭和 15）8月 8日、山形県東村山郡天童町大字天童甲 112番地（現天童市本町 2

丁目 - 1）に父金一、母ヤヱの二男として生まれる。翌 41年 12月 8日、日本軍、ハワ
イの真珠湾を空撃し日本、米英に宣戦布告（太平洋戦争勃発）。生家は商家で、屋号
を井筒屋と称し、祖父金作の代から酢の醸造業を営んでいたが、アジア・太平洋戦争
中に酢の醸造業を経営することは困難となり、やむなく酢の販売と味噌・麹製造販売
業に転じた。そのため、天童では長く「酢屋」と称された。

1947年（昭和 22）4月、山形県天童町立天童小学校入学。
1953年（昭和 28）3月、山形県天童町立天童小学校卒業。
1953年（昭和 28）4月、山形県天童町・津山村組合立天童中学校入学。
1956年（昭和 31）3月、山形県天童町立天童中学校卒業。
1956年（昭和 31）4月、山形県立山形東高等学校入学。
1959年（昭和 34）3月、山形県立山形東高等学校卒業。
1959年（昭和 34）4月、東北大学文学部入学。
1963年（昭和 38）3月、東北大学文学部史学科国史専攻卒業。
1963年（昭和 38）4月、北海道根室市市史編集室勤務（根室市史専任編集員。1967年｛昭
和 42｝10月まで）。

1967年（昭和 42）11月、北海道松前町町史編集室勤務（松前町史専任編集員。1973年｛昭
和 48｝4月、町史編集室長を兼務、1981年｛昭和 56｝3月迄）。

1981年（昭和 56）4月、函館大学商学部助教授。
1988年（昭和 63）4月、函館大学商学部教授、同大学図書館長兼務。

榎森進教授近景
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1991年（平成 3）4月、東北学院大学文学部教授。
〔1994年（平成 6）4月、同大学東北文化研究所主事（1998年｛平成 10｝3月迄）〕。

1997年（平成 9）4月、同大学大学院文学研究科博士前期課程教授兼任（アジア文化史専攻、
2014年｛平成 26｝3月迄）。

1999年（平成 11）4月、同大学大学院文学研究科博士後期課程教授兼任（アジア文化史
専攻、2014年｛平成 26｝3月迄）。
〔1999年（平成 11）4月、同大学文学部史学科長（2003年｛平成 14｝3月迄）〕。
〔1999年（平成 11）4月、同大学国際交流委員会委員（2001年｛平成 13｝3月迄）〕。
〔2000年（平成 12）4月、同大学自己点検・評価委員会委員（2001年｛平成 13｝3月迄）〕。
〔2000年（平成 12）4月、学校法人東北学院評議員選挙管理委員〕。
〔2001年（平成 13）1月、学校法人東北学院評議員選挙管理委員〕。
〔2002年（平成 14）4月、東北学院大学自己点検・評価委員会委員（2003｛平成 15｝3

月迄）〕。
〔2002年（平成 14）4月、同大学国際交流委員会委員（2004｛平成 16｝3月迄）〕。

2008年（平成 20）3月、定年により東北学院大学を退職。
2008（平成 20）4月、東北学院大学嘱託教授。
〔2011年（平成 23）4月、同大学教員資格審査委員会委員（2014｛平成 26｝3月迄）〕。

2014年（平成 26）3月、東北学院大学嘱託教授終了。

「社会・自治体関係の委員など」

1980年（昭和 55）4月、北海道上ノ国町史跡整備検討委員会委員（2009年｛平成 21｝3月迄）。
1981年（昭和 56）4月、北海道松前町史編集長（1988年 11月迄）。
1984年（昭和 59）2月、北海道函館市史編さん編集長（2007年｛平成 19｝3月迄）。
1985年（昭和 60）4月、北海道開拓殉難者・受難者調査委員（1989年｛平成元｝3月迄）。
1985年（昭和 60）4月、北海道函館市特別史跡五稜郭跡保存整備委員会委員（現在に至る）。
1986年（昭和 61）4月、北海道立文書館運営協議会委員（1990年｛平成 2｝3月迄）。
1987年（昭和 62）4月、北海道市立函館博物館協議会委員（1992年｛平成 4｝2月迄）。
1988年（昭和 63）4月、北海道函館市西部地区歴史的景観審議会委員（1991年｛平成 3｝3
月迄）。

1989年（平成元）4月、北海道開拓殉難者調査報告書編集委員会委員（1991年｛平成 3｝3
月迄）。

1989年（平成元）3月、北海道函館市文化財保護審議会委員（1991年｛平成 3｝3月迄）。
1994年（平成 6）4月、仙台市史編さん調査分析委員（2011年｛平成 23｝3月迄）。
1996年（平成 8）4月、青森県史編さん特別専門委員（現在に至る）。
2006年（平成 18）4月、財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構アイヌ文化活動アドバ
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イザー（現在に至る）。
2009年（平成 21）4月、北海道上ノ国町史跡上ノ国館跡保存管理計画策定委員（2010年｛平
成 22｝3月迄）。

「他大学への出講・学術関係委員など」

1985年（昭和 60）4月、北海道教育大学教育学部札幌分校非常勤講師。
1986年（昭和 61）10月、北海道教育大学教育学部函館分校非常勤講師。
1989年（平成元）4月、北海道大学大学院文学研究科非常勤講師。
1990年（平成 2）4月、北海道教育大学教育学部岩見沢分校非常勤講師。
1990年（平成 2）10月、北海道教育大学教育学部函館分校非常勤講師。
1997年（平成 9）4月、東北大学大学院文学研究科非常勤講師。
2006年（平成 18）4月、独立行政法人大学入試センター教科科目第一委員会第 210部会

副部会長（2007年｛平成 19｝4月、同部会部会長（2008年｛平成 20｝3月迄）。
2008年（平成 20）4月、東北大学東北アジア研究センター・プロジェクト研究部門「前
近代における日露交流史料研究ユニット」評価委員（2009年｛平成 21｝3月迄）。

 

「学会関係委員など」

1990年（平成 2）12月、北海道・東北史研究会副会長（現在に至る）。
1992（平成 4）9月、東北史学会評議員（現在に至る）。
1993年（平成 5）10月、地方史研究協議会委員（現在に至る）。
2011年（平成 23）11月、交通史学会編集委員（現在に至る）。

『著作目録』

【A : 著書】

① 『北海道近世史の研究 ─ 幕藩体制と蝦夷地 ─』（北海道出版企画センター、1982年
11月、総頁 : 492頁）。

② 『アイヌの歴史（日本民衆の歴史 : 地域編 ⑧）』（三省堂、1987年 1月、総頁 : 263頁）。
③ 『増補改訂 : 北海道近世史の研究 ─ 幕藩体制と蝦夷地 ─』（北海道出版企画センター、

1997年 4月、総頁 : 521頁）。
④ 『アイヌ民族の歴史』（草風館、2007年 3月、総頁 : 675頁）。

【B : 共著・編著など】

① 高倉新一郎編『明治の群像 8 : 開拓と探検』（共著、三一書房、1971年 9月）。
② 佐々木潤之介編『日本民衆の歴史 4 : 百姓一揆と打ちこわし』（共著、三省堂、1974
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年 7月）。
③ 『日本の旅路 : ふるさとの物語 I  ─ 北海道 ─』（共著、千趣会、1974年 11月）。
④ 金井圓・村井益男編『新編・物語藩史』第 1巻（共著、新人物往来社、1975年 9月）。
⑤ 佐々木潤之介編『日本史を学ぶ 3 : 近世』（共著、有斐閣、1976年 7月）。
⑥ 北原進編『日本古文書学講座 8 : 近世 I I I 』（共著、雄山閣、1980年 3月）。
⑦ 藤本英夫編『日本の博物館第 11巻 : 北方の文化 ─ 北海道の博物館 ─』（共著、講談社、

1981年 7月）。
⑧ 原田伴彦編『日本歴史展望 : 第 8巻 ─ 江戸幕府と三百諸侯の支配 ─』（共著、旺文社、

1981年 10月）。
⑨ 札幌商科大学人文学部編『北海道民衆の歩み・公開講座北海道文化論』（共著、札幌
商科大学生活協同組合、1982年 9月）。

⑩ 大石慎三郎編『日本史の舞台 ⑧・諸国に薫る江戸の春』（共著、集英社、1982年 10月）。
⑪ 大石慎三郎編『海外視点日本の歴史 ⑪ : 北方の時代』（共著、株式会社ぎょうせい、

1987年 2月）。
⑫ 小林清治・米原正義編『戦乱の日本史〈合戦と人物〉8 ─ 戦国の群雄（西国・奥羽）』
（共著、第一法規出版、1988年 6月）。

⑬ 児玉幸多他編『日本歴史大系 3 : 近世』（共著、山川出版社、1988年 8月）。
⑭ 朝尾直弘著『体系日本の歴史 8 ; 天下一統』（「蝦夷島と琉球」中「中世の『えぞが島』」
と「蝦夷島からみた天下一統」を執筆、小学館、1988年 11月）。

⑮ 歴史教育者協議会編『100問・100答 : 日本の歴史』（河出書房新社、1988年）。
⑯ 函館市教育委員会編『特別史跡五稜郭保存整備調査報告書』（函館市教育委員会、

1990年 3月）。
⑰ 藤原彰・他編『日本近代史の虚像と実像 ① ─ 開国と日露戦争 ─』（共著、大月書店、

1990年 1月）。
⑱ 宮良高弘編『日本文化を考える ─ 北と南の視点から ─』（共著、第一書房、1993年

6月）。
⑲ 北海道ウタリ協会編『アイヌ史 ─ 北海道アイヌ協会・北海道ウタリ協会・活動史

編 ─』（共著、北海道出版企画センター、1994年 3月）。
⑳ 歴史教育者協議会編『100問・100答 : 日本の歴史 3 : 中世』（共著、河出書房新社、

1995年 3月）。
㉑ 萱野茂他著『萱野茂文化講座 : アイヌ語が国会に響く』（草風館、1997年 5月）。
㉒ 日本福祉大学知多半島総合研究所編『北前船と日本海の時代』（校倉書房、1997年 8月）。
㉓ 歴史教育者協議会編『100問・100答 : 日本の歴史 4 : 近世』（共著、河出書房新社、

1998年 8月）。
㉔ 木村礎・林英夫編『地方史研究の新方法』（共著、八木書店、2000年 12月）。
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㉕ 榎森進編『アイヌの歴史と文化 I 』（共著、創童舎、2003年 2月）。
㉖ 榎森進編『アイヌの歴史と文化 I I 』（共著、創童舎、2004年 4月）。
㉗ 一戸富士雄・榎森進著『これならわかる東北の歴史 Q & A』（共著、大月書店、2008

年 6月）。
㉘ 榎森進・小口雅史・澤登寛聡編『エミシ・エゾ・アイヌ : アイヌ文化の成立と変
容 ─ 交易と交流を中心として（上） ─』（｛共編著｝、岩田書院、2008年 11月）。

㉙ 榎森進・小口雅史・澤登寛聡編『北東アジアのなかのアイヌ世界 : アイヌ文化の成立
と変容 ─ 交易と交流を中心として ─ （下）』（岩田書院、2008年 11月）。

㉚ 榎森進編『科学研究費補助金・基盤研究（b ）（2）研究成果報告書 : 13～19世紀にお
ける列島北方地域史とアムール川流域文化の相互関連に関する研究』（研究代表者 :

榎森進、2006年 3月。課題番号 : 14401021）。
㉛ 榎森進編『科学研究費補助金・基盤研究（C ）、研究成果報告書 : 15～19世紀、列島

北方地域とアムール川最下流域の諸民族との交流に関する研究』（研究代用者 : 榎森
進、2010年 3月。課題番号 : 19520545）。

32 東北学院大学東北文化研究所編『古代中世の蝦夷世界』（｛監修・序文｝、高志書院、
2011年 2月）。

33 榎森進他著『新版 : 北海道の歴史上（古代・中世・近世編）』（共著、北海道新聞社、
2011年 11月）。

【C : 論文】

① 「開拓期根室地方漁業構造の一考察」（東北史学会『歴史』第 33輯、1966年 9月）。
② 「根室地方に於ける鰊刺網請願運動」（北海道史編集所『新しい道史』27号、1967年

3月）。
③ 「近世北海道における問屋制度の一考察」（東北史学会『歴史』第 40輯、1970年 11月）。
④ 「松前交易における日本海海運の発展形態」（『日本歴史』275号、1971年 4月）。
⑤ 「北海道史研究の成果と課題」（『歴史地理教育』 N o .  183、1971年 7月）。
⑥ 「北海道近世史研究の諸問題 ─ 研究史と当面の課題を中心に ─」（松前町史編集室『松
前藩と松前』創刊号・第 2号、1972年 11月、1978年 3月）。

⑦ 「近世北海道の流通構造」（松前町史編集室『松前藩と松前』第 4号、1973年 12月）。
⑧ 「ユーカラの歴史的背景に関する一考察 ─ 主に邦訳ユーカラを素材に ─」（歴史学会
『史潮』新 5号、1979年 8月）。

⑨ 「松前交易における廻船の変遷過程について ─ 主に船型の変遷と流通構造との関わり
中心に ─」（豊田武古希記念会編『日本近世の政治と社会』吉川弘文館、1980年 6月）。

⑩ 「近世北海道の都市」（『地方史研究』167号、1980年 10月）。
⑪ 「近世北海道の都市 ─ その構造と機能 ─」（豊田武・原田伴彦・矢守一彦編『講座 :  
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日本の封建都市』第 3巻、文一総合出版、1981年 11月）。
⑫ 「和人地におけるアイヌの存在形態と支配のあり方について」（地方史研究協議会編『蝦
夷地・北海道 ─ 歴史と生活 ─』雄山閣、1981年 11月）。

⑬ 「アイヌの支配と抵抗」（加藤榮一・山田忠雄編『講座日本近世史 2 ─ 鎖国 ─』（有斐
閣、1981年 12月）。

⑭ 「松前交易と荷所船」（日本郷土史刊行会『郷土史展望』第 2巻第 1号、1983年 3月）。
⑮ 「松前藩の大坂蔵屋敷」（『北海道の研究 3 : 近世編 1』清文堂、1983年 7月）。
⑯ 「日本海海運と酒田 ─ 主に松前・蝦夷地交易を中心に ─」（『地方史研究』184号、

1983年 8月）。
⑰ 「『蝦夷地』の歴史と日本社会」（『日本の社会史 : 第 1巻・列島内外の交通と国家』岩
波書店、1987年 1月）。

⑱ 「幕府の蝦夷地直轄と松前奉行」（『歴史と地理』391号、山川出版社、1988年 3月）。
⑲ 「研究史の整理と課題」（北海道・東北史研究会編『北からの日本史』三省堂、1988

年 5月）。
⑳ 「『新羅之記録』におけるアイヌ語使用に関する一考察」（『昭和 61～62年度科学研究

費補助金｛総合研究 A｝研究成果報告書 ─ 北日本中世史の総合的研究』研究代表者 :

東北大学文学部教授羽下徳彦、1988年 3月）。
㉑ 「十三～十六世紀の東北アジアとアイヌ民族 ─ 元・明朝とサハリン・アイヌの関係を
中心に ─」（羽下徳彦編『北日本中世史の研究』（吉川弘文館、1990年 2月）。

㉒ 「松前からみた弘前」（長谷川成一編『北の城下町・弘前 ─ 1989年弘前シンポジウム
報告書 ─』（名著出版会、1990年 3月）。

㉓ 「箱館奉行」（『特別史跡五稜郭跡保存整備委員会報告書』函館市教育委員会、1990年
3月）。

㉔ 「海峡を挟む地域史像 ─ ひと・もの・情報 ─」（北海道・東北史研究会編『北からの
日本史』第 2集、三省堂、1990年 7月）。

㉕ 「13～19世紀の日本における北方地域の境界認識」（『1990年度・歴史学研究会大会報
告 : 歴史学研究』613号、1990年 11月）。

㉖ 「日露和親条約と幕府の領土観念」（渡辺信夫編『近世日本の民衆と政治』河出書房新
社、1992年 4月）。

㉗ 「オモロとユーカラ」（荒野泰典・石井正敏・村井章介編『アジアのなかの日本史 I V・
地域と民族』東京大学出版会、1992年 9月）。

㉘ 「蝦夷地をめぐる北方の交流」（丸山雍成編『日本の近世 6 ─ 情報と交流 ─』中央公
論社、1992年 5月）。

㉙ 「周辺諸国と変容するアイヌ社会」（『新版 : 古代の日本 9（東北・北海道）』角川書店、
1992年 8月）。
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㉚ 「近代日本と北方地域・アイヌ民族 ─ 明治初期を中心に ─」（宮城歴史科学研究会『宮
城歴史科学研究』36号、1993年 3月）。

㉛ 「地方史研究の現状 ─ 北海道（近世） ─」（『日本歴史』562号、1995年 3月）。 

32 「近世初期の北奥社会とオットセイ」（渡辺信夫編『東北の交流史』無明舎、1994年 4

月）。
33 「アイヌ民族と安藤氏」（小口雅史編『津軽安藤氏と北方世界』河出書房新社、1995

年 3月）。
34 「江戸時代末期におけるサハリンをめぐる日ロ関係 ─ 日本の「鎖国」体制の崩壊過程
との関わりで ─」（函館日ロ交流史研究会編『1994年、函館・ロシア交流史シンポジ
ウム : 函館・ロシアの交流を探る―日ロ関係史 ; その過去と現在―報告書』函館日
ロ交流史研究会刊、1995年）。

35 「十三～十七世紀のアイヌ民族と周辺諸国・諸民族」（木村尚三郎他編『中世史講座
11 ─ 中世における地域・民族の交流 ─』学生社、1996年 11月）。

36 「北方世界との交流から見えるもの ─ 松前氏と南部氏の交流を素材に ─」（渡辺信夫
編『東北の歴史 : 再発見 ─ 国際化の時代を見つめて ─』河出書房新社、1997年 9月）。

37 「近世前期における北奥の狩猟 ─ 盛岡藩領の事例を中心に ─」（東北学院大学史学科
編『歴史のなかの東北 ─ 日本の東北・アジアの東北 ─』河出書房新社、1998年 4月）。

38 「近代日本と北海道・アイヌ民族 ─ 明治初期における新政府の対外政策との関わりを
中心に ─」（永井秀夫編『近代日本と北海道 ─ 「開拓」をめぐる虚像と実像 ─』河出
書房新社、1998年 4月）。

39 「アイヌ : 過去と現在」（『ロシア科学アカデミー極東支部極東諸民族歴史・考古・民
族研究所編『17～20世紀、極東諸民族の民族文化過程と社会認識』｛露文｝極東科学、
ロシア連邦ウラジオストク、1998年 4月）。

40 「松花江流域出土の『寛永通宝』、その歴史的背景」（『東北学院大学東北文化研究紀要』
31号、東北学院大学東北文化研究所、1999年 8月）。

41 「松花江流域 “ 寛永通宝 ” 研究」（中国黒龍江省民族研究所『黒龍江民族叢刊』2000年
第 1期、｛中文｝、2000年 3月）。

42 「アイヌ民族の去就（北奥からカラフトまで） ─ 周辺民族との「交易」の視点か
ら ─」（網野善彦・石井進編『北から見直す日本史』大和書房、2001年 6月）。

43 「大陸からの波と『チャシ』」（北海道開拓記念館開館 30周年記念事業 : 第 52回特別
展「知られざる中世の北海道 ─ チャシと館の謎にせまる ─」関連シンポジウム『チャ
シと館の時代』北海道開拓記念館、2001年 10月）。

44 「日本海海運における蝦夷地と山形」（『山形県地域史研究』27号、2002年 2月）。
45 「東北アジアのなかのアイヌ民族」（財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構『普及啓
発講演会報告集』、2003年 3月）。
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46 「統一テーマ『日本の北方地域と北東アジア』について」（北海道・東北史研究会編『日
本の北方地域と北東アジア ─ 北海道・東北史研究会 : 函館シンポジウム I I の記録』、
2003年 3月）。

47 「北東アジアから見たアイヌ」（菊地勇夫編『日本の時代史 19 : 蝦夷島と北方世界』
吉川弘文館、2003年 12月）。

48 「いまなぜアイヌ史か」（法政大学国際日本研究センター編『国際日本学シンポジウム
報告書 : アイヌの歴史 ─ 「周辺」との交易・交流 ─』法政大学国際日本学研究所刊、
2005年 3月）。

49 「明朝のアムール政策とアイヌ民族 ─ アムール川下流域の諸民族とアイヌ民族の交流
を中心に ─」（菊地俊彦・中村和之編『中世の北東アジアとアイヌ ─ 奴兒干永寧寺
碑文とアイヌの北方世界 ─』高志書院、2008年 3月）。

50 「『等質な日本文化』という虚構 ─ 先住民・アイヌ民族の視点から ─」（『第 9回、日韓・
韓日歴史家会議報告書（文化 : 変容と発展）』 財団法人日韓文化交流基金、2010年 2

月）。
51 「これからのアイヌ史研究にむけて」（北海道大学アイヌ・先住民研究センター編『ア
イヌ研究の現在と未来』北海道大学出版会、2010年 3月）。

52 「アイヌ民族の歴史・『アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会』の歴史認識の問題
点」（N P O 現代の理論・社会フォーラム『 F O R U M  O P I N I O N 』Vo l .  8、2010年 4月）。

53 「北の館跡」（『史跡で読む日本の歴史 8 : アジアの中の日本』 吉川弘文館、2010年 8

月）。
54 「日露和親条約」がカラフト島を両国の雑居地としたとする説は正しいか ?（『東北学

院大学東北文化研究所紀要』第 45号、東北学院大学東北文化研究所、2013年 12月）。

【D : 書評】   

① 海保嶺夫著『近世蝦夷地成立史の研究』（三一書房、1984年 7月）（『日本歴史』
N o .  444、1985年 5月）。

② 菊地勇夫著『幕藩体制と蝦夷地』（雄山閣、1984年 10月）（『史学雑誌』第 94編 9号、
1986年 9月）。

③ 長谷川成一編『北奥地域史の研究 ─ 北からの視点 ─』（名著出版、1988年 2月）（『日
本歴史』N o .  490、1989年）。

④ 牧野隆信著『北前船の研究』（法政大学出版局、1989年 3月）（『日本歴史』 N o .  504、
1990年）。

⑤ 菊池勇夫著『北方史のなかの近世日本』（校倉書房、1991年 7月）（『歴史評論』507号、
1992年 7月）。

⑥ 『村山市史 : 近世編』（山形県村山市、1994年 7月 8日付『山形新聞』）。
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⑦ 菊地勇夫著『アイヌ民族と日本人 ─ 東アジアのなかの蝦夷地 ─』（朝日新聞社、
1994年 9月）（『歴史評論』Vo l .  564、1997年 2月）。

⑧ 佐々木史郎著『北から来た交易民 ─ 絹と毛皮とサンタン人 ─』（満族史研究会『満
族史研究通信』）（Vo l .  6、1997年 3月）。

⑨ 長谷川成一著『近世国家と東北大名』（吉川弘文館、1998年 7月）（『日本歴史』
N o .  614、1999年 6月）。

⑩ 「アイヌ史（北方史）研究の方法 ─ 岩崎奈緒子著『日本近世のアイヌ社会』によせ
て ─」（『歴史評論』Vo l .  603、2000年 7月）。

⑪ 田端宏他著『新版県史シリーズ 1 : 北海道の歴史』（山川出版社、2000年 9月）（『弘
前大学 : 國史研究』第 110号、2001年 3月）。

⑫ 児島恭子著『アイヌ民族史の研究 ─ 蝦夷・アイヌ観の歴史的変遷 ─』（吉川弘文館、
2003年 2月）（『歴史学研究』 N o .  780、2003年 10月）。

⑬ 熊谷達也著『邂逅の森』（〈小説〉: 文芸春秋社。2004年 3月 7日付『東京新聞』、な
おこの小説は、その後、同年 6月「山本周五郎賞」を、同年 7月 15日「直木賞」を
受賞した）。

⑭ 山田伸一著『近代北海道とアイヌ民族 ─ 狩猟規制と土地問題 ─』（北海道大学出版会、
2011年 5月）（2011年 7月 24日付『しんぶん赤旗』）。

【E : 小論・解題・監修】

① 「松前藩における元禄・享保期の歴史的地位」（北海道地方史研究会『北海道地方史研
究』80号、1971年 2月）。

② 「日本前近代におけるアイヌ問題」（『歴史地理教育』Vo l .  271、1977年 11月）。
③ 「箱館奉行と蝦夷地支配」（『歴史公論』第 4巻第 7号、雄山閣、1978年 7月）。
④ 「松前藩とアイヌ」（『岩波講座 : 日本歴史・月報 11、1980年 10月）。
⑤ 「志濃館について」（『歴史地名通信』6号、平凡社、1985年 7月）。
⑥ 「松前氏の商業活動」（『歴史公論』117号、雄山閣、1985年 8月）。
⑦ 「松前・蝦夷地からみた日本海海運」（福井県文化振興事業団『福井の文化』第 8号、

1986年 4月）。
⑧ 「『標準世界史地図』における若干の疑問点」（『日本歴史』 N o .  501、1990年）。
⑨ 「日ソ領土問題の歴史的背景」（北海道経済研究所編『北海道経済』 N o .  299、1991年

4月）。
⑩ 「アイヌ民族の権利と『アイヌ新法』」（『歴史地理教育』468号、1991年 2月）。
⑪ 「アイヌ民族と日本」（『月刊しにか』第 3巻第 5号、大修館書店、1992年 5月）。
⑫ 「第 44回・函館大会に向けて」（『地方史研究』243号、1993年 6月）。
⑬ 「北海道アイヌはなぜカラフトに進出していったのか」（『別冊・宝島、アイヌの本』（宝
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島社、1993年 9月）。
⑭ 「安政六年『箱館之図』」（『地域史研究・はこだて』Vo l .  19、1994年 4月）。
⑮ 「『銭亀沢編』の編集にあたって」（『地域史研究・はこだて』Vo l .  19、1994年 4月）。
⑯ 「北からの蒙古襲来があった！」（『歴史読本』Vo l .  643、1995年 6月）。
⑰ 「『新旭川市史 : 第 1巻通史 1』の発刊に寄せて」（『旭川研究〈昔と今〉』Vo l .  7、1995年）。
⑱ 「『猟師』と『マタギ』」（『日本歴史』Vo l .  595、1997年 12月）。
⑲ 「松花江流域の寛永通宝」（満族史研究会『満族史研究通信』Vo l .  7、1988年 3月）。
⑳ 「山形横町細谷家文書 ─ 解題と目録 ─」（鈴木幸彦氏と共同執筆『東北学院大学東北
文化研究紀要』Vo l .  30、1998年 8月）。

㉑ 「北からの視点 ─ 北方世界とその周辺 ─」（青森地域社会研究所『れぢおん青森』
Vo l .  218、1997年 1月）。

㉒ 「サハリン・アイヌ他」（『日本民俗文化資料集成・第 23巻 : 北の民俗誌編集のしおり
21』三一書房、1997年）。

㉓ 「近世北方世界のなかの松前藩」（新公論社『河川レビュー』Vo l .  104、1998年 10月）。
㉔ 「北奥のアイヌの人々」（『白い国の詩』Vo l .  512、創童舎、1999年 4月）。        

㉕ 「シャクシャインの戦い」（『白い国の詩』Vo l .  515、創童舎、1999年 7月）。
㉖ 「函館市史編さん事業の現在と未来」（『地域史研究・はこだて』Vo l .  30、1999年）。
㉗ 「江戸時代の北方史 ─ 「鎖国」の中の北方地域 ─」（『白い国の詩』Vo l .  525、創童舎、

2000年 5月）。
㉘ 「開拓とアイヌ民族」（『白い国の詩』Vo l .  528、創童舎、2000年 8月）。
㉙ 「『ユーカラ』に探るアイヌ民族の歴史」（東北芸術工科大学東北文化研究センター『東
北学』Vo l .  7、2002年 10月）。

㉚ 「『コシャマインの戦い』と中世アイヌ民族の『交易』」（『再現・日本史』82号、講談社、
2002年 12月）。

㉛ 「『南部地域』の歴史における馬産・畑作・狩猟の位置再考」（『地方史研究』304号、
2003年 8月）。

32 「アイヌ民族の前近代史学習の要点」（『歴史地理教育』742号、2009年 3月）。
33 「ユーカラの歴史性を考える」（札幌大学ペリフェリア・文化研究所『アイヌの歴史と
物語世界』、2005年 10月）。

34 「ロシア科学アカデミー人類学・民族学博物館所蔵品について ─ 主にピョートル大帝
治世のコレクションと北方民族関係資料を中心に ─」（東北学院大学オープン・リサー
チ・センター刊『アジア流域文化論研究 I I I 』、2007年 3月）。

35 「アイヌ民族史をめぐる歴史科学の成果を活かす」（『2006年度・北海道平取町立二風
谷アイヌ文化博物館年報』、2008年 3月）。

36 「アイヌ民族の前近代史学習の要点」（『歴史地理教育』Vo l .  742、2009年 3月）。
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37 「北東アジアの中のアイヌ民族 ─ サンタン交易・蝦夷錦・間宮林蔵 ─」（『歴史地理
教育』N o .  744、2009年 5月）。

38 「歴史からみたアイヌ民族 ─ 小林よしのり氏の『アイヌ民族』否定論を批判する」（『部
落解放』620号、2009年 10月）。

39 『週刊マンガ日本史 : シャクシャイン』（｛監修｝、朝日新聞出版、2010年 4月）。
40 「地方史研究の現在（北方史）」（『地方史研究』350号、2011年 4月）。
41 「アイヌ民族の戦後史をめぐる諸問題」（『人権と部落問題』 N o .  825、2012年 2月）。
42 「序に代えて ─ 松前の墓石が語る近世日本 ─ 」（関根達人編『松前の墓石から見た近
世日本 ―』北海道出版企画センター、2012年 12月 10日）。

【F : 自治体史・法人史 : 編集・共著・監修など】

① 『根室市史（下巻）』（「第 1章、水産」執筆、根室市、1968年 7月。なお執筆担当部
分の「第 1章」を『千島海域漁業の史的展開』と題して別刷を作成｛総頁 386頁｝）。

② 『新稿伊達町史（下巻）』（「第 2章、水産」執筆、三一書房、1972年 3月）。
③ 『松前町史 : 史料編第 1巻』（｛編集・共著｝、松前町、1974年 11月）。
④ 『松前町史 : 史料編第 2巻』（｛編集・共著｝、松前町、1977年 3月）。
⑤ 『松前町史 : 史料編第 3巻』（｛編集・共著｝、松前町、1979年 3月）。
⑥ 『松前町史 : 史料編第 4巻』（｛編集・共著｝、松前町、1980年 3月）。
⑦ 『松前町史 : 通説編第 1巻上』（｛編集・共著｝、松前町、1984年 8月）。
⑧ 『函館市史 : 統計史料編』（｛編集・共著｝、函館市、1987年 5月）。
⑨ 『松前町史 : 通説編第 1巻下』（｛編集・共著｝、松前町、1988年 8月）。
⑩ 『函館市史 : 通説編第 2巻』（｛編集・共著｝、函館市、1990年 11月）。
⑪ 『函館 : 都市の記憶』（｛編集・共著｝、函館市、1992年 8月）。
⑫ 『函館市史 : 都市・住文化編』（｛編集｝、函館市、1995年 3月）。
⑬ 『仙台市史 : 資料編 2・近世Ⅰ〈藩政〉』（｛共著｝、仙台市、1996年 3月）。
⑭ 『仙台市史 : 資料編 3・近世 2〈城下町〉』（｛共著｝、仙台市、1997年 3月）。
⑮ 『函館市史 : 通説編第 3巻』（｛編集・共著｝、函館市、1997年 3月）。
⑯ 『上磯町史 : 上卷・下巻』（｛監修｝、北海道上磯町、1997年 3月）。
⑰ 『函館市史 : 銭亀沢編』（｛編集｝、函館市、1998年 2月）。
⑱ 『能代市史 : 資料編古代・中世 1』・『同中世 2』（｛編集協力｝、秋田県能代市、1998年

3月）。
⑲ 『仙台市史 : 資料編 5・近代現代 1〈交通建設〉』（｛共著｝、仙台市、1999年 3月）。
⑳ 『野又学園六十年史』（｛編集代表・共著｝、学校法人野又学園｛在函館市｝、2000年 3月）。
㉑ 『乙部町史 : 上巻・下巻』（｛監修｝、北海道乙部町、2001年 3月）。
㉒ 『函館市史 : 通説編第 4巻』（｛編集・共著｝、函館市、2002年 3月）。
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㉓ 『仙台市史 : 通史編 5・近世 3』（｛共著｝、仙台市、2004年 3月）。
㉔ 『仙台市史 : 資料編 7・近代現代 3〈社会生活〉』（｛共著｝、仙台市、2004年 3月）。
㉕ 『仙台市史 : 資料編 8・近現代 4〈政治・行政・財政〉』（｛共著｝、仙台市、2006年 9月）。
㉖ 『函館市史 : 年表編』（｛編集・共著｝、函館市、2007年 2月）。
㉗ 『仙台市史 : 通史編 6・近代 1』（｛共著｝、仙台市、2008年 3月）。

【G : 辞典の項目執筆など】

① 荒居英次他編『古文書用字・用語大辞典』（「秋味」他 47項目、柏書房、1980年 8月。
同辞典は、1986年 6月、縮刷普及版『古文書用語辞典』として発刊される）。

② 『平凡社 : 大百科事典』（「蝦夷地」他 11項目、平凡社、1985年 6月）。
③ 『三百藩藩主人名事典 : 第 1卷』（「松前慶広」他 14名分、新人物往来社、1986年 7月）。
④ 『角川日本地名大辞典・北海道（上巻、下巻）』（「総説」中「中世の日本社会と夷島」・
「幕藩体制と蝦夷島」・「蝦夷地とアイヌ民族」及び「地誌編」「地名編」の多くの項目
を担当。角川書店、1987年 10月）。

⑤ 『藩史大事典第 1巻（北海道・東北編）』（「松前藩」「館藩」、雄山閣、1988年 10月）。
⑥ 『日本史大事典』（「アイヌ」他 35項目、平凡社、1994年 5月）。
⑦ 『朝日・日本歴史人物事典』（「藤野喜兵衛」他 4項目、朝日新聞社、1994年 11月）。
⑧ 『角川・新版日本史辞典』（「アイヌ」他 10項目、角川書店、1996年 11月）。
⑨ 地方史研究協議会編『地方史事典』（「コシャマインの戦い」等 2項目、弘文堂、1997

年 4月）。
⑩ 『日本民俗大辞典（上・下）』（「蝦夷」他 4項目、吉川弘文館、1999年 10月・2000年

4月）。
⑪ 『日本歴史大事典』第 1巻・第 2巻（「アイヌ（歴史）」他 13項目及び「アイヌ民族関
係略年表」小学館、2001年 7月）。

⑫ 『日本歴史地名体系 : 第 1卷・北海道の地名』（｛共編｝、平凡社、2003年 10月）。
⑬ 『日本史文献事典』（榎森進『北海道近世史の研究』｛北海道出版企画センター、「増補
改訂版」を含む｝、海保嶺夫『日本北方史の論理』｛雄山閣｝、同『幕藩制国家と北海道』
｛三一書房｝、同『近世蝦夷地成立史の研究』｛三一書房｝、同『中世の蝦夷地』｛吉川
弘文館｝。弘文堂、2003年 12月）。

【H : その他・随筆・短文など】

① 「史学との隔たり ─ 市町村史編さんの問題点」（1970年 9月 5日付『北海道新聞』）。
② 「郷土史の古い殻を破るために」（1973年 1月 11日付『北海道新聞』）。
③ 「地方史と歴史意識 ─ 住民の立場で研究を ─」（1973年 5月 12日付『北海道新聞』）。
④ 「編集に住民の参加を ─ 中央史と地方史の間 ─」（1975年 3月 26日付『北海道新聞』）。
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⑤ 「根室女工哀話」（『北方ジャーナル』10月号、 K K 北方ジャーナル、1977年 10月）。
⑥ 「松前藩」（『藩史総覧』新人物往来社、1977年 12月）。
⑦ 「四国にあった松前藩史料」（1978年 3月 20日付『北海道新聞』）。
⑧ 「函館の日本海文化展」（1978年 5月 20日付『北海道新聞』）。
⑨ 「アイヌ蜂起す ─ シャクシャイン」（『歴史読本』6月号、1980年 6月）。
⑩ 「蝦夷地の御家騒動 ─ 門昌庵物語 ─」（『ふるさと伝説の旅 1、北海道・大地の祈り』
小学館、1983年 12月）。

⑪ 「発刊にあたって」（『地域史研究・はこだて』創刊号、1984年 12月）。
⑫ 「留学生が北海道で気づく “ 別な日本” と差別の実態」（1988年 5月 19日付『北海道
新聞』）。

⑬ 「日本の北方探検」（『中学校地図・社会科研究』 ’ 91 : 4月号、帝国書院、1991年 4月）。
⑭ 「松前藩に反抗したアイヌの首長・シャクシャイン」（『歴史読本・創刊 600号記念特集 :

日本史を変えた人物』臨時増刊、1993年 9月）。
⑮ 「『錢亀沢編』の編集にあたって」（『地域史研究・はこだて』19号、1994年 4月）。
⑯ 「五稜郭の歴史的意義」（1997年 1月 1日付『北海道新聞』）。
⑰ 「『函館市史 : 通説編第 3卷』を編んで」（1997年 7月 6日付『北海道新聞』）。
⑱ 「自治体史の編さんに望むこと ─ 先駆的な『青森県史』の刊行を期待して ─」（『青
森県史研究』第 3号、1999年 3月）。

⑲ 『週刊 : 日本の街道 91 : 北海道 : 松前街道・札幌本道』（編集協力、講談社、2004年
3月）。

⑳ 「アイヌ問題とは何か」（2009年 10月 27日・28日、11月 2日付『しんぶん赤旗』）。
㉑ 「『国連宣言』を土台に民族の未来開く政策急げ」（2012年 3月 13日付『北海道新聞』）。 
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【概要】　ペリーの来航と「日米和親条約」のことは、日本の「開国」と「近代国家の成立」
という問題意識から高校の日本史の教科書では必ず記述されているが、同条約の直後に日
ロ間で調印された「日露和親条約」の内容とその歴史的意味を的確に記している教科書は
殆ど無い。
しかし、「日露和親条約」は、幕末における奥羽地方を含めた日本の北方地域の歴史の

あり方に決定的な影響を与えたのである。N H K の大河ドラマ「八重の桜」の主人公 : 山
本八重が後程結婚した新島襄が幕末の元治元年（1864）、アメリカに密航したのも北の開
港場・箱館であった。そしてこの箱館には、安政元年（1854）6月に再置された「箱館奉行」
が勤務する箱館奉行所が新設され（五稜郭の内側）、以後幕府は同奉行を介して奥羽地方
を含めた北方地域（現 : 東北 6県と北海道・クリル諸島・サハリン）に関する新たな政策
を実施していったが、この期に幕府が実施した北方地域政策の前提になったのが対ロシア
政策であった。そこで、今回は、この期に実施された諸政策の内特徴的な政策に焦点を絞っ
て話をした。
 （東北文化研究所創設 45年記念講演会・歴史学科創設 50年記念行事）

【日時】　平成 25年 11月 2日（土）
【会場】　土樋キャンパス 8号館 5階　押川記念ホール

榎森進先生最終講義

「日露和親条約」調印後の幕府の北方地域政策について
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「日露和親条約」調印後の幕府の 
北方地域政策について

榎　森　　　進

はじめに ─  問題の所在 ─

幕末の嘉永 6年（1853）6月 3日、アメリカ東インド艦隊司令長官 M . C . ペリーが軍艦
4隻を率いて浦賀に来航し、日本に開国を求めたアメリカの M . フィルモア大統領の国書
を幕府の役人に受け取らせて一時日本を離れ、次いで翌安政元年（1854）1月、軍艦 7隻
を率いて再び来航して幕府に開国を強く迫ったため、同年 3月 3日、幕府はやむなく「日
米和親条約（神奈川条約）」を締結して下田と箱館の 2港を開港するに至り、これを大き
な契機として幕藩体制が急速に崩壊に向かって歩み出したことはよく知られている。しか
し、同年 12月 21日下田で調印された「日露和親条約（日露通好条約）」の歴史的な意味
についてはあまり知られていない。しかし、同条約は、その後の日本の歴史のあり方、と
りわけ奥羽地方以北の北方地域の歴史のあり方に決定的な影響を与えているのである。そ
こで本稿では、「日露和親条約」調印後の幕府の北方地域政策、特に奥羽諸藩の蝦夷地警
備策と「北蝦夷地（カラフト島）」政策に焦点を絞って検討することとしたい。
最初に奥羽諸藩の蝦夷地警備策について触れるのは、幕末の奥羽地方の歴史の諸相を正
しく理解しようとするならば、この問題を避けて通ることは出来ないと思うのだが、近年
の奥羽地方の歴史研究に目を向けると、この問題に焦点をあてた個別具体的な研究が極め
て少ないためか、東北 6県の県毎の通史の内容をみると、この問題の概要を正確に記した
歴史書が極めて少ないという残念な状態にあるからである。また、「蝦夷地」の中でも「北
蝦夷地（カラフト島）」政策に焦点をあてるのは、「日露和親条約」締結に至る日ロ両国の
交渉において「カラフト島」については両国の国境を定めることが出来ず、その結果、同
条約第 2条で、「今より後、日本國と魯西亞國との境、ヱトロフ島とウルップ島との間に
あるへし、ヱトロフ全島ハ、日本に属し、ウルップ全島、夫より北クリル諸島ハ、魯西亜
に属す。カラフト島ニ至りては、日本國と魯西亞國の間ニおゐて界を分たす、是迄仕來の
通たるへし」と記され（1）、国境を画定することができなかったため、同島（当時の幕府側
の呼称は「北蝦夷地」）ではロシアを強く意識した政策が強力に推進されたからであり、

（1） 『大日本古文書 : 幕末外国関係文書』第 8巻─193号文書（以下同書所収の史料名は『幕末外』8- 193の如
く略記す）。
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こうしたことが近代日本の北方地域政策にも極めて大きな影響を与えているからである。

1.　箱館奉行の最置と幕府の北方地域政策

（1）　箱館奉行の最置とその背景

安政元年（1854）6月 26日、幕府は、松前藩より「和人地（松前地）」内の箱館と同所
より 5～6里四方の地域を上知した上で（2）、同年 6月 30日、箱館奉行を最置し、勘定吟味
役竹内保徳を同奉行に任じた。席順は下田奉行の次席である（3）。幕府が箱館奉行を再置し
た直接的な要因は、いうまでもなく安政元年（1854）3月 3日調印の「日米和親条約」、
同年 8月 23日調印の「日英和親条約」、同年 9月 2日調印の「日蘭和親条約」及び同年
12月 21日調印の「日露和親条約」により翌安政 2年（1855）3月、松前藩領であった箱
館港を開港するとしたところにあるが、その後の箱館奉行の任務との関わりで看過出来な
いことは、前述の如く「日露和親条約」第 2条に「今より後、日本國と魯西亞國との境、
ヱトロフ島とウルップ島との間にあるへし。ヱトロフ全島ハ、日本に屬し、ウルップ全島、
夫より北の方クリル諸島ハ、魯西亞に屬す、カラフト島ニ至りては、日本國と魯西亞國の
間ニおゐて界を分たす、是迄仕來の通たるへし」とあるように、同条約によって日ロ両国
の国境がクリル諸島のエトロフ島以南が日本領、ウルップ島以北がロシア領と決定したも
のの、文化 6年（1809）6月、幕府がカラフト島の呼称を「北蝦夷地」と改称（3）して以来、
日本側が「北蝦夷地」と称してきた「カラフト島（現サハリン島」については、国境を決
めることが出来なかったため、以後幕府が北方地域政策を実施するための新たな役職を設
置する必要にせまられたことである。それだけに、再置した箱館奉行の政治的任務は、「北
蝦夷地」をめぐるロシアの動向を強く意識したものとなった。こうした状況から、幕府は、
安政 2年（1855）2月 22日、「松前・蝦夷地」の内、渡島半島南端の木古内村以東、乙部
村以北の「和人地（松前地）」及び「蝦夷地」全域を幕領とした上で（4）、同年 2月 24日、
これらの地域を箱館奉行に預け（5）、次いで、同年 3月 27日、松前藩と奥羽緒藩に「松前・
蝦夷地」警備を命じ（6）、安政 6年 9月 27日、奥羽 6藩に「蝦夷地」を分領するに至っ
た（7）。そこで次ぎに、安政 2年の松前藩と奥羽 4藩による「松前・蝦夷地」の警備の概要
とその特徴を、次いで安政 6年（1859）の奥羽 6藩への「蝦夷地」の一部の「分領」と「蝦
夷地」警備の状況についてその概要を見ておきたい。

（2） 『幕末外』6- 315。
（3） 松田傳十郎著『北夷談』（『日本庶民生活史料集成』第 4巻（三一書房、1969年）。
（4） 『幕末外』9- 133。
（5） 『幕末外』9- 138。
（6） 『幕末外』10- 77。
（7） 「蝦夷地御開拓諸御書付諸伺書類」（『新撰北海道史』第 5巻史料 1。1936年）。
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2.　松前藩及び奥羽諸藩による「松前・蝦夷地」警備と 
奥羽諸藩への「蝦夷地」の「分領」

（1）　松前藩及び弘前藩・盛岡藩・秋田藩・仙台藩による「松前・蝦夷地」の警備の概要

安政 2年（1855）3月 27日、幕府は、松前藩と弘前藩・盛岡藩・秋田藩・仙台藩の奥
羽 4藩に「松前・蝦夷地」の警備を命じたが、各藩毎の警備地域は以下の通りであった。
松前藩 :「元陣屋」→（松前地の有

あり

川
かわ

村）、警備地域→（松前地の木
き

古
こ

内
ない

村～七
なな

重
え

浜
はま

間）。
弘前藩 :「元陣屋」→（箱館の千

ち

代
よ

ケ
が

台
だい

）・「出張陣屋」→（西蝦夷地のスツツ）、警備
地域→（箱館表、千代ケ台～恵

え

山
さん

岬持場心得、松前地の乙部村～西蝦夷地の
カムイ岬、西蝦夷地総体の援兵心得）。

盛岡藩 :「元陣屋」→（箱館山麓の字水
みず

元
もと

より谷
や

地
ち

頭
がしら

迄）、「出張陣屋」→（東蝦夷地
のエトモ）。なお、「エトモ」は、現在の室蘭。

 警備地域→（箱館表専用心得、箱館表より東蝦夷地のホロベツ迄の海岸総体、
東蝦夷地総体の援兵心得）。

秋田藩 :「元陣屋」→（西蝦夷地のマシケ）、「出張陣屋」→（西蝦夷地のイシカリ・
ソウヤ（但し夏分人数出張、北蝦夷地｛カラフト島｝応援心得。北蝦夷地｛カ
ラフト島｝は 3月より 8月迄詰め、冬はマシケの元陣屋へ引き揚げ｝）、警備
地域→（西蝦夷地カムイ岬よりシレトコ岬迄総体・北蝦夷地島々共一円）。

仙台藩 :「元陣屋」→（東蝦夷地のユウフツ、後シラヲイ｛現白老｝）、「出張陣屋」→
（東蝦夷地子モロ・アッケシ・クナシリ島・エトロフ島）。

 警備地域→（東蝦夷地のシラヲイからシレトコ岬迄総体、クナシリ・エトロ
フ島々共一円）（8）。

上記の内容を地図で記したのが、別紙の「地図 1」である。上記の内容と別紙の地図を
合わせて見るとすぐ分かるように、松前藩・弘前藩・盛岡藩・秋田藩・仙台藩の 5藩の中
でも仙台藩と秋田藩が最も広大な地域を警備地とされたが、奥羽 4藩の石高（表高）は、
弘前藩が 10万石、盛岡藩が 20万石、秋田藩が 20万石余、仙台藩が 62万石余であること
を考慮すると、石高と警備地域の面積の関係では、秋田藩が仙台藩の約 3分の一の石高に
過ぎないのに、仙台藩とほぼ類似した広大な地域を警備地とされている点に大きな特徴が
あった。そのため、同年 11月、時の秋田藩主佐竹右京大夫義

よし

睦
ちか

は、老中に対し「蝦夷地
警衛用捨」願いを提出した。その内容は、以下の通りである。なお、佐竹義睦は、当時僅
か 16歳であった。
　私儀今般蝦夷地之御警固被仰付、尤箱館松前地御警衛向をも可相心得候段被仰渡、
難有仕合奉存候、持場之儀は、西蝦夷地ヲカムイ岬より北海岸通シレトコ迄惣體并北

（8） 『幕末外』10- 77。注 （7）史料。
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蝦夷地其外島々共一圓、右之内マシケ江元陣屋取建、人數差置候様可致、ソウヤ江出
張陣屋取建、夏分人數出張、北蝦夷地應援可相心得、北蝦夷地右同斷、三月より八月
迄人數相詰、冬分はマシケ元陣屋江引揚候様可致段、御達之趣奉得其意候、然は、若
年之私江至而重き御警衛筋之御用被仰付候義、武門規模ニ而、重

ちょう

疊
じょう

難有儀ニ奉存候、
因而は、篤相心得、乍不及も御安堵相成候様精勤仕度、且御達之趣も有之ニ付、不取
敢場所内見分与して、當五月初旬、家来共差遣候處、海陸數百里之行程故、日數相掛、
時節遅相成候付、西蝦夷地ヲカムイ岬より北海岸通モンヘツ迄、北蝦夷地シラヌシよ
り東海岸ホロアントマリ（現アニワ湾沿岸部のコルサコフの南側にあるトマリアニワ
｛Томари - Анива｝）迄、同西海岸ウヱンケシ（現西海岸部のリフリャンカ
｛Рифлянка｝）迄見分仕、當九月中罷歸候而申聞候は、北蝦夷地之義は、何方迄を境
与存分兼候得とも、一ト先蝦夷人共住居罷在候處迄を持場与取調、此海岸里數凡貳
百五拾里余、并西蝦夷地ヲカムイ岬より北海岸シレトコ迄貳百拾八里余、其外離島五
介所有之、此海岸周回之里數四拾里程取合、持場之海岸總里數五百里余御座候趣申聞
候、右ニ付、段々評議仕候處、可成之手配仕候而も、右之内要地与相見得候場所貳拾
个所位江陣屋取建、人數三千人位も差渡不申候而は、聊御警衛筋も相成間敷儀与奉存
候、猶右人數差渡置候儀ニ而は、數百里之海陸交代之間、六千人之出入与相成候儀御
座候、殊ニは、箱館表并松前地御警衛向をも可心得段、被仰渡候上は、右兩所江臨時
出張爲致候人數も、別段國許江備置候事ニ御座候而は、旁以私之分限ニ而行届候義ニ
は無御座候（中略）且又私領分海岸凡四拾里程之場所御座候處、非常之節は、城下よ
り人數繰出候而も、手遠之場所ハ、急卒之間ニ合兼候に付、近年來家來共海岸數个所
江移住申付差置、尚又度々御触達之義も御座候に付、旁以篤相心得、種々手配仕、海
岸防禦筋専要取計罷在候儀御座候處、西北蝦夷地五百里余之海岸御警衛向を相勤候儀
ニ而は、中々以行届候儀ニも無御座、差當自國之守備如何手當可仕候哉、當惑至極奉
存候、（中略）西北蝦夷地持場被仰付候儀并人數差渡置候儀は、何分御容赦被成下、
臨時御沙汰次第箱館表松前地江出張爲致候人數は、國許江も備置、御用相勤候様仕度
奉願候、（以下略）（9）。

 （括弧内の「北蝦夷地」の地名に対応する現ロシア語地名は榎森）。
その要旨は、自領内の海岸防備に加え西蝦夷地と北蝦夷地の 500余里余に至る海岸警備

を行うのは困難につき、「蝦夷地警備」の用捨と当面箱館表と松前地の警固だけにしても
らいたいというものであった。しかし、時の老中阿部正弘は、翌年 2月 11日頃、秋田藩
主佐竹義睦に対し「内願之趣は、難被及御沙汰候、西蝦夷地之内、マシケ・ソウヤ邊江常
詰元陣屋取建、北蝦夷地之内、シラヌシ、クシュンコタン江三月より八月迄之出張陣所相
定、各一手之人數差渡置可被申候、其余人數等差渡置ニ不及、箱館奉行臨機之差圖次第、

（9） 『幕末外』13- 92。
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右人數之内より出張候様可被致候、西地一圓持場名目之儀并松前箱館援兵之儀は、御用捨
被成下候事」と申し渡して「松前・箱館援兵」の件のみを免除したに過ぎなかった（10）。
また、安政 2年 12月、仙台藩主伊達慶

よし

邦
くに

（当時 30歳）が老中に対し「自國海岸并蝦夷
地島々共取合候得は、大凡六百里程ニ相及、右場所江警衛向厳重相立候ニは、不尋常義ニ
御座候間、右持場之分一圓御預地ニ被成下、悉皆御役地同様御委任被成下候様仕度奉願候」
との内願書を提出した（11）。つまり、「蝦夷地」の「警備」を命じられた地域を総て仙台藩
の「預地」（仙台藩が預かる事実上の仙台藩の「領地」）にしてくれることを内願したもの
であった。しかし、老中阿部正弘は秋田藩の願書に対する返答書との関わりもあり、翌年
2月、「内願之趣は、難被及御沙汰候、追而地所相渡候場所も可有之候、差向候處、人數
差渡、ユウブツ・アッケシ・ネモロ・ヱトロフ・クナシリ右五个所江警衛相立、其餘之場
所は、箱館奉行臨機之差圖次第、右人數之内より出張候様可被致候、東地一圓持場名目之
儀、并箱館表援兵之儀は、御用捨被成下候事」と達したのである（12）。佐竹氏の内願に対す
る返答と類似した内容であった。
ともあれ、こうして幕府の「蝦夷地再直轄」に続く奥羽 4藩への「蝦夷地警備」命令は、

4藩に大きな財政的負担となって跳ね返っていった。警備に必要とする諸経費は、その総
てを警備を命じられた各藩の負担となったからである。しかも、「蝦夷地」は、奥羽地方
よりは遙かに寒い地域であり、冬季にはマイナス 30度以下になる地域も多かった。その
ため「蝦夷地警備」を命じられた奥羽 4藩、とりわけ広大な「蝦夷地」と島々の警備を命
じられた秋田・仙台の両藩は多くの家臣達の命が奪われただけに、その損害は計り知れな
いものであった。
かくして幕府は、安政 6年（1859）9月 27日、奥羽の弘前・盛岡・秋田・庄内・仙台・

会津の 6藩に「蝦夷地」の一部を「領分」として与えると同時に、警備地域を指定し、「開
墾」と「警備」に当たらせる政策を実施するにいたった（13）。

（2）　奥羽諸藩への「蝦夷地」の「分領」

安政 6年（1859）9月 27日、幕府はそれまでの蝦夷地政策を改め、奥羽の仙台藩主・
秋田藩主・庄内藩主・盛岡藩主・弘前藩主・会津藩主に対して「蝦夷地開発守衛之儀，當
節之時勢専要之事ニ付、別段の譯を以、蝦夷地之内割合、領分被成下候」、「尤、箱館表松
前地御警衛向之儀も是まで之通り可被心得候。且又南部美濃守、津軽土佐守持場之儀は、
只今迄之通相心得、陣屋有之場所にて相應之地所被下候」と申し渡し（14）、次いで同年 11

月 26日、各藩主に対して「領分」として与える地域と警備地域を示すと同時に、各藩主
（10） 『幕末外』13- 165。『松前箱館雑記』巻 7（東京大学史料編纂所所蔵）。
（11） 『幕末外』13- 121。『松前箱館雑記』巻 7（東京大学史料編纂所所蔵）。
（12） 『幕末外』13- 164。『松前箱館雑記』巻 7（東京大学史料編纂所所蔵）
（13） 『幕末外』27- 138。「蝦夷地御開拓諸御書付諸伺書類」（『新撰北海道史』第 5巻史料 1。1936年）。
（14） 『幕末外』27- 138。「蝦夷地御開拓諸御書付諸伺書類」（『新撰北海道史』第 5巻史料 1。1936年）。
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に対してあらたに与える「領分」から得られる場所請負人の運上金等をしめした（15）。これ
らの内容を整理すると、以下の通りである。（別紙「地図 2」を参照のこと）。
弘前藩 : 西蝦夷地スツツの「陣屋付」とし、西蝦夷地スツツ領～セタナイ領境迄を「領

地」とす。乙部村～西蝦夷地セタナイ領迄を警備。
 （上記「領地」の場所を請け負う場所請負人が収める運上金・他）。
 場所請負人の運上金 : 292両、
 別段上納金 : 167両永 100文、
 合計 : 459両永 100文。
盛岡藩 : 東蝦夷地エトモの「陣屋付」とし、東蝦夷地エトモ領・ホロベツ領とヲシャ

マンベよりユウラップ領迄を「領地」とす。
 東蝦夷地モロラン領～ヲシャマンベ境迄及びユウラップ境～ヤマクシナイ領

迄を警備。
 （上記「領地」の場所を請け負う場所請負人が収める運上金・他）。
 場所請負人の運上金 : 67両 2分、
 別段上納金 : 14両 3分永 50文、
 合計 : 82両 1分永 50文。
 上記の他、ヲシャマンベ～ユウラップ境迄の運上金。
秋田藩 : 西蝦夷地マシケ領とソウヤ領～モンヘツ境迄及びリシリ・レブンシリ島々共

を「領地」とす。西蝦夷地バッカイ～ノッシャム崎迄を警備。
 （上記「領地」の場所を請け負う場所請負人が収める運上金・他）。
 場所請負人の運上金 : 2, 325両 1分永 150文、
 別段上納金 : 728両 3分永 125文、
 合計 : 3, 054両 1分永 25文。
 上記の内に北海岸モンベツ領、西海岸バッカイ運上金及びハママシケ別段上

納金が含まれている故、この分を減ず。
庄内藩 : 西蝦夷地ハママシケ領とルルモッペ領～テシホ領迄及びテウレ・ヤンケシリ

島々を「領地」とす。西蝦夷地ヲタスツ領～アツタ領迄を警備。
 （上記「領地」の場所を請け負う場所請負人が収める運上金・他）。
 場所請負人の運上金 : 1, 839両、
 別段上納金 : 287両 1分、
 合計 : 2, 126両 1分。
 上記の内に、マシケの別段上納金が含まれている故、この分を減ず。
仙台藩 : 東蝦夷地シラヲイ領、トカチ領、アッケシ領～子モロ領の内ニシベツ境迄、

（15） 『幕末外』30- 119。
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クナシリ島一円、エトロフ島のシャナ以外の地域を「領地」とす。
 東蝦夷地クスリ領、ユウフツ領～ホロイツミ領迄及びエトロフ島の内シャナ

を警備。
 （上記「領地」の場所を請け負う場所請負人が収める運上金・他）。
 場所請負人の運上金 : 2, 435両、
 別段上納金 : 532両 3分永 50文、
 合計 : 2, 967両 3分永 50文。
 上記の他、子モロ領の内、アッケシ境よりニシベツ境迄の運上金を相増し、

エトロフ島の内のシャナ場所の運上金を減ず。
会津藩 : 東蝦夷地子モロ領ニシベツより西蝦夷地アバシリ境迄及びアバシリ境より

西蝦夷地モンヘツ領迄を「領地」とす。
 西蝦夷地アバシリ場所を警備。
 （上記「領地」の場所を請け負う場所請負人が収める運上金・他）。
 場所請負人の運上金 : 2, 500両、
 別段上納金 : 370両、
 合計 : 2, 870両。
 但し、上記の内、アッケシ境より子モロ領ニシベツ境迄と西蝦夷地のアバシ

リ場所の運上金を減ず。またモンベツ領運上金を相増す。
上記 6藩が新たに「蝦夷地」内に宛がわれた「領地」から得る場所請負人の運上金の金

額のみを比較すると、秋田藩が 3, 054両余、仙台藩が 2, 967両余、会津藩が 2, 870両余、
庄内藩が 2, 126両余、弘前藩が 459両余、盛岡藩が 82両余で、秋田藩の収益が最も多かっ
たことになるが、この金額には、北海岸モンベツ領と西海岸のバッカイの運上金の他にハ
ママシケの別段上納金が含まれていることから、これらの分が減額されるので、実際の収
益は上記の金額より少なかった。また、これには、次ぎの様な事情が潜んでいた。即ち当
初ソウヤ領の内バッカイよりノッシャブ迄を幕府直轄地として秋田藩領としなかったが、
この地はリシリ・レブンシリの警衛上佐竹氏に必要があり、しかも、ソウヤ岬に近いサン
ナイはソウヤ場所の運上屋より僅か 1里余の所にあり、船掛も良く、幕府の役人達の風待、
御用状の継ぎ立て、殊に「北蝦夷地」との連絡上、幕府に必要があるとの理由から、翌万
延元年（1860）9月、バッカイよりノッシャブ岬に至る地域を秋田藩領とし、サンナイを
幕府領としたことである（16）。

（16） 「蝦夷地御開拓諸書付諸伺書類」（『新撰北海道史』第 5巻史料 1。1936年）。
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3.　北蝦夷地（カラフト島）政策の特徴

（1）　「日露和親条約」調印前後の北蝦夷地場所の概要

当該場所は、北蝦夷地（カラフト島）南部地域のクシュンコタン（現コルサコフ
｛Корсаков｝）を中心にしたアニワ湾沿岸地域とノタサン（現チェーホフ｛Чехов｝）以南の
西海岸地域で、場所請負人は、近世後期に松前藩の有力商人であった紀伊国有田郡栖原村
出身の栖原六右衛門と陸奥国伊達郡貝田村出身の伊達林右衛門の 2名で、彼等の共同請負
であった。
安政 2年（1855）4月、同場所請負人の栖原六右衛門（松前小松前町）と伊達林右衛門（同
唐津内町）の代市作が連名で箱館奉行所宛に差し出した「北蝦夷地場所寒暖風土、其外御
尋向之廉乍恐御答奉申上候」には、次のように記されている（17）。
一、右御場所建家其外共別紙ニ奉申上候。
一、同所働方之者共、番舩は、相留候図

ず

合
あい

舩
ぶね

ニ乗組、年春正月下旬松前表乗出し、ソ
ウヤ御場所日和見合、北蝦夷地渡海之儀は、年々三月下旬、海面氷解次第渡海仕候。

一、稼方旬季之儀は、年大体八十八夜前後ニ鯡群
く

來
き

初、四月中旬ニは末漁ニ相成候、
夏五月上旬よりトウフツ与申所ニ而、海

なまこ

鼠引漁事仕候、五月下旬より鱒漁ニ取掛、
土用入頃盛漁之時節ニ而、土用過ニは末漁ニ相成候。

一、同所寒暖風土之儀は、極寒之地ニ而、年中風烈敷、クシュンコタンより西浦迠所々
ニ有之候漁番家いつれ酉戌向ニ而春二月下旬ニ相成候而も餘寒強く海面遠沖迠氷
海ニ御座候、風筋ニ寄四月中旬迠厚二三尺丈長百間位之厚氷流寄候事も度々有之、
四月下旬迠通舩不相成候、其年柄ニ寄、四・五月ニ至候而も度々霜降又は雪降候
儀も有之候、夏土用中ニ而も綿入布子着用着用仕候、尤年柄ニ寄残暑之内、七八
日或ハ十日位単物着用仕候儀も御座候へ共、日中計ニ而、朝夕は綿入着用仕、秋
帰働方之者七月中旬ニ相成候へは、帰登之支度ニ取掛御場所出帆仕候、九月中旬
より雪降り、次第ニ降積寒気も厳敷相成、十一月中より氷海ニ相成申候、同所越
年働方之者、十一月中より翌年正月下旬迠穴

けっ

居
きょ

仕候。
 但、年々積雪凡五六尺位其土地ニより一二丈も降積候場所も有之候、高山は六

月中　迠雪見申候。
一、勤番所賄方之儀は、三賄ニ付五拾文宛御拂被下候仕来ニ御座候。勤番中賣上諸品
元買入時直段を以賣上申候。

上記の内、3カ条目にある「トウフツ」は、アニワ湾東部の現ムラヴィエヴォ
（Муравьево）のことであるが、上記各条毎の文章によって、当時の「北蝦夷地」が如何
に寒い所であったのかを知ることが出来よう。また、第 1条にある同「右場所建屋其外」

（17） 『松前箱館雑記』巻 21（東京大学史料編纂所所蔵）。
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の内容は、クシュンコタンに勤番所 1軒、運上家 1軒、遠見番所 1軒、板藏 30軒、茅藏
1軒、弁天社 2軒、漁小屋 1軒で、同所以外のアニワ湾沿岸部に茅藏 53軒、板藏 26軒、
漁小屋 20軒、弁天社 1軒、通行屋 3軒、シラヌシ（現クリリオン）からノタサム（現チェー
ホフ）に至る西海岸部にシラヌシの会所 1軒の外に板藏 19軒、茅藏 12軒、漁小屋 11軒、
通行屋 1軒、休所 2軒、泊所 1軒であった。
また別の史料（18）によって安政 3年（1856）6月現在の同場所の概要を見ると、当時の運

上金は 1, 560両で、場所内に設置された建物が会所 1棟（シラヌシ｛現クリリオン｝）、勤
番所 1棟（クシュンコタン｛現コルサコフ｝）、運上家 1棟、御武器蔵 1棟、通行家 4棟、
番屋 7棟、茅葺番屋 6棟、板蔵 61棟、茅葺蔵 57棟、遠見家 1棟、神社 11祠となっており、
上記の記録の内容と数字が一致しないが、重要な生産手段である漁船は

ひらた

船
ぶね

107艘、図
ず

合
あい

船 32艘、蝦夷船 68艘、持
モチ

符
プ

船 3艘、磯船 13艘、橋船 5艘で、安政 2年の主要な出産
物は、春鯡 : 8, 766. 8296石、塩鱒 : 2, 943. 98石、海鼠 : 1. 6435石であった。
また、場所内のアイヌの家数と人口は、373軒、2, 694人で、内「役土人」が 51名、そ

の内「惣乙名」が 5名、「脇乙名」が 4名、「惣小使」が 3名、「乙名」が 3名、「小使」が
8名、「御土産取」が 28名で、「平土人」が 886名、「女之子（メノコ）」が 1, 065名、「セ
カチ（ヘカチ : 男児）」が 359名、「カナチ（少女）」が 333名であった（19）。なお丸括弧内
は榎森。
なお、ここで「役土人」・「平土人」と記したのは、同年 5月 21日、箱館奉行が「蝦夷
地場所支配人」に対し「夷人稱呼之儀、向後役土人・平土人と可唱事」と申し渡したた
め（20）、依拠した史料にも「役土人」・「平土人」と記していることによる。また、上記の表
記のあり方からして、「平土人」とは、役職に就いていない「土人（アイヌ）」のことでは
なく、役職に就いていない「大人で男性のアイヌ」のことである事が分かる。
では、「北蝦夷地場所」における和人の出稼ぎ者達はどれだけいたのであろうか。
安政 2年（1855）9月、伊達林右衛門代文治と栖原六右衛門代半六が連名で「御役所」（箱

館奉行所カ）に提出した書類（21）によれば、「支配人・番人・働方（稼方カ）」までの「惣
人数」は、凡 100人位で、この内東はクシュンコタンの運上家之方迄が凡 70人位で、西
海岸のトンナイ出張所の内に 30人位、100人の内越年者は 50人位であった。なお、「蝦
夷地」の各場所で働く「支配人」は、現地の責任者で、「番人」は漁夫、「稼方」は、雑役
夫のことである。

（18） 『幕末外』14- 129。箱館奉行所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 : 白主会所』（北海道立文書館所蔵）。
（19） 「北蝦夷地土人人別・家數・舩数・出産物等書上」（箱館奉行所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 :

白主会所』北海道立文書館所蔵）。
（20） 「安政三年五月二十一日、ソウヤ詰箱館奉行支配調役下役元〆、ソウヤ場所支配人へ申し渡し」（箱館奉行

所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 : 白主会所』北海道立文書館所蔵）。
（21） 「覚」（『松前箱館雑記』巻 21（東京大学史料編纂所所蔵）。
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（2）　ソウヤ場所・北蝦夷地場所詰幕吏に対する防寒対策

前述のように、冬季のソウヤ場所や「北蝦夷地場所」は、非常に寒いところであった。
そのため、こうした地域に勤番として派遣された箱館奉行所の役人達は、冬季に「水腫」
に罹り、死亡する者が多かった。「水腫」とは、細胞間組織内、または体腔内に異常に大
量の組織液が貯留された状態のことで、一般には足の甲より浮腫を生じ、次第に腰に及び
水膨れとなり、顔がむくみ、腹部が太鼓のように膨れ、苦痛が激しく、遂に死に至る病で
ある。そのため、箱館奉行は、厳寒の地で越年する幕吏達の防寒対策に意を注いだ。こう
した厳寒地での越年対策として新たに採用されたのがいわゆるストーブの利用である。
①　ストーブの利用

安政 3年（1856）2月、ソウヤ詰調役梨本彌五郎が「宗谷場所越年之儀ニ付申上候書付」
を箱館奉行に差し出しているが、それには「場所越年之儀ニ付、御直御書取拝見、御主意
之趣乍恐御尤至極奉存候、御用方之弁利は勿論、一己ニ取候而も其場居付ニ候得は、失費
も相省ケ候儀ニ而可相成は防寒之ため居所取補

しつ

理
らえ

向御入用御立被下、クワヘヒル与唱候火
か

爐
ろ

（武田斐三郎製方心得罷在）二器中御渡御座候ハハ、難有奉存越年仕候心得ニ御座候、
此段申上候、以上」と記されている（22）。文中の「クワヘヒル」と言うのが、オランダ語で
ストーブの意の「K a c h e l」のことである。これに関する幾つかの史料を示すと次の通りで
ある。
① 北蝦夷地ニ而は、冬分穴居いたし候由、右は暖ニは候得共、地氣温湿人ニ不宜、
却而カツヘヱルを用候方可然、鐵製も焼土製も有之、何れニも火爐を外へ出し、
鐵又は焼土のあたたまりにて空中を暖氣致し方身体之爲至極宜由、既ニ魯西亞人
クシュンコタンニ而、其所之土を以製し候事ニ而、最北之凌方宜く、夫ニ倣ひ候
方可然候間、敢而土地之仕來ニ不泥、銘々斐三郎へ申談候様可致旨御談可有之、
土地ニ而凌方承り候上可申立なと手軽ニ心得勇壮可賞事ニは候得共、又甚心配い
たし各ニも得与勘考被致候様存候（23）。

② テシホよりシヤリ迠相詰越年いたし候下役元〆以下之者とも江御渡可相成カッヘ
ル仕立方梨本彌五郎・武田斐三郎等英舩江相越、真圖取いたし（此圖清書出来兼
候間、入御覧候様仕候）圖面取調候処、煙筒迠鉄ニ而は存外御入用相嵩候ニ付、
瓦ニ替へ候積り、夫々吟味仕候処覧ニ候得は、容易之御入用ニ無之、弐拾も被仰
付候儀ニ候ハハ、一器拾弐両弐分余ニ而可仕立由職方もの申立、差向此上吟味減
も出来兼候間、先ツ右之趣を以弐拾弐仕立被仰付、就而は蝦夷地掛下役両人時々
見廻り、同心之内差働有之者壱人付切被仰付諸式巨細取調減方も可出来数多之儀
ニも御座候間、早々爲取掛候様仕度此段相伺申候。

 但、北蝦夷地越年之者江は、彼地魯西亞製火器清水平三郎相心得居候間、同人

（22） 箱館奉行所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 : 白主会所』（北海道立文書館所蔵）。
（23） 箱館奉行所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 : 白主会所』（北海道立文書館所蔵）。
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江被仰付右圖面御入用等は、同所詰之もの其地ニ而取調申上候様可仕候。
　　　　辰三月（24）

③　一　カッヘル　弐拾弐器  カッヘルを用候得は、如何様寒地ニ而も凌方出來、
尤炭は決而用間敷、若相用候得は、炭火人を害し
候間、薪或は焼石炭之方宜与英人呉々申聞候事。

　　　　　八器　　　テシホよりシャリ迠
　　　　　　　　　下役元〆
　　　　　　　　　下役　　　　　四人
　　　内　六器　　　同心　　　　　六人
　　　　　六器　　　足軽　　　　　六人
　　　　　一器　　　御雇医師壱人
　　　　　一器　　　北蝦夷地詰同心三人家内
　　　　　　　　　　テシホ邊ニ一所ニ差置
　　　此代　金弐百七拾六両永百九拾六文八分
　　　　　一器ニ付　金拾弐両弐分永五拾四文

四分（25）。

　④ 「辰八月朔日織部正殿御渡、」
　　　　　　御諭書。
　北蝦夷地は、寒氣烈敷地なれは、是迠冬分住居するもの少かりしを、今度御開
拓之御旨意厚相心得、越年之者も有之段、奇特之至ニ候、去なから寒氣防き方實
以不容易、其手當とても、事馴さる事なれは、嚴冬に至りてハ、兎角火邊を離れす、
薪炭のみにて凌き候事ニ可有之、然るに炭素と名つけて、火氣の中に籠りたる一
種の氣ありて、炭火は殊ニ甚しく、其氣に深くあたりぬれハ、身体の蒸気を塞きて、
多くは浮腫病を發し、甚敷ハ忽ちに暈眩昏倒するもの也、寒地の人ハ、寒よりも
却て炭に害せらるることの多しといへる事もあれハ、それらの所深く心配懸念致
さるる事ニ候、いつれも用心肝要にて候、就夫今度製造せしむる蘭名カッペルと

（24） 箱館奉行所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 : 白主会所』（北海道立文書館所蔵）。
（25） 箱館奉行所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 : 白主会所』（北海道立文書館所蔵）。
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いへる火爐ハ、西洋人の用る處ニして、先つ置所を定め、間内風の吹通サさる様
ニ補理へ爐中に薪を焚けは、（炭にてもよけれと、可成は薪を用へし）廻りの焼る
にしたかひ、おのつから火氣籠り、室中一体に温りて、寒氣を退け、別に煙出し
ありて、彼ノ炭素を散し、人身にふれさらしむるの器なり、近頃北蝦夷地に來り
居しオロシア人も、これを用ゐし跡顕然相残り有之、それより猶はるかに北方な
る寒國も、近年追々に開け、人家盛に成行くハ、皆此器を以て寒を防き、人を損
せさるか故也と聞えぬ、依之今度箱館表おゐて、新に製造被仰付、組立方絵圖相添、
西北奥地越年之もの共江御渡しニ相成候、されはとて、ひたすら此を頼みて、明
ケ暮其傍を去らす、室中にとぢ籠りて、身体運動せず、氣血循環せされは、却て
病を受る基となるへし、畢竟これハ防寒止むを得ざるの器にして、平常第一の養生、
たえす山野を歩行し、身体を運動し、武藝力業をなして、おこたりなれハ、寒邪
にもおかされす、まして浮腫等の優決してなかるべし當今の御時節いつれも何程
粉骨精勤之志ありても、第一壮健ならてハ、十分之御奉公も難成、一旦疾にかか
りて、心に任せさる時は、如何計歟残念ニ可有之、よくよく自愛し、偏に御開拓
御旨意行届候様内外厚工夫を可被盡事に候、

　（ここに右の図有り〈榎森〉）
右圖面之通根太板上江臺石を居へ、其上江火
爐を居へ、前江灰出し瓦を置、後へ煙筒之木
柱を建、根太を貫き、壱石を居へ、其上江角
瓦を重ね、夫より順々に丸瓦を重ね、家根
を貫き、程能處へ蓋付之留瓦を重ね、其後
へ添丸太を建、筒壹ツ宛ニ針銅ニ而巻立、
継目を煙り之不洩様能々塗立候様致すへ
し（26）。

上記の安政 3年 2月、ソウヤ詰調役梨本彌五
郎が箱館奉行に差し出した上申書中に「クワ
ヒル与唱候火爐（武田斐

あや

三
さぶ

郎
ろう

製方心得罷
在）」、② 史料に「カッヘル仕立方梨本
彌五郎・武田斐三郎等英舩江相越」等
と見えることから窺えるように、この
ストーブの製造については「武田斐三
郎」なる人物が重要な役割を果たして
いるので、先ず「武田斐三郎」につい

（26） 箱館奉行所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 : 白主会所』（北海道立文書館所蔵）。『幕末外』14- 204。
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て若干の説明を加えておこう。「蝦夷地御開拓諸御書付諸伺書類」（『新撰北海道史』第 5巻・
史料 1）所収の「附録書類四十四」の「蘭学者武田斐三郎身分御取立之儀奉願候書付」に
次のように記されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内　下野守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　　織部正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤於

お

菟
と

三郎家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田斐三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辰三拾歳
　　　　　　　御手當金一ケ月金七兩
　　　　　　　別段御手當金、一ケ年金三拾兩月割
　右斐三郎儀、蘭學抜群之者ニ付、去る丑

（嘉永6年）

年織部正并村垣與三郎松前并蝦夷地御用与
して罷越候節、奉願候而召連、其節爲支度金貳百兩并御用中御手當金一ケ月金七兩宛
被下相勤候處、其後引續箱館御用相勤候儀、伺之通被仰渡、猶又同所之儀は、物價高

こう

直
じき

、品々難渋之廉を以、別段金三拾兩被下置候様奉願候處、願之通被仰渡候。然ル處、
同人蘭學之儀は當時有數比類なく相聞、且漢學ニも長じ、志氣慷

こう

慨
がい

、天
てん

稟
ぴん

非常之才器
与兼々見込罷在、殊異舶宿中銃艦製造、土壘 臺造築之方をも英佛兩國人より筆授を
得、都

すべて

而物造かた諸金分析術おも旦夕研究罷在候儀ニ御座候。因而は、此間中申上候
箱館六ケ場所金銀鑛模様も追々立直り、壘臺御取建ニ付而は、入用之器具（西洋風之
器具相用候得は、成功速ニして御入費も大半を減じ候事ニ御座候）も不少、分析諸費
も精密を加へ、往々役々子弟其他有志之輩江傳授爲仕候ハバ、往々用ひ方も御不少、
東西地御開拓并箱館御警衛之方ニおゐてハ専要之御用与奉存候間、手輕に分析所（括
弧内の割り注の文章を略）取建、同人儀學頭被仰付、蠻學教授は勿論、右御用向万端
引請相勤候様爲仕度候。（以下本文略）。　辰四月

この安政 3年（1856）4月、箱館奉行が老中に提出した「武田斐三郎」に関する願書に
対して、時の老中阿部伊勢守正弘は、同年 8月 21日、「伺之通手輕ニ分析所取建候様可被
致候。尤、御役所内歟又は建物有之相應之場所も有之候ハハ、右之内江取建候積可被相心
得候。且又分析之唱方不穏候間、諸術調所与相唱候様可被致候。其外都而見込之通可被取
計候事」と返答した。こうして、同年、箱館に「諸術調所」が設置され、武田斐三郎が同
所の「教授役」に任じられた（27）。なお、幕末に箱館に築造した箱館港弁天岬の弁天台場と
新たな箱館奉行所を新築する場所としての西洋式石垣土塁である五稜郭の設計をしたのも
武田斐三郎である。
ともあれ、こうして、厳寒の冬季にテシヲからシャリにかけたソウヤ場所を中心とした
地域や「北蝦夷地」で勤番の任に当たる幕吏達の防寒対策として、武田斐三郎達が西洋の

（27） 「諸術調所之事」（「蝦夷地御開拓諸書付諸伺書類」｛『新撰北海道史』第 5巻・史料 1）。
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ストーブを模倣して製造したオランダ式のストーブを積極的に活用することになったので
ある。こした事実は、日本におけるストーブ使用の嚆矢として注目しておきたい。しかし、
上記の ①～④ の史料からも窺えるように、当時の日本人はその多くが冬季には厚い綿入
れの着物を何枚も重ね着し、囲炉裏で燃やす薪の火や火鉢の炭火で暖をとるのが生活習慣
になっていたため、箱館奉行所の役人が配下の幕吏達にストーブの効用を理解させる努力
をしなければならなかった。そして、その苦労が並大抵のものでなかったことも良く分か
る。なお、④ 史料に見える「炭素」とは、前後の文脈からして「一酸化炭素」のことと
推察される。また、① の史料に「既に魯西亞人クシュンコタンニ而、其所之土を以製し
候事ニ而、最北の凌方宜しく、夫ニ倣ひ候方可然候間」、④ の史料にも「近頃北蝦夷地に
來り居りしオロシア人も、これを用ゐし跡顕然相残り有之」と記されているが、このロシ
ア人に関する情報は、いうまでもなく、嘉永 6年（1853）、ロシアの海軍大佐 D . I . ネヴェ
リスコイが、「北蝦夷地」（サハリン島）南部のアニワ湾内の日本の「北蝦夷地場所」の運
上家があるクシュンコタン（現、コルサコフ地区内）にムラヴィヨフ哨所を建設し、翌安
政元年（1854）まで約 8ヶ月間、同所に存続していたこの哨所のことである。なお、この
哨所の建設と同哨所を拠点にしてサハリン島の南部を調査したニコライ・ブッセは、この
時のことを記した日記で、この哨所の内部について記しているが、その中で、「第一小隊
と第三小隊の兵舎には、煉瓦造りのオランダ風ペーチカもとりつけられている。煉瓦｛の
ペーチカ ?｝は冬期の氷点下一 0度以下のときに焚かれる。第一小隊および第二小隊には、
そのほかヤクーツク風の炉（炊事用）が築かれている。第二兵舎には粘

ピ タ ー ヤ

土製の暖炉がある
が、出來が悪いのでそこには鉄製のストーブが置かれることになった。同様のストーブは
炊事用の炉がない第三兵舎にも置かれている。板の床と板天井の兵舎は清潔で、広々とし
て乾燥している。空気がいつもよいので、火はたえず燃えている。」と記している（28）。
③ 史料に記されている「北蝦夷地越年之者江は、彼地魯西亞製火器、清水平三郎相心

得居候」が、上記のブッセの日記に見える暖房用具のどれを指しているのか定かでないが、
① 史料に、「魯西亞人クシュンコタンニ而、其所之土を以製し候事ニ而」とあることを重
視すると、「粘土製の暖炉」のことなのかも知れない。
ともあれ、こうして、箱館奉行は、②・③ 史料から分かるように、安政 3年（1856）、

テシオからシャリに至るソウヤ場所を中心とした地域に勤務し、同地域で越年する下級幕
吏及び御雇医師用に 22器のストーブを製造した。その経費を節約するため鉄製の煙突で
はなく瓦製の煙突のついたストーブであったために、1器の製造費は 22両余であった。
ところで、肝心の北蝦夷地に勤務する幕吏向けのストーブが何器製造されたのか正確な
數は定かでないが、安政 4年（1857）11月、箱館奉行調役並佐藤桃太郎の同奉行に対す

（28） ニコライ・ブッセ著・秋月俊幸訳『東洋文庫 715・サハリン島占領日記 1853- 54 : ロシア人の見た日本人と
アイヌ』（平凡社、2003年 4月。171頁）。

 なお、同所の原題は、“Остров Сахалин и Экспедиция 1853-54 гг”『サハリン島と 1853- 54年の遠征隊』。
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る上申書「クシュンコタン越年家九分通出來之義并同詰役々在住之向共同家江引移候義共
申上候書付」に「昨辰年十二月中、伺済北蝦夷地場所々々越年家之内、クシュンコタン江
取建之分角物組立本家桁行拾八間半ニ梁間六間附而入口四間ニ壱間、勝手水遣所四間ニ弐
間半、惣雪

（ママ）

院弐間半ニ壱間共、都而九分通り出來ニ付、兼而御渡相成候火爐七器之内、ク
シュンナイ・マアヌイ江壱器ツツ相廻し、其余五器之分取建方出來之上、当十一月廿日役々
并在住之向共同屋江引移申候、尤残り仕事之義は追々厳重罷成、働方相成兼候ニ付、当分
之内手引申渡置候、依之此段申上置候」（29）とあり、また同年 12月、同じく佐藤桃太郎が
箱館奉行に提出した「クシュンコタン越年家江土火爐築立不仕候義ニ付、申上候書付」（30）

に、「北蝦夷地場所々々越年家間内江清水平三郎心得罷在候土火爐築立候積り兼而伺相済
候處、右土火爐築立ニ付而は、多く場所を費し、其上製造方等悉く不便利ニ御座候處、鉄
火爐七器御渡ニ相成候ニ付、内弐器はクシュンナイ・マアヌイ江相廻し候得共、猶残之分
五器有之候間、クシュンコタン越年家中江相仕附ケ、土火爐築立方は見合セ置、当冬中相
試候積之處、一体越年家之義は、角物組立ニ付、室中殊之外温暖ニ有之、前文五器之火爐
をも多分は相用不申候程ニ付、土火爐築立方は、差止置申候、依之此段申上置候、以上」
とあり、さらに安政 6年（1859）6月付の「クシュンコタン御備暖坑爐之儀ニ付奉伺候書
付」（31）には、「北蝦夷地初而越年之節、防寒之儀ニ付種々御評議有之、暖火爐御製造相成、
当所江五器御廻相成候ニ付、役々越年家江仕掛初年ニは少々焼試候所、狭隘之室中温暖ニ
過、果は逆上仕候ニ付、其侭居置候而已ニ而、相用不申、昨年迠同様有之趣ニ候処、東西
奥地之趣は又々異候沍寒之地ニも候間、差向右御品東西奥地江相廻候様仕度、尤是迠相廻
居候分ニも并今度相廻候員数書相添、此段奉伺候」とあって、次の「火爐相廻候場所并員
数書」に「東浦奥地ワアレイ」へ 2器、「西浦奥地クシュンナイ」へ 3器と記されている。
つまり、上記の史料によると、安政 3年の冬、クシュンコタンに鉄製のストーブが 7器
配置され、その内の 2器をそれぞれ西海岸部のクシュンナイ（現イリンスキー）と東海岸
部のマーヌイ（現アルセンチェフカ）に送り、残り 5器をクシュンコタンに新築した越年
用の家屋で使用する予定であったが、越年用の家屋は、「角物組立」の家屋（ロシア風の
丸太で造った家屋のことか ?）であった為に、室内が暖かく、5器のストーブを使用する
必要が無かったことから、この 5器のストーブもそれぞれ西海岸部のクシュンナイに 3器、
東海岸部のマーヌイに 2器を配備したこと。また、清水平三郎が製造方法を知っていると
いう土製のストーブについては、製造するのに多くの場所を必要とするだけでなく、製造
方法も不便な上、鉄製のストーブの方が有用であるため、結局土製のストーブの製造を中
止するに至ったこと等が分かる。
しかし、上記のストーブの利用は、箱館奉行配下の下級幕吏達を対象とした防寒対策で

（29） 箱館奉行所文書『安政五午年・北蝦夷地出仕之部蝦夷地御用留 : 白主御用所』（北海道立文書館所蔵）。
（30） 箱館奉行所文書『安政五午年・北蝦夷地出仕之部蝦夷地御用留 : 白主御用所』（北海道立文書館所蔵）。
（31） 箱館奉行所文書『安政六巳未年・北蝦夷地出仕之部御用留 : 白主御用所』（北海道立文書館所蔵）。
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あり、場所請負人のもとで働く出稼ぎ和人や西蝦夷地の大部分と北蝦夷地を警備地とされ
た秋田藩の家臣達の利用の有無は、史料不足のため現在のところ不明である。
②　北蝦夷地詰めの幕吏が「サンタン交易品」の内毛織り物類を防寒用品として購入

次に注目しておきたいのがこの時期の「サンタン交易品」は幕府の独占的交易品であっ
たにも拘わらず、交易品の内、防寒に役立つ衣類については、北蝦夷地詰の幕吏達が購入
することを許可したものと推察されることである。すなわち安政 6年（1859）7月、箱館
奉行支配調役並磯村勝兵衛・同山本源一郎・同出役山内二郎太郎が連名で箱館奉行に「山
靼交易品之内防寒必要之品願受仕度奉願候書付」なる願書を提出したが、その内容は次の
ようなものであった。
　北地之儀は、究陰沍

ご

寒
かん

之地ニ有之、雪裏奔走、運動相凌候ニは、毛類之衣服なくて
ハ凌兼候所、山靼交易、是迠取扱來候品之内、防寒要用之品も有之候へとも、願請之
儀は一切不仕候處、以來持渡品之内、羅紗・天鵞絨・筒袖并ハンタ、外毛織類、防寒
ニ可相充ものニ限り、役々は勿論、追而は在住之向迠願請相成、風寒瘴毒を相凌候様
仕度奉存候、依之、此段奉願候、以上
　　未七月（32）

すなわち、「サンタン交易品」の内、防寒用衣服の素材として役に立つ羅紗・天鵞絨・
筒袖・ハンタ、他毛織物類を北蝦夷地詰めの幕吏や在住が購入するのを許可して欲しいと
いうものであった。これに対して、同年 10月 29日、箱館奉行支配組頭河津三郎太郎・同
支配組頭勤方井上元七郎・安間純之進・同調役向山栄五郎・村上登助、同調役並三田喜六
らが連名で、これは余儀ないことなので、元代に 1割増しで購入を許可したらどうか、と
の意見を付して箱館奉行に伺っているので（33）、箱館奉行はこれを許可したものと推察され
る。また、上記の「サンタン交易品」で注目しておきたいことは、羅紗・天鵞絨・毛織物
類は、本来のサンタン交易品ではなく、サンタン人がロシア人との交易で入手したもので
あることだ。サンタン人が持参してきた本来の「サンタン交易品」の主要な物は、アイヌ
民族や和人が「サンタン人」と称した人々は、既に拙著でも触れたように、アムール川最
下流域に居住するウリチ民族を中核とした周辺の諸民族を含んだ人々のことであり（34）、彼
等は清朝から「辺民」として位置づけられて、清朝への朝貢を義務づけられた。また、彼
等が清朝に朝貢した際、清朝から「回賜」として多くの絹織物や綿織物等が与えられたが、
彼等はこの清朝から下賜された絹織物や綿織物を「北蝦夷地」（カラフト島）での交易品
として持参してきていたのである。ところが、1858年（安政 5）にロ清間で締結された愛
琿条約によって、ロシアがアムール川左岸をロシア領とすると共に、アムール川・松花江
の航行権をロシア・清朝両国の船舶にも認め、ウスリー江以東の沿海地域を両国の共有地

（32） 箱館奉行所文書『安政六巳未年・北蝦夷地出仕之部御用留 : 白主御用所』（北海道立文書館所蔵）。
（33） 箱館奉行所文書『安政六巳未年・北蝦夷地出仕之部御用留 : 白主御用所』（北海道立文書館所蔵）。
（34） 榎森進『アイヌ民族の歴史』（草風館、2007年）。
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とし、次いで 1860年（万延元）の北京条約によって、ロシアが清朝からウスリー江以東
の沿海地域を領有するに至ると、アムール川最下流域に居住する諸民族に対する清朝の支
配権が急速に弱体化するに至り、その結果、「サンタン人」と称された人々が持参する交
易品にも大きな変化を見るに至ったのである。すなわち中国製の絹織物を主としたものか
ら、新たにロシア人から入手した羅紗・天鵞絨や毛織物を主にしたものへと大きな変化を
遂げていったのである。このように、北蝦夷地詰の幕吏達が、冬季の防寒用衣類の素材と
して「サンタン交易品」の内、羅紗や天鵞絨他の綿織物の購入を要望した背景に、アムー
ル川下流域と沿海地域をめぐるロシアと清潮の政治的支配関係の変動が存在していたこと
に留意しておく必要があろう。
次に注目しておきたいのが、言うまでもなく「北蝦夷地」に居住するアイヌ民族に対す
る政策の内容である。

（3）　アイヌに対する過酷な使役

安政 2年（1855）12月、箱館奉行の蝦夷地御用雇となった松浦武四郎は、翌 3年 3月、
幕府が松前氏より蝦夷地全域を受け取るため、箱館奉行支配組頭河津三郎太郎祐邦と同組
頭向山源太夫の手付として「北蝦夷地」の「クシュンコタン（現コルサコフ）」で働かさ
れているアイヌ民族の状況について、「当所土人と云は皆諸方より此処引揚候ものにして、
此処え元来居付のものと云は、惣乙名ヘンカクリの外に漸々三軒ならでなし。出稼の小屋
はますます増、介抱の俵数は然れども未だ少しも増ざりしよし。其使ひ方前に比すれば、
また甚しくなりし也と。二月・三月鯡漁業の始め頃は、随分二三度は椀に一杯の飯を与え、
四月・五月に及びても夕方には椀に一杯づゝ飯を遣したりけるが、当年承りけるが、四月
鯡の取れ候後は一度の介抱も無由なり。我らには鯡のみを喰わせて稼候様番人等申付し。
皆怒り居りたりける。」と記している（35）。また、安政 3年（1856）6月、北蝦夷地場所支配
人代兼帳役の傳次郎他が箱館奉行支配向に差し出した「土人共給料之定」によれば、「年
中雇土人」の給料は、男 1人（上 : 米 8升入れ 24俵｛1石 9斗 2升｝、中 : 18俵｛6斗 4升｝、
下 : 10俵｛2斗 2升｝）、女 1人（上 : 16俵｛1石 2斗 8升｝、中 : 4俵｛3斗 2升｝、下 : 3

俵｛2斗 4升｝）で、この他手当として 1年中働きの男女の場合は、1日に付玄米 7合勺宛、
老少病人等の働けない男女は、1日に付 5合宛支給されることになっていた（36）。
ところが、同年 8月 5日、北蝦夷地詰の箱館奉行支配調役並佐藤桃太郎・同出役磯村勝
兵衛が連名で箱館奉行支配組頭に提出した「土人共撫育之儀相伺候書付」によれば、「土
人共撫育之儀、御談之廉篤

とく

与
と

是迠之事情を相糺候處、一体漁業其外働いたし候者江は、給
料之外一日玄米七合五勺ツツ、老少并病人等ニ而不致働候者江は、同五合ツツ、爲撫育差
遣候定ニ有之候へ共、内實は是迠之儀は、少分之手當ニ而、殊ニ遠方之者共江は、稀ニ聊

（35） 高倉新一郎解説『竹四郎廻浦日記』（北海道出版企画センター、1978年）。
（36） 「土人共給料定」（箱館奉行所文書『安政三年辰三月・北蝦夷地御用留 : 白主会所』北海道立文書館所蔵）。
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之品差遣、外ニは、土人飯料之魚類不漁ニ而差支候節、願出次第運上家より相廻し候迠之
儀ニ有之」という状態であり、しかも「使役烈敷、飯料之魚類を取得候事相成兼、致難儀
居候趣」（37）とあるように、「使役」が過酷であるため、各自が食料としての魚類を取得す
ることが全く不可能な状態におかれていたのである。
なお、この記録では、当時、「北蝦夷地」に「勤番人」として派遣された幕吏を 34人、

当該場所で「番人」として働いている出稼ぎ和人を 114人（うち春から秋迄雇用されてい
る者 64人、越年者 50人）、労働可能なアイヌを約 1, 000人と試算している。
また、近世におけるアイヌ民族との交易米は、寛文 9年（1669）のシャクシャインの戦
いの敗北後は、米俵 1俵の中身が米 8升入れ俵となり（本州では、普通 1俵は 4斗入れ）、
これを「夷

えぞ

俵
たわら

」と称したが、「北蝦夷地場所」では「造
つくり

米
まい

」と称した。

（4）　「公儀の御百姓」と和風化政策

また、北蝦夷地におけるアイヌ民族政策で見逃せないことは、アイヌ民族を「公儀の御
百姓」と位置づけた上で、彼等に対する和風化政策を「本蝦夷地」（現北海道）のアイヌ
民族に対するものより以上に強力に推進していったことである。
安政 3年 7月の「役土人・平土人共江申渡」に「向後其方共一同は、公儀御直支配ニ相
成、詰合御役人より厚御世話有之事ニ付、以來は公儀之御百姓ニ相成候心得たるへし。（中
略）

1、土人共可成丈和言遣候様致すへし、平日仲間共ニ而咄等いたすニも和言稽古ニも相
成候間、和言ニ而咄し候様可心懸候。1、若者并セカチ（男児のこと）・女ノ子等ハ勿論、
髪切下、唇・手首等江墨を入候風習を相止、髪を結、月代を剃、都而和人之姿ニ化俗致す
やう、役土人共より申勸め、右様相成候ハハ、其處之役土人江は、夫々之御褒美可被下之、
當人江も夫々被下之へし、且又右躰化俗行届候者は、品ニ寄平土人末々之者たりとも、土
産取は役土人ニ取立遣し、其上御褒美をも可被下也、依此段役土人一同堅相心得、右之世
話行届候様、精々可致者なり」（38）とあることは、そのことを端的に示している。
そして、同年 12月 16日、箱館奉行支配組頭河津三郎太郎・力石勝之助がアイヌ民族の
役名改称の件を箱館奉行に伺っているが、その内容は次のようなものであった。
「東西地土人共、御旨趣之趣相辨へ、追々風俗相改、名前等も内地之稱呼ニ改候趣、
場所々々役名、是迄之通夷稱ニ而ハ、不都合ニも相聞候間、以来内地之振合ニ准し、
役土人之風俗改候ものハ、左之通改稱いたさせ、尤名主迄ハ上下着用、年寄・百姓代
は、羽織・袴着用御差許し相成可然哉、此段相伺申候」。（役職名の改称は次の通り）:

惣乙名→庄屋、惣小使→惣年寄、脇乙名→惣名主、乙名→名主、小使→年寄、土産取

（37） 『幕末外』14- 216。
（38） 『幕末外』14- 137。
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→百姓代（39）。
即ち、役アイヌの内、風俗を日本風に改めた者の役職名を近世日本の農村における村方
三役名に準じた名称に改称し、名主には裃の着用を、年寄・百姓代には羽織・袴の着用を
許可するというものであった。アイヌを外見上の「日本人」にするという政策である。
かくして翌安政 4年（1857）4月、北蝦夷地のクシュンコタン（現コルサコフ）詰の箱
館奉行支配向が、同場所内の役アイヌ・他に対して役職名の改称とともに改名をも申し渡
した。その内容は次の通り（40）。
惣乙名・ヘンカクリ→庄屋・辨九郎 土産取・ウトカナアヱノ→百姓代・乙吉
脇乙名・ラムランケ→惣名主・蘭平  土産取・ウヤヤク→百姓代・歌作
脇乙名・エツポンク→惣名主・悦作 土産取・ウエキシユ→百姓代・上吉
脇乙名・チクニウ→惣名主・傳兵衛 土産取・セネネ→百姓代・瀬兵衛
惣小使・ヲマシネ→惣年寄・万平 土産取・サワフニアヱノ→百姓代・澤次
乙名・アタクム→名主・阿太郎 土産取・マウラナアエノ→百姓代・幕内
乙名・チヤシクンケ→名主・茶四郎  土産取・シフランマ→百姓代・渋藏
乙名・シエコロ→名主・禮五郎 土産取・クマタアエノ→百姓代・熊太
乙名・ウシカントエ→名主・牛兵衛 カハヘ→嘉兵衛
小使・アンタアエノ→年寄・安太 ヲキラヲ→起郎
土産取・ヲサヲサ→百姓代・長藏 コノレ→此兵衛
土産取・エラサネクル→百姓代・實九郎 トヲノ→幸八
土産取・シンコクサアエノ→百姓代・新五郎　ハアト→伴吉
土産取・エンシコエフ→百姓代・西兵衛 シロマヲツカヱ→四郎吉
土産取・アシリ→百姓代・阿四郎 エチロ→市郎
土産取・チャツケレ→百姓代・茶九郎 ネツカサ→祢三郎
土産取・ヨモサク→百姓代・與茂作 計 33名（うち改名のみ 8名）
（注）、 和名への改名のあり方で特徴的なことは、アイヌ名の 1音～複数音と和名の漢字

の 1字～複数字の音読みが類似している例が多い。
なお、アイヌ名の「～アエノ」の「アエノ」は、「アイヌ」（アイヌ語で人間・
男の意）のことで、多く成長した男子名の最後に付された。

その後、「帰俗」するアイヌが次第に多くなっていったが、安政 5年（1858）9月、ハ
シホ村の百姓代瀬兵衛の子供ウヱシル（14歳）が「帰俗」した際、彼に木綿 1丈 3尺・
濁酒 5合・鬢付油 1を与えると共に、「其方儀、今般公儀被仰出候御旨趣之趣厚相弁、帰
俗いたす段、若年之ものニハ抜群之事ニ付、以來白米飯を食し、會所・運上家床上江着座
差ゆるす、御國風之衣服着用勝手次第たるへし、依之、爲御褒美前書品々被下之」と申し

（39） 『幕末外』15- 144。
（40） 『幕末外』15- 339。
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渡している（41）。「褒美」として与えた品物に「鬢付油」があることから、月代を剃ったこと、
つまり頭髪を丁髷にしたことが分かる。
このように、幕府は、「日露和親条約」調印後、箱館奉行を介して「蝦夷地」、特に「北
蝦夷地」場所地域に居住するアイヌ民族に対する「改名・改俗（帰俗）」政策を中心とす
る和風化政策（同化政策）を積極的に実施していったが、幕府がこのような政策を積極的
に実施した最大の理由は、「日露和親条約」第 2条でクリル諸島については、エトロフ島
とウルップ島の間を日ロ間の国境としたものの、カラフト島（当時の日本側の呼称は「北
蝦夷地」（現サハリン島）については、「日本國と魯西亞國の間ニおゐて、界を分たす、是
迄仕來の通たるへし」として、国境を決めることが出来なかったことに加え、幕府がアイ
ヌ民族＝日本に従属した人々、日本に従属した人々であるアイヌ民族の居住地＝日本領と
いう特殊な領土観を有していたところにあった。

4.　「カラフト島仮規則」の締結とその後の幕府の「北蝦夷地」政策

（1）　「カラフト島仮規則」の内容

慶応 3年（1867）2月 25日、ロシアのサンクト・ペテルブルグで「カラフト島仮規則」
が締結されたが、この「規則」は、「カラフト島」を名実共に日ロ両国の「雑居地」と規
定したものである。
この「規則」の主要な部分を示すと以下の通り（42）。
　第一條
　「カラフト」島に於て兩國人民は睦しく誠意に交るへし。萬一爭論ある歟又は不和
のことあらハ、裁斷は其所の雙方の司人（t h e  l o c a l  a u t h o r i t i e s ）共へ任すへし。若其司
人にて決し難き事件は雙方近傍の奉行（G o v e r n o r s ）にて裁斷すへし。
　第二條
　兩國の所領たる上は、魯西亞人・日本人とも全島往來勝手たるへし。且いまた建物
並園庭なき所歟總て産業の爲に用ひさる場所へは移住建物等勝手たるへし。
　第三條
　島中の土民（先住民のこと）は、其身に屬せる正當の理并附屬所持の品々とも全く
其ものゝ自由たるへし。又土民は、其ものゝ承諾の上、魯西亞人・日本人ともに、こ
れを雇ふことを得へし。若日本人又は魯西亞人より土民金銀或は品物にて是迄旣に借
受けし歟、又は現に借財を爲すことあらは、其もの望の上前以定めたる期限の間職業
或ハ使役を以てこれを償ふ事を許すへし。

（41） 箱館奉行所文書『安政五午年・北蝦夷地出仕之部御用留 : 白主御用所』（北海道立文書館所蔵）。
（42） 外務省条約局『旧条約彙集』（国立国会図書館所蔵）。
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（2）　「仮規則」締結以降の幕府の「北蝦夷地」政策

上記「カラフト島仮規則」を締結した外国奉行兼箱館奉行の小出大和守秀実は、帰国直
後の慶応 3年（1867）5月 9日、他の箱館奉行の新藤鉛藏と連名で、時の老中井上正直に「北
蝦夷地取計振之儀申上候書付」を直接提出しているが、これには、「尤前出雑居中之規則
相立候上は、是迠同島場所々々請負ニ申付置候得共、品々差支も御座候間、右請負は差免、
其侭出稼ニ申付、歩役取立方割合等之儀ハ、箱館表おゐて取調申渡、且同所并松前地之も
のニ不限、望之ものハ、勝手次第出稼爲致候様可取計旨可申遣与奉存候」（43）とある如く、「北
蝦夷地」（カラフト島）が「雑居地」になった以上、同地を対象とした「場所請負制」を
廃止して、場所請負人を「出稼」人とするとともに、渡島半島部の「松前地」（和人地）
のみならず、「北蝦夷地」への出稼ぎを希望する者には、同地への出稼ぎを自由にすると
いうものであった。
こうして幕府は、慶応 3年、伊達・栖原の「北蝦夷地場所」の請負を免じて「出稼」と
するとともに、11月末には奥羽諸藩に出稼ぎの有志を求める触書を出すと同時に、シラ
ヌシ（現クリリオン）の会所で行っていた「サンタン交易」も、「北蝦夷地」が「彌雑居
与御治定」となり、「北地魯人雑居ニ相成候上は、右交易儀は御廃止相成候方可然、左茂
無之候而は、土人共自分交易より遂ニ番人共不都合も相生は目前之儀ニ付、旁以御廃し相
成可然」（44）との理由で、翌慶応 4年（1868）に遂に廃止するに至ったのである（45）。

（追記）
本稿は、去る 2013年 11月 2日（土）、「東北学院大学文学部史学科・歴史学科創設 50

年記念行事」の一つとして、土樋キャンパス 8号館押川記念ホールで行われた一般市民・
学生向けの公開「記念講演」の際の榎森の公開講演兼最終講義として行った内容に加筆し
たものである。
こうした講演の性格上、タイトルは「『日露和親条約』調印後の幕府の北方地域政策に

ついて」となっているものの、内容は当該問題に関わる諸問題についての一般市民・学生
向けの通史的なものになっていることをおことわりしておきたい。

（43） 箱館奉行所文書『慶応三卯年・御用留 : 東富内御用所』（北海道立文書館所蔵）。
（44） 箱館奉行所文書『慶応四戊辰年・御用留 : 東富内御用所』（北海道立文書館所蔵）。
（45） 箱館奉行所文書『慶応四戊辰年・御用留 : 東富内御用所』（北海道立文書館所蔵）。



『北海道史 : 附録・地圖』（北海道協会支部刊、大正 7年 8月）収録地図 1



『北海道史 : 附録・地圖』（北海道協会支部刊、大正 7年 8月）収録地図 2



『北海道史 : 附録・地圖』（北海道協会支部刊、大正 7年 8月）収録地図 2
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タイトル

福島県喜多方市 
灰塚山古墳第 3次発掘調査報告

辻　　秀人・横田　竜巳・佐々木拓哉・木村　圭佑 
森　千可子・岸　　知広・芦野　　悟・佐々木雪乃 
阿部　大樹・澁谷　若菜・東海林裕也・菅原　里奈 
新保　摩実・西川　悠也・廣瀬　琢磨・結城　彩花
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調　査　体　制

調 査 期 間　　平成 25年 8月 5日～8月 26日、9月 8日～9月 11日
調 査 主 体　　東北学院大学文学部歴史学科考古学専攻辻ゼミナール
調　査　員　　佐々木拓哉・横田竜巳 （大学院博士課程前期 1年）
　　　　　　　日谷　旭・石橋咲紀・小野寺美聡・菅原健太・高橋萌子・武田翔平・
　　　　　　　名久井伸哉 （4年生）
　　　　　　　木村圭佑・森千可子・岸　知広・芦野　悟・阿部大樹・佐々木雪乃・
　　　　　　　澁谷若菜・東海林裕也・菅原里奈・新保摩実・西川悠也・廣瀬琢磨・
　　　　　　　柳沼里美・結城彩花（3年生）
調査参加者　　相川ひとみ・泉澤まい・門脇花珠・木村緋花梨・佐藤愛美・
　　　　　　　鈴木ひかる・鈴木里奈・野呂夕奈・星あゆみ・村木　翔（2年生）
　　　　　　　梅宮祟成・白銀沙也加・鈴木舞香（1年生）
調 査 協 力　　喜多方市教育委員会・東洋興産株式会社・
　　　　　　　山中雄志・片岡　洋・植村泰徳（喜多方市教育委員会）・
　　　　　　　後藤直人（新宮区区長）・田部文市・渡辺和男
土地所有者　　新宮区

例　　　　　言

1、 本書は平成 25年 8月 5日～8月 26日、9月 8日～9月 11日実施した福島県喜多方
市灰塚山古墳第 3次発掘調査の報告書である。

2、 調査は東北学院大学文学部歴史学科考古学専攻辻ゼミナールのゼミ活動の一環とし
て実施したものである。

3、 調査は東北学院大学文学部教授辻秀人が担当した。調査の主な参加者は考古学ゼミ
ナール所属学生を中心とする東北学院大学文学部歴史学科の学生、考古学実習Ⅰを
履修する学生及び参加を希望した歴史学科 1年生である。

4、 出土遺物、作成図面の整理は東北学院大学文学部歴史学科考古学ゼミナール所属の
3年生が中心となって実施した。

5、 本書の編集は辻秀人が担当し、執筆は参加者が分担した。各項目の執筆者は文末に
記した。報告の記載は各執筆の原稿に辻が加筆訂正を行ったものである。従って最
終的な文責は辻にある。

6、 本書に掲載した図面の高さ表示はすべて海抜高、北はすべて真北を示す。

公表された報告書
福島県立博物館　1987年『古墳測量調査報告』福島県立博物館調査報告第 16集
辻　秀人他　2012年「福島県喜多方市灰塚山古墳第 1次発掘調査報告」『東北学院大学論集  歴史と文化』第

48号
辻　秀人他　2013年「福島県喜多方市灰塚山古墳第 2次発掘調査報告」『東北学院大学論集  歴史と文化』第

49号
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序章　調査の目的

東北学院大学辻ゼミナールでは、東北古墳時代の様相を解明することを目標として活動
を継続している。福島県会津地方に多く古墳が分布することはこれまでによく知られてき
た。中でも会津盆地東南部の一箕古墳群、東北部の雄国山麓古墳群、西部の宇内青津古墳
群は前期の首長墓の系譜を 3代以上にわたってたどることができる、有力な古墳群である
（辻　2006）。調査の対象とした喜多方市灰塚山古墳は宇内青津古墳群の最も北に位置する
前方後円墳である。
灰塚山古墳はこれまで、福島県立博物館によって測量調査が実施され（福島県立博物館　

1987）、全長 60 m を超える大型前方後円墳であることが判明している。宇内青津古墳群で
は亀ケ森古墳に次ぎ 2番目の規模である。古墳の形態も宇内青津古墳群の中ではやや異質
であり、最北を占める位置もあってその内容が注目されてきた。ただ、出土遺物が知られ
ておらず、所属時期等についての手がかりがなく、古墳の範囲も測量段階では必ずしも明
確にはされていなかった。
これまでに実施した第 1、2次調査では、前方部、くびれ部の墳丘構造がほぼ明らかになっ

た。今回の第 3次調査では、後円部墳頂にある方形の塚状遺構の全容、性格と、後円部墳
丘構造の解明を目的として調査を実施した。
調査は 5年間継続する予定で今回は第 3回目にあたる。今後は、後円部墳頂平坦面の精
査と埋葬施設の検出を目指して調査をすすめる予定である。

引　用　文　献

福島県立博物館　1987年　『古墳測量調査報告』福島県立博物館調査報告第 16集

辻　秀人　2006年　『東北古墳研究の原点　会津大塚山古墳』新泉社

写真 1　調査風景
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第 1章　古墳の立地

第 1節　古墳と周辺の地形

灰塚山古墳は喜多方市慶徳町新宮字小山腰 2908- 1に所在する。会津盆地の西側を画す
る越後山地の東側の縁辺にあたる丘陵上に所在する。会津盆地の平坦地と西側山地との境
界にある丘陵末端部で、周囲を解析された独立丘陵の頂上部分に古墳が築かれている。丘
陵を構成する土は七折坂層で、河川の堆積物である砂層、礫を主体とし、火砕流堆積物も
含まれる。七折坂層は断層が至近距離にあるため、層位が傾斜している（註 1）。

第 2節　歴史的環境

灰塚山古墳は会津盆地西部に分布する宇内青津古墳群註の北端に位置する大型前方後円
墳である。宇内青津古墳群を構成する主な古墳は前方後円墳 12基、前方後方墳 3基で会
津盆地の平野部から西側丘陵上まで広く分布している。最古段階は会津坂下町杵ガ森古墳、
臼ガ森古墳で、古墳時代前期でも古い段階にあたる。福島県最大の前方後円墳である亀ケ
森古墳とその横に並ぶ前方後方墳、鎮守森古墳は近年いずれも前期古墳と考えられており、
他に森北 1号墳、雷神山 1号墳、虚空蔵森古墳、出崎山 3号墳、7号墳が前期古墳と考え
られている。中期、後期になると古墳は減少し、わずかに長井前ノ山古墳が中期、鍛冶山
4号墳が後期と考えられている。天神免古墳は前期または中期で所属時期が確定していな
い。
ところで、近年喜多方市古屋敷遺跡が発掘調査の結果、中期後半の豪族居館であること
が判明し、国の史跡に指定された。古屋敷遺跡に拠点をおいた首長の墓は当然宇内青津古
墳群中にあるのが自然である。現在その候補として古屋敷遺跡に近い天神免遺跡、虚空蔵
森古墳、灰塚山古墳が考えられている。いずれの古墳も未調査で築造時期が確定せず、古
屋敷遺跡と対応する古墳は確定していない。
灰塚山古墳の立地する独立丘陵は、国指定史跡新宮城跡と接し、すぐ西側にあたる。新
宮城跡は中世の城館跡であり、中心部分はよくその本来の姿をとどめている。その中心は
14世紀にあり、15世紀まで存続したと考えられている。灰塚山古墳は新宮城から西側を
見たときに、最も近い丘として目に入る位置にある。灰塚山古墳の位置に新宮氏の墓所が
想定されており、中世においての何らかの意味をもち、使われた可能性もある。

註 1　福島県立博物館竹谷陽二郎氏のご教示による。
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第 1図　宇内青津古墳群分布図
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第 2章　発掘調査成果

今年度の調査は後円部墳頂で確認されている塚状遺構の全容を把握し、その性格を解明
することと、後円部墳丘構造の解明を目的としたため、後円部墳頂北西側 5a 区と、後円
部墳頂南東側 4a 、b 区を掘り下げるとともに、新たに後円部墳丘東側に第 8トレンチ、後
円部墳丘西側に第 9トレンチを設定した（第 2図）。

第 2図　トレンチ配置図
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第 1節　後円部墳頂部の調査

1.　塚状構造物の調査（第 3図）
第 1次調査、第 2次調査（辻他　2012,  2013）により、後円部墳頂に略方形の塚状遺構
があることが判明していた。今年度の調査ではまず、昨年度まで観察用に残していた土層
断面を記録作成の後に取り払い塚状遺構の全体を露出し、写真撮影を実施し（写真 2）、
10 c m 等高線による平面図を作成した（第 3図）。
精査の結果、塚状遺構は南東部分に乱れははあったが、1辺 8～9 m 、高さ 60 c m 程度の
方形の部分と、方形部分の中央に乗る直径 3 m 前後、高さ 40 c m 程度の円丘部分とで構成
されていることが判明した。円丘部分は、当初付近にあった盗掘坑によって掘り出された
土の堆積したものと考えていたが、土層断面観察により、塚状遺構本来の形であると判断
された。
塚状遺構の性格を解明するため、南東側の第 4トレンチ b 区と北西側の 5a 区を層位的
に掘り下げた。
塚状遺構を構成する土は大きく見て 3層に分かれる。最下層が暗褐色シルト、中層に多
量の川原石で構成される礫層、最上層が褐色シルトである（写真 3）。掘り下げの段階で
シルト層からは須恵器片（第 4図）、比較的多くの同一個体火鉢破片（写真 7- 1、7- 2）が
出土した。また、中層の川原石からは 26点の墨書のある川原石が発見された。出土川原
石で墨書が認められるものはごくわずかで、1% 前後であった。判読不能な資料も多いが、
中に「南無阿弥陀仏」と読めるものがあり、これらが礫石経であることが判明した（写真
4、5、6）。従って、これまで塚状構造物としてきた遺構は礫石経塚であると考えられた。
経塚造営年代を決める材料は乏しいが、礫石経塚の類例からみて江戸時代に築かれた可能
性が高いと考えられる。なお、経塚上面に一部炭が分布していたが。経塚に直接関係する
か否か判断できなかった。  （佐々木雪乃）

写真 2　礫石経塚写真



0 3 6m

写真 3　礫石経塚土層断面写真

第 3図　礫石経塚全体図
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写真 4　墨書礫赤外線写真（1）

１０㎝０ 5㎝

礫石NO21-1

礫石NO21-2礫石NO21-1

礫石NO4

礫石NO6 礫石NO7 礫石NO8

礫石NO2 礫石NO3

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥

御 □

参

□
無
阿
弥
陀？

仏

　 

阿
□
□
□

□□
□
□

□



56

東北学院大学論集　歴史と文化　第 52号

写真 5　墨書礫赤外線写真（2）
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写真 6　墨書礫赤外線写真（3）

第 4図　出土須恵器実測図

写真 7- 1須恵器写真 図 7- 2　火鉢破片
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2.　後円部墳頂部の調査（第 5、6図）
後円部墳頂平坦面は中央部分から北側がほとんど礫石経塚の下層となっていたため、こ
れまで精査できなかった。しかし、今回の調査で礫石経塚の外側と経塚下層墳頂平坦面で
若干の知見を得た。
まず、礫石経塚から外れた墳頂平坦面北端と南橋で黄色粘土ブロックを数か所で検出し
た。いずれも長さ数 10 c m 程度で広がりはしなかったが、本来は墳頂平坦面全体を覆って
いた可能性がある。宮城県宮崎町大塚森古墳（辻　2008）など東北地方の多くの古墳で墓
壙を埋戻した後に墳頂平坦面全体に墳丘と類似した土を乗せて最終的に墳丘を仕上げする
例があり、本例も同様に最終的な墳丘仕上げの痕跡とみることができよう。
次に第 5a トレンチ、第 4a トレンチで墳丘平坦面外縁と内部に土質の違いが認められた

（写真 8）。土質の違いはさほど大きくなく、さらなる精査を必要とするが、墓壙の外周ラ
インの一部が検出されている可能性がある。
また、礫石経塚下層の墳頂平坦面中央部分で幅 1 m 前後南北に延びる黒色土が確認され
た（写真 9）。礫石経塚残存部分の下層に延びているために全体の大きさ、形は未確認だが、
その位置、大きさ等から埋葬部分の陥没坑である可能性も考えられた。
今回の墳頂平坦面の調査は礫石経塚の下層にあたるため、限られた面積を対象とするに
とどまった。来年度に予定している第 4次調査では墳頂平坦面全体を調査し、埋葬部の様
相を把握することを目指したい。

 （佐々木雪乃）

引　用　文　献

辻　秀人　2008年　「大塚森古墳の研究」　『東北学院大学論集　歴史と文化』第 43号

写真 8　墳頂平坦面外縁の土質の違い
（墓壙ライン ?）

写真 9　墳頂平坦面中央部に分布する黒色度
（陥没坑 ?）



第 5図　4a b トレンチ平面断面図
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第 6図　5a トレンチ平面断面図
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第 2節　後円部墳丘の調査
1.　後円部墳丘東側の調査（第 8トレンチ）（第 7図）
第 8トレンチは後円部東側の墳丘構造の把握と墳端の確認を目的として設定した。トレ
ンチは古墳の主軸に直交し、後円部墳頂平坦面東端より東側に幅 1. 5 m 、長さ 18 m である。
トレンチ内の表土及び墳丘流出土層を掘り下げ、墳丘面を確認した。墳丘面を精査した
ところ、墳丘面から 3層の土層が確認された。層は上層から、（1）褐色の層、（2）明黄褐
色の層、（3）にぶい黄褐色の層、からなり、これらの土層はいずれもシルト質で、しまり
が弱い。
墳丘斜面の標高 206. 5～207.25 m 付近、および 204. 25 m 付近斜面東端付近にそれぞれ傾

斜の緩やかになる所があり、いずれも不明瞭ではあるが、前者がテラス、後者が墳端と考
えらえる。また、このテラス付近を境に上部が積み土、下部が地山で構成されている。
第 8トレンチの目的は後円部墳丘面の構造を把握するとともにテラス、墳端の確認であ
り、今回の調査でその目的を達成することができた。

 （芦野　悟）

写真 10　第 8トレンチ全体写真



第 7図　第 8トレンチ平面、断面図
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2.　後円部墳丘西側の調査（第 9トレンチ）（第 8図）
第 9トレンチでは墳端の確認とテラスの有無の確認、積み土と地山の違いを確認するこ
とを目的として設定した。トレンチは後円部西側に設定し、幅 2 m 、長さ 12. 20 m である。
トレンチ内の表土及び墳丘流出土層を掘り下げ、墳丘面を確認した。墳丘面を精査した
ところ、墳丘面は 2層の土層が確認できた。明らかになった土層は、テラスから上部に（1）
にぶい黄褐色の層、テラス部より下にかけて（2）褐色で礫が多い層の 2層である。（1）
層は混在したシルト層なため、積み土と判断した。（2）層は礫を多く含んでいることから
地山であると判断した。従って 9トレンチの墳丘は地山を削るとともに、削られた土を積
み上げることで作られていることが判明し、トレンチ内で標高 204. 5 m 付近で傾斜がゆる
やかになり、テラスと考えられた。墳端は今回設定したトレンチの範囲には存在しないよ
うで、何度かテラス終わりを拡張してみたが、崖に接してしまって確認することが出来な
かったものの、図面からトレンチ終わりの崖に接したところで傾斜が著しく変化している
ことから、崖部分が、墳端の可能性が高いと判断した。

 （菅原里奈）

写真 11　第 9トレンチ全体写真



第 8図　第 9トレンチ平面、断面図
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ま　　と　　め

灰塚山古墳第 3次調査は、第 1次調査に引き続いて後円部墳丘構造を明らかにすること
と、第 2次調査までで確認していた後円部墳頂上に存在する小礫を多量に含む塚状遺構の
性格を明らかにすることを目的として実施した。
後円部墳丘構造を探求するために、後円部墳丘東西方向に第 8、第 9の 2本のトレンチ
を設定した。
第 8トレンチでは標高 206. 5～207. 25 m 、第 9トレンチでは標高 204. 5 m 付近で明瞭な

墳端を確認した。これまでに明らかになった前方部、後円部の墳丘構造と同様に墳端付近
の墳丘は地山で構成されていた。灰塚山古墳墳丘端は地山を削りだして形成されているこ
とが今回の調査でも確認できた。
第 8、9トレンチのいずれでも傾斜が緩やかになる部分が確認された。第 1次調査第 1

トレンチ、第 2次調査第 6、7トレンチでも同様の位置に傾斜が緩やかになる部分が認め
られ、テラスである可能性が考えられた。第 3次調査を含めて、後円部墳丘の東、西、南
の 3方向、および東西のくびれ部で同様の傾斜変換が認められることから、これらはテラ
スとして意識的に作り出されており、灰塚山古墳後円部は二段構成であることが判明した。
また、墳丘は、テラス部分を境に下部は地山削りだしで、上部は盛り土で形成されている
ことが確認できた。
後円部墳頂の塚状遺構はこれまで東西南北の部分ごとに調査を実施したきた。今回の調
査では、まず塚状遺構の全体を検出し、図面、写真による記録を作成した後に四分法に従
い、南東部と北西部を掘り下げた。
調査の結果塚状遺構は上下の二段で構成されていることが判明した。下段は、後世の変
形があってやや形に乱れがあるが、おおむね一辺 10 m 前後、高さ 60 c m 程度の方形を呈
しており、塚はシルト質の土層と小礫だけで構成される層、土層を交互に積み重ねて作ら
れている。上段は直径 6 m 、高さ 50 c m 程度の小さな円丘である。調査以前には近くにあ
る攪乱穴を掘りあげたものかと考えたが、土層断面観察結果から塚本来の形状であること
を確認した。
調査の結果塚状遺構は、古墳時代の上円下方墳に類似した形態であることが判明した。
南東部、北西部の掘り下げの結果、多量の礫の中に墨書されたものを発見した。礫は多量
であるが水洗の結果墨書のあるものは 1% に満たないと考えられた。墨書の内容は断片的
で不明なものが多いが「南無阿弥陀仏」と読めるものがあり、礫石経であることが確認で
きた。つまり、灰塚山古墳後円部墳頂の上円下方形の塚は礫石経塚と考えられた。築かれ
た時代は古墳の時代よりもはるかに新しく、江戸時代と考えられた。
礫石経塚の下層が古墳本来の後円部墳頂平坦面にあたる。今回の調査では礫石経塚を掘
りあげた南東部、北西部の精査を行った結果、墓壙平面の一部かと思われる土質の違いと
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後円部墳頂中心部に南北に長い黒色の土が分布していることを確認している。ただ、礫石
経塚の最下層の土を十分には除去できておらず、墳頂平坦面の精査による埋葬施設の追求
は、平成 26年度に予定している第 4次調査の課題である。

 （辻　秀人）

謝　　　　　辞

灰塚山古墳第 3次調査にあたり、調査を快諾いただきました新宮区の皆様に心より感謝
もうしあげます。また、調査の実施にあたり御支援いただきました喜多方市教育委員会、
山中雄志氏、片岡洋氏、植村泰徳氏、土地を借用させていただきました佐藤光子氏、宿舎
を提供いただきました矢部善兵衛氏に御礼申し上げます。本報告作製にあたり、礫石経の
赤外線による調査で東北歴史博物館及び東北歴史博物館保存科学担当及川規氏にお世話に
なりました。文字の解読で本学菊池慶子教授・七海雅人教授に貴重な御教示をいただきま
した。心より感謝申し上げます。

調査風景
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1（　 ）

出
羽
国
飽
海
郡
と
蚶
形
駅
家
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

熊
　
谷
　
公
　
男

は
じ
め
に

『
延
喜
式
』
兵
部
省
諸
国
駅
伝
馬
条
に
載
せ
る
出
羽
国
の
駅
家
に
「
蚶き

さ

方か
た

」

駅
が
み
え
る
。
こ
れ
は
庄
内
地
方
の
出
羽
国
府）

1
（

と
秋
田
城
を
む
す
ぶ
日
本
海

沿
い
の
駅
路
上
に
設
け
ら
れ
た
飽
海
郡
内
の
駅
家
で
、
現
在
の
秋
田
県
に
か

ほ
市
象
潟
町
付
近
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
秋
田
城
跡
か
ら
は
、

天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）、
四
年
前
後
と
み
ら
れ
る
「
蚶
形
駅
家
」
と
書
か

れ
た
漆
紙
文
書
が
出
土
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
蚶
形（『
延
喜
式
』に
は「
蚶

方
」
と
あ
る
が
、
以
下
、
史
料
の
引
用
時
以
外
の
表
記
を
「
蚶
形
」
に
統
一

す
る
）
駅
家
、
お
よ
び
当
駅
家
を
含
む
出
羽
国
府
と
秋
田
城
を
む
す
ぶ
駅
路

も
天
平
宝
字
年
間
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。

小
稿
で
は
、
こ
の
蚶
形
駅
家
、
お
よ
び
そ
れ
が
属
す
る
飽
海
郡
の
成
立
と
そ

れ
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
筆
者
は
、
蚶

形
駅
家
お
よ
び
飽
海
郡
の
成
立
時
期
し
だ
い
で
は
、
初
期
の
秋
田
城
（
＝
秋

田
出
羽
柵
）
の
性
格
の
理
解
の
し
方
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
蚶
形
駅
家
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
天
平
五
年

（
七
三
三
）
に
出
羽
柵
が
秋
田
村
高
清
水
岡
に
移
転
し
た
こ
ろ
と
考
え
ら
れ

て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
秋
田
「
出
羽
柵
に
城
司
が
置
か
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
点
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
に
駅
路
が
第
二
次
出
羽
柵
ま
で
延
伸
さ

れ
、
…
…
〔
庄
内
に
所
在
し
た
│
引
用
者
補
〕
出
羽
国
府
│
秋
田
城
間
の
駅

家
（
遊
佐
・
蚶
方
・
由
理
）
も
置
か
れ
た
と
み
ら
れ
る）

2
（

」、
あ
る
い
は
「
秋

田
出
羽
柵
遷
置
時
に
お
け
る
人
的
・
物
的
輸
送
経
路
上
に
あ
る
こ
と
」
な
ど

か
ら
、「
出
羽
柵
遷
置
直
後
に
は
駅
路
と
し
て
の
原
形
は
で
き
て
い
た）

3
（

」
な

ど
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
出
羽
柵
の
秋
田
村
移
転
時
に
は
庄
内
と
秋
田

を
結
ぶ
駅
路
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
秋
田
出
羽
柵
へ
の
道
路
が
移
転
時
に
敷
設
さ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
駅
路
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
ろ

う
。
厩
牧
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
駅
路
に
は
三
〇
里
（
約
一
六
k m
）
ご
と
に

駅
家
が
置
か
れ
、
駅
家
に
は
五
〜
二
〇
疋
の
駅
馬
が
備
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
駅
家
周
辺
の
民
戸
を
駅
戸
に
編
成
し
、
駅
戸
か
ら
駅

長
を
任
用
す
る
と
と
も
に
、
課
丁
を
駅
子
に
差
点
し
て
駅
家
の
運
営
を
行
っ

た
。
し
か
も
駅
戸
は
通
常
の
郷
と
は
別
個
に
編
成
さ
れ
、
独
自
の
戸
籍
が
造

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
駅
戸
は
駅
家
の
人
的
基
盤
で
あ
っ
た）

4
（

。

こ
の
よ
う
に
、
駅
家
の
運
用
に
は
編
戸
の
民
で
あ
る
駅
戸
の
存
在
が
不
可

欠
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
駅
路
の
開
設
に
は
、
編
戸
の
民
を
基
礎
と
し
た

郡
の
存
在
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
通
常
、
駅
路
は
国
内
の
建
郡
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（
あ
る
い
は
建
評
）
さ
れ
た
地
域
に
敷
設
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
点
は
あ
ま
り

意
識
さ
れ
な
い
が
、
律
令
国
家
の
北
辺
に
あ
た
る
陸
奥
・
出
羽
両
国
で
は
、

駅
路
の
新
設
の
際
に
こ
の
問
題
が
顕
在
化
す
る
。
蚶
形
駅
家
で
い
え
ば
、
そ

の
設
置
に
は
飽
海
郡
の
建
郡
と
、
飽
海
郡
を
構
成
す
る
編
戸
の
民
が
必
須
と

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
蚶

形
駅
家
の
成
立
時
期
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
飽
海
郡
の
成
立
と
の
関
連
で
蚶
形
駅
家
の
成
立
時
期
を

改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
．
陸
奥
・
出
羽
北
辺
部
に
お
け
る
駅
路
の
開
設

ま
ず
最
初
に
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
に
お
い
て
駅
路
の
北
方
へ
の
延
伸
が
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
み
て
お
き
た
い
。

具
体
的
な
こ
と
が
も
っ
と
も
わ
か
る
事
例
は
、
天
平
九
年
（
七
三
七
）
に

実
施
さ
れ
た
、
秋
田
に
移
転
し
た
出
羽
柵
と
多
賀
柵
（
＝
多
賀
城
）
を
む
す

ぶ
奥
羽
連
絡
路
の
開
設
事
業
で
あ
る
。
天
平
五
年
十
二
月
に
、
そ
れ
ま
で
出

羽
郡
（
現
在
の
山
形
県
庄
内
地
方
）
に
あ
っ
た
出
羽
柵
が
秋
田
に
移
転
さ
れ

る
が
、『
続
日
本
紀
』
に
は
「
出
羽
柵
遷
二
置
於
秋
田
村
高
清
水
岡
一
。
又
於
二 

雄
勝
村
一
建
レ
郡
居
レ
民
焉
」（
同
年
十
二
月
己
未
条
）
と
あ
っ
て
、
同
時
に

雄
勝
村
で
の
建
郡
（
＝
雄
勝
郡
の
建
置
）
が
実
施
さ
れ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
雄
勝
郡
の
建
郡
に
つ
い
て
は
、
同
書
天
平
宝
字
三
年

（
七
五
九
）
九
月
己
丑
条
に
も
「
始
置
二
出
羽
国
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
一
…
」
と

再
出
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、天
平
九
年
の
奥
羽
連
絡
路
の
記
事
中
に「
雄

勝
村
俘
長
」
が
み
え
、
こ
の
時
点
で
な
お
建
郡
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
天
平
五
年
の
記
事
は
命
令
を
示
す
も
の
で
、
二
六
年
後
の

天
平
宝
字
三
年
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
雄
勝
建
郡
が
実
現
し
た
と
解
す
る
今

泉
隆
雄
氏
の
見
解）

5
（

に
し
た
が
い
た
い
。

そ
の
後
、
天
平
九
年
に
、
鎮
守
将
軍
大
野
東
人
と
出
羽
守
田
辺
難
波
が
中

心
と
な
っ
て
、
多
賀
柵
か
ら
出
羽
柵
の
間
に
、
雄
勝
村
（
横
手
盆
地
）
経
由

で
「
直
路
」
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
が
、
比
羅
保
許
山
（
山
形
県
最
上
郡
金

山
町
付
近
か
）
ま
で
開
通
し
た
と
こ
ろ
で
計
画
は
中
止
さ
れ
る
。
今
泉
氏
は

「
直
路
」
を
駅
路
の
こ
と
と
解
し
、
こ
の
事
業
も
出
羽
柵
の
秋
田
村
へ
の
移

転
（
＝
北
進
）
と
一
体
的
に
計
画
さ
れ
た
と
解
釈
し
た
。
す
な
わ
ち
、

① 

出
羽
柵
の
秋
田
村
高
清
水
岡
へ
の
移
転
、② 

雄
勝
村
で
の
築
城
と
建
郡
、

③ 

陸
奥
国
〜
出
羽
柵
間
の
駅
路
の
開
設
の
三
つ
の
事
業
が
天
平
五
年
ご
ろ

に
一
体
の
も
の
と
し
て
計
画
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
今
泉
氏
の
見

解
は
、
従
来
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
残
さ
れ
て
い
た
奥
羽
連
絡
路
の
開
設
事
業
に

関
す
る
理
解
を
大
幅
に
進
展
さ
せ
た
も
の
で
、
筆
者
も
基
本
的
に
は
し
た
が

い
た
い
。

こ
の
事
業
は
、
① 

は
二
、三
年
の
う
ち
に
実
現
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
③

の
奥
羽
連
絡
路
は
途
中
の
比
羅
保
許
山
ま
で
開
通
し
た
と
こ
ろ
で
中
止
さ

れ
、
② 

の
雄
勝
村
で
の
城
柵
の
造
営
と
建
郡
も
先
送
り
さ
れ
る
と
い
う
結

果
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
政
府
軍
が
比
羅
保
許
山
ま
で
進
軍
し
た
と

き
に
雄
勝
村
の
俘
長
ら
三
人
が
帰
降
し
て
き
て
、
こ
れ
以
上
軍
を
進
め
な
い

で
ほ
し
い
と
い
う
陳
情
が
あ
り
、大
野
東
人
と
田
辺
難
波
が
協
議
し
た
結
果
、

進
軍
を
断
念
し
、
出
羽
柵
ま
で
の
駅
路
の
開
通
も
将
来
に
期
す
る
こ
と
に
す

る
の
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
に
は
こ
の
と
き
の
二
人
の
や
り
と
り
が
具
体

的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
難
波
が
「
今
回
の
軍
事
行
動
は
俘
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狄
を
教
喩
し
て
城
柵
を
築
き
、
民
（
柵
戸
）
を
居
住
さ
せ
る
た
め
で
す
。
も

し
陳
情
を
拒
絶
し
て
進
軍
を
強
行
す
れ
ば
、
俘
ら
は
山
野
へ
逃
走
し
て
し
ま

い
、
労
多
く
し
て
功
少
な
く
、
上
策
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
官
軍
の
威

を
示
し
て
こ
の
地
か
ら
引
き
返
し
、
後
日
、
難
波
が
説
得
し
て
帰
順
さ
せ
れ

ば
、
城
柵
は
ま
も
り
や
す
く
人
民
は
な
が
く
安
堵
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
た
の
に
対
し
て
、
東
人
も
そ
れ
に
同
調
し
て
「
東
人
の
当
初
の
戦
略

は
、
で
き
る
だ
け
は
や
く
蝦
夷
の
地
に
入
っ
て
耕
種
し
、
穀
を
貯
え
て
運
粮

の
労
力
を
は
ぶ
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
春
は
大
雪
で
、

そ
れ
が
で
き
な
い
。
城
郭
は
一
朝
に
も
な
る
が
、
城
を
ま
も
る
の
は
人
で
あ

り
、
粮
食
が
不
可
欠
で
あ
る
の
に
、
耕
種
の
と
き
を
失
し
て
し
ま
っ
て
は
そ

の
確
保
が
で
き
な
い
」
と
し
て
、
雄
勝
村
へ
の
進
軍
を
断
念
し
て
多
賀
柵
に

帰
還
す
る
の
で
あ
る
（『
続
日
本
紀
』
同
年
四
月
戊
午
条
）。

こ
の
二
人
の
や
り
と
り
か
ら
、
駅
路
の
開
設
に
は
築
城
と
柵
戸
の
移
住
が

不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
天
平
五
年
の

雄
勝
建
郡
命
令
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
駅
路
の
開

設
に
は
、
少
な
く
と
も
築
城
・
建
郡
・
柵
戸
の
移
住
が
必
須
と
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
柵
戸
は
、
国
家
の
政
策
に
よ
っ
て
他
地
域
か
ら
城
柵
周
辺
に
計
画

的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
公
民
で
あ
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
編
戸
民
で
あ
っ
た
。

多
賀
城
・
秋
田
城
（
天
平
宝
字
二
年
ご
ろ
出
羽
柵
を
改
称
、
後
述
）
間
の

駅
路
は
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
に
完
成
す
る
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の

が
『
続
日
本
紀
』
同
年
九
月
己
丑
条
の
「
始
置
二
出
羽
国
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
、

及
玉
野
・
避
翼
・
平
戈
・
横
河
・
雄
勝
・
助
河
、
并
陸
奥
国
嶺
基
等
駅
家
一
」

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
玉
野
以
下
の
六
駅
が
出
羽
側
に
新
設
さ
れ
た
駅
家
で

あ
り
、
嶺
基
も
こ
の
駅
路
沿
い
の
陸
奥
側
の
駅
家
と
み
ら
れ
る
。
同
時
に
出

羽
国
に
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
駅
路
沿
い
の
横
手

盆
地
に
新
設
さ
れ
た
郡
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
同
日
条
に
は
、
陸
奥
国
桃

生
城
・
出
羽
国
雄
勝
城
の
造
営
に
使
役
さ
れ
た
郡
司
・
軍
毅
・
鎮
兵
・
馬
子

ら
八
、一
八
〇
人
の
当
年
の
出
挙
稲
の
返
済
を
免
除
す
る
勅
が
発
布
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
に
は
桃
生
城
と
と
も
に
雄
勝
城
が
完
成
し
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
天
平
九
年
に
中
断
さ
れ
た
奥
羽
連
絡
路
は
、
二
二
年

後
の
天
平
宝
字
三
年
に
、
雄
勝
城
の
完
成
を
受
け
て
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
の
建

郡
と
同
時
に
開
通
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
駅
路
の
設
置
が
城
柵

の
造
営
・
建
郡
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
事
実
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

も
う
一
つ
の
事
例
は
、
陸
奥
国
北
辺
へ
の
東
山
道
の
延
伸
と
駅
家
の
新
設

で
あ
る
。
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
の
征
夷
に
よ
っ
て
胆
沢
・
志
波
地
域
が

制
圧
さ
れ
る
と
、
翌
二
十
一
年
に
胆
沢
城
、
翌
々
二
十
二
年
に
志
波
城
が
造

営
さ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
延
暦
二
十
三
年
に
立
て
続
け
に
陸
奥
国
北
縁
部

の
駅
路
の
整
備
が
行
わ
れ
る
。
同
年
五
月
に
「
陸
奥
国
言
、
斯
波
城
与
二
胆

沢
郡
一
、
相
去
一
百
六
十
二
里
。
山
谷
嶮
□
、
往
還
多
レ
艱
。
不
レ
置
二
郵
駅
一
、

恐
闕
二
機
急
一
。
伏
請
准
二
小
路
例
一
、
置
二
一
駅
一
。
許
レ
之
。」（『
日
本
後
紀
』

同
年
五
月
癸
未
条
）
と
、
胆
沢
・
志
波
両
城
間
に
一
駅
が
置
か
れ
、
さ
ら
に

同
年
十
一
月
に
は
「
陸
奥
国
栗
原
郡
、
新
置
二
三
駅
一
」（『
日
本
後
紀
』
同

年
十
一
月
戊
寅
条
）
と
あ
っ
て
、
栗
原
郡
に
三
駅
が
新
設
さ
れ
る
。

胆
沢
郡
と
志
波
城
の
間
に
一
駅
が
置
か
れ
、
志
波
城
に
ま
で
駅
路
が
延
伸

さ
れ
た
の
は
、
胆
沢
・
志
波
両
城
の
造
営
と
胆
沢
郡
の
建
郡
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
栗
原
郡
の
三
駅
に
つ
い
て
は
渕
原

智
幸
氏
が
詳
細
に
検
討
を
加
え
、
こ
の
時
点
で
は
磐
井
郡
が
未
成
立
で
栗
原
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郡
が
北
の
胆
沢
郡
に
接
し
て
い
た
と
解
し
、『
延
喜
式
』
兵
部
省
に
み
え
る

陸
奥
国
の
駅
家
の
う
ち
の
栗
原
・
磐
井
・
磐
基
の
三
駅
に
相
当
す
る
と
考
定

し
て
い
る）

6
（

。
筆
者
も
、基
本
的
に
は
こ
の
渕
原
氏
の
見
解
に
し
た
が
い
た
い
。

た
だ
し
渕
原
氏
は
、
の
ち
の
磐
井
郡
域
が
胆
沢
城
成
立
以
前
か
ら
栗
原
郡
の

領
域
に
含
ま
れ
て
い
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
根
拠
薄
弱
と
思
わ
れ
る）

7
（

。
胆
沢

城
の
造
営
後
、
磐
井
地
域
に
よ
う
や
く
支
配
が
お
よ
ん
で
、
栗
原
郡
が
北
に

拡
大
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
栗
原
郡
に
三
駅
が
置
か

れ
た
の
も
、
胆
沢
城
の
造
営
と
そ
れ
に
と
も
な
う
栗
原
郡
域
の
北
へ
の
拡
張

を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
奥
羽
連
絡
路
の
開
通
も
、
胆
沢
城
・
志
波
城
へ
の
東
山
道
の
延
伸

も
、
沿
道
一
帯
の
城
柵
の
造
営
と
建
郡
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ﹇
補
注
﹈る
。
奥
羽
の
北
辺
地
域
に
お
い
て
、
駅
路
の
開
設
に
城
柵
の
設
置
と
建
郡

が
必
須
と
さ
れ
た
の
は
、
編
戸
民
を
基
礎
と
し
た
支
配
体
制
の
形
成
が
駅
路

の
設
置
や
駅
家
の
運
営
の
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
庄
内
地
方
の
出
羽
国
府
と
秋
田
城
を
む
す
ぶ
駅
路
に
お
い
て
も
、

同
様
に
沿
線
一
帯
の
城
柵
│
郡
に
よ
る
支
配
体
制
の
確
立
が
必
要
と
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
庄
内
│
秋
田
城
間
の
駅
路
は
、
途
中
、
飽
海
・

河
辺
両
郡
を
通
過
す
る
が
、
河
辺
郡
域
の
部
分
は
距
離
が
短
か
く
、
駅
家
も

存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
の
点
は
後
述
）
の
で
、
つ
ぎ
に
飽
海

郡
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
そ
の
成
立
時
期
と
郡
域
を
考
え
て
み
た
い
。

二
．
飽
海
郡
の
成
立
と
そ
の
郡
域

飽
海
郡
は
、
出
羽
国
府
が
所
在
し
た
出
羽
郡
の
北
に
隣
接
す
る
郡
で
、
南

は
山
形
県
北
部
の
海
岸
部
（
現
酒
田
市
・
飽
海
郡
遊
佐
町
）
か
ら
北
は
秋
田

県
南
部
の
海
岸
部
（
現
由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市
）
に
か
け
て
郡
域
が
広
が
っ

て
い
た
。
現
在
の
秋
田
・
山
形
県
境
付
近
で
は
鳥
海
山
の
山
裾
が
海
岸
ま
で

迫
ま
り
、
切
り
立
っ
た
崖
と
な
っ
て
い
て
、
郡
域
は
現
在
の
県
境
付
近
で
地

形
的
に
南
北
二
つ
の
地
域
に
分
け
ら
れ
る
。
平
安
末
期
に
郡
の
北
半
が
由
利

郡
と
し
て
分
郡
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
地
形
的
特
徴
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

飽
海
郡
の
建
郡
記
事
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
献
上
の
初
見
は
『
続
日
本

後
紀
』
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
七
月
己
亥
条
で
あ
る
。
た
だ
し
秋
田
城
跡
か

ら
は
、
第
二
五
次
調
査
で
「
飽
海
郡
」
と
書
か
れ
た
習
書
木
簡
が
出
土
し
て

お
り
、
さ
ら
に
第
五
四
次
調
査
で
も
「
飽
海
郡
」
と
読
め
る
可
能
性
の
あ
る

木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
点
の
木
簡
も
、
飽
海
郡
の
建
郡
時
期
を

考
え
る
重
要
な
材
料
と
な
り
う
る
。

現
在
、
飽
海
郡
の
建
郡
時
期
に
つ
い
て
は
定
説
が
な
く
、『
大
日
本
地
名

辞
書
』（
以
下
、『
地
名
辞
書
』
と
略
称
す
る
）
や
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

山
形
県）

8
（

』（
以
下
、『
角
川
地
名
辞
典
』
と
略
称
す
る
）
の
「
飽
海
郡
」
の
項

は
出
羽
国
建
国
時
の
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
と
し
、
熊
田
亮
介
氏
は
田
川
・

秋
田
・
河
辺
郡
な
ど
と
と
も
に
遅
く
と
も
八
世
紀
末
ま
で
に
は
成
立
し
て
い

た
と
す
る）

9
（

。

『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
に
越
後
国
の
北
端
に

出
羽
郡
を
置
い
た
あ
と
（
同
年
九
月
丙
戌
条
）、
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に

出
羽
国
を
建
置
し（
同
年
九
月
己
丑
条
）、そ
の
八
日
後
に
陸
奥
国
か
ら
最
上
・

置
賜
二
郡
を
出
羽
国
に
移
管
す
る）

10
（

（
同
年
十
月
丁
酉
朔
条
）。
こ
の
間
、
和

銅
二
年
に
は
出
羽
柵
（
遺
跡
は
未
発
見
）
が
初
見
す
る
（
同
年
七
月
乙
卯
朔
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条
）。
そ
こ
で
出
羽
国
は
、
出
羽
郡
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
に
陸
奥
国
か
ら

移
管
し
た
最
上
・
置
賜
二
郡
を
合
わ
せ
て
、
計
三
郡
で
建
国
さ
れ
た
と
考
え

る
の
が
現
在
の
通
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。と
こ
ろ
が『
角
川
地
名
辞
典
』は
、

前
述
の
よ
う
に
、
出
羽
建
国
の
際
に
飽
海
郡
が
建
郡
さ
れ
た
と
す
る
の
に
加

え
て
、「
出
羽
郡
」の
項
で
は
出
羽
建
国
時
に
出
羽
郡
が
南
北
に
分
割
さ
れ
て
、

南
半
部
が
田
川
郡
に
な
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
の
で
、
出
羽
国
建
国
時
に
出

羽
・
飽
海
・
田
川
・
最
上
・
置
賜
の
五
郡
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
す
で
に
『
地
名
辞
書
』
に
も
み
え
る
が）

11
（

、
そ
の

基
礎
に
は
、
出
羽
郡
の
郡
域
は
当
初
か
ら
最
上
川
以
南
に
限
ら
れ
て
い
た
と

す
る
想
定
が
あ
る
と
み
ら
れ
る）

12
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
点
も
含
め
て
出
羽

国
が
五
郡
で
建
国
さ
れ
た
と
す
る
史
料
的
根
拠
は
何
も
な
い
と
い
っ
て
よ

い
。『
続
日
本
紀
』
の
記
述
を
基
本
と
す
る
限
り
、
出
羽
国
は
出
羽
・
最
上
・

置
賜
三
郡
で
建
国
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
田
川
・

飽
海
両
郡
は
建
国
後
の
あ
る
時
点
で
建
郡
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

飽
海
郡
の
建
郡
時
期
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
つ
ぎ
に
重
要
な
資
料
は
、
秋

田
城
跡
で
出
土
し
た
二
点
の
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
五
四
次
調
査
出
土

の
二
〇
三
号
木
簡
は
、「
□
郡
」（
上
部
欠
損
）
と
釈
読
さ
れ
、
そ
の
一
字
目

を
さ
ん
ず
い
の
文
字
と
認
定
し
て
、「
出
羽
国
内
の
郡
名
な
ら
ば
、
飽
海
郡

が
相
当
す
る
」
と
指
摘
さ
れ
た）

13
（

。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
『
青
森

県
史　

資
料
編
』
で
は
、「
出
羽
国
に
残
画
に
該
当
す
る
郡
は
な
い
。「
飽
海
」

と
み
る
に
は
三
水
偏
の
部
分
が
や
や
不
審
」
と
し
て
い
る）

14
（

。
そ
こ
で
小
稿
で

は
、こ
の
木
簡
は
飽
海
郡
の
関
係
資
料
か
ら
ひ
と
ま
ず
除
外
し
て
お
き
た
い
。

問
題
は
も
う
一
点
の
木
簡
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
二
五
次
調
査
出
土
三
号
木

簡
で
、
一
辺
三
・
四
c m
の
角
材
の
三
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ

　

・「
宇
宙
宇
於
大
大
飽
」

　

・「
飽　

飽
海
郡　

飽
海
郡　

最
」

　

・「
最
上
郡　

最
上
郡
□
（
佰
）郷

」

と
墨
書
さ
れ
た
習
書
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
が
出
土
し
た
鵜
ノ
木
地
区
の

S
E
四
〇
六
井
戸
跡
か
ら
は
、
墨
書
の
あ
る
木
簡
が
合
計
七
点
の
出
土
し
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
「
天
平
六
年
月
」
と
い
う
釘
書
の
木
簡
を
は
じ
め
、
天

平
勝
宝
四
、五
年
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
が
各
一
点
ず
つ
含
ま
れ
て
い
る
。
小

松
正
夫
氏
は
天
平
勝
宝
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
と
の
関
係
を
重
視
し
、
飽
海
郡

は
そ
の
こ
ろ
ま
で
、
お
そ
ら
く
は
「
出
羽
柵
が
秋
田
に
遷
置
さ
れ
た
天
平
五

年
（
七
三
三
）
頃
に
は
建
郡
が
成
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て

い
る）

15
（

。
し
か
し
な
が
ら
近
年
刊
行
さ
れ
た
秋
田
城
鵜
ノ
木
地
区
の
正
式
報
告

書
で
は
、
S
E
四
〇
六
井
戸
跡
の
埋
土
出
土
遺
物
が
八
世
紀
第
4
四
半
期
か

ら
九
世
紀
第
1
四
半
期
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
井
戸
は
鵜
ノ
木
地
区
の
I I

期
建
物
群
終
末
（
八
世
紀
末
〜
九
世
紀
初
頭
）
ま
で
存
続
、
機
能
し
て
い
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

16
（

。
し
た
が
っ
て
三
号
木
簡
の
年
代
も
天
平
勝
宝
年

間
ご
ろ
ま
で
に
限
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
九
世
紀
初
頭
以

前
と
い
う
こ
と
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

い
っ
ぽ
う
冒
頭
で
紹
介
し
た
「
蚶
形
駅
家
」
の
み
え
る
漆
紙
文
書
（
第

一
〇
号
漆
紙
文
書
）
も
、
駅
路
お
よ
び
駅
家
の
設
置
は
建
郡
が
前
提
と
な
る

と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
蚶
形
駅
家
の
所
在
す
る
飽
海
郡
の
成
立
時
期
を
考

え
る
材
料
と
な
ろ
う
。
こ
の
漆
紙
文
書
は
秋
田
城
跡
外
郭
東
門
の
南
西
に
近

接
し
た
場
所
に
、
築
地
構
築
の
た
め
の
粘
土
採
掘
用
に
掘
ら
れ
た
S
G

一
〇
三
一
土
取
り
穴
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
土
取
り
穴
は
の
ち
に
雨
水
が
流

入
し
て
湿
地
と
な
り
、
廃
棄
物
の
捨
て
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
た
め
、
廃
棄
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さ
れ
た
多
量
の
土
器
・
瓦
・
木
製
品
・
鉄
製
品
な
ど
と
と
も
に
木
簡
や
漆
紙

文
書
な
ど
の
文
字
資
料
も
多
数
出
土
し
た
の
で
あ
る
。「
蚶
形
駅
家
」
の
漆

紙
文
書
が
出
土
し
た
土
取
り
穴
の
第
四
七
層
上
位
木
炭
層
か
ら
は
天
平
宝
字

三
年
（
七
五
九
）
の
具
注
暦
（
第
九
号
漆
紙
文
書
）
や
同
年
な
い
し
翌
四
年

ご
ろ
と
み
ら
れ
る
出
羽
守
・
介
の
自
署
の
あ
る
解
文
（
第
一
一
号
漆
紙
文
書
）

も
出
土
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
文
書
も
同
じ
七
六
〇
年
ご
ろ
の
も
の
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

17
（

。

第
一
〇
号
漆
紙
文
書
の
釈
文
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
）

　
　

勘
収
釜
壹
口
〈
在
南
大
室
者
〉

　
　

□
□
若
有
忘
怠
未
収
者
乞
可

　
　

令
早
勘
収
随
恩
得
便
付
国
□
□

　
　

□
〔
徳
ヵ
〕
縁
謹
啓

　
　
　
　
　
　

五
月
六
日
卯
時
自
蚶
形
駅
家
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
継
□

（
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

□

　
　
　
　
　
　
　
　
　

封

　
　
　
　
　
　

介
御
舘
〈
務
所　

竹
継
状）

18
（

〉

こ
の
漆
紙
文
書
は
、「
蚶
形
駅
家
」
に
い
た
「
竹
田
継
□
」
か
ら
秋
田
城
の
「
介

御
舘
」
に
充
て
て
出
さ
れ
た
書
状
で
あ
る
。
出
羽
介
か
ら
製
塩
用
と
み
ら
れ

る
釜
の
回
収
を
命
じ
ら
れ
た
「
竹
田
継
□
」
が
「
南
の
大
室
」
に
あ
っ
た
釜

一
口
を
回
収
し
た
が
、
ほ
か
に
未
収
の
釜
が
あ
る
こ
と
を
心
配
し
て
「
介
御

舘
」
に
い
る
出
羽
介
に
確
認
を
し
た
書
状
と
み
ら
れ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
書
状
が
七
六
〇
年
ご
ろ
の
も
の
と
す
れ
ば
、
蚶
形

駅
家
も
そ
の
こ
ろ
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
同
駅
家

設
置
の
前
提
と
な
る
飽
海
郡
の
建
郡
時
期
の
下
限
も
こ
の
こ
ろ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
問
題
は
、
飽
海
郡
の
成
立
が
そ
れ
以
前
の
い
つ
ご
ろ
ま
で
遡
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
蚶
形
駅
家
を
含
む
庄 

内
―
秋
田
出
羽
柵
（
秋
田
城
）
間
の
駅
路
の
開
設
時
期
の
問
題
と
合
わ
せ
て
、

次
節
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
節
で
は
、
以
下
に
お
い
て
飽
海
郡

を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
そ
の
郡
域
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

て
お
く
こ
と
に
す
る
。

『
和
名
類
聚
抄
』
国
郡
部
に
よ
れ
ば
、
飽
海
郡
は
大
原
・
飽
海
・
屋
代
・

秋
田
・
井
手
・
遊
佐
・
雄
波
・
由
理
・
余
戸
の
九
郷
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
た

だ
し
高
山
寺
本
は
余
戸
郷
な
し
）。『
地
名
辞
書
』
や
『
日
本
地
理
志
料
』（
以

下
、『
地
理
志
料
』
と
略
称
す
る
）
で
は
各
郷
の
現
地
比
定
が
こ
と
細
か
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
比
定
説
は
現
在
の
研
究
段
階
か
ら
み
る
と
信

を
お
き
が
た
い
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。
郡
域

の
考
察
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
こ
の
点
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

別
表
に
飽
海
・
出
羽
・
田
川
三
郡
（
以
下
、
便
宜
的
に
「
出
羽
等
三
郡
」

と
仮
称
す
る
）
に
つ
い
て
、『
地
名
辞
書
』
の
現
地
比
定
の
記
述
を
原
文
の

ま
ま
引
用
し
て
別
表
に
掲
げ
た
。
こ
れ
を
み
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、「
…

な
る
べ
し
」「
…
ご
と
し
」「
…
に
似
た
り
」「
今
詳
な
ら
ず
、
蓋
、
…
」
な

ど
の
表
現
が
頻
出
す
る
よ
う
に
、
そ
の
大
半
は
確
た
る
根
拠
の
な
い
推
測
説

で
あ
る
。
さ
ら
に
田
川
郡
「
那
珂
」
郷
の
項
で
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
の
諸

本
が
一
致
し
て
「
那
津
」
郷
と
す
る
の
に
も
か
か
ら
わ
ら
ず
、
諸
国
に
「
那

珂
」
と
い
う
郷
名
が
多
い
と
い
う
理
由
で
、「
那
津
」
を
「
那
珂
」
の
誤
り
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『大日本地名辞書』出羽・田川・飽海郡郷名比定一覧表

郡　名 郷　名             『大日本地名辞書』の現地比定〔現在地〕

出　羽 大　窪 東田川郡藤島左右の平郊なるべし。〔鶴岡市北部、旧藤島町周辺〕
河
カハ

　辺
ノベ

狩川村左右の地にして、清川、廻館（大和村）、前田野目（十六合村）にわたる如し。〔庄
内町清川から同町廻館にかけての地域〕

井　上 東田川郡広野村、新堀村、栄村、並びに西田川郡袖浦村の北方一半に渉れるに似たり。〔酒
田市の最上川河口南岸一帯〕

大　田 今詳ならず、蓋、田川郡大泉郷の北にして、今の西田川郡栄村、西郷村、東郷村にあたる…。
〔鶴岡市北部から三川町にかけての大山川下流域一帯〕

余　戸 東田川郡余目村現存す。常方、八栄里へもわたるか。〔庄内町余目周辺〕

田　川 田　川 西田川郡の田川村、湯田川村、大泉村、上郷村、大山村、加茂村等にあたる。〔鶴岡市西部、
湯野浜から田川・湯田川にかけての地域〕

甘
カ

　弥
ミ

（大東急─甘祢、高山寺─其弥）カネ　カミ、いずれか是なる、諸州加美の郡郷多きに合
せ考ふれば、上田川郷の義にして、三瀬、温海より鼠関に至る、海山一帯を指すごとし。〔鶴
岡市南部、旧温海町一帯〕

新
ニヒ

　家
ノミ

黒川、山添など大泉郷（鶴岡）の南なる諸村里なるべし。〔鶴岡市東部、旧櫛引町一帯〕
那　珂 （大東急・高山寺─那津）諸州郡に、那珂の郷名多きに参稽して、津は珂の誤写に出づと

判定しつ。而も今、泉村に中里の大字あるに由り、且は田川出羽の二郡の形勢に観察して、
後田（今広瀬村）より手向へ渉り、月山裾野の地を以て、本郷の旧域に擬す。〔鶴岡市東部、
旧羽黒町一帯〕

大　泉 西田川郡鶴岡町、大宝寺村、稲生村、京田村、蓋是なり。〔鶴岡市中心部周辺〕

飽　海 大　原 今詳ならず、諸郷既知の位置と、山野分堺の形状に観察して、松嶺、田沢の諸村里に擬せ
らる、即、飽海郡の東南隅なり。〔酒田市東南部、相沢川流域一帯〕

飽　海 南平田村、東平田村、蓋是なり。…飽海郷は郡家の所在地にて、今南平田村に郡山の大字
遺れるは、疑もなく其徴証たるべし。〔酒田市東部、旧平田町郡山周辺〕

屋　代 吹浦村、高瀬村蓋是なり、郷内に大物忌の祠壇あるに取る…。〔遊佐町吹浦周辺〕
秋　田 中平田、北平田、鵜渡川原より酒田へ渉るごとし。…近世一般に平田郷と称したる広土なり。

秋田の名義は、開
アイ

田
タ

なるべし、平田といふにも相通ふ。〔酒田市東郊から市街地にかけて
の地域〕

井　手 今詳ならず。されど其名義の溝洫に因れるを想へば、即、近世、荒瀬郷といへるにあたるか。
〔酒田市北部、宮海から城輪柵跡周辺、旧八幡町にかけての地域〕

遊　佐 日向川以北、鳥海の西南麓の平広にあたり、遊佐の名目現存す。即、遊佐町、川行村、稲
田村、南遊佐村、一郷村、西遊佐村等とす。〔にかほ市沿岸部〕

雄　波 由利郡西南沿海の村里にして、塩越、金浦、平沢等にあたる。…地形を観察して之を判知す。
〔象潟を含むにかほ市沿岸部一帯〕

由　理 西目村、本庄町、子吉村、鮎川村等にあたる。…子吉川を以て、河辺郡の諸郷と相限る。〔子
吉川以南の由利本荘市海岸部〕

余　戸 子吉川の上游も、本郷（＝由理郷）の属にして、余戸といへるに似たり。〔由利本荘市内
陸部、子吉川中上流域〕

　〔付記〕  『大日本地名辞書』からの引用は、『増補 大日本地名辞書』第七巻 奥羽（富山房、一九七〇年）を用いた。
　　　　　ゴシックは、現地比定の確実な根拠とみなせる箇所。
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と
断
じ
て
改
変
し
て
い
る
。
現
在
の
歴
史
研
究
で
は
、
古
写
本
の
記
載
は
で

き
る
だ
け
尊
重
す
べ
き
こ
と
が
常
識
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
手
法
は

厳
に
慎
む
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
田
川
郡
の
「
甘
弥
」
郷
も
、

大
東
急
文
庫
本
は
「
甘
祢
」、高
山
寺
本
に
「
其
弥
」
と
あ
る
。『
地
名
辞
書
』

は
そ
れ
を
諸
国
に
カ
ミ
郡
・
カ
ミ
郷
が
多
い
と
い
う
理
由
で
「
甘
弥
」
と
校

訂
し
て
い
る
。
確
か
に
カ
ミ
郡
・
カ
ミ
郷
は
多
数
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は

「
賀
美
」
な
い
し
「
加
美
」
と
表
記
さ
れ
、「
甘
弥
」
な
ど
と
い
う
表
記
は
ほ

か
に
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。「
甘
弥
」
と
書
い
て
カ
ミ
と
読
ま
せ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
カ
ミ
の
用
字
と
し
て
は
、
ま
っ
た
く
の
異
例
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
簡
単
に
「
甘
弥
」
と
改
変
す
べ
き
で
は
な

い
。
ま
た
飽
海
郡
「
秋
田
」
郷
に
つ
い
て
も
、「
秋
田
の
名
義
は
、
開
田
な

る
べ
し
」
と
い
う
解
義
自
体
、
疑
問
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
「
平
田
と
い
ふ
に

も
相
通
ふ
」
と
い
う
に
い
た
っ
て
は
、
単
に
意
味
が
類
似
し
て
い
る
と
い
う

に
す
ぎ
な
い
。
筆
者
に
は
、
地
名
が
意
味
の
類
似
性
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い

く
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

『
地
名
辞
書
』
か
ら
こ
の
よ
う
な
例
を
列
挙
し
た
の
は
、
決
し
て
現
代
の

高
み
か
ら
明
治
期
の
高
名
な
学
者
を
指
弾
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
問

題
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
『
地
名
辞
書
』
が
、
以
下
に
も
み
る
よ
う

に
、
い
ま
な
お
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
づ
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

飽
海
郡
の
郷
名
で
、
遺
存
地
名
な
ど
か
ら
所
在
地
が
ほ
ぼ
確
実
に
比
定
で

き
る
の
は
、お
そ
ら
く
遊
佐
郷
（
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
南
部
）・
屋
代
郷
（
同

郡
同
町
北
部
）・
由
理
郷
（
秋
田
県
由
利
本
荘
市
）
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
屋

代
郷
に
つ
い
て
、『
地
名
辞
書
』は
大
物
忌
神
の
ヤ
シ
ロ
の
意
と
解
し
て
い
る
。

『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
れ
ば
「
屋
代
」
郷
は
全
国
に
八
つ
存
在
す
る
が
、
そ

の
多
く
で
比
定
地
に
有
力
な
神
社
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で）
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、
そ
の
よ
う

に
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
現
地
比
定
だ
け
に
よ
っ
て
も
、
古
代

の
飽
海
郡
の
郡
域
が
現
在
の
山
形
県
北
部
か
ら
由
利
本
荘
市
に
い
た
る
沿
岸

部
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、大
枠
で
は
動
か
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
そ
の
南
界
を
ど
の
あ
た
り
と
み
る
か
に
つ
い
て
は
、
軽
視
で
き
な

い
問
題
が
あ
る
。
辞
典
類
で
は
、
既
述
の
よ
う
に
『
角
川
地
名
辞
典
』
が
、

和
銅
五
年
の
出
羽
国
建
国
と
同
時
に
最
上
川
以
北
が
飽
海
郡
と
さ
れ
た
と
い

う
想
定
を
し
て
い
る
。『
山
形
県
の
地
名
』
も
、「
櫛
引
郡
」
の
項
で
「
庄
内

地
方
は
古
代
律
令
制
下
で
は
最
上
川
以
北
（
川
北
）
は
飽
海
郡
、
以
南
（
川

南
）
は
田
川
・
出
羽
の
二
郡
で
構
成
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

最
上
川
が
飽
海
郡
の
南
限
と
な
っ
て
い
た
と
す
る
。『
日
本
史
大
事
典
』「
出

羽
国
」
の
項
で
も
、『
和
名
類
聚
抄
』
段
階
の
飽
海
郡
の
郡
域
を
、「
現
在
の

秋
田
県
西
南
部
の
由
利
郡
南
半
部
と
、
山
形
県
の
最
上
川
以
北
の
庄
内
平
野

北
部
の
地
域
に
当
た
る
」
と
同
様
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
古
代
の
出
羽
等
三
郡
の
郡
域
は
、
多
く
の
文
献
で
最
上
川
以

北
が
飽
海
郡
、
以
南
が
出
羽
・
田
川
両
郡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
『
地
名
辞
書
』
な
ど
に
お
け
る
郷
名
の
現
地
比
定
の
影
響
の
つ
よ
さ

を
示
す
と
と
も
に
、
近
世
以
降
の
飽
海
・
田
川
両
郡
の
郡
界
の
あ
り
方
を
念

頭
に
置
い
た
見
解
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
は
、
こ
れ
に
は
い
く

つ
か
の
点
で
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
つ
は
、
既
述
の
よ
う
な
『
地
名
辞

書
』
や
『
地
理
志
料
』
の
現
地
比
定
説
の
信
憑
性
の
問
題
で
あ
る
。
現
段
階

で
は
郷
名
の
現
地
比
定
は
、
む
し
ろ
あ
る
程
度
確
実
な
根
拠
の
あ
る
も
の
に

か
ぎ
る
べ
き
で
、
強
い
て
す
べ
て
の
郷
の
現
地
比
定
を
お
こ
な
っ
て
そ
こ
か

ら
郡
域
を
導
き
出
す
と
い
う
方
法
は
正
当
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。
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ま
た
出
羽
郡
の
消
滅
に
と
も
な
う
郡
域
の
時
代
的
な
変
遷
に
十
分
な
配
慮

が
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
出
羽
郡
は
中
世
以
降

の
史
料
に
は
ま
っ
た
く
姿
を
見
せ
な
く
な
る
の
で
、
中
世
的
郡
郷
制
の
成
立

過
程
で
消
滅
し
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
郡
域
が
ど
の

よ
う
に
改
変
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
出
羽
郡
が
消

滅
し
た
は
る
か
後
の
近
世
の
飽
海
・
田
川
両
郡
の
郡
界
か
ら
古
代
の
出
羽
等

三
郡
の
郡
域
を
考
え
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
な
か
で
『
酒
田
市
史　

改
訂
版
』
の
記
述
は
注
意
さ
れ
る
。『
酒

田
市
史　

改
訂
版
』
も
、
ま
ず
出
羽
等
三
郡
に
つ
い
て
の
『
地
名
辞
書
』
の

郷
名
の
現
地
比
定
を
「
定
説
」
と
し
て
紹
介
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
「
田

川
郡
は
最
上
川
以
南
で
庄
内
地
方
南
端
か
ら
赤
川
の
上
・
中
流
域
、
出
羽
郡

は
そ
の
北
部
で
、
湯
の
浜
と
羽
黒
山
を
結
ん
だ
最
上
川
以
南
の
地
域
、
飽
海

郡
は
最
上
川
以
北
か
ら
秋
田
県
の
由
利
地
方
ま
で
の
地
域
と
考
え
ら
れ
て
い

る
」
と
概
括
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
『
和
名
類
聚
抄
』
の
段
階

の
郡
域
で
あ
っ
て
、「
各
郡
の
郡
域
は
時
期
ご
と
に
変
動
す
る
と
い
う
流
動

性
が
み
ら
れ
る
」
と
し
、「
と
く
に
出
羽
郡
の
郡
域
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検

討
を
要
す
る
。
九
世
紀
以
後
の
出
羽
郡
が
最
上
川
以
北
、
日
向
川
以
南
を
そ

の
領
域
に
包
括
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
文
献
上
の
国
府
の
位
置
と
考
古
学
上

の
位
置
と
の
矛
盾
が
消
え
る）
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」
と
し
て
、
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。『
地
名

辞
書
』
の
説
を
『
和
名
類
聚
抄
』
の
段
階
の
郡
域
を
示
す
も
の
と
し
て
受
け

入
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
だ
と
し
て
も
、
古
代
史
料
や
考
古
学
的
事
実
を
尊

重
す
る
姿
勢
は
評
価
で
き
よ
う
。

こ
の
『
酒
田
市
史　

改
訂
版
』
が
「
文
献
上
の
国
府
の
位
置
」
と
し
て
い

る
の
が
、『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
五
月
廿
日
癸
巳
条
に
「
国

府
在
二
出
羽
郡
井
口
地
一
。
即
是
去
延
暦
年
中
、
陸
奥
守
従
五
位
上
小
野
朝

臣
岑
守
、
拠
二
大
将
軍
従
三
位
坂
上
大
宿
祢
田
村
麻
呂
論
奏
一
所
レ
建
也
」
と

あ
る
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
に
出
羽
国
府
は
出
羽
郡

0

0

0

井
口
の
地
に
所
在
し
、
そ

れ
は
「
延
暦
年
中）
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」
に
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
国
府
が
酒
田
市
に
所
在
す
る
城
輪
柵
跡
に
相
当
す
る
こ
と
は
、
す
で
に

学
界
の
定
説
に
な
っ
て
久
し
い
。
城
輪
柵
跡
は
最
上
川
の
流
路
よ
り
も
一
〇

k m
ほ
ど
北
に
所
在
し
て
い
る
（
出
羽
国
北
部
郡
界
・
駅
路
図
参
照
）。

と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
確
実
な
史
料
が
い
ま
だ
に
古
代
の
出

羽
郡
の
郡
域
を
考
え
る
材
料
と
し
て
積
極
的
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
典
型
的
な
例
と
し
て
『
角
川
地
名
辞
典
』
の
説
を
と
り
あ
げ
る
と
、
そ

の
「
井
口
」
の
項
に
は
、「『
三
代
実
録
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
国
府
は
出
羽

郡
井
口
の
地
に
あ
っ
た
と
あ
る
が
、
井
口
に
比
定
さ
れ
る
城
輪
の
地
は
、
古

代
の
飽
海
郡
井
手
郷
の
う
ち
で
『
三
代
実
録
』
の
記
事
と
合
わ
な
い
。
あ
る

い
は
『
三
代
実
録
』
の
出
羽
郡
井
口
は
飽
海
郡
井
口
の
誤
り
か
」
と
あ
り
、

井
口
を
城
輪
の
地
に
比
定
し
な
が
ら
、
そ
こ
は
「
飽
海
郡
井
手
郷
の
う
ち
」

と
さ
れ
、『
日
本
三
代
実
録
』の
記
述
の
方
が
誤
り
の
ご
と
く
扱
わ
れ
て
い
る
。

井
口
を
飽
海
郡
井
手
郷
に
比
定
し
た
の
は
、
当
然
、『
地
名
辞
書
』
の
比
定

説
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、『
角
川
地
名
辞
典
』
の
「
井
手
郷
」
の

項
に
は
「
井
口
は
語
義
上
、
井
手
に
通
じ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者

に
は
語
義
が
通
じ
る
か
ら
同
地
域
の
地
名
に
な
る
と
い
う
理
屈
は
理
解
で
き

な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
は
古
代
史
料
で
あ
る
『
日
本

三
代
実
録
』の
記
述
の
は
ず
で
あ
る
。城
輪
柵
跡
が
出
羽
郡
井
口
の
地
に
あ
っ

た
平
安
時
代
の
出
羽
国
府
で
あ
る
こ
と
が
動
か
な
い
か
ぎ
り
、
古
代
の
出
羽

郡
の
郡
域
が
最
上
川
以
北
ま
で
広
が
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
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ろ
う
。
城
輪
柵
跡
の
二
k m
ほ
ど
北
に
は
日に
つ
こ
う向
川
が
西
流
し
て
お
り
、
そ
の
北

側
は
飽
海
郡
遊
佐
郷
に
比
定
さ
れ
る
遊
佐
町
に
な
る
の
で
、
少
な
く
と
も
城

輪
柵
の
あ
た
り
で
は
『
酒
田
市
史　

改
訂
版
』
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、

日
向
川
が
飽
海
・
出
羽
両
郡
の
境
界
と
な
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
、
飽
海
郡
の
南
界
を
考
え
る
手
が
か
り
に
な
る
の
は
、
最
上
川

の
三
k m
ほ
ど
北
に
位
置
す
る
酒
田
市
（
旧
平
田
町
）
郡
山
で
あ
る
。
城
輪
柵

か
ら
南
に
六
k m
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
こ
れ
を
飽
海
郡
の
郡
家
所
在

地
に
由
来
す
る
地
名
と
み
る
こ
と
は
、『
地
名
辞
書
』『
地
理
志
料
』
以
来
、

異
論
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
出
羽
郡
の
郡
域
が

最
上
川
以
北
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
郡
山
は
出
羽
郡
の
郡
家
所

在
地
で
あ
る
可
能
性
も
出
て
こ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
た
『
地
名
辞
書
』『
地
理
志
料
』
以
来
、
鶴
岡
市
（
旧
藤
島
町
）
古

郡
が
出
羽
郡
家
に
由
来
す
る
地
名
と
み
ら
れ
て
き
た
。
こ
ち
ら
は
最
上
川
か

ら
一
〇
k m
ほ
ど
南
方
の
場
所
で
あ
る
。
双
方
と
も
、
最
終
的
に
は
郡
家
遺
跡

の
発
見
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
段
階
で
は
酒
田
市
郡
山
を
飽
海

郡
家
、
鶴
岡
市
古
郡
を
出
羽
郡
家
の
比
定
地
と
み
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ

う
。
そ
う
す
る
と
郡
山
の
地
は
最
上
川
の
流
路
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
場
所

な
の
で
、
こ
の
あ
た
り
で
は
最
上
川
が
郡
界
と
な
っ
て
い
た
と
み
て
お
き
た

い
。
な
お
飽
海
郷
は
郡
名
に
一
致
す
る
郷
な
の
で
、
諸
説
に
し
た
が
っ
て
郡

家
所
在
郷
と
み
れ
ば
、
郡
山
は
飽
海
郷
の
比
定
地
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

同
様
の
理
由
で
同
地
は
、『
延
喜
式
』
兵
部
省
に
み
え
る
飽
海
駅
家
の
有
力

な
比
定
地
と
も
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
飽
海
郡
の
南
界
は
、
や
や
不
自
然
な
感
は

否
め
な
い
が
、
海
岸
部
で
は
日
向
川
を
境
と
し
、
城
輪
柵
跡
の
や
や
東
方
で

南
に
ま
が
っ
て
郡
山
の
す
ぐ
西
方
を
通
っ
て
最
上
川
ま
で
南
下
し
、
そ
れ
よ

り
東
は
最
上
川
を
郡
界
と
し
た
、
と
一
応
考
え
て
お
き
た
い
（
出
羽
国
北
部

郡
界
・
駅
路
図
参
照
）。

な
お
飽
海
郡
の
郡
域
に
関
し
て
は
、
も
う
一
つ
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
飽
海
郡
の
中
央
や
や
南
寄
り
に
標
高 

二
、二
三
六
m
の
鳥
海
山
が
そ
び
え
て
い
て
、
そ
の
西
側
で
は
山
裾
が
海
岸

部
ま
で
せ
ま
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
飽
海
郡
が
地
形
的
に
南
北
に
二
分
さ
れ
る

形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
形
的
な
ま
と
ま
り
を
前
提
に
郡
域
が
定

め
ら
れ
る
の
が
ふ
つ
う
な
な
か
で
、
飽
海
郡
の
あ
り
方
は
明
ら
か
に
異
例
で

あ
る
。
古
代
末
期
に
北
半
部
を
由
利
郡
と
し
て
分
立
し
た
の
も
、
現
在
、
秋

田
・
山
形
両
県
の
県
境
が
こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
地
勢

に
規
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飽
海
郡
の
郡
域

が
鳥
海
山
を
南
北
に
ま
た
ぐ
形
で
設
定
さ
れ
た
の
は
、
鳥
海
山
が
、
古
来
、

神
の
宿
る
神
聖
な
山
と
さ
れ
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
に
関
係
す

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
五

月
十
六
日
辛
酉
条
に
「
従
三
位
勲
五
等
大
物
忌
神
社
在
二
飽
海
郡
山
上
一
」

と
み
え
る
よ
う
に
、
鳥
海
山
に
は
大
物
忌
神
社
が
祭
ら
れ
て
い
て
、
し
ば
し

ば
噴
火
し
た
り
、
怪
異
を
現
し
た
り
し
て
畏
怖
さ
れ
、
ま
た
軍
神
と
し
て
も

信
仰
さ
れ
た
。
古
代
の
飽
海
郡
の
郡
域
は
、
こ
の
よ
う
な
鳥
海
山
の
大
物
忌

神
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て
、
山
域
を
取
り
囲
む
よ
う
な
形
で
設
定
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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三
．
蚶
形
駅
家
の
成
立
時
期

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
蚶
形
駅
家
は
、
遅
く
て
も
「
蚶
形
駅
家
」
の

み
え
る
秋
田
城
跡
出
土
の
漆
紙
文
書
の
年
代
で
あ
る
天
平
宝
字
三
・
四
年

（
七
五
九
・
七
六
〇
）
ご
ろ
に
は
存
在
し
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
庄
内
の
出
羽

国
府
と
秋
田
城
を
結
ぶ
駅
路
も
そ
の
こ
ろ
に
は
開
設
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
前
提
と
し
て
蚶
形
駅
家
の
所
在
す
る
飽
海
郡
も

そ
の
こ
ろ
に
は
建
郡
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
蚶
形
駅
家
の
成
立
時
期
が
ど
こ
ま
で
遡
り
う
る
の
か
と

い
う
問
題
を
、主
に
飽
海
郡
の
建
郡
時
期
の
検
討
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

前
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
中
村
太
一
・
小
松
正
夫
両
氏
は
庄
内
│
秋
田
間

の
駅
路
は
出
羽
柵
が
秋
田
村
高
清
水
岡
に
移
転
す
る
天
平
五
年
（
七
三
三
）

前
後
に
は
開
設
さ
れ
た
と
み
て
い
る
（
た
だ
し
小
松
氏
は
「
駅
路
と
し
て
の

原
形

0

0

は
で
き
て
い
た
」
と
い
う
表
現
）。
天
平
五
年
以
前
は
、
出
羽
郡
に
所

在
し
た
出
羽
柵
よ
り
北
に
城
柵
が
置
か
れ
た
形
跡
が
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う

な
場
所
に
郡
が
置
か
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
し
、
駅
路
が
通
じ
て
い
た
と
も

思
え
な
い
。し
た
が
っ
て
飽
海
郡
と
そ
こ
を
通
過
す
る
駅
路
の
成
立
時
期
は
、

一
応
、
天
平
五
年
か
ら
天
平
宝
字
三 

・ 

四
年
ご
ろ
の
間
に
し
ぼ
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
期
間
の
い
つ
ご
ろ
に
郡
が
置
か
れ
、
駅
路

が
開
設
さ
れ
た
か
を
み
て
み
た
い
。

こ
の
期
間
に
は
、
以
下
の
二
つ
の
時
期
に
陸
奥
・
出
羽
両
国
で
大
き
な
動

き
が
あ
っ
た
。

　
（
1
）　 

天
平
五
〜
九
年
（
七
三
三
〜
七
三
七
）

　

①　

出
羽
柵
を
秋
田
に
移
転
す
る
。

　

②　

雄
勝
村
に
城
柵
を
築
い
て
郡
を
置
く
。

　

③　

出
羽
柵
と
陸
奥
国
を
結
ぶ
「
直
路
」（
＝
駅
路
）
を
開
設
す
る
。

（
2
）　 

天
平
宝
字
元
〜
四
年
（
七
五
七
〜
七
六
〇
）
ご
ろ

　

①　

陸
奥
国
に
桃
生
城
を
築
く
。

　

②　

出
羽
国
に
雄
勝
城
を
築
き
、
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
を
置
く
。

　

③

 

出
羽
国
に
玉
野
・
避
翼
・
平
戈
・
横
河
・
雄
勝
・
助
河
の
六
駅
と

陸
奥
国
に
嶺
基
の
駅
を
置
く
。

（
1
） 

で
は
、
① 

は
実
施
さ
れ
る
が
、
② 

は
未
着
手
で
中
止
さ
れ
、
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
③ 

も
途
中
の
比
羅
保
許
山
ま
で
開
削
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
中
止

さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
（
2
） 

は
、
①
〜
③ 

ま
で
す
べ
て
実
施
さ
れ
る
。

そ
の
う
ち 

① 

は
こ
の
と
き
の
新
規
事
業
で
あ
る
が
、
②
③ 

は
（
1
） 

の
事

業
を
継
承
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
1
） 

と （
2
） 

の
間
の
二
〇
年
間
、
東
北
地
方
で
は
城
柵
の
造
営
も
、
征

討
も
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
は
天
平
九
年
の
奥
羽
連
絡
路
事
業

が
中
止
さ
れ
た
直
後
、
都
で
天
然
痘
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
藤
原
四
子
を
は
じ

め
公
卿
も
多
数
亡
く
な
り
、
そ
れ
に
衝
撃
を
受
け
た
聖
武
天
皇
は
、
東
北
で

進
め
ら
れ
て
い
た
版
図
拡
大
策
を
中
止
し
、
代
っ
て
仏
教
の
力
に
よ
る
国
土

の
復
興
を
志
し
て
大
仏
や
国
分
寺
の
造
立
に
国
力
を
傾
注
す
る
。
そ
し
て
天

平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
五
月
、聖
武
が
亡
く
な
る
と
、藤
原
仲
麻
呂
に
よ
っ

て
二
〇
年
ぶ
り
に
版
図
拡
大
策
が
再
開
さ
れ
る
の
で
あ
る）

22
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。
そ
う
す
る
と
、

こ
の
二
〇
年
間
は
庄
内
か
ら
秋
田
へ
の
駅
路
を
開
設
す
る
と
い
う
事
業
を
新

規
に
お
こ
な
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
結
局
、
飽
海
郡
と
蚶
形
駅
の
成
立
時
期
は
、

（
1
）
天
平
五
〜
九
年
か
、（
2
）
天
平
宝
字
元
〜
四
年
か
の
い
ず
れ
か
と
い



東北学院大学論集　歴史と文化　第 52号

13（　 ）

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
ま
ず
（
1
）
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
今
泉
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、

① 
出
羽
柵
の
秋
田
へ
の
移
転
、
② 

雄
勝
村
で
の
築
城
と
建
郡
、
③ 

秋
田

出
羽
柵
〜
陸
奥
国
間
の
駅
路
の
開
設
は
、
当
初
、
一
体
の
も
の
と
し
て
計
画

さ
れ
た
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
出
羽
柵
の
秋
田
移
転
と

と
も
に
庄
内
―
秋
田
の
駅
路
が
開
設
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は 

① 

な
い

し 

③ 

に
付
随
し
た
計
画
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
は
た
し
て
、

そ
の
よ
う
な
考
え
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
ま
ず 

① 

出
羽
柵
の
秋
田
移
転
の
記
事
を
み
て
み
る
と
、『
続
日
本

紀
』天
平
五
年
十
二
月
己
未
条
に
は「
出
羽
柵
遷
二
置
於
秋
田
村
高
清
水
岡
一
。

又
於
二
雄
勝
村
一
建
レ
郡
居
レ
民
焉
」
と
あ
る
。
雄
勝
村
に
つ
い
て
は
建
郡
と

民
（
＝
柵
戸
）
の
移
住
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
出
羽
柵
に
関
し
て
は
秋

田
村
へ
の
遷
置
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
か
り
に
出
羽
柵
の
秋
田
移

転
に
と
も
な
っ
て
庄
内
│
秋
田
間
の
駅
路
の
開
設
も
行
う
計
画
で
あ
っ
た
と

す
る
と
、
そ
の
場
合
は
路
線
沿
い
の
地
域
の
建
郡
や
城
柵
の
造
営
が
必
要
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
指
示
が
ま
っ
た
く
み
え
な
い
の
は
、
こ
の

と
き
に
庄
内
│
秋
田
間
の
駅
路
の
計
画
は
な
か
っ
た
と
み
る
の
が
素
直
な
解

釈
で
あ
う
。
出
羽
柵
の
移
転
に
必
要
な
資
材
の
輸
送
は
、駅
路
が
な
く
と
も
、

海
上
輸
送
や
既
存
の
陸
路
を
用
い
れ
ば
可
能
と
思
わ
れ
る
。
秋
田
出
羽
柵
の

立
地
が
海
上
交
通
の
要
衝
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
筆
者
は
海
上
輸
送

が
活
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
し
か
も
庄
内
と
秋
田
は

一
〇
〇
k m
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
羽
柵
の
秋
田
へ
の
移

転
に
際
し
て
、
征
討
が
行
わ
れ
た
り
、
軍
隊
が
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
形
跡
も

ま
っ
た
く
な
い
。
奥
羽
連
絡
路
事
業
な
ど
を
み
て
も
、
軍
事
行
動
な
し
に
秋

田
ま
で
支
配
領
域
を
拡
大
し
、
新
た
に
飽
海
郡
な
ど
を
建
郡
す
る
の
は
不
可

能
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
秋
田
城
跡
か
ら
は
「
天
平
六
年
月
」
と
釘
書
さ
れ
た
木
簡
が
出

土
し
て
い
る
し
、
天
平
九
年
の
奥
羽
連
絡
路
の
記
事
に
は
「
直
路
」
の
終
着

地
と
し
て
「
出
羽
柵
」
が
出
て
く
る
の
で
、
出
羽
柵
の
秋
田
移
転
は
ま
も
な

く
実
施
に
移
さ
れ
、
一
、 

二
年
の
う
ち
に
は
完
了
し
た
と
み
て
よ
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
天
平
五
年
の
命
令
で
秋
田
に
移
転
し
た
出

羽
柵
は
、
近
稿）

23
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で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
庄
内
│
秋
田
間
の
面
的
な
領
域
拡
大

を
と
も
な
う
も
の
で
は
な
く
、
雄
物
川
河
口
付
近
の
海
上
交
通
の
要
衝
に
一

気
に
北
進
し
、
当
面
の
間
は
外
交
・
交
易
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
と
解
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
、
③ 

の
出
羽
柵
〜
陸
奥
国
間
に
駅
路
を
開
設
し
よ
う

と
し
た
天
平
九
年
に
、
そ
の
事
業
と
並
行
し
て
庄
内
│
秋
田
間
の
駅
路
を
開

設
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
奥
羽
連
絡
路
の
開

設
事
業
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
紀
』
に
比
較
的
詳
細
な
史
料
が
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
大
規
模
な

兵
力
が
動
員
さ
れ
、そ
れ
に
よ
っ
て
蝦
夷
の
動
揺
、反
発
を
抑
え
な
が
ら
「
直

路
」
の
開
削
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
動
員
さ
れ
た
兵

力
は
、
坂
東
六
国
か
ら
徴
発
さ
れ
た
騎
兵
一
、〇
〇
〇
人
を
は
じ
め
、
鎮
兵
・

当
国
兵
・
帰
服
狄
俘
な
ど
、
多
く
の
種
類
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
騎
兵
に
つ

い
て
は
、
鎮
守
将
軍
大
野
東
人
が
勇
健
一
九
六
人
を
率
い
、
玉
造
等
五
柵
に

四
五
九
人
が
配
備
さ
れ
、
多
賀
城
に
残
っ
た
持
節
将
軍
藤
原
麻
呂
が
三
四
五

人
を
率
い
た
と
あ
り
、
合
計
す
る
と
一
、〇
〇
〇
人
に
な
る
の
で
、
こ
れ
以

外
の
と
こ
ろ
に
は
配
備
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。こ
の
と
き
、
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東
人
は
騎
兵
一
九
六
人
に
加
え
て
、
鎮
兵
四
九
九
人
、「
当
国
兵
」
五
、

〇
〇
〇
人
、
帰
服
の
狄
俘
二
四
九
人
を
率
い
て
陸
奥
の
色
麻
柵
か
ら
出
羽
の

大
室
駅
に
向
か
い
、
そ
こ
で
出
羽
守
田
辺
難
波
と
落
ち
合
う
が
、
難
波
が
率

い
て
い
た
の
は
「
部
内
兵
」
五
〇
〇
人
と
帰
服
狄
一
四
〇
人
で
あ
っ
た
。
東

人
の
率
い
た
「
当
国
兵
」
と
は
軍
団
兵
の
こ
と
で
、
五
、〇
〇
〇
人
は
こ
の

と
き
の
陸
奥
国
の
五
団
分
の
軍
団
兵
の
す
べ
て
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
て
い

る）
24
（

。
一
方
、
こ
の
こ
ろ
の
出
羽
国
の
兵
力
は
軍
団
一
団
の
み
で
、
鎮
兵
は
配

備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い）

25
（

。
部
内
兵
と
は
軍
団
兵
の
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
そ
う
す
る
と
難
波
が
率
い
た
の
は
一
団
分
の
軍
団
兵
の
ち
ょ
う
ど
半

分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
残
り
の
半
分
は
国
府
や
秋
田
出
羽
柵
の

警
備
に
あ
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

奥
羽
連
絡
路
開
削
事
業
に
お
け
る
兵
力
の
配
備
を
み
て
き
た
が
、
こ
の
と

き
は
東
国
か
ら
徴
発
さ
れ
た
騎
兵
に
く
わ
え
て
、
両
国
の
常
備
軍
で
あ
る
軍

団
兵
・
鎮
兵
の
ほ
ぼ
全
兵
力）

26
（

が
こ
の
事
業
に
動
員
さ
れ
、
主
力
を
大
野
東
人

と
田
辺
難
波
が
率
い
、
残
り
の
兵
力
を
多
賀
柵
・
玉
造
等
の
五
柵
や
出
羽
国

府
の
警
備
に
当
て
る
と
い
う
体
制
が
取
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
軍
団
兵
や
帰

服
の
狄
俘
ら
は
、
道
路
開
削
の
主
要
な
労
働
力
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
こ
の
と
き
に
奥
羽
連
絡
路
の
開
削
と
並
行
し
て
庄
内
│
秋
田
の
駅
路

の
開
設
を
お
こ
な
う
余
地
は
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。
既
述
の
よ
う
に
、『
続

日
本
紀
』
に
は
、
こ
の
と
き
の
指
揮
官
で
あ
る
東
人
と
難
波
の
や
り
と
り
が

具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
奥
羽
連
絡
路
の
開
削
に
関
わ
る
こ
と

に
終
始
し
て
お
り
、
他
の
重
要
な
事
業
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
た
よ
う
な
形

跡
は
ま
っ
た
く
な
い
。
陸
奥
・
出
羽
の
最
高
指
揮
官
で
あ
る
両
人
が
関
わ
ら

な
い
と
こ
ろ
で
駅
路
の
開
設
の
よ
う
な
重
要
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
は
考

え
が
た
い
の
で
、
こ
の
点
か
ら
も
天
平
九
年
の
奥
羽
連
絡
路
の
開
削
事
業
と

並
行
し
て
庄
内
│
秋
田
間
の
駅
路
の
開
設
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え

が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
熊
田
亮
介
氏
は
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
四
月
に
陸
奥
・
出
羽
両
国

の
有
功
の
郡
司
・
俘
囚
に
位
階
が
授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
天
平
五
年
の
「
雄
勝
建
郡
政
策
に
対
し
、
雄
勝
地
域
さ
ら
に
お
そ

ら
く
は
奥
羽
山
脈
を
越
え
た
和
我
地
域
を
も
含
む
広
範
囲
の
蝦
夷
の
武
装
蜂

起
」
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
陸
奥
・
出
羽
両
国
を
対
象
と
す
る
軍
事

行
動
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
、
こ
の
叙
位
記
事
は
そ
れ
に
関
連

す
る
も
の
で
、
和
我
君
ら
の
帰
服
の
狄
・
狄
俘
が
天
平
九
年
の
事
業
に
動
員

さ
れ
た
の
も
、
こ
の
直
前
の
軍
事
行
動
の
結
果
と
解
し
て
い
る）

27
（

。
以
前
に
も

述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が）

28
（

、
叙
位
記
事
を
天
平
九
年
の
奥
羽
連
絡
路
開
設
事
業

に
つ
な
が
る
律
令
国
家
側
の
動
き
と
解
し
た
点
は
す
ぐ
れ
た
見
方
で
、
し
た

が
い
た
い
と
思
う
が
、
こ
の
叙
位
記
事
を
根
拠
に
「
奥
羽
山
脈
を
越
え
た
和

我
地
域
を
も
含
む
広
範
囲
の
蝦
夷
の
武
装
蜂
起
」
と
そ
れ
に
対
す
る
「
陸
奥
・

出
羽
両
国
を
対
象
と
す
る
軍
事
行
動
」
を
想
定
す
る
の
は
や
や
根
拠
不
足
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
軍
事
行
動
で
あ
れ
ば
指
揮
を
と
っ
た
征

夷
使
あ
る
い
は
国
司
・
鎮
官
（
鎮
守
府
の
官
人
）
な
ど
へ
の
叙
位
も
合
わ
せ

て
行
わ
れ
る
は
ず
な
の
に
、
叙
位
の
対
象
が
郡
司
と
俘
囚
の
み
と
な
っ
て
い

る
の
は
明
ら
か
に
不
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
叙
位
は
軍
事

行
動
に
対
す
る
褒
賞
と
い
う
よ
り
は
、懐
柔
工
作
や
政
府
軍
へ
の
動
員
な
ど
、

連
絡
路
開
設
の
た
め
の
何
ら
か
の
事
前
工
作
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
功
の
あ
っ

た
郡
司
・
俘
囚
ら
に
対
す
る
も
の
と
い
う
見
方
に
と
ど
め
て
お
く
の
が
穏
当

で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
庄
内
│
秋
田
間
の
駅
路
の
開
設
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に
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
、（
1
） 

の
天
平
五
〜
九
年
に
庄
内
│
秋
田
間
の
駅
路
の
開
設
が
行

わ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
時

期
に
駅
路
の
開
設
を
考
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
思
わ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
残
る
可
能
性
は （
2
） 

の
天
平
宝
字
元
〜
四
年
ご
ろ
の

時
期
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
こ
の
時
期
に
庄
内
│
秋

田
間
の
駅
路
開
設
を
考
え
る
余
地
が
あ
る
か
ど
う
か
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

『
続
日
本
紀
』
の
記
事
で
は
、（
2
） 

の
時
期
に
は
、
① 

桃
生
城
の
造
営
、

② 

雄
勝
城
の
造
営
と
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
の
建
郡
、
③ 

秋
田
城
（
こ
の
こ
ろ

出
羽
柵
を
改
称
、
後
述
参
照
）
と
陸
奥
国
を
結
ぶ
駅
路
の
開
設
と
そ
の
沿
道

に
七
駅
を
設
置
、
の
三
つ
の
事
業
を
行
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
な

か
に
は
直
接
、
庄
内
│
秋
田
間
の
駅
路
開
設
に
結
び
つ
き
そ
う
な
事
業
は
見

出
し
が
た
い
が
、
実
は
こ
の
時
期
に
は
、
陸
奥
・
出
羽
で
『
続
日
本
紀
』
が

伝
え
る
以
外
に
も
い
く
つ
か
重
要
な
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
ま
ず
多
賀
城
の
「
修
造
」
で
あ
る
。
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
に
建

て
ら
れ
た
多
賀
城
碑
は
、
按
察
使
鎮
守
将
軍
の
藤
原
朝
獦
が
多
賀
城
の
修
造

（
大
規
模
改
修
）
を
行
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
発
掘
調
査
で
も

裏
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
多
賀
城
の
政
庁
第
I I
期
の
遺
構
期
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
秋
田
城

で
も
大
が
か
り
な
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。そ
れ
は
外
郭
、

政
庁
と
も
I I
期
と
よ
ば
れ
て
い
る
遺
構
期
に
相
当
し
、
外
郭
は
I
期
の
瓦
葺

の
築
地
塀
か
ら
非
瓦
葺
の
築
地
塀
へ
、
政
庁
は
I
期
の
築
地
塀
を
北
半
部
で

は
か
さ
上
げ
し
な
が
ら
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
が
、
南
半
部
で
は
材
木
列
塀
に
作
り

替
え
る
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
出
羽
柵
か
ら
秋
田
城
へ

の
改
称
も
こ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
天
平
宝
字
四
年
三
月

十
九
日
付
丸
部
足
人
解
（『
大
日
本
古
文
書
』
二
五
巻
二
六
九
頁
）
に
「
阿

支
太
城
」、
す
な
わ
ち
秋
田
城
が
初
見
す
る
の
で
、
出
羽
柵
は
こ
の
こ
ろ
ま

で
に
秋
田
城
と
改
称
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に （
2
） 

と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
多
賀
城
や
秋
田
城
の
大
規
模

改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
『
続
日
本

紀
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
関
連
の
事
業
が
ほ
か
に
も
あ
っ
た
可
能
性
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
事
業
全
体
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
と
く

に
秋
田
城
の
支
援
体
制
・
支
配
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
が
多
い
こ
と

に
気
が
つ
く
。
③ 

秋
田
城
と
陸
奥
国
を
結
ぶ
駅
路
の
開
通
は
そ
の
代
表
的

な
も
の
で
あ
る
が
、
② 

の
雄
勝
城
の
造
営
と
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
の
建
郡
も
、

飛
び
地
的
な
秋
田
出
羽
柵
の
立
地
の
解
消
策
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
そ
の
点
で
は
秋
田
城
の
支
配
体
制
強
化
策
の
一
つ
と
み
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。
考
古
学
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
の
時
期
の
秋
田
城
の
大
規
模
改
修

も
、
当
然
、
支
配
強
化
策
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
秋
田
城
に
関
わ
る
諸
事
業
を
み
て
く
る
と
、

藤
原
仲
麻
呂
に
よ
っ
て
東
北
に
送
り
込
ま
れ
て
き
た
陸
奥
出
羽
按
察
使
の
藤

原
朝
獦
は
、
出
羽
国
で
は
最
北
の
城
柵
秋
田
城
の
支
配
体
制
強
化
を
重
点
的

に
図
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
山
北
地
方
に
城
柵
の
造
営
と

建
郡
を
行
っ
て
律
令
国
家
の
領
域
に
取
り
込
み
、
そ
こ
に
駅
路
を
開
通
さ
せ

て
秋
田
出
羽
柵
の
飛
び
地
的
な
立
地
の
解
消
に
努
め
た
こ
と
に
よ
く
現
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
交
流
拠
点
と
い
う
性
格
は
残
し
な
が
ら
も
、
通
常
の
城
柵

の
よ
う
な
領
域
支
配
の
拠
点
と
い
う
性
格
を
も
合
わ
せ
も
つ
城
柵
に
脱
皮
さ

せ
よ
う
と
し
た
の
が
、
こ
の
時
期
の
秋
田
出
羽
柵
に
対
す
る
諸
政
策
が
も
っ



出羽国飽海郡と蚶形駅家の成立をめぐって

16（　 ）

て
い
た
意
義
で
あ
り
、
秋
田
城
へ
の
改
称
へ
こ
め
ら
れ
て
い
た
意
味
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る）

29
（

。

こ
こ
で
飽
海
郡
の
建
郡
時
期
に
話
を
戻
す
と
、
筆
者
は
、
飽
海
郡
の
建
郡

は
、
雄
勝
城
の
築
城
と
そ
れ
を
前
提
と
し
た
山
北
地
方
の
建
郡
を
ま
っ
て
は

じ
め
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、
雄
勝
城
築
城
後
、
出
羽
国
は
久
し
く
一
府
（
国
府
）
二
城
（
秋

田
城
・
雄
勝
城
）
の
体
制
が
取
ら
れ
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
し
、
藤
原

保
則
が
元
慶
の
乱
の
戦
況
を
朝
廷
に
報
告
し
た
奏
状
に
は
、「
其
雄
勝
城
承
二 

十
道
一
之
大
衝
也
。
国
之
要
害
、
尤
在
二
此
地
一
」（『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶

二
年
（
八
七
八
）
七
月
十
日
癸
卯
条
）
と
い
う
有
名
な
一
節
が
あ
る
。
ま
た

伊
治
公
呰
麻
呂
の
乱
の
際
に
は
、
山
北
地
方
の
蝦
夷
が
呼
応
し
て
反
乱
を
起

こ
し
、「
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
百
姓
、
為
レ
賊
所
レ
略
、
各
失
二
本
業
一
、
彫
弊
殊

甚
」（『
続
日
本
紀
』
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
六
月
丙
午
朔
条
）
と
い
う
状
況

に
陥
っ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
元
慶
の
乱
の
終
息
後
に
も
「
管
諸
郡
中
、
山
北

雄
勝
・
平
鹿
・
山
本
三
郡
、
遠
去
二
国
府
一
、
近
接
二
賊
地
一
。
昔
時
叛
夷
之
種
、

与
レ
民
雑
居
、
動
乗
二
間
隙
一
、
成
二
腹
心
病
一
」（『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四

年
二
月
二
十
五
日
己
酉
条
）
と
、
山
北
地
方
の
支
配
の
困
難
さ
が
語
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
く
ら
べ
て
西
隣
の
飽
海
郡
域
の
北
半
部
（
＝
由
理
地
方
）
は

山
地
が
海
岸
近
く
ま
で
迫
り
、
子
吉
川
流
域
を
除
け
ば
目
立
っ
た
平
野
も
な

い
。
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
地
勢
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
目
立
っ
た
蝦
夷
勢
力

も
あ
ま
り
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
み
て
、
由
理
地
方
の
安

定
的
な
支
配
は
、
有
力
な
蝦
夷
が
盤
踞
し
て
い
た
東
隣
の
山
北
地
方
の
軍
事

的
な
制
圧
を
ぬ
き
に
し
て
は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が

筆
者
の
考
え
で
あ
る
。

庄
内
│
秋
田
間
の
駅
路
開
設
は
、
当
然
、
出
羽
柵
の
秋
田
移
転
以
来
の
懸

案
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
み
て
も
優
先
さ
れ
た
の
は

雄
勝
村
に
お
け
る
築
城
、
建
郡
と
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
秋
田
と
陸
奥
国
を

結
ぶ
「
直
路
」（
＝
駅
路
）
の
開
設
で
あ
っ
た
。
そ
の
見
通
し
が
立
っ
て
は

じ
め
て
由
理
地
方
で
の
国
郡
制
の
施
行
と
駅
路
開
設
が
日
程
に
の
ぼ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
雄
勝
城
の
造
営
が
は
じ
ま
る
天

平
宝
字
元
年
前
後
の
こ
と
で
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
秋
田
と
庄
内
の
出
羽
国
府
を

結
ぶ
駅
路
の
敷
設
も
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
、
天
平
宝
字
四
年
前
後
に
完
成

し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
雄
勝
・
平
鹿
両
郡
の
建
郡
と
駅
路
の

開
通
が
同
時
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
飽
海
郡
の
建
郡
も
こ
の
こ
ろ
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

出
羽
国
建
国
直
後
の
出
羽
郡
の
郡
域
は
現
在
の
庄
内
地
方
全
域
を
占
め
て

い
て
、
東
は
最
上
郡
、
南
は
越
後
国
と
境
を
接
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ

の
北
限
は
、
地
勢
か
ら
み
て
お
そ
ら
く
現
山
形
・
秋
田
の
県
境
付
近
に
ま
で

お
よ
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
天
平
宝
字
期
の
飽
海
郡
の
建
郡
に
と
も

な
っ
て
、
郡
北
部
の
鳥
海
山
南
麓
一
帯
が
出
羽
郡
か
ら
分
割
さ
れ
、
鳥
海
山

北
麓
の
由
理
地
方
と
と
も
に
鳥
海
山
を
戴
く
一
つ
の
郡
と
し
て
編
成
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
現
段
階
で
の
筆
者
の
見
通
し
で
あ
る
。

宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）、
陸
奥
国
で
勃
発
し
た
伊
治
公
呰
麻
呂
の
乱
の

影
響
が
出
羽
国
に
お
よ
ん
で
く
る
と
、
い
っ
た
ん
廃
城
が
決
定
さ
れ
て
い
た

秋
田
城
を
暫
定
的
存
続
に
方
針
を
切
り
替
え
て
、
秋
田
城
の
防
衛
体
制
を
強

化
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
方
針
に
関
わ
っ
て
「
由
理
柵
」
が

登
場
す
る
。『
続
日
本
紀
』
に
は
「
由
理
柵
者
、
居
二
賊
之
要
害
一
、
承
二
秋

田
之
道
一
。
亦
宜
二
遣
レ
兵
相
助
防
禦
一
」
と
あ
り
、
由
理
柵
は
「
賊
之
要
害
」
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に
位
置
し
、
秋
田
か
ら
の
道
が
通
じ
て
い
る
の
で
、
兵
を
派
遣
し
て
秋
田
城

と
互
い
に
助
け
合
っ
て
防
御
に
つ
と
め
よ
、と
い
う
指
令
が
出
て
い
る
（『
続

日
本
紀
』
同
年
八
月
乙
卯
条
）。
こ
こ
に
見
え
る
「
秋
田
之
道
」
こ
そ
が
、

本
稿
で
取
り
上
げ
た
蚶
形
駅
家
が
置
か
れ
た
秋
田
│
庄
内
間
の
駅
路
の
こ
と

と
み
ら
れ
る
。

由
理
柵
が
文
献
に
見
え
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
、遺
跡
も
未
発
見
で
あ
る
が
、

由
理
地
方
に
置
か
れ
た
城
柵
と
み
て
よ
い
。
現
在
、
遺
跡
の
探
索
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
古
代
の
由
理
郷
の
比
定
地
で
あ
る
子
吉
川
下
流
域
（
由
利
本

荘
市
中
心
部
）
が
有
力
な
候
補
地
と
さ
れ
て
い
る）

30
（

。
こ
の
地
域
は
、
当
時
、

国
府
の
あ
っ
た
庄
内
地
方
か
ら
六
〇
k m
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
た
う
え
、
創
建
当

初
の
雄
勝
城
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
横
手
市
周
辺
か
ら
も
約
五
〇
k m
、
秋
田

城
か
ら
で
も
約
四
〇
k m
隔
た
っ
て
い
る
の
で
、
地
域
内
に
城
柵
を
置
か
な
け

れ
ば
支
配
が
む
ず
か
し
い
場
所
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天

平
宝
字
期
の
飽
海
郡
の
建
郡
と
と
も
に
由
理
柵
が
設
置
さ
れ
た
と
み
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。

多
賀
城
も
含
め
て
古
代
城
柵
の
ほ
と
ん
ど
が
所
在
郡
の
名
称
が
付
さ
れ
て

い
る
な
か
で
、由
理
柵
は
郡
名
を
冠
さ
な
い
数
少
な
い
城
柵
の
一
つ
で
あ
り
、

な
お
か
つ
大
半
の
城
柵
が
「
○
○
城0

」
と
、「
城
」
字
を
付
し
て
よ
ば
れ
る

よ
う
に
な
る
奈
良
時
代
後
半
に
お
い
て
も
な
お
「
由
理
柵0

」
と
よ
ば
れ
て
い

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
筆
者
は
、
郡
名
を
冠
さ
な
い
の
は
、
郡
家
が
別
の

場
所
に
あ
り
、
そ
の
城
柵
の
支
配
領
域
が
郡
全
体
に
及
ば
な
い
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
こ
の
時
期
に

0

0

0

0

0

柵
を
付
し
て
よ
ば
れ
る
の
は
、
軍
事
的
拠
点
と
し
て

の
性
格
が
つ
よ
い
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る）

31
（

。
由
理
柵

の
城
柵
と
し
て
の
特
殊
性
は
、
そ
の
ま
ま
飽
海
郡
の
郡
と
し
て
の
特
殊
性
が

反
映
さ
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
秋
田
郡
が
置
か
れ
る
の
は
、『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）十
一
月
癸
巳
条
に「
停
レ
城
為
レ
郡
」と
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
る
。

こ
の
記
事
は
、
そ
れ
ま
で
秋
田
城
司
の
直
轄
支
配
体
制
で
あ
る
「
城
」
制
で

あ
っ
た
の
を
、
こ
の
と
き
は
じ
め
て
秋
田
郡
を
置
い
て
城
司
―
郡
司
の
二
段

構
え
の
支
配
体
制
に
移
行
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
。
秋
田
城
で

は
、
出
羽
柵
が
秋
田
村
に
移
転
し
て
か
ら
こ
の
と
き
ま
で
七
一
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
城
制
が
布
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
例
は
ほ
か

に
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
秋
田
城
の
城
柵
と
し
て
の
特
質
を
示
す

顕
著
な
特
徴
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る）

32
（

。

つ
ぎ
に
秋
田
郡
と
飽
海
郡
の
間
に
位
置
す
る
河
辺
郡
の
成
立
時
期
を
み
て

み
よ
う
。
河
辺
郡
の
初
見
は
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
年
（
八
四
三
）
十
二

月
乙
卯
朔
条
で
あ
る
が
、
今
泉
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
日
本
後
紀
』

延
暦
二
十
三
年
十
一
月
癸
巳
条
に
見
え
る
「
河
辺
府
」
は
「
河
辺
郡
府
」
の

意
と
解
す
べ
き
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
遡
っ
て
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
年

（
七
八
〇
）
八
月
乙
卯
の
「
秋
田
難
レ
保
、河
辺
易
レ
治
」
の
「
河
辺
」
も
「
秋

田
」
に
対
置
さ
れ
る
公
的
な
地
名
で
、
な
お
か
つ
秋
田
城
下
の
住
民
の
移
住

先
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
秋
田
城
の
南
隣
の
河
辺
郡
の
こ
と
と
み
て
よ
い）

33
（

。

し
た
が
っ
て
河
辺
郡
は
宝
亀
十
一
年
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

南
隣
の
飽
海
郡
が
天
平
宝
字
三
、四
年
ご
ろ
に
は
建
郡
さ
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
、な
お
か
つ
同
じ
こ
ろ
に
庄
内
│
秋
田
の
駅
路
も
開
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、

河
辺
郡
も
こ
の
こ
ろ
に
建
郡
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

本
節
の
最
後
に
、『
延
喜
式
』
に
み
え
る
飽
海
郡
内
の
駅
家
に
つ
い
て
簡

単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。『
延
喜
式
』
兵
部
省
諸
国
駅
伝
馬
条
は
、
出
羽
国
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に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

出
羽
国　

駅
馬
〈
最
上
十
五
疋
。
村
山
・
野
後
各
十
疋
。
避
翼
十
二
疋
。

佐
芸
四
疋
、
船
十
隻
。
遊
佐
十
疋
。
蚶
方
・
由
理
各
十
二
疋
。
白
谷
七

疋
。
飽
海
・
秋
田
各
十
疋
。〉　

伝
馬
〈
最
上
五
疋
。
野
後
三
疋
、
船
五

隻
。
由
理
六
疋
。
避
翼
一
疋
、
船
六
隻
。
白
谷
三
疋
、
船
五
隻
。〉

 

（〈　

〉
内
は
、
原
文
は
細
字
双
行
。）

本
条
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
水
駅
の
問
題
に
関
わ
っ
て
多
く
の
研

究
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
飽
海
郡
に
関
係
す
る
も
の
で
は
、
駅
家
の
記
載
順
の

問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
羽
国
の
駅
家
の
う
ち
、
最
上
か
ら
由
理
ま
で

は
、
秋
田
に
向
か
う
道
筋
の
順
に
並
ん
で
い
る
が
、
そ
の
後
の
白
谷
・
飽
海

に
つ
い
て
は
同
じ
よ
う
に
は
理
解
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
白
谷
に

つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
秋
田
の
一
つ
手
前
の
雄
物
川
沿
い
の
駅
と
す
る
新
野

直
吉
氏
ら
の
説）

34
（

が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
小
口
雅
史
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に）
35
（

、
水
駅
が
単
独
で
存
在
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
か
ら
、
他
の
水
駅
と
と

も
に
最
上
川
沿
い
に
所
在
し
た
と
考
え
て
佐
芸
駅
の
つ
ぎ
に
置
き
、
庄
内
町

清
川
に
比
定
す
る
考
え
の
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
飽
海
駅
に
つ
い
て

は
、
由
理
駅
と
秋
田
駅
へ
の
間
に
置
く
森
田
悌
氏
の
説）

36
（

も
あ
る
が
、
郡
名
と

一
致
す
る
駅
名
な
の
で
郡
家
の
近
傍
と
み
て
、
酒
田
市
（
旧
平
田
町
）
郡
山

に
比
定
す
る
通
説
に
賛
同
す
る
。
ま
た
白
谷
・
飽
海
の
二
駅
の
記
載
順
が
異

な
る
の
は
、
こ
の
二
駅
の
設
置
が
遅
れ
、
お
そ
ら
く
は
九
世
紀
初
め
の
出
羽

国
府
の
城
輪
柵
へ
の
移
転
に
と
も
な
っ
て
駅
路
の
部
分
的
な
付
け
替
え
が
行

わ
れ
、
そ
の
際
に
二
つ
の
駅
家
も
新
設
さ
れ
た
と
す
る
中
村
太
一
氏
の
見
解）

37
（

に
し
た
が
っ
て
お
き
た
い
。飽
海
郡
内
の
駅
家
を
ま
と
め
て
お
く
と
、〔
白
谷
〕

│
飽
海
（
酒
田
市
郡
山
）│
遊
佐
（
遊
佐
町
）│
蚶
方
（
に
か
ほ
市
象
潟
）│

由
理
（
由
利
本
荘
市
中
心
部
）│〔
秋
田
〕
と
な
る
。

な
お
白
谷
駅
の
一
つ
手
前
の
佐
芸
駅
に
つ
い
て
は
、
佐
芸
を
サ
ケ
と
読
ん

で
、
鮭
川
に
関
連
づ
け
る
説
が
従
来
か
ら
有
力
で
あ
る
が
、
芸
（
藝
）
は
万

葉
仮
名
と
し
て
は
甲
類
ギ
の
音
を
表
わ
す
漢
字
で
あ
る）

38
（

。
実
際
に
は
そ
の
清

音
で
あ
る
甲
類
キ
に
も
通
用
し
た
よ
う
で
、古
代
の
国
郡
名
で
み
て
み
る
と
、

安
芸
（
ア
キ
）
国
を
は
じ
め
と
し
て
、
伊
勢
国
奄
芸
（
ア
ム
ギ
）
郡
、
美
濃

国
多
芸
（
タ
キ
）
郡
・
武
芸
（
ム
ギ
、「
武
義
」
と
も
表
記
）
郡
、
土
佐
国

安
芸
（
ア
キ
）
郡
な
ど
、
い
ず
れ
も
ギ
ま
た
は
キ
と
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

養
老
三
年
（
七
一
九
）
に
志
摩
国
塔
志
郡
か
ら
五
郷
を
割
い
て
「
佐
芸
」
郡

が
置
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
（『
続
日
本
紀
』
同
年
四
月
丙
戌
条
。
天
平
八

年
以
前
に
英
虞
郡
と
改
称
）、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
続
日
本
紀
』
は

こ
れ
に
「
さ
ぎ
」
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
佐
芸
」
は
サ
ギ

ま
た
は
サ
キ
と
読
む
べ
き
で
、
安
易
に
鮭
川
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
佐
芸
駅
は
、
唯
一
、
駅
馬
と
船
を
併
置
す
る
水
駅
な
の
で
（
他
は
伝
馬

と
船
を
併
置
。
前
掲
『
延
喜
式
』
諸
国
駅
伝
馬
条
参
照
）、
小
口
氏
の
い
う

よ
う
に
最
上
川
本
流
沿
い
に
比
定
地
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
小
口
氏
は

最
上
峡
の
入
り
口
に
あ
た
る
戸
沢
村
古
口
に
比
定
す
る
が
、
近
年
、
阿
部
明

彦
氏
は
分
布
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
古
口
東
方
の
最
上
川
対
岸
に
あ
た
る

戸
沢
村
大
字
蔵
岡
字
出
舟
の
出
舟
遺
跡
に
比
定
し
て
い
る）

39
（

。

お
わ
り
に

以
上
、
飽
海
郡
と
蚶
方
駅
家
の
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
き
た
。
筆
者
が
こ
の
問
題
に
興
味
を
も
っ
た
の
は
、
秋
田
城
の
停
廃
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問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
九
世
紀
初
頭
ま
で

の
秋
田
城
は
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
の
出
羽
国
の
言
上
で
、
出
羽
国

司
み
ず
か
ら
が
「
土
地
墝
埆
、
不
レ
宜
二
五
穀
一
。
加
以
孤
二
居
北
隅
一
、
無
レ

隣
二
相
救
一
」（『
日
本
後
紀
』
同
年
十
一
月
癸
巳
条
）
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、

痩
せ
地
で
あ
る
う
え
に
北
隅
に
孤
立
し
て
い
て
、
防
御
が
む
ず
か
し
い
城
柵

で
あ
っ
た
。
秋
田
城
で
は
宝
亀
初
年
に
停
廃
問
題
が
起
こ
り
、
一
時
は
中
央

政
府
も
秋
田
城
の
廃
城
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
城
下
の
住
民
が
廃
城
に

と
も
な
う
南
隣
の
河
辺
郡
へ
の
移
住
策
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
廃
城
の

実
施
は
先
送
り
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
に
陸
奥
国
で
伊
治
公
呰
麻
呂
の
乱
が
勃

発
し
、
そ
の
影
響
が
秋
田
の
地
に
も
及
ん
で
く
る
と
、
秋
田
城
の
戦
略
的
重

要
性
が
再
評
価
さ
れ
、
城
の
暫
定
的
な
存
続
へ
と
政
府
の
方
針
が
変
更
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
や
が
て
坂
上
田
村
麻
呂
ら
の
征
夷
に
よ
っ
て
胆
沢
・
志
波
地

方
が
制
圧
さ
れ
、
胆
沢
城
・
志
波
城
が
造
営
さ
れ
て
、
陸
奥
国
の
北
辺
が
大

幅
に
北
に
拡
張
さ
れ
、
さ
ら
に
横
手
盆
地
の
北
部
に
払
田
柵
（
第
二
次
雄
勝

城
か
）
が
造
営
さ
れ
て
、
秋
田
城
の
孤
立
無
援
の
立
地
は
大
幅
に
改
善
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
に

出
羽
国
司
が
再
度
、秋
田
城
の
停
廃
を
中
央
政
府
に
要
請
す
る
の
で
あ
る
が
、

秋
田
城
の
維
持
に
自
信
を
深
め
た
中
央
政
府
は
そ
れ
を
却
下
し
、
代
わ
り
に

秋
田
郡
を
置
い
て
領
域
支
配
を
強
化
す
る
方
策
を
取
っ
た
う
え
で
秋
田
城
の

存
続
を
命
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
秋
田
城
に
停
廃
問
題
が
再
燃
す
る

こ
と
は
二
度
と
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
九
世
紀
後
半
に
起
こ
っ
た
元

慶
の
乱
の
こ
ろ
に
は
、
秋
田
城
の
支
配
は
遠
く
米
代
川
上
流
域
の
上
津
野
に

ま
で
お
よ
び
、
秋
田
城
司
の
苛
政
の
対
象
に
な
る
ほ
ど
豊
か
な
産
物
に
恵
ま

れ
た
地
域
に
変
貌
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
秋
田
城
の
停
廃
問
題
と
い
う
の
は
、「
北
隅
に
孤
居
」
す
る
最

北
の
城
柵
で
あ
る
秋
田
城
に
特
有
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
八
世
紀
後
半

と
い
う
特
定
の
歴
史
段
階
に
だ
け
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
秋
田
城
の
歴

史
は
、
こ
の
停
廃
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
孤
立
無
援
で
領
域
支
配
の

未
熟
な
城
柵
か
ら
の
脱
却
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
筆
者
の
主
張
で
あ

る）
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。秋
田
城
の
歴
史
は
、
そ
れ
ま
で
庄
内
地
方
に
あ
っ
た
出
羽
柵
が
天
平
五
年

（
七
三
三
）
に
い
っ
き
に
一
〇
〇
k m
も
北
進
し
て
秋
田
村
高
清
水
岡
に
移
転

し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
こ
ろ
陸
奥
国
の
北
端
は
現
在
の
宮
城
県
大
崎

市
の
あ
た
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
秋
田
出
羽
柵
は
律
令
国
家
の
北
辺
か
ら
大
き

く
北
に
突
出
し
た
場
所
に
位
置
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
本
稿
で
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
段
階
に
飽
海
郡
は
ま
だ
建
郡
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

な
る
と
、
秋
田
出
羽
柵
の
場
所
は
、
当
時
の
律
令
国
家
の
北
辺
（
秋
田
・
山

形
両
県
の
県
境
付
近
）か
ら
七
〇
k m
余
も
北
に
隔
た
っ
た〝
飛
び
地
〞で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
城
柵
は
、
ほ
か
に
例
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
に
は
、
停
廃
問
題
は
ま
だ
惹
起
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
こ
の
段
階
の
秋
田
出
羽
柵
が
、
当
初
の
計
画
に
含
ま
れ
て
い
た

雄
勝
村
に
お
け
る
築
城
・
建
郡
と
秋
田
村
│
陸
奥
国
間
の
駅
路
開
設
が
中
止

さ
れ
た
た
め
に
、
結
果
的
に
領
域
支
配
の
き
わ
め
て
未
熟
な
城
柵
と
し
て
出

発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
秋

田
出
羽
柵
は
、
も
っ
ぱ
ら
渤
海
使
の
受
け
入
れ
や
渡
嶋
な
ど
の
北
方
の
蝦
夷

と
の
交
流
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
の
で
、
周
辺
地
域
の
蝦
夷
と
あ
ま
り
軋
轢

を
生
じ
な
く
て
す
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は
、
藤
原
仲
麻
呂
の
意
向
を
受
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け
て
そ
の
三
男
の
朝
獦
が
積
極
的
な
蝦
夷
政
策
を
進
め
た
天
平
宝
字
年
間
で

あ
っ
た
。
朝
獦
は
天
平
九
年
（
七
三
七
）
に
中
断
さ
れ
た
雄
勝
村
に
お
け
る

築
城
・
建
郡
と
秋
田
│
陸
奥
国
間
の
駅
路
開
設
を
再
開
し
て
完
成
さ
せ
る
と

と
も
に
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
飽
海
郡
を
建
郡
し
て
秋
田
│
庄
内
（
出

羽
国
府
）
間
の
駅
路
も
開
設
し
、
さ
ら
に
は
秋
田
出
羽
柵
を
も
大
規
模
に
改

修
し
、そ
れ
を
機
に
秋
田
城
と
改
称
す
る
の
で
あ
る
。
由
理
柵
が
築
造
さ
れ
、

河
辺
郡
が
置
か
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
獦
は
、
陸

奥
側
で
も
新
た
に
海
道
蝦
夷
の
支
配
拠
点
と
し
て
桃
生
城
を
造
営
し
、
国
府

多
賀
城
の
全
面
的
な
改
修
も
行
っ
た
。

こ
う
し
て
陸
奥
・
出
羽
両
国
で
蝦
夷
支
配
体
制
は
大
幅
に
強
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
両
国
で
し
だ
い
に
蝦
夷
と
の
間
に
軋
轢
を
生
む
原
因

と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
陸
奥
側
で
は
、
住
民
の
居
住
区
を
城
柵
内

に
取
り
込
ん
だ
タ
イ
プ
の
城
柵
が
出
現
す
る
。
そ
の
最
初
の
も
の
が
複
郭
構

造
と
よ
ば
れ
る
平
面
構
造
を
と
る
桃
生
城
で
あ
り
、
神
護
景
雲
元
年

（
七
六
七
）
に
造
営
さ
れ
た
伊
治
城
は
典
型
的
な
三
重
構
造
の
城
柵
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
壇
の
越
・
東
山
遺
跡
や
城
生
柵
跡
で
も
同
じ
時

期
に
居
住
区
を
中
に
取
り
込
む
形
で
三
重
構
造
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
知
ら

れ
て
き
た）
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。
こ
の
よ
う
な
城
柵
の
平
面
構
造
の
変
化
は
、
律
令
国
家
と
蝦
夷

と
の
対
立
の
深
ま
り
を
遺
構
の
う
え
で
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て

宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
は
海
道
の
蝦
夷
が
蜂
起
し
て
桃
生
城
を
焼
き
討
ち

す
る
と
い
う
事
件
が
勃
発
し
、
い
わ
ゆ
る
三
十
八
年
戦
争
へ
と
突
入
し
て
い

く
の
で
あ
る
。

蝦
夷
と
の
対
立
が
深
ま
る
の
は
陸
奥
国
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
出
羽
国

で
も
同
様
の
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
が
、「
宝
亀
之
初
」
に

出
羽
国
司
か
ら
「
秋
田
難
レ
保
、
河
辺
易
レ
治
」
と
し
て
提
起
さ
れ
、『
続
日

本
紀
』
に
「
当
時
之
議
、
依
レ
治
二
河
辺
一
」
と
あ
る
よ
う
に
（
同
書
宝
亀

十
一
年
八
月
乙
卯
条
）、
中
央
政
府
も
秋
田
城
を
停
廃
し
て
城
下
の
住
民
を

南
隣
の
河
辺
郡
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
秋
田
城
停
廃
問
題
で
あ

る
。
さ
ら
に
宝
亀
五
年
に
陸
奥
国
で
三
十
八
年
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
そ
の

影
響
は
た
ち
ま
ち
出
羽
国
へ
も
波
及
し
、
翌
年
一
〇
月
、
出
羽
国
は
蝦
夷
の

反
乱
の
「
余
燼
」
が
ま
だ
収
ま
っ
て
い
な
い
と
し
て
、要
害
の
地
を
警
備
し
、

国
府
を
移
転
す
る
た
め
に
九
九
六
人
の
鎮
兵
の
派
遣
を
中
央
政
府
に
要
請
す

る
と
、
政
府
は
す
ぐ
さ
ま
坂
東
諸
国
に
派
兵
を
命
じ
て
い
る
。
出
羽
国
で
も

庄
内
に
あ
っ
た
国
府
の
移
転
が
問
題
と
な
る
ほ
ど
の
状
況
に
陥
い
る
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
宝
亀
年
間
に
入
る
と
、
出
羽
国
で
も
秋
田
城
の
停
廃
問
題
や

国
府
の
移
転
問
題
が
あ
い
つ
い
で
も
ち
あ
が
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
隅

に
孤
立
し
た
秋
田
城
ば
か
り
で
な
く
、
庄
内
地
方
に
あ
っ
た
国
府
周
辺
に
ま

で
蝦
夷
の
反
乱
の
影
響
が
お
よ
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
天
平
宝
字
年
間
に
藤
原
朝
獦
の
主
導
に
よ
っ
て
、
雄
勝
・
由

理
地
方
へ
の
疆
域
拡
大
と
秋
田
城
の
支
配
体
制
強
化
の
た
め
の
政
策
を
矢
継

ぎ
ば
や
に
実
施
し
た
こ
と
が
蝦
夷
を
刺
激
し
、
対
立
が
深
ま
っ
て
、
や
が
て

秋
田
城
の
存
廃
が
問
題
化
す
る
よ
う
な
深
刻
な
状
況
が
生
ま
れ
る
の
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
蚶
形
駅
家
開
設
の
裏
側
で
こ
の
よ
う
な
事
態
が
進
行
し

て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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注（
1
） 

出
羽
国
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
議
論
が
あ
る
が
、
筆
者
は
、
出

羽
国
府
は
一
貫
し
て
庄
内
地
方
に
あ
っ
た
と
す
る
今
泉
隆
雄
氏
の
見
解
（「
秋
田
城
の

初
歩
的
考
察
」〔『
律
令
国
家
の
地
方
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
〕）
に
し
た

が
う
。
拙
稿
「
秋
田
城
の
成
立
・
展
開
と
そ
の
特
質
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
』
一
七
九
集
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
2
） 

中
村
太
一
「
陸
奥
・
出
羽
地
域
に
お
け
る
古
代
駅
路
と
そ
の
変
遷
」（『
国
史
学
』

一
七
九
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
3
） 

小
松
正
夫
「
由
理
柵
・
駅
と
古
代
想
定
駅
路 

│ 

由
利
地
域
の
駅
路
を
中
心
に 

│
」『
古

代
由
理
柵
の
研
究
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
三
年
）。

（
4
） 

永
田
英
明
「
駅
伝
馬
制
経
営
の
基
本
構
造 

│ 

駅
戸
の
編
成
を
中
心
に 

│
」（『
古
代
駅

伝
馬
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
四
年
。
初
出
は
一
九
九
三
年
）、同
氏
「
駅

家
と
駅
戸
」（『
駅
家
と
在
地
社
会
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
5
） 

今
泉
隆
雄
「
天
平
九
年
の
奥
羽
連
絡
路
開
通
計
画
に
つ
い
て
」（『
国
史
談
話
会
雑
誌
』

四
三
、二
〇
〇
二
年
）。

（
6
） 

渕
原
智
幸
「
磐
井
郡
の
成
立 

│ 

平
安
初
期
陸
奥
北
部
の
境
界
領
域 

│
」（『
平
安
期
東

北
支
配
の
研
究
』、
塙
書
房
、
二
〇
一
三
年
。
初
出
は
二
〇
〇
五
年
）。

（
7
） 

伊
治
公
呰
麻
呂
の
乱
が
勃
発
す
る
直
前
の
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
二
月
に
、
胆
沢

の
地
を
獲
得
す
る
た
め
に
覚
鱉
城
を
造
営
す
る
計
画
が
も
ち
あ
が
る
が
、
こ
の
覚
鱉

城
と
は
伊
治
城
よ
り
さ
ら
に
北
方
の
地
に
計
画
さ
れ
た
城
柵
に
相
違
な
く
、
お
そ
ら

く
は
の
ち
の
磐
井
郡
域
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ

ろ
頻
繁
に
蝦
夷
の
来
襲
が
あ
り
、
正
月
二
六
日
に
は
伊
治
城
よ
り
一
〇
k m
ほ
ど
南
の

長
岡
（
現
大
崎
市
古
川
長
岡
）
に
ま
で
侵
入
し
て
百
姓
の
家
を
焼
く
と
い
う
事
件
が

起
こ
っ
て
い
る
。
当
時
は
伊
治
城
よ
り
南
の
地
域
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ

て
、
そ
れ
よ
り
北
の
磐
井
地
域
に
ま
っ
た
く
支
配
が
お
よ
ん
で
い
な
か
っ
た
か
ら
こ

そ
覚
鱉
城
の
造
営
が
建
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
8
） 

『
古
代
地
名
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
も
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

シ
リ
ー
ズ
を
再
編
集
し
た
も
の
な
の
で
、
同
じ
内
容
で
あ
る
。

（
9
） 

熊
田
亮
介
「
九
世
紀
に
お
け
る
東
北
の
地
域
間
交
流
」（『
古
代
国
家
と
東
北
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
は
二
〇
〇
〇
年
）。

（
10
） 

『
続
日
本
紀
』
に
は
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
九
月
乙
未
条
に
も
陸
奥
国
置
賜
・
最
上
二

郡
を
出
羽
国
へ
移
管
す
る
記
事
が
み
え
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
重
出
記
事
と
み
ら
れ
、

い
ず
れ
か
が
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
り
に
霊
亀
二
年
の
記
事
を
生
か
す
と
す

る
と
、
飽
海
・
田
川
両
郡
を
建
国
と
同
時
に
置
か
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

ぎ
り
、
出
羽
国
は
四
年
も
の
間
、
出
羽
郡
一
郡
で
一
国
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一

郡
一
国
の
例
と
し
て
は
建
国
当
初
の
志
摩
国
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
御
食
国
と

い
う
特
殊
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
蝦
夷
支
配
を
行
い
な
が
ら
、
律
令
国
家
の
版

図
を
北
に
拡
大
し
て
い
く
役
割
を
に
な
う
辺
要
国
と
し
て
の
出
羽
国
が
、
当
初
、
一

郡
一
国
の
弱
小
国
と
し
て
建
置
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
陸
奥
国
の
あ
り
方
か
ら
み
て

も
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
和
銅
五
年
の
記
事
を
生
か
し
て
、

最
上
・
置
賜
二
郡
の
出
羽
国
へ
の
移
管
は
出
羽
国
の
建
国
と
ほ
ぼ
同
時
で
あ
っ
た
と

み
て
お
く
。

（
11
） 

第
七
巻
奥
羽
の
「
出
羽
郡
」
の
項
に
「
和
銅
五
年
出
羽
国
を
建
て
ら
る
る
や
、
田
川
、

出
羽
、
飽
海
の
三
郡
、
蓋
之
に
隷
す
」
と
あ
る
。

（
12
） 

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

山
形
県
』「
田
川
郡
」
の
項
に
「
和
銅
五
年
、
最
上
川
以

南
の
地
域
を
領
域
と
し
て
い
た
出
羽
郡
が
南
北
に
分
け
ら
れ
、
南
半
分
が
田
川
郡
に

な
っ
た
と
推
定
で
き
る
」と
あ
る
。
こ
の
見
解
が
成
り
立
ち
が
た
い
こ
と
は
後
述
す
る
。

（
13
） 

秋
田
市
教
育
委
員
会
・
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
『
秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
二
』〈
秋

田
城
跡
調
査
事
務
所
研
究
紀
要
I I
〉（
秋
田
城
を
語
る
友
の
会
、
一
九
九
二
年
）

一
三
二
頁
。

（
14
） 

『
青
森
県
史　

資
料
編　

古
代
2　

出
土
文
字
資
料
』（
青
森
県
、
二
〇
〇
八
年
）

七
〇
五
頁
。

（
15
） 
小
松
氏
、
前
掲
注
（
3
）「
由
理
柵
・
駅
と
古
代
想
定
駅
路
」。

（
16
） 

秋
田
市
教
育
委
員
会
・
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
『
秋
田
城
跡
I I 

│ 

鵜
ノ
木
地
区 

│
』

（
二
〇
〇
八
年
）。

（
17
） 

伊
藤
武
士
『
秋
田
城
跡 

│ 

最
北
の
古
代
城
柵 

│
』〈
日
本
の
遺
跡
12
〉（
同
成
社
、
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二
〇
〇
六
年
）
一
二
六
頁
。
た
だ
し
、
同
じ
第
四
七
層
上
位
木
炭
層
か
ら
は
「
神
景

四
年
」
す
な
わ
ち
神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）
の
紀
年
の
あ
る
漆
紙
文
書
も
出
土
し

て
い
る
の
で
、
厳
密
に
は
天
平
宝
字
三 

・ 

四
年
ご
ろ
か
ら
神
護
景
雲
四
年
ご
ろ
ま
で

の
年
代
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
現
物
を
熟
知
し
て
い
る
伊
藤
氏
の
見
解
に

従
っ
て
お
き
た
い
。
な
お
蚶
形
駅
家
の
成
立
が
遅
れ
る
方
が
、
後
述
す
る
停
廃
問
題

に
象
徴
さ
れ
る
秋
田
城
の
特
質
を
説
明
し
や
す
く
な
る
の
で
、
私
見
に
と
っ
て
は
有

利
と
な
る
。

（
18
） 

前
掲
注
（
12
）『
秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
二
』
一
八
一
頁
。

（
19
） 

前
掲
注
（
8
）『
古
代
地
名
大
辞
典
』
な
ど
参
照
。

（
20
） 

『
酒
田
市
史　

改
訂
版
』
上
巻
（
酒
田
市
、
一
九
八
七
年
）
七
七
頁
。

（
21
） 

小
野
岑
守
が
陸
奥
守
に
任
命
さ
れ
た
の
は
弘
仁
六
年（
八
一
五
）な
の
で
、「
延
暦
年
中
」

に
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
城
輪
柵
の
創
建
年
代
を
弘
仁
六
年
以
降
と
み
る
説
も
あ
る
が
、

そ
う
解
し
て
も
、
な
ぜ
陸
奥
守
が
出
羽
国
府
を
建
て
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。

（
22
） 

鈴
木
拓
也
「
天
平
九
年
以
後
に
お
け
る
版
図
拡
大
の
中
断
と
そ
の
背
景
」（『
今
泉
隆

雄
先
生
還
暦
記
念
論
文
集 

杜
都
古
代
史
論
叢
』
今
野
印
刷
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
23
） 

拙
稿
、
前
掲
注
（
1
）「
秋
田
城
の
成
立
・
展
開
と
そ
の
特
質
」。

（
24
） 

鈴
木
拓
也
「
古
代
陸
奥
国
の
軍
制
」（『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
。
初
出
は
一
九
九
一
年
）。

（
25
） 

鈴
木
拓
也
「
古
代
出
羽
国
の
軍
制
」（
前
掲
注 （
23
）『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
』。
初

出
は
一
九
九
二
年
）。

（
26
） 

た
だ
し
、
こ
の
と
き
の
陸
奥
国
の
鎮
兵
の
総
数
は
不
明
。
東
人
が
率
い
た
四
九
九
人

と
い
う
数
は
半
端
な
の
で
、
全
数
で
は
な
か
ろ
う
。
あ
る
い
は
玉
造
等
の
五
柵
以
外

の
城
柵
に
配
備
さ
れ
て
い
た
か
。

（
27
） 

熊
田
亮
介
「
蝦
夷
と
律
令
国
家
」『
古
代
国
家
と
東
北
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年

（
28
） 

拙
稿
「
陸
奥
国
か
ら
み
た
出
羽
・
能
代 

│ 

七
・
八
世
紀
を
中
心
に 

│
」（『
能
代
市
史
』

通
史
編　

原
始
・
古
代
・
中
世
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
29
） 

拙
稿
、
前
掲
注
（
1
）「
秋
田
城
の
成
立
・
展
開
と
そ
の
特
質
」
参
照
。

（
30
） 

小
松
正
夫
「
由
理
柵
の
研
究
と
擬
定
地
の
検
証
」（
前
掲
注
（
3
）『
古
代
由
理
柵
の

研
究
』）。

（
31
） 

拙
稿
「
城
柵
論
の
復
権
」（『
宮
城
考
古
学
』
一
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）。
な
お
、
同
様

の
例
に
『
日
本
後
紀
』
延
暦
廿
三
年
（
八
〇
四
）
正
月
乙
未
条
に
み
え
る
陸
奥
国
小

田
郡
の
中
山
柵
が
あ
る
。

（
32
） 

拙
稿
「
秋
田
城
と
城
制
」（『
日
本
古
代
の
地
域
社
会
と
周
縁
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
）。

（
33
） 

今
泉
氏
、
前
掲
注
（
1
）「
秋
田
城
の
初
歩
的
考
察
」。

（
34
） 

新
野
直
吉
「
律
令
水
駅
の
実
地
研
究
」（『
日
本
歴
史
』
八
四
号
、
一
九
六
三
年
）。

（
35
） 

小
口
雅
史
「
最
上
川
延
喜
式
内
水
駅
補
考
」（『
文
経
論
叢
（
人
文
科
学
編
）』
二
一
巻

三
号
、
一
九
八
六
年
）。

（
36
） 

森
田
悌
「
水
運
と
駅
路
」（『
日
本
古
代
の
政
治
と
地
方
』
高
科
書
店
、
一
九
八
八
年
、

初
出
は
一
九
八
五
年
）。

（
37
） 

中
村
氏
、
前
掲
注
（
2
）「
陸
奥
・
出
羽
地
域
に
お
け
る
古
代
駅
路
と
そ
の
変
遷
」。

（
38
） 

『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上
代
編
』（
三
省
堂
、
一
九
六
七
年
）
付
録
「
主
要
万
葉
仮

名
一
覧
表
」、『
岩
波
古
語
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）「
万
葉
が
な
要
覧
」

な
ど
参
照
。

（
39
） 

阿
部
明
彦
「
佐
芸
駅 

│ 

古
代
出
羽
国
最
大
の
水
駅 

│
」（『
山
形
考
古
』
八
巻
四
号
、

二
〇
〇
八
年
）。

（
40
） 

拙
稿
「
秋
田
城
の
停
廃
問
題
と
九
世
紀
初
頭
の
城
柵
再
編
」（『
ア
ジ
ア
文
化
史
研
究
』

一
一
号
、
二
〇
一
一
年
）、
前
掲
注
（
1
）「
秋
田
城
の
成
立
・
展
開
と
そ
の
特
質
」

な
ど
参
照
。

（
41
） 

村
田
晃
一
「
陸
奥
北
辺
の
城
柵
と
郡
家 

│ 

黒
川
以
北
十
郡
の
城
柵
か
ら
み
え
て
き
た

も
の 

│
」（『
宮
城
考
古
学
』
九
号
、
二
〇
〇
七
年
）。

〔
補
注
〕
二
〇
一
四
年
二
月
二
二
・
二
三
日
に
山
形
市
で
開
催
さ
れ
た
第
四
〇
回
古
代
城
柵
官

衙
遺
跡
検
討
会
で
の
永
田
英
明
氏
の
報
告
「
文
献
か
ら
み
た
駅
家
の
特
質
と
出
羽
」

で
は
、
未
建
郡
地
域
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
駅
家
と
し
て
、
天
平
宝
字
三
年

に
設
置
さ
れ
た
奥
羽
連
絡
路
の
助
河
駅
と
延
暦
二
十
三
年
に
胆
沢
・
志
波
城
間
に
置
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か
れ
た
一
駅
を
あ
げ
て
い
る
（『
第
四
〇
回
古
代
城
柵
官
衙
遺
跡
検
討
会 

│ 

資
料

集 

│
』
参
照
）。
こ
れ
は
氏
の
指
摘
の
通
り
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
両
駅
家

は
秋
田
城
・
志
波
城
の
支
配
領
域
（
＝
城
制
の
施
行
領
域
）
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
郡
制
の
施
行
領
域
に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ

の
よ
う
な
地
域
で
は
支
配
に
不
安
定
な
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
永

田
氏
が
い
う
よ
う
に
「
辺
境
型
駅
家
」
と
も
い
う
べ
き
類
型
の
存
在
も
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。
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大
名
正
室
の
領
国
下
向
と
奥
向

│
一
関
藩
田
村
家
宣
寿
院
の
事
例
を
中
心
に

│

菊
　
池
　
慶
　
子
　

は
じ
め
に

陸
奥
国
一
関
藩
八
代
藩
主
田
村
邦く

に

行み
ち

の
養
祖
母
宣せ

ん

寿じ
ゅ

院い
ん

（
本
名
か
ね
、

一
七
九
三
〜
一
八
五
五
）
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）、
亡
夫
常じ
ょ
う

徳と
く

院い
ん

（
六

代
藩
主
宗む
ね

顕あ
き

）
の
墓
参
の
た
め
、
領
国
一
関
へ
下
向
し
た
。
常
徳
院
の
没
後

二
○
年
、
宣
寿
院
五
五
歳
の
年
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
五
月
一
二
日
に
江
戸

を
出
立
し
た
宣
寿
院
一
行
は
、一
四
日
後
の
五
月
二
五
日
に
一
関
に
到
着
し
、

復
路
は
八
月
二
二
日
に
一
関
を
発
ち
、九
月
一
一
日
江
戸
藩
邸
に
帰
着
し
た
。

お
よ
そ
四
か
月
に
わ
た
る
墓
参
の
旅
で
あ
っ
た
。

こ
の
宣
寿
院
の
旅
が
史
実
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
一
関
に

滞
在
中
の
遊
覧
場
所
を
描
い
た
「
宣
寿
院
様
在
所
御
下
之
節
御
遊
覧
毎
所
真

写
」（
以
下
、「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
と
略
記
す
）
と
題
す
る
画
帳
が
二
○

一
一
年
に
「
発
見
」
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
は
一
関

藩
の
医
学
校
、
慎
済
館
（
藩
主
邦
行
が
弘
化
二
年
、
城
下
に
創
立
）
の
学
頭

で
あ
っ
た
笠
原
耨ど
う

庵あ
ん

が
画
筆
を
執
り
、
一
五
の
場
面
を
描
い
て
い
る
。
明
治

初
年
ま
で
田
村
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
の
画
帳
は
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
に

渡
っ
て
い
た
よ
う
で
、
近
年
、
駐
日
英
国
大
使
で
あ
っ
た
コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
卿

夫
妻
が
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ッ
ク
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
で
み
つ
け
て
落
札

し
、
夫
妻
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
。
コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
卿
は
二
○
一
一
年
、
セ

イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
藝
術
研
究
所
を
通
じ
て
一
関
市
博
物
館
に
「
御
遊
覧
毎

所
真
写
」
の
内
容
を
問
い
合
わ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
一
関
市
博
物
館
は
は
じ
め

て
こ
の
画
帳
の
存
在
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
関
市
博
物
館
で

は
、
関
係
史
料
の
調
査
を
進
め
る
傍
ら
、「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
の
中
身
を

ひ
ろ
く
市
民
に
紹
介
す
る
展
示
を
企
画
し
、
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
藝
術
研

究
所
か
ら
画
像
の
提
供
を
う
け
て
、
二
○
一
三
年
四
月
二
七
日
か
ら
六
月

二
三
日
ま
で
、「
お
姫
様
の
お
国
入
り 

│ 

イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
一
関
藩
の
風

景
画 

│
」
と
題
し
た
テ
ー
マ
展
を
開
催
し
た）

1
（

。
こ
れ
を
機
に
「
御
遊
覧
毎

所
真
写
」
は
二
○
一
三
年
六
月
、
コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
卿
夫
妻
か
ら
一
関
市
博
物

館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

田
村
家
宣
寿
院
の
旅
は
、「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」が
描
き
残
さ
れ
た
こ
と
で
、

は
か
ら
ず
も
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
幕
末
の
一
関
領
内
の
景
観
や
、
民

俗
行
事
や
諸
芸
能
、
田
村
家
の
武
芸
の
様
相
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と

な
っ
た
。
一
方
、
判
明
し
た
宣
寿
院
の
旅
自
体
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

と
り
わ
け
女
性
史
研
究
の
視
点
か
ら
は
検
討
を
要
す
る
い
く
つ
か
の
課
題
が

浮
か
び
上
が
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
、
女
性
と
旅
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
根
本

的
な
問
題
が
あ
る
。「
入
り
鉄
砲
に
出
女
」
の
用
語
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
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女
性
は
江
戸
か
ら
外
に
出
る
こ
と
を
幕
府
に
よ
り
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
の
研
究
で
は
、
武
家
の
女
性
で
あ
っ
て
も
、
国

替
え
や
役
替
え
で
新
任
地
に
赴
く
家
族
に
従
い
旅
に
出
る
契
機
が
あ
っ
た
こ

と）
2
（

、
奥
女
中
に
は
大
名
の
参
勤
交
代
に
随
伴
し
て
江
戸
と
国
元
を
往
来
す
る

者
が
い
た
こ
と
な
ど）

3
（

、
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
旅
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
て
い
る
。
だ
が
、
大
名
の
家
族
に
つ
い
て
は
、
国
元
で
生
ま
れ
た
娘

が
上
府
す
る
旅
は
あ
っ
た
が
、
正
妻
が
江
戸
を
離
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

か
っ
た
と
す
る
理
解
が
根
強
く
存
在
す
る
。
武
家
諸
法
度
に
よ
り
江
戸
へ
の

参
勤
交
代
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
隔
年
ご
と
に
江
戸
と
国
元
を
往
復
し
た
大
名

に
対
し
て
、
正
室
は
大
名
家
の
人
質
と
し
て
江
戸
の
大
名
屋
敷
に
居
住
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
制
度
が
見
直
さ
れ

る
の
は
幕
末
の
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
こ
と
で
、
一
橋
慶
喜
・
松
平
慶

永
ら
に
よ
り
強
行
さ
れ
た
改
革
で
参
勤
交
代
の
緩
和
と
併
せ
て
、
大
名
の
正

室
・
嫡
子
の
在
府
・
在
国
を
自
由
と
す
る
措
置
が
定
め
ら
れ
た
。
鳥
取
藩
池

田
家
や
秋
田
藩
佐
竹
家
な
ど
、
こ
れ
を
機
に
正
室
が
領
国
に
居
所
を
移
し
た

例
は
少
な
く
な
い
。

た
だ
し
、
文
久
二
年
以
前
に
大
名
正
室
が
江
戸
を
出
て
い
た
例
も
、
わ
ず

か
で
は
あ
る
が
判
明
し
て
い
る
。
萩
藩
毛
利
家
で
九
代
藩
主
斉
房
正
室
貞
操

院
や
一
○
代
藩
主
斉
凞
正
室
法
鏡
院
が
、
い
っ
と
き
国
元
に
下
向
し
て
お

り）
4
（

、
仙
台
藩
伊
達
家
で
も
一
二
代
藩
主
斉
邦
の
正
室
で
あ
っ
た
栄
心
院
が
、

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
年
）
五
月
に
墓
参
と
温
泉
療
養
を
願
い
出
て
認
め
ら

れ
、
三
年
ほ
ど
帰
国
し
て
い
る）

5
（

。
い
ず
れ
も
夫
と
死
別
し
た
正
室
の
例
で
あ

り
、
一
九
世
紀
前
半
に
出
現
し
た
例
外
的
な
事
象
と
み
な
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
が
、
大
名
後
家
の
領
国
下
向
が
可
能
と
な
る
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
想

定
し
、
そ
の
要
因
を
探
っ
て
み
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
関
藩
田
村
家
の
正
室
宣
寿
院
の
領
国
へ
の
下
向
を

と
り
あ
げ
、
現
在
武
家
の
奥
向
研
究
で
議
論
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
大
名

正
室
の
公
的
任
務
と
の
関
わ
り
で
、
正
室
の
領
国
下
向
を
め
ぐ
る
問
題
に
一

定
の
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。
以
下
、
第
一
節
で
は
、
宣

寿
院
の
旅
の
全
体
を
関
係
史
料
か
ら
追
跡
し
、
第
二
節
で
は
、
宣
寿
院
の
人

生
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
一
関
下
向
を
可
能
に
し
た
田
村
家
奥
向
の
状

況
を
と
ら
え
る
。
第
三
節
で
は
、
田
村
家
と
仙
台
藩
伊
達
家
の
奥
向
で
正
室

を
中
心
に
担
わ
れ
た
文
通
・
贈
答
に
よ
る
交
際
に
着
目
し
、
奥
向
の
世
代
交

代
と
い
う
観
点
か
ら
下
向
の
問
題
を
考
え
て
み
る
。

一
　
宣
寿
院
一
関
下
向
の
旅
程

（
一
）　
下
向
の
経
緯

田
村
家
宣
寿
院
の
一
関
下
向
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
御
家
御
年
代
記
」

弘
化
四
年
条
に
記
さ
れ
た
次
の
記
述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る）

6
（

。

一　

宣
寿
院
様
御
墓
参
御
願
済
に
て
五
月
御
在
所
へ
御
下
向

○
常
徳
院
様
御
墓
参
被
遊
度
御
念
願
に
付　

二
月
廿
七
日
公
辺
に
御
内

伺
被
差
出
候
処　

表
立
被
成
御
願
候
様　

三
月
四
日
御
書
取
被
相
渡
同

七
日
御
願
書
御
進
達
即
日
御
願
済　

五
月
十
二
日
江
戸
御
立
御
道
中

十
四
日
経
に
て　

同
廿
五
日
一
関
へ
御
着　

佐
藤
東
馬
不
押
立　

御
跡

よ
り
下
る　

○
御
逗
留
中
追
々
祥
雲
寺
御
仏
参
初
め
て
の
節
御
本
供
夫

よ
り
御
近
辺
神
社
仏
閣
御
参
詣
古
跡
等
御
歴
覧　

八
月
廿
二
日
一
関
御

立　

松
島
塩
竈
之
浦
御
遊
覧　

於
仙
台
亀
岡
御
殿
に
御
出
栄
心
院
様
御
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対
面　

同
廿
八
日
終
日
御
饗
応　

九
月
十
一
日
御
還
府
被
遊
候　

御
登

り
御
旅
中
は
七
右
衛
門
殿
御
供
被
致
候　

○
一
関
御
逗
留
中
仙
台
よ
り

御
見
舞
の
御
使
者
表
番
塩
森
隆
三
郎
被
差
下
候

右
に
よ
れ
ば
、
宣
寿
院
の
下
向
は
ま
ず
は
幕
府
に
願
い
出
る
手
続
き
か
ら

始
ま
っ
た
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
二
月
二
七
日
に
養
孫
の
八
代
藩
主
邦

行
が
幕
府
に
内
伺
を
出
し
、
三
月
四
日
「
表
立
」
の
願
書
を
提
出
す
る
よ
う

に
書
面
で
指
示
が
下
っ
た
。
そ
こ
で
三
日
後
の
三
月
七
日
に
正
式
な
願
書
を

提
出
し
、
即
日
承
認
さ
れ
て
い
る
。
一
関
市
博
物
館
所
蔵
「
田
村
家
文
書
」

に
は
、
こ
の
と
き
に
提
出
さ
れ
た
願
書
の
下
書
き
で
あ
る
「
御
下
向
在
所
御

墓
参
願
書
」
と
と
も
に
、
願
書
作
成
の
参
考
と
さ
れ
た
備
中
鴨
方
藩
八
代
藩

主
池
田
政
善
に
よ
る
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）「
養
母
在
所
墓
参
願
」
が
残

さ
れ
て
い
る）

7
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
邦
行
が
宣
寿
院
下
向
の
願
書
に
し
た
た
め
た

文
章
の
う
ち
「
養
方
祖
母
儀
、
生
涯
之
内
一
度
罷
越
墓
参
仕
度
旨
、
兼
々
只

管
申
聞
、
当
然
之
情
合
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、
池
田
政
善
が
養
母
の

在
所
へ
の
墓
参
を
願
い
出
た
文
章
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
。
下
向
の
許
可
が
下
り
た
先
例
の
願
書
を
入
手
し
、
こ
れ
を
忠

実
に
写
す
こ
と
で
願
書
を
通
そ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
宣
寿
院
は
そ
れ
か
ら
約
二
カ
月
後
の
五
月
一
二
日
に
江
戸
を
出
立

し
、
一
四
日
間
の
行
程
で
奥
州
街
道
を
下
り
、
五
月
二
五
日
に
一
関
に
到
着

し
た
。
一
関
逗
留
中
、
夫
の
眠
る
田
村
家
菩
提
寺
の
祥
雲
寺
に
仏
参
し
た
ほ

か
、
近
辺
の
寺
社
仏
閣
を
参
詣
し
、
さ
ら
に
古
跡
な
ど
を
遊
覧
し
て
い
た
。

帰
路
は
八
月
二
二
日
に
一
関
を
出
立
し
、
仙
台
藩
領
の
松
島
・
塩
竃
浦
に
立

ち
寄
り
、
そ
の
後
仙
台
城
下
に
入
っ
て
八
月
二
八
日
、
亀
岡
御
殿
の
栄
心
院

に
対
面
し
、
終
日
饗
応
を
受
け
た
。
そ
の
後
帰
路
の
旅
を
続
け
、
九
月
一
一

日
に
無
事
、
江
戸
の
藩
邸
に
帰
着
し
た
。
な
お
、
宣
寿
院
の
下
向
に
伴
う
田

村
家
奥
向
で
の
準
備
や
、
仙
台
藩
伊
達
家
奥
向
と
の
奥
女
中
同
士
の
連
絡
の

模
様
に
つ
い
て
、
磯
部
孝
明
氏
が
宣
寿
院
付
き
奥
女
中
が
授
受
し
た
書
状
を

分
析
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る）

8
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
出
立
の
日
程
を
伊
達
家

奥
向
に
四
月
一
四
日
に
知
ら
せ
て
お
り
、
幕
府
の
下
向
許
可
が
下
り
て
か
ら

諸
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
日
取
り
を
決
め
る
ま
で
、一
カ
月
を
要
し
て
い
た
。

宣
寿
院
の
一
関
逗
留
中
、
仙
台
藩
か
ら
、
表
番
を
勤
め
る
塩
森
隆
三
郎
が

見
舞
い
の
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
一
関
藩
田
村
家
三
万
石
は
、
仙

台
藩
伊
達
家
六
二
万
石
の
領
内
に
領
地
を
分
け
て
分
家
さ
れ
た
内
分
大
名
で

あ
り
、
仙
台
藩
の
宗
主
権
を
認
め
る
こ
と
を
条
件
と
さ
れ
、
相
続
に
お
い
て

も
、
実
子
の
男
子
に
恵
ま
れ
な
い
状
況
が
続
く
中
、
伊
達
家
の
血
筋
に
よ
り

家
督
が
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
方
、
田
村
家
か
ら
伊
達
家
に

養
子
を
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
両
家
の
血
筋
を
介
し
た
緊
密
な
関
係
に
つ
い

て
は
、〈
図
1
〉
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
仙
台
藩
一
一
代
藩
主
伊
達
斉
義

は
田
村
家
か
ら
入
っ
た
養
子
で
あ
り
、
宣
寿
院
の
異
母
弟
に
あ
た
る
。
斉
義

の
没
後
、
実
子
の
慶
邦
は
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
達
家
一
門
の
登
米
伊
達

家
か
ら
斉
邦
が
養
子
に
入
り
一
二
代
藩
主
と
な
る
が
、斉
邦
の
早
世
に
よ
り
、

斉
義
実
子
慶
邦
が
一
三
代
藩
主
の
座
に
就
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
弘
化
四
年

当
時
、
仙
台
藩
主
で
あ
っ
た
慶
邦
は
、
宣
寿
院
に
と
っ
て
血
縁
上
の
甥
に
あ

た
る
。
宣
寿
院
の
一
関
到
着
後
、
仙
台
藩
か
ら
塩
森
隆
三
郎
が
見
舞
い
の
た

め
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
両
者
の
近
し
い
関
係
か
ら
慶
邦
が
特
別

に
配
慮
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
。
な
お
、
宣
寿
院
が
江
戸
に
戻
る
途

中
、
仙
台
に
立
ち
寄
っ
て
対
面
し
た
栄
心
院
は
、
一
一
代
藩
主
斉
義
の
娘
で

あ
り
、
宣
寿
院
の
姪
に
あ
た
る
。
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伊
達
氏

田
村
氏

百

村
良

延
寿
院

綵
姫

綱
姫

正
敦

芝
姫

重
村

斉
村

周
宗

斉
宗

斉
義

斉
邦

慶
邦

茂
村

宗
村

村
顕

誠
顕

綱
村

村
隆

村
資

宗
顕

邦
行

通
顕

凡
例　

　
　伊
達
氏
当
主

　
　
　田
村
氏
当
主

　
　
　養
子

　
　
　婚
姻
関
係

吉
村

邦
顕

2
代

3
代

4
代

5
代

6
代

7
代

8
代

9
代

4

5

6

7

8

910

1312

11

（
堀
田
正
富
養
子
）

（
登
米
伊
達
氏
養
子
）

（
宣
寿
院
）

（
栄
心
院
）

（
真
明
院
）

側
室

図 1　伊達氏・田村氏関係図
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（
二
）　
一
関
滞
在
中
の
行
動

夫
の
墓
参
を
念
願
し
て
領
国
一
関
へ
下
向
し
た
宣
寿
院
は
、
約
三
カ
月
に

わ
た
り
一
関
に
滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
祥
雲
寺
で
夫
の
墓
参
を
果
た
し

た
ほ
か
、
領
内
の
寺
社
や
史
跡
を
巡
り
、
芸
能
や
民
俗
行
事
な
ど
を
見
物
し
、

山
野
の
景
色
を
楽
し
む
な
ど
、
多
く
の
体
験
を
重
ね
て
い
る
。
こ
う
し
た
一

関
滞
在
中
の
宣
寿
院
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
な
が
ら
、
こ
の
時
期
藩

の
目
付
役
で
あ
っ
た
境
澤
盛も
り

業な
り

が
書
き
留
め
た
「
常
次
記
録
」「
公
私
覚
留
」

に
よ
り
知
ら
れ
る
ほ
か）

9
（

、
前
述
し
た
「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
の
描
写
か
ら
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
は
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
一

関
滞
在
時
の
宣
寿
院
の
遊
覧
の
様
子
を
一
五
の
場
面
に
分
け
て
描
い
た
も
の

で
、〈
図
2
〉
に
こ
れ
を
並
べ
て
み
た
。
宣
寿
院
の
姿
を
直
接
的
に
描
い
た

も
の
は
な
い
が
、
随
伴
し
た
家
臣
や
奥
女
中
の
姿
は
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
以
上
の
関
係
史
料
に
拠
り
な
が
ら
、
宣
寿
院
の
一
関
で
の
行
動
を
追
跡
し

て
み
よ
う
。

宣
寿
院
一
行
は
五
月
二
五
日
、
城
の
大
手
を
通
過
し
て
城
内
の
居
館
に
入

場
し
た
。「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
の
一
枚
目
は
「
大
手　

御
着
日
行
粧
」
と

題
し
て
、
大
手
門
に
差
し
掛
か
っ
た
行
列
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
隊
列
は

藩
主
の
入
城
を
思
わ
せ
る
長
く
続
い
た
構
図
で
描
か
れ
、
誇
張
を
思
わ
せ
る

が
、
た
だ
し
家
臣
に
対
し
て
、
到
着
前
日
は
宿
所
の
金
成
宿
へ
、
当
日
は
休

憩
所
で
あ
る
有
壁
宿
な
ど
に
来
て
出
迎
え
、
挨
拶
を
し
た
上
で
行
列
の
供
に

加
わ
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
お
り）

10
（

、
宣
寿
院
の
隊
列
が
実
際
、
城
下
に

入
る
と
き
か
ら
大
規
模
な
行
列
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宣
寿
院
は
藩
主
の
国
入
り
に
劣
ら
な
い
隊
列
を
組
ん
で

入
城
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宣
寿
院
に
先
立
っ
て
帰
国
し
て
い
た
邦

行
は
、
城
内
の
居
館
で
出
迎
え
て
お
り
、
こ
の
日
は
盛
大
な
饗
応
が
開
か
れ

て
い
る
。

一
関
到
着
か
ら
一
週
間
ほ
ど
は
居
館
で
休
養
を
と
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら

れ
、
六
月
一
日
に
家
臣
と
の
謁
見
が
お
こ
な
わ
れ
た）

11
（

。
宣
寿
院
か
ら
家
臣
た

ち
に
「
土
産
」
と
し
て
盃
が
下
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
家
臣
の
一
人
、
沼
田

延
道
が
拝
領
し
た
盃
が
「
朱
漆
塗
巻
龍
車
前
草
紋
蒔
絵
大
盃
」
と
し
て
伝
え

ら
れ
て
い
る）

12
（

。
田
村
家
の
家
紋
の
一
つ
で
あ
る
巻
龍
と
車
前
草
を
あ
し
ら
っ

た
朱
塗
り
の
盃
の
箱
書
に
は
、「
宣
寿
院
様
御
下
向
ニ
付
為
御
土
産
拝
領
也
」

と
墨
書
が
あ
る
。
盃
の
下
賜
は
家
臣
と
の
主
従
の
絆
を
固
め
る
意
味
を
も
つ

が
、
こ
の
日
の
儀
式
は
実
際
、
藩
主
家
族
で
あ
る
宣
寿
院
と
家
臣
と
が
主
従

の
絆
を
確
認
す
る
意
義
を
も
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

下
向
の
目
的
で
あ
っ
た
菩
提
寺
祥
雲
院
へ
の
墓
参
は
、
六
月
八
日
に
行
わ

れ
た）

13
（

。
常
徳
院
（
六
代
藩
主
宗
顕
）
は
文
政
一
○
年
（
一
八
二
七
）
一
一
月

八
日
、
四
四
歳
で
他
界
し
て
お
り
、
八
日
が
月
命
日
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
の

日
の
墓
参
が
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
江
戸
藩
邸
の
奥
向
で
は
歴

代
藩
主
の
供
養
が
年
忌
で
営
ま
れ
る
が
、
前
藩
主
に
つ
い
て
は
月
忌
が
営
ま

れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
宣
寿
院
に
と
っ
て
夫
常
徳
院
の
月
命
日
は
、
三

カ
月
に
及
ん
だ
一
関
逗
留
中
、
七
月
八
日
、
八
月
八
日
も
該
当
す
る
が
、
関

係
す
る
記
録
で
墓
参
の
記
事
は
六
月
八
日
の
一
日
以
外
、
見
出
せ
な
い
。
記

録
に
残
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
念
願
の
墓
参
を
済
ま
せ

た
宣
寿
院
の
気
持
ち
は
こ
れ
で
晴
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

墓
参
の
前
後
の
時
期
の
行
動
と
み
ら
れ
る
も
の
に
、
新
堤
で
の
魚
釣
り
が

あ
る
。「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
の
二
枚
目
に
「
新
堤　

御
釣
」
と
題
し
た
絵

が
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
堤
と
は
溜
池
の
こ
と
で
、
奥
女
中
を
従
え
て
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釣
り
糸
を
垂
れ
る
宣
寿
院
の
姿
が
遠
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
藩
主
夫
人

の
釣
り
は
江
戸
藩
邸
で
は
叶
わ
な
い
遊
び
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

墓
参
を
済
ま
せ
た
宣
寿
院
は
、
一
関
領
内
や
、
近
隣
へ
遊
覧
に
出
か
け
て

い
る
。
六
月
二
○
日
は
邦
行
と
と
も
に
平
泉
に
巡
行
し
た
。「
御
遊
覧
毎
所

真
写
」
三
枚
目
の
絵
は
「
磐
井
川
橋　

平
泉
御
出
路
落
橋
船
渡
」
の
タ
イ
ト

ル
で
、
一
関
城
下
か
ら
磐
井
川
対
岸
の
仙
台
藩
領
山
目
村
に
渡
る
た
め
、
籠

ご
と
船
に
乗
せ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
直
前
の
洪
水
の
た
め
磐
井
川
橋

は
落
橋
し
、
山
目
村
か
ら
川
の
途
中
ま
で
仙
台
藩
側
の
橋
の
普
請
は
行
わ
れ

て
い
た
が
、
一
関
藩
側
は
財
政
事
情
か
ら
か
い
ま
だ
着
手
さ
れ
ず
、
そ
の
た

め
船
渡
り
の
出
路
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
平
泉
で
は
、
毛
越
寺
の
金
堂
円
隆

寺
、
南
大
門
跡
を
案
内
さ
れ
、
僧
か
ら
古
跡
の
由
来
を
聞
い
た
後
、
常
行
堂
、

高
館
義
経
堂
を
巡
り
、中
尊
寺
参
道
沿
い
の
弁
慶
堂
を
訪
れ
て
い
る）

14
（

。
な
お
、

「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
は
宣
寿
院
の
遊
覧
の
模
様
を
描
い
た
画
集
で
あ
り
な

が
ら
、
平
泉
へ
の
巡
行
は
出
立
の
場
面
だ
け
で
、
現
地
を
描
い
た
絵
は
な
い
。

平
泉
は
一
関
藩
領
で
は
な
く
、
仙
台
藩
領
で
あ
っ
た
た
め
描
か
れ
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
次
い
だ
遊
覧
と
し
て
、「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
に
は
、
四
枚
目
に

下
黒
澤
村
に
あ
る
西
光
寺
で
の
神
楽
を
描
い
た
「
南
部
神
楽　

黒
澤
村
西
光

寺
」、
五
枚
目
に
田
村
氏
居
館
の
舞
台
で
修
験
者
が
演
じ
る
神
楽
を
描
い
た

「
神
楽　

於
舞
台
修
験
者
勤
之
」、
六
枚
目
に
田
村
氏
居
館
で
柔
術
の
様
子
を

描
い
た
「
柔
術　

舞
台
」
と
題
し
た
絵
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
画
面
に
は
御
簾

が
描
か
れ
、
宣
寿
院
は
御
簾
の
中
か
ら
藩
主
邦
行
や
奥
女
中
と
と
も
に
こ
れ

ら
を
見
物
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
六
月
下
旬
か
ら
七
月
初
旬
に
か
け
て

開
か
れ
た
催
し
で
あ
っ
た
。

「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
七
枚
目
は
「
外
堀　

御
釣
」
と
記
さ
れ
、
田
村
氏

居
館
の
周
囲
に
巡
ら
さ
れ
た
外
堀
で
釣
り
を
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

堀
際
に
釣
り
糸
を
垂
れ
た
何
人
も
の
武
士
の
姿
が
あ
る
な
か
で
、
田
村
氏
の

家
紋
で
あ
る
車
前
草
を
描
い
た
幕
が
張
ら
れ
て
お
り
、
宣
寿
院
は
こ
の
幕
内

に
あ
っ
て
、
新
堀
で
の
釣
に
続
く
二
度
目
の
魚
釣
を
楽
し
ん
だ
も
の
と
み
ら

れ
る
。

七
月
一
○
日
は
慈
眼
寺
に
赴
き
、
子
供
芝
居
を
見
物
し
た）

15
（

。
続
い
て
七
月

一
二
日
に
は
、
田
村
氏
居
館
の
表
門
前
で
相
撲
を
見
物
し
て
い
る
。「
御
遊

覧
毎
所
真
写
」
の
八
枚
目
に
「
角
力　

於
表
門
前
大
角
力
興
業
」
と
題
し
た

画
が
あ
る
が
、「
公
私
覚
留
」
弘
化
四
年
七
月
一
○
日
条
に
は
、「
町
家
の
者

供
よ
り
大
角
力
御
覧
に
入
れ
る
。
首
尾
は
文
化
六
年
の
例
の
用
留
に
委
し
」

と
あ
り
、
こ
の
日
の
相
撲
興
業
は
城
下
の
町
人
た
ち
が
宣
寿
院
の
た
め
に
用

意
し
た
も
の
で
、
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
に
常
徳
院
が
国
入
り
し
た
と
き

と
同
様
の
準
備
が
と
と
の
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
相
撲
の
興
業
を

楽
し
ん
だ
と
い
う
常
徳
院
と
同
様
の
興
行
を
用
意
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

続
い
て
「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
九
枚
目
は
「
燎
火　

盆
中
百
人
町
」
と
題

さ
れ
、
城
下
の
百
人
町
で
焚
か
れ
た
盆
の
か
が
り
火
を
描
い
て
い
る
。
お
そ

ら
く
七
月
一
三
日
の
夜
の
こ
と
で
、
宣
寿
院
は
城
下
に
出
て
、
先
祖
の
霊
を

迎
え
る
か
が
り
火
を
み
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

七
月
中
旬
以
降
の
一
カ
月
に
つ
い
て
は
、「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
の
描
画

が
宣
寿
院
の
行
動
を
知
る
唯
一
の
手
掛
か
り
と
な
る
。
一
○
枚
目
の
「
小
笠

原
流
躾　

表
書
院
」、
一
二
枚
目
の
「
狼
煙　

作
神
山
」、
一
三
枚
目
の
「
打

毬　

裏
門
前
」
は
、
い
ず
れ
も
家
臣
に
よ
る
礼
法
や
武
芸
の
訓
練
の
様
子
を



（ ）

日

（一関市博物館 ）

宣寿院 下

（ ）

日

（一関市博物館 ）

宣寿院 下

〈図 2〉
「宣寿院様在所御下之節御遊覧毎所真写」
（一関市博物館所蔵）
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描
い
た
も
の
で
、
宣
寿
院
は
こ
れ
ら
を
見
物
し
た
の
で
あ
る
。
小
笠
原
流
の

礼
法
は
、
田
村
家
が
江
戸
城
で
勅
使
饗
応
役
を
勤
め
る
こ
と
か
ら
家
臣
に
習

得
さ
れ
て
い
た
が
、
宣
寿
院
は
表
書
院
で
行
わ
れ
た
練
習
の
様
子
を
奥
女
中

と
と
も
に
、
御
簾
の
中
か
ら
見
物
し
て
い
る
。
江
戸
藩
邸
に
あ
っ
て
は
、
正

室
が
御
簾
の
中
か
ら
と
は
い
え
、
表
空
間
で
家
臣
の
こ
う
し
た
訓
練
の
模
様

を
見
る
機
会
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
国
元
の
城
館
に
あ
っ
て
、
藩
主
邦

行
と
と
も
に
、同
じ
立
場
で
す
べ
て
を
見
届
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

作
神
山
で
上
が
っ
た
狼
煙
を
見
物
し
、裏
門
前
で
の
打
球
を
眺
め
た
こ
と
も
、

軍
事
指
揮
を
と
る
藩
主
の
行
動
を
な
ぞ
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

一
一
枚
目
に
描
か
れ
た
「
獅
子
踊　

新
馬
場
」
は
、
舞
川
獅
子
踊
が
披
露

さ
れ
た
も
の
で）

16
（

、
家
臣
の
横
で
御
簾
の
中
か
ら
見
物
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
城
内
で
家
臣
に
よ
る
武
芸
の
訓
練
な
ど
を
見
て
過
ご
す
日
を

送
っ
た
後
、
一
関
で
の
最
後
に
茸
狩
り
に
出
か
け
て
い
る
。「
御
遊
覧
毎
所

真
写
」
一
四
枚
目
は
「
茸
狩　

霜
後
山
」、
一
五
枚
目
は
「
同
日
夜
雨
御
供

女
中
帰
途
遅
延
之
図
」
で
あ
る
。
茸
狩
り
は
藩
主
が
帰
国
の
折
は
頻
繁
に
出

か
け
る
娯
楽
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
宣
寿
院
は
江
戸
に
あ
っ
て
は
叶
え
ら
れ
な

い
行
楽
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
宣
寿
院
の
一
関
で
の
遊
覧
は
、
帰
国
中
の
藩
主
邦
行
の
案
内
で
出

か
け
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
城
の
表
空
間
で
の
家
臣
の
武
芸
の
見
物
も
、
邦
行

に
随
伴
す
る
こ
と
で
叶
え
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
江
戸
藩
邸
で
藩
主
正

室
を
母
に
生
ま
れ
育
っ
た
宣
寿
院
に
と
っ
て
は
、
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
行

楽
に
ひ
た
っ
た
月
日
で
あ
っ
た
。
一
方
で
宣
寿
院
の
一
関
で
の
行
動
は
、
亡

夫
常
徳
院
の
帰
国
中
の
行
動
を
追
体
験
し
た
も
の
で
も
あ
り
、
宣
寿
院
自
身

の
要
望
が
あ
り
実
現
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
念
願
の
墓
参
に
加
え
て

思
い
残
す
こ
と
の
な
い
領
内
遊
覧
を
果
た
し
た
旅
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

笠
原
耨
庵
に
描
か
せ
た
「
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
は
、
宣
寿
院
が
江
戸
藩
邸

に
帰
着
の
後
、
奥
向
の
女
性
た
ち
に
旅
の
思
い
出
を
語
り
な
が
ら
見
せ
て
い

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

二
　
宣
寿
院
と
奥
向
の
任
務

（
一
）　
田
村
家
の
墓
所

宣
寿
院
は
亡
夫
常
徳
院
の
墓
参
を
事
由
に
幕
府
に
領
国
へ
の
下
向
を
認
め

ら
れ
て
い
た
。
人
質
の
立
場
に
あ
る
大
名
正
室
が
江
戸
か
ら
離
れ
る
こ
と
は

原
則
的
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
夫
の
墓
参
を
理
由
に
認
め
ら
れ

た
こ
と
は
、
幕
府
が
墓
参
を
正
室
の
担
う
役
目
の
ひ
と
つ
と
判
断
し
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
。

一
方
、
宣
寿
院
が
遠
い
領
国
へ
の
墓
参
の
旅
を
望
ん
だ
の
は
田
村
家
の
墓

所
の
問
題
が
関
係
し
て
い
る
。
八
代
藩
主
邦
行
が
幕
府
に
提
出
し
た
願
書
に

「
養
方
祖
母
儀
、
生
涯
之
内
一
度
罷
越
墓
参
仕
度
」
と
記
し
て
い
た
の
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
先
例
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
な
ぞ
っ
た
も
の
で
は
あ
っ
た

が
、
宣
寿
院
の
念
願
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
宣
寿
院

に
と
っ
て
、
先
立
た
れ
た
縁
者
の
う
ち
常
徳
院
の
墓
所
だ
け
が
、
参
詣
の
務

め
を
果
た
せ
な
い
領
国
一
関
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

〈
表
1
〉
は
一
関
藩
田
村
家
歴
代
の
藩
主
と
夫
人
の
墓
所
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
一
般
的
に
大
名
家
の
葬
地
は
、
国
元
で
死
去
す
れ
ば
国
元
の
菩

提
寺
、
江
戸
で
死
去
す
れ
ば
江
戸
の
菩
提
寺
と
な
る
例
が
多
い）

17
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。
一
関
藩
田
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村
家
の
場
合
も
、
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
藩
主
は
死
去
し
た
地
に
埋

葬
さ
れ
、
国
元
で
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
祥
雲
寺
、
江
戸
で
は
臨
済
宗
妙

心
寺
派
東
禅
寺
が
菩
提
寺
で
あ
り
、
葬
地
で
あ
っ
た
。
宣
寿
院
は
父
村

資
、
夫
宗
顕
と
、
祖
母
栄
寿
院
、
母
宝
寿
院
を
送
り
、
さ
ら
に
実
子
の

七
代
藩
主
邦
顕
に
も
先
立
た
れ
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
宗
顕
を
除
い
て

み
な
江
戸
の
藩
邸
で
病
没
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
江
戸
の
東
禅
寺
に

埋
葬
さ
れ
、
み
ず
か
ら
墓
参
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て

ひ
と
り
夫
宗
顕
の
み
が
、
帰
国
中
の
一
関
で
病
没
し
祥
雲
寺
に
埋
葬
さ

れ
た
た
め
、
墓
参
を
果
た
せ
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
宗
顕
と
の
死
別
か
ら
二
○
年
間
、
墓
参
を
願
い
続
け
る
年

月
を
過
ご
し
た
宣
寿
院
は
、
弘
化
四
年
に
至
り
、
こ
れ
を
叶
え
る
機
会

を
と
ら
え
、
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）　
宣
寿
院
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
田
村
家
奥
向
　

宣
寿
院
の
一
関
下
向
が
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
時
期
の
田
村
家
奥
向
の
状
況
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
宣
寿
院

の
人
生
を
追
跡
し
な
が
ら
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

〈
表
2
〉
は
宣
寿
院
の
生
涯
に
関
わ
る
事
項
を
父
母
の
婚
姻
に
遡
っ

て
拾
い
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
〈
図
3
〉
に
家
族
の
関
係
を
示
し

た
。〈
表
2
〉
か
ら
宣
寿
院
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
見
渡
す
と
、
① 

誕
生

か
ら
結
婚
ま
で
の
幼
少
期
（
一
三
歳
ま
で
）、
② 

田
村
宗
顕
正
室
と
な

り
子
女
の
出
産
と
養
育
に
励
ん
だ
時
期
（
一
四
歳
か
ら
三
四
歳
ま
で
）、

③ 

後
家
と
な
り
、
ま
た
田
村
家
奥
向
の
女
主
人
と
な
っ
て
家
の
存
続

に
力
を
尽
く
し
た
壮
年
期
（
三
五
歳
か
ら
五
四
歳
ま
で
）、
④ 

隠
居
の

〈表 1〉　一関藩田村家歴代当主・夫人墓所

当　　　主 正　　　室 後室 側室

宗良（延宝年江戸上屋敷没
42歳）芝高輪仏日山東禅
寺＊母ふさ・祥雲院は一
関没　祥雲寺（長谷観音
堂）

糸・貞厳院（享保 4年没 82歳）

1 建顕・徳源院（宝永 5年江
戸上屋敷没 53歳）祥雲寺

繁・（享保 3年没 62歳）四谷
修行寺

2 誠顕・瀧譚院（享保 12年一
関没 58歳）祥雲寺

熊・瑞光院（宝永 3年没 34歳）
江戸麹町善国寺

伊與・珠光院（宝暦 7年
没）江戸浅草法養寺

3 村顕・霊鳳院（宝暦 5年江
戸上屋敷没 49歳）東禅寺

百・本地院（安永 6年没 73歳）
江戸麹町善国寺

4 村隆景徳院（天明 2年江戸
上屋敷没 46歳）東禅寺

逸・栄寿院（享和 3年没 63歳）
東禅寺

5 村資・霊鑑院（文化 5年江
戸中屋敷没 40歳）東禅寺

琴・宝寿院（天保 14没 79歳）
東禅寺

6 宗顕・常徳院（文政 10一関
没 44歳）祥雲寺

・宣寿院（安政 2年江戸没
63歳）東禅寺

鈴木氏縫・芝白金妙
円寺

7 邦顕・諦観院（天保 11年江
戸上屋敷没 25歳）東禅寺

鍇 : 天保 7年離縁 由・霊寿院（嘉永 4年没）
東禅寺

8 邦行・謙徳院（安政 4年江
戸没 38歳）東禅寺

睦・永貞院（安政 5年没 37歳）
東禅寺

岡田氏米・清鏡院（明
治 2年没）祥雲寺

9 通顕・諧孝院（伊達慶邦養子、
慶応 3年没 18歳）大年寺

10 邦栄・常昌院（明治 20年没
36歳）青山共同墓地

照・貞鏡院（明治 32年没 50歳）
青山共同墓地

11 崇顕・延京院（大正 11年没）

＊出典 :「近世田村家略系譜」（『一関市史』第 6巻　資料編（1））
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〈表 2〉　田村家宣寿院の人生

年齢 事　　　　　項

天明 5年（1785） ・2月 17日 :  5代藩主村資と正室琴（脇坂図書頭安親娘、宝寿院）
婚儀

　　＊琴は寛政 2年 6月 17日邦と改名
天明 6年（1786） ・正月 : 女子千代生（初名鉸、6月千代と改名）→同年 6月 18日没

・11月 : 男子政五郎生　→天明 7年 7月 8日没
天明 8年（1788） ・6月 : 男子哲也生　→寛政元年閏 6月 24日没
寛政元年（1789） ・7月 : 女子高生　→寛政 3年 4月 28日没

寛政 5年（1793） 1 ・3月 20日 : 江戸上屋敷で誕生 誕生

・12月 16日 :  堀田摂津守正敦二男紀三郎、父村資の養子となり実
名敬顕

寛政 6年（1794） 2 ・4月 :  妹保生（初名鏻、翌 7年 6月保と改名）→寛政 8年 4月 29
日没

寛政 7年（1795） 3 ・4月 : 妹章生
寛政 8年（1796） 4 ・6月 : 妹倫生→寛政 9年 5月 21日没
寛政 10年（1798） 6 ・3月 7日 : 弟吉五郎生

　　＊文政 2年 5月伊達斉宗養子、7月 15日家督となり実名斉義
・4月 27日 : 父村資隠居、養子敬顕家督相続、寛政 12年元服

寛政 12年（1800） 8 ・11月 : 弟亀五郎生→享和 2年 5月 24日没
享和 2年（1802） 10 ・6月 6日 : 弟僊之助生　　＊文化 2年 12月田村津久雄養子
享和 3年（1803） 11 ・4月 : 弟富之助生（妾腹）→ 7月 27日没

・7月 21日 : 祖母（5代藩主村隆室）栄寿院没（63歳）
文化元年（1804） 12 ・12月 12日 : 弟寿之助生（妾腹）　

　　＊文化 11年鈴木七右衛門養子、同年没
文化 3年（1806） 14 ・4月 22日 : 田村宗顕と婚儀 結婚

・11月 : 妹雅生（妾腹）　→翌文化 4年 6月 6日没
文化 5年（1808） 16 ・2月 1日 : 妹鋪生（妾腹）　

　　＊ 翌文化 6年 8月 25日春日左衛門龍顕養女、文化 13年 9月 16
日没

・10月 27日 : 父宗資没（40歳）　東禅寺埋葬
文化 8年（1811） 19 ・12月 28日 : 妹常、織田淡路守長祐に嫁ぐ

　　＊文化 11年 9月離縁、同 12年 4月津田弾正信宣に再嫁
文化 9年（1812） 20 ・4月 18日 : 弟吉五郎元服、実名顕嘉
文化 11年（1814） 22 ・9月 : 男子鋼之助生（一関　妾腹）　→文化 12年 9月 8日没
文化 12年（1815） 23 ・3月 : 女子寛生（初名久　11月寛）　→文化 13年 6月 12日没 出産・養育期
文化 13年（1816） 24 ・7月 :  女子智生（一関　妾腹　初名せん、文政 3年翌年 3月 2日

智と改名）→文政 5年閏正月 20日没
・12月 27日 : 男子深美生（命名伊達斉宗）　　＊ 8代邦顕

文化 15年（1818） 26 ・2月 13日 :  女子融生（初名しげ、融と改名）　→文政 2年閏 4月
19日没

・同 :  双子の女子精生（初名茂、後精と改名）　→文政 2年 5月 13
日没

文政 3年（1820） 28 ・6月 : 男子龍若生　→文政 4年 3月 12日没
・7月 23日 : 男子棣之丞生（一関　母鈴木氏縫）　
　　＊天保 5年実名顕允、天保 6年 9月元服

文政 4年（1821） 29 ・6月 : 女子絲生　→文政 5年 4月 9日没
文政 5年（1822） 30 ・閏正月 27日 : 男子瓞之丞生（一関　妾腹）

　　＊天保 4年 12月 23日宗顕の遺志により鈴木家養子、実名顕泰
文政 6年（1823） 31 ・6月 : 女子裕生　→文政 7年 8月 9日没
文政 7年（1824） 32 ・2月 : 女子壺生（一関　妾腹）　　
文政 8年（1825） 33 ・5月 : 女子清生　→ 9年 10月 21日没
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年齢 事　　　　　項

文政 10年（1827） 35 ・11月 8日 : 夫宗顕没（44歳）　院号宣寿院 夫と死別
文政 11年（1828） 36 ・2月 19日 : 嫡子深美家督相続、実名徳顕

＊翌文政 12年 6月 7日元服　＊実名邦顕（伊達斉邦より一字拝領）      
嫡子家督相続

・4月 : 女子壺（妾腹）出府  →天保 2年 12月没
天保 2年（1831） 39 ・5月 23日 : 邦顕初入部
天保 4年（1833） 41 ・6月 23日 : 邦顕前室鍇（堀大和守親宝娘）婚儀 当主（嫡子）結婚
天保 7年（1836） 44 ・4月 : 邦顕室、病身を理由に離縁 当主（嫡子）離縁
天保 8年（1837） 45 ・7月 22日 : 男子瓞之丞没（16歳）
天保 11年（1840） 48 ・6月 28日 : 邦顕後室由（松平山城守信行娘　霊寿院）婚儀 当主（嫡子）再婚

・8月 23日 : 邦顕江戸上屋敷で没（25歳）
　　＊届出は 10月 10日

当主（嫡子）死去
孫当主家督相続

・10月 9日、男子顕允（妾腹）、邦顕の養子となる
・11月 30日 : 男子顕允、家督相続、実名行顕

天保 12年（1841） 49 ・4月 25日 :  男子行顕、伊達斉邦から 1字拝領し実名邦行
  5月 10日初入部

天保 13年（1842） 50 ・4月 10日 : 邦行室睦（成瀬隼人正正住妹）婚儀
　　＊ 3月 7日宣寿院の撰名で豊貴から睦に改名

孫当主結婚

天保 14年（1843） 51 ・6月 6日 : 母（6代藩主村資室宝寿院）没（79歳）　東禅寺埋葬 母を送る
弘化 4年（1847） 55 ・2月 : 幕府に一関下向願い許可　5/ 11江戸出立～ 5/ 25一関着

　8/ 22一関出立～仙台　～ 9/ 11江戸着
一関への旅

嘉永 3年（1850） 58 ・2月 5日 : 江戸中屋敷・下屋敷類焼
　　宣寿院 邦行室は青山下屋敷へ立退き
・6月 8日 : 孫男子磐二郎生（一関　実母侍妾米）

嘉永 4年（1851） 59 ・12月 : 中屋敷普請落成
・6月 14日 : 邦顕後室霊寿院（由）没

嘉永 5年（1852） 60 ・5月 : 六十賀を催す 60賀
嘉永 6年（1853） 61 ・9月 : 上屋敷奥殿等悉皆落成
安政 2年（1855） 63 ・4月 20日 : 没　東禅寺埋葬 死去

＊「近世田村家略系譜」（『一関市史』6　資料編 1）より作成

一関市博物館編集・発行『お姫様のお国入り ─ イギリスに渡った一関藩の風景画』（平成 25年）より転写

文政10年(1827） 35 ・11月8日：夫宗顕没（44歳） 院号宣寿院 

文政11年(1828）  36 ・2月19日：嫡子深美家督相続、実名徳顕   

*翌文政12年6月7日元服 ＊実名邦顕（伊達斉邦より一字拝領）       

  ・4月：女子壺(妾腹）出府  →天保2年12月没 

天保2年(1831）    39 ・5月23日：邦顕初入部 

天保4年(1833）    41 ・6月23日：邦顕前室鍇（堀大和守親宝娘）婚儀 

天保7年(1836） 44 ・4月：邦顕室、病身を理由に離縁   

天保8年(1837） 45 ・7月22日：男子瓞之丞没（16歳） 

天保11年(1840） 48 ・6月28日：邦顕後室由（松平山城守信行娘 霊寿院）婚儀 

  ・8月23日：邦顕江戸上屋敷で没（25歳）   ＊届出は10月10日 

  ・10月9日、男子顕允(妾腹）、邦顕の養子となる 

   ・11月30日：男子顕允、家督相続、実名行顕 

天保12年(1841）  49 ・4月25日：男子行顕、伊達斉邦から1字拝領し実名邦行 5月10初入部 

天保13年(1842） 50 ・4月10日：邦行室睦（成瀬隼人正正住妹）婚儀                         

＊３月7日宣寿院の撰名で豊貴から睦に改名 

天保14年（1843）  51 ・6月6日：母（６代藩主村資室宝寿院）没（79歳） 東禅寺埋葬 

弘化4年（1847）  55 ・2月：幕府に一関下向願い許可 5/11江戸出立～5/25一関着  

 8/22一関出立～仙台 ～9/11江戸着                 

嘉永3年(1850） 58・2月5日：江戸中屋敷・下屋敷類焼                   

 宣寿院 邦行室は青山下屋敷へ立退き 

   ・6月8日：孫男子磐二郎生（一関 実母侍妾米） 

嘉永4年(1851）    59 ・12月：中屋敷普請落成 

  ・6月14日：邦顕後室霊寿院（由）没 

嘉永5年（1852） 60 ・5月：六十賀を催す 

嘉永6年(1853） 61 ・9月：上屋敷奥殿等悉皆落成 

安政2年(1855） 63 ・4月20日：没 東禅寺埋葬 

  ＊「近世田村略系譜」『一関市市史６ 資料編１』より作成 
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身
と
し
て
過
ご
し
た
老
年
期
（
五
五
歳
か
ら
六
三
歳
）
の
四
つ
に
区
分
け
で

き
る
。
こ
の
区
分
け
に
よ
れ
ば
、
一
関
へ
の
下
向
の
時
期
は
、
③ 

の
壮
年

期
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
、
④ 

の
隠
居
と
し
て
晩
年
を
過
ご
す
時
期

へ
の
移
行
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。

宣
寿
院
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
三
月
二
○
日
、
五
代
藩
主
村む
ら

資す
け

と
そ

の
正
室
琴
（
宝
寿
院
）
と
の
間
に
誕
生
し
た
。

と
名
づ
け
ら
れ
、
父
母
に

と
っ
て
五
番
目
の
子
ど
も
で
あ
っ
た
が
、
先
に
生
ま
れ
た
二
男
二
女
は
み
な

生
後
二
年
の
う
ち
に
夭
折
し
て
い
た
の
で
、
誕
生
時
は
藩
主
夫
妻
の
血
筋
を

受
け
継
ぐ
唯
一
の
実
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、宣
寿
院
は
誕
生
の
時
点
で
、

家
に
残
る
立
場
を
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
同
年
一
二
月
一
六
日
、
生
後
九

カ
月
に
し
て
、
父
村
資
は
、
仙
台
藩
六
代
藩
主
伊
達
宗
村
の
八
男
で
近
江
堅

田
藩
主
堀
田
正
敦
の
二
男
で
あ
っ
た
紀き
の

三さ
ぶ

郎ろ
う

を
養
子
に
迎
え
る
。
紀
三
郎
は

実
名
を
敬の
り

顕あ
き

と
名
乗
り
、
事
実
上
、
一
歳
の
宣
寿
院
の
婿
養
子
に
定
め
ら
れ

た
。
村
資
に
は
そ
の
後
、
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
ま
で
に
一
○
人
の
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
が
、
大
半
は
三
歳
ま
で
の
う
ち
に
死
亡
し
て
お
り
、
成
人
し

た
の
は
男
子
二
人
・
女
子
一
人
だ
け
で
あ
る
。
田
村
家
の
養
子
縁
組
は
結
果

的
に
功
を
奏
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

田
村
村
資
は
子
息
の
誕
生
が
続
く
な
か
、
寛
政
一
○
年
（
一
七
九
八
）
四

月
に
三
○
歳
で
隠
居
し
、
養
子
敬
顕
に
家
督
を
譲
っ
た
。
そ
の
一
か
月
前
に

男
子
吉
五
郎
（
後
の
仙
台
藩
一
一
代
藩
主
伊
達
斉
義
）
が
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
み
ず
か
ら
の
跡
継
ぎ
を
実
子
吉
五
郎
で
は
な
く
、
養
子
敬
顕
と
す

る
た
め
に
隠
居
を
急
い
だ
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
藩
主
と
な
り
敬
顕
か
ら
改

名
し
た
宗
顕
は
、
二
年
後
に
元
服
し
、
六
年
後
の
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）、

宣
寿
院
と
婚
儀
を
あ
げ
た
。
宣
寿
院
は
一
四
歳
に
し
て
藩
主
夫
人
の
座
に
就

き
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
第
二
段
階
を
迎
え
る
。

文
化
五
年
（
一
八
○
八
）、
隠
居
の
村
資
が
四
○
歳
で
死
没
す
る
と
、
田

村
家
の
表
向
は
名
実
と
も
に
、
宗
顕
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

奥
向
は
、
宣
寿
院
が
藩
主
正
室
で
は
あ
っ
た
が
、
実
母
で
村
資
後
家
の
宝
寿

院
が
、
幼
い
娘
に
代
わ
り
引
き
続
き
女
主
人
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測

で
き
る
。
二
三
歳
と
な
る
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
に
第
一
子
の
女
子
寛

を
産
ん
だ
宣
寿
院
は
、
三
三
歳
と
な
る
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
ま
で
、
二

男
六
女
を
出
産
し
て
お
り
、
田
村
家
の
血
筋
を
増
や
す
正
室
の
役
割
は
十
分

に
果
た
し
て
い
た
。
だ
が
、
産
ん
だ
子
の
う
ち
成
人
し
た
の
は
二
四
歳
で
出

産
し
た
邦
顕
の
み
で
、
他
の
子
女
は
み
な
生
後
六
か
月
か
ら
二
年
の
う
ち
に

夭
折
し
て
い
る
。
宗
顕
に
は
側
妾
の
産
ん
だ
五
人
の
子
供
も
あ
っ
た
が
、
こ

ち
ら
も
三
人
が
夭
折
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
父
村
資
も
正
室
宝
寿
院
と
の

間
に
宣
寿
院
を
入
れ
て
一
一
人
の
子
供
を
も
う
け
、
側
妾
と
の
間
に
四
人
の

子
女
も
い
た
が
、
そ
の
大
半
は
三
歳
ま
で
の
う
ち
に
死
亡
し
、
成
人
し
た
の

は
わ
ず
か
に
男
子
二
人
・
女
子
一
人
で
あ
る
。
な
お
、
一
八
世
紀
半
ば
か
ら

一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
仙
台
藩
・
秋
田
藩
な
ど
周
囲
の
東
北
の
大
名

家
で
も
、
誕
生
し
た
子
ど
も
が
育
た
ず
、
後
継
者
の
確
保
に
難
渋
し
て
い
た

時
期
で
あ
る
。
藩
の
施
策
と
し
て
赤
子
養
育
制
度
が
展
開
し
、
一
関
藩
で
も

ひ
ろ
く
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
大
名
の
家
族
に
あ
っ
て
は
子
ど
も
の
夭
折
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
長
く
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

宣
寿
院
は
生
ま
れ
た
子
供
に
先
立
た
れ
る
不
幸
が
続
く
な
か
、
文
政
一
○

年
（
一
八
二
七
）
一
一
月
八
日
、
藩
主
の
夫
宗
顕
に
も
先
立
た
れ
、
三
五
歳

に
し
て
後
家
の
身
と
な
っ
た
。
い
ま
だ
元
服
を
済
ま
せ
て
い
な
い
嫡
男
深
美

が
文
政
一
一
年
二
月
、
遺
跡
を
継
い
で
七
代
藩
主
と
な
り
、
翌
一
二
年
六
月



大名正室の領国下向と奥向

38（　 ）

に
元
服
し
、
仙
台
藩
主
伊
達
斉
邦
か
ら
一
字
を
拝
領
し
邦
顕
を
名
乗
っ
た
。

宣
寿
院
は
、
幼
く
し
て
藩
主
と
な
っ
た
嫡
男
を
後
見
す
る
立
場
と
な
り
、
さ

ら
に
こ
の
時
期
、
母
宝
寿
院
か
ら
田
村
家
の
奥
向
を
統
括
す
る
役
目
を
移
譲

さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

邦
顕
は
相
続
か
ら
三
年
後
の
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
五
月
、
初
入
部
を

果
た
し
、
二
年
後
の
天
保
四
年
六
月
、
堀
大
和
守
親
宝
娘
鍇
を
正
室
に
迎
え

た
。
奥
向
に
新
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
宣
寿
院
に
安
泰
の
年
月
が
訪
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
結
婚
は
三
年
で
離
縁
と
な
り
、
邦
顕
は
そ
の
後

天
保
一
一
年
（
一
八
四
○
）、
後
室
に
松
平
山
城
守
信
行
娘
由
を
迎
え
る
が
、

婚
儀
か
ら
二
カ
月
後
の
同
年
八
月
、
二
五
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
。
邦
顕
の

跡
目
は
異
母
弟
の
顕
允
（
六
代
藩
主
宗
顕
と
側
室
慧
明
院
と
の
間
に
生
ま
れ

た
男
子
）
に
譲
ら
れ
、こ
の
年
一
一
月
三
○
日
八
代
藩
主
と
な
っ
た
顕
允
は
、

実
名
を
行
顕
と
名
乗
っ
た
後
、
翌
天
保
一
二
年
仙
台
藩
主
伊
達
斉
邦
か
ら
一

字
を
拝
領
し
邦
行
を
名
乗
っ
た
。
翌
五
月
に
初
入
部
を
果
た
し
、
さ
ら
に
翌

天
保
一
三
年
、
成
瀬
隼
人
正
正
住
妹
睦ち

か

を
正
室
に
迎
え
る
。
宣
寿
院
は
邦
行

が
初
入
部
と
婚
儀
を
終
え
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
平
穏
な
年
月
が
訪
れ
る
こ

と
に
な
る
。
翌
天
保
一
四
年
、
七
九
歳
の
長
命
を
生
き
た
実
母
宝
寿
院
を
送

り
、
人
生
の
一
区
切
り
の
感
を
抱
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、宣
寿
院
は
三
○
代
半
ば
で
後
家
と
な
っ
て
以
来
、

幼
少
の
藩
主
邦
顕
の
元
服
か
ら
、
縁
組
、
離
婚
・
再
婚
に
責
任
の
あ
る
立
場

と
な
り
、
邦
顕
が
早
世
す
る
と
養
孫
邦
行
の
跡
目
相
続
か
ら
初
入
部
、
婚
儀

に
気
を
配
る
年
月
を
過
ご
し
て
い
た
。
実
母
を
送
り
、
邦
行
が
正
室
を
迎
え

て
い
た
天
保
一
四
年
以
降
、
よ
う
や
く
平
穏
な
い
っ
と
き
を
迎
え
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
は
大
名
正
室
と
し
て
、
家
の
血
筋
を
守
り
、
幼
い
当
主
を

後
見
し
、
奥
向
が
担
う
諸
事
全
般
を
統
括
す
る
役
割
を
す
べ
て
成
し
終
え
、

孫
嫁
に
こ
れ
ら
の
任
務
を
引
き
継
が
せ
る
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
関

へ
の
下
向
は
、田
村
家
奥
向
に
お
い
て
、女
主
人
の
世
代
交
代
が
可
能
と
な
っ

た
状
況
を
背
景
に
叶
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
関
下
向
を
果
た
し
た
後
の
晩
年
の
様
子
に
つ
い
て
も
み
て
お
こ
う
。

五
八
歳
と
な
る
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）、
江
戸
屋
敷
が
類
焼
し
、
一
時
的

に
青
山
下
屋
敷
に
立
ち
退
く
事
態
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
孫
の
磐
三
郎
が
誕

生
す
る
。二
年
後
の
嘉
永
五
年
五
月
に
は
六
十
賀
の
祝
儀
が
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
子
を
描
い
た
「
宣
寿
院
六
十
賀
図
」
に
は）
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、
画
面
右
側
に
祝
い
の
贈

り
物
が
山
積
み
さ
れ
、
掛
け
軸
に
は
末
広
、
襖
絵
に
は
鶴
亀
と
い
う
華
や
か

で
め
で
た
い
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
奥
女
中
の
ほ
か
表
の
家
臣
た
ち
も
臨

席
し
て
、
盛
大
な
祝
儀
が
催
さ
れ
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
か
ら
三
年
後
、
宣
寿
院
は
六
三
歳
の
生
涯
を
終
え
て
い
る
。

三
　
伊
達
家
奥
向
と
の
交
際

（
一
）　
文
通
と
贈
答
に
よ
る
儀
礼
任
務
の
成
立

宣
寿
院
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）、
奥
向
ト
ッ
プ
の
正
室
と
し
て
田
村

家
の
存
続
を
支
え
る
役
ど
こ
ろ
を
成
し
終
え
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
も
う

ひ
と
つ
、正
室
の
地
位
と
関
わ
る
責
任
あ
る
任
務
の
移
譲
を
果
た
し
て
い
た
。

仙
台
藩
伊
達
家
の
奥
向
と
の
交
際
役
割
を
邦
行
正
室
睦
（
永
貞
院
）
に
引
き

継
が
せ
る
こ
と
で
、
睦
を
名
実
と
も
に
田
村
家
奥
向
の
ト
ッ
プ
に
据
え
よ
う

と
し
た
経
緯
を
み
て
お
こ
う
。

田
村
家
正
室
は
伊
達
家
正
室
の
も
と
に
、奥
女
中
で
あ
る
老
女
を
介
し
て
、
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定
期
的
に
時
候
の
ご
機
嫌
伺
い
、
す
な
わ
ち
挨
拶
を
上
申
す
る
文
を
送
り
届

け
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、伊
達
家
正
室
か
ら
田
村
家
正
室
の
も
と
に
も
、

同
様
に
老
女
を
介
し
て
、
返
礼
が
届
け
ら
れ
た
。
書
状
の
や
り
と
り
に
加
え

て
贈
答
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
両
者
の
挨
拶
の
交
換
は
、
一
見
し
て
、
両
家
の

親
族
関
係
に
基
づ
く
奥
向
同
士
の
儀
礼
的
交
際
関
係
の
よ
う
に
み
う
け
ら
れ

る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
本
家
・
分
家
の
従
属
関
係
に
規

定
さ
れ
た
交
際
で
あ
っ
た
こ
と
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
。

両
家
の
奥
向
に
儀
礼
化
し
た
交
際
関
係
が
存
在
し
、
こ
れ
が
田
村
家
に

と
っ
て
は
本
家
に
対
す
る
任
務
で
あ
っ
た
こ
と
は
、一
関
市
博
物
館
所
蔵「
田

村
家
文
書
」
の
な
か
に
伝
来
す
る
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）「
御
本
家
様

御
老
女
江
御
文
通
下
書）
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」、文
政
一
二
年
〜
一
三
年
（
一
八
二
九
〜
三
○
）「
御

本
家
様
御
老
女
衆
江
御
文
通
下
書
覚
帳）
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」、
弘
化
二
年
〜
四
年
（
一
八
四
五

〜
四
七
）「
御
本
家
様
御
老
女
衆
江
御
文
通
下
書
覚
帳）
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」
の
三
冊
の
史
料
に

よ
っ
て
判
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
群
は
、
田
村
家
江
戸
藩
邸
の
正
室
付
奥

女
中
で
あ
る
老
女
が
、
伊
達
家
江
戸
藩
邸
奥
向
の
老
女
に
差
し
出
し
た
書
状

の
下
書
き
を
綴
じ
込
ん
だ
も
の
で
、日
付
順
に
作
成
さ
れ
た
下
書
の
内
容
は
、

正
月
元
日
の
ご
機
嫌
伺
い
に
始
ま
り
、
年
末
の
ご
機
嫌
伺
い
ま
で
、
定
例
的

な
時
候
の
挨
拶
に
加
え
て
、
冠
婚
葬
祭
の
日
取
り
や
、
当
主
の
参
勤
交
代
の

出
立
と
帰
着
な
ど
、
両
家
の
親
族
に
関
す
る
情
報
を
確
認
し
、
挨
拶
を
述
べ

る
も
の
で
あ
る
。両
家
の
奥
向
は
老
女
に
よ
る
頻
繁
な
書
状
の
往
来
に
よ
り
、

緊
密
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
を
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
が
、
た

だ
し
こ
の
下
書
き
の
存
在
自
体
、
田
村
家
奥
向
か
ら
伊
達
家
奥
向
へ
の
務
め

を
意
識
し
て
残
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

書
中
で
使
わ
れ
て
い
る
文
言
に
は
両
家
の
序
列
関
係
が
決
定
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
書
状
は
書
き
手
も
受
取
人
も
老
女
で
あ
る
が
、
そ
の
大
半
は
、
宣
寿

院
付
の
老
女
が
宣
寿
院
の
意
向
を
奉
じ
て
伊
達
家
奥
向
の
正
室
付
老
女
に
伝

え
る
、
奉
文
（
奉
書
）
の
形
式
で
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。
田
村
家
の
老
女

は
、
み
ず
か
ら
の
主
人
を
「
様
」
で
は
な
く
、「
殿
」
と
書
き
記
し
て
お
り
、

藩
主
邦
行
は
「
右
京
大
夫
殿
」、宣
寿
院
は
「
宣
寿
院
殿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
宗
家
奥
向
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
正
室
に
対
し
て
、
分
家
と
し
て
の

立
場
を
弁
え
た
応
答
を
お
こ
な
い
、
分
家
の
身
分
に
徹
し
た
書
式
と
文
章
を

と
と
の
え
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
下
書
き
が

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
残
さ
れ
、使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

奉
文
で
は
な
く
、
老
女
同
士
が
直
接
交
換
す
る
手
紙
で
は
、
両
者
の
主
人
は

対
等
に
「
様
」
付
き
と
な
っ
て
い
る
。

田
村
家
正
室
に
よ
る
伊
達
家
正
室
へ
の
挨
拶
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
事
情
で
開
始
さ
れ
た
も
の
か
、
明
確
な
と
こ
ろ
は
定
か
で
は
な
い
。

現
在
に
残
る
史
料
が
文
政
四
年
か
ら
の
も
の
で
あ
る
点
は
、
斉
義
が
文
政
二

年
に
田
村
家
か
ら
伊
達
家
に
養
子
に
入
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
想
定
で
き

る
が
、
そ
れ
以
前
に
こ
う
し
た
関
係
が
な
か
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。

奥
向
同
士
の
儀
礼
的
な
挨
拶
関
係
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
幕
府
大
奥
に
対

す
る
特
定
の
大
名
家
奥
向
の
「
女
使
」
を
介
し
た
任
務
を
み
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
大
名
家
は
女
使
と
呼
ば
れ
る
奥
女
中
の
役
割
を
置
い
て
、
幕
府
大
奥

と
儀
礼
的
な
交
際
を
継
続
し
て
い
た
。女
使
の
派
遣
は
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
、

将
軍
家
と
の
婚
姻
関
係
に
基
い
て
、
御
三
家
・
御
三
卿
、
お
よ
び
限
ら
れ
た

譜
代
・
外
様
大
名
家
に
許
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
が
、
江
戸
城
大
奥
に

上
る
女
使
の
所
作
や
、
届
け
ら
れ
る
書
状
の
書
式
、
献
上
品
に
は
、
将
軍
家

と
大
名
家
の
主
従
関
係
を
体
現
し
て
、細
か
な
決
ま
り
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
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す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
権
威
性
を
備
え
た
奉
公
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が

あ
る）
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。
伊
達
家
は
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
幕
府
大
奥
に
女
使
を
送
っ
て
い
た
由

緒
あ
る
大
名
家
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
将
軍
家
と
伊
達
家
の
関

係
を
分
家
の
田
村
家
と
の
関
係
に
も
ち
こ
み
奥
向
同
士
の
儀
礼
的
な
交
際
を

成
立
さ
せ
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

（
二
）　
儀
礼
任
務
の
権
限
移
譲

田
村
家
と
伊
達
家
の
奥
向
同
士
で
儀
礼
的
な
交
際
関
係
が
成
立
し
た
時
期

に
つ
い
て
は
、
三
冊
の
綴
り
に
記
さ
れ
た
情
報
の
全
体
的
な
検
討
と
合
わ
せ

て
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
宣
寿
院
の
一

関
下
向
と
の
関
係
で
奥
向
の
儀
礼
任
務
を
考
察
し
て
み
た
い
。
宣
寿
院
は
弘

化
四
年
四
月
、
田
村
家
正
室
が
お
こ
な
う
挨
拶
の
任
務
を
嫁
の
睦
に
託
し
て

い
た
こ
と
が
、
弘
化
四
年
「
御
本
家
様
御
老
女
衆
江
御
文
通
下
書
覚
帳
」
の

次
の
記
録
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

三
月
晦
日
出
ス

　

年
始
暑
寒
面
立
候
御
祝

　

御
機
嫌
伺
致
候
事
、
上
屋
敷
よ
り

　

御
文
通
申
上
ら
れ
度
、
此
度
御
願
て

　

相
出
候
所
、
四
月
朔
日
奥
方
よ
り

　

御
文
初
申
上
候
様
三
月
廿
九
日
申　

　

来
ル
、
右
ニ
付
今
日
御
老
女
衆
江

　
　

藤
田
・
松
野
名
前
の
事
申
遣
ス

　
　
　

可
申
候
め
て
度
か
し
く

　

御
め
て
度
取
渡
申
あ
け
候
へ
く
候

　

ま
つ
ま
つ

上
々
様
方
御
揃
被
遊
御
機
嫌
克

　

被
為
入
候
事
、
乍
恐
御
め
て
度
有
難
ク
候
へ
く
候

　

御
次
ニ
御
手
前
様
方
弥
御
さ
へ
さ
へ
敷

　

御
勤
仰
せ
ら
れ
候
事
、
御
め
て
度
存
上
候
へ
く
候

　

さ
様
ニ
御
座
候
へ
ハ
、
此
度
宣
寿
院
殿
よ
り

　

相
願
之
通
、
奥
方
よ
り
奉
文
ヲ
以

　

御
取
代
り
申
上
ら
れ
候
事
、
御
め
て
度
有
難
ク
候
へ
く
候

　

右
ニ
付
御
奉
文
藤
田
・
松
野

　

名
前
ニ
て
差
出
し
候
儘
、
さ
様
御
承
知

　

被
下
候
様
御
頼
申
上
候
へ
く
候
、
万
々
年

　
　
　
　

め
て
度
か
し
く

　
　

於
千
佐
様　
　
　
　

　
　

歌
嶋
様

　
　

か
め
御
様　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
せ

　
　

絵
川
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
の

　
　

佐
山
様　
　
　

　
　

三
浦
様　
　

御
て
も
と

右
の
記
述
の
う
ち
、
前
半
は
、
三
月
三
○
日
に
田
村
家
の
中
屋
敷
奥
向
に

い
る
宣
寿
院
付
き
老
女
が
書
い
た
記
録
で
あ
る
。
田
村
家
の
奥
向
か
ら
伊
達

家
上
屋
敷
の
奥
向
に
対
し
て
、
年
始
、
暑
中
・
寒
中
、
さ
ら
に
主
要
な
祝
儀

に
際
し
て
書
き
送
る
御
機
嫌
伺
を
、
今
後
は
上
屋
敷
の
奥
向
か
ら
送
り
た
い

と
す
る
意
向
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
了
承
さ
れ
、
早
速
四
月
一
日
に
「
御
文
初
」
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を
行
う
よ
う
に
、
先
方
の
老
女
か
ら
三
月
二
九
日
に
連
絡
が
入
っ

た
。
そ
こ
で
こ
の
日
、
今
後
田
村
家
上
屋
敷
の
正
室
付
き
老
女
と

し
て
こ
れ
を
担
当
す
る
者
が
藤
田
・
松
野
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

記
録
の
後
半
は
、
実
際
に
三
月
三
○
日
付
き
で
伊
達
家
上
屋
敷

奥
向
に
対
し
て
送
ら
れ
た
、
藤
田
・
松
野
の
情
報
を
伝
え
る
奉
文

の
下
書
き
で
あ
る
。
こ
の
奉
文
か
ら
は
、
田
村
家
奥
向
に
よ
る
御

機
嫌
伺
の
文
通
は
そ
れ
ま
で
中
屋
敷
の
宣
寿
院
か
ら
出
さ
れ
て
お

り
、
宣
寿
院
自
身
の
願
い
出
に
よ
り
、
上
屋
敷
の
邦
行
正
室
睦
か

ら
差
し
上
げ
る
こ
と
に
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
書

状
は
宣
寿
院
付
老
女
の
清
瀬
と
民
野
か
ら
、
伊
達
慶
邦
正
室
綱
姫

付
老
女
の
於
千
佐
・
歌
嶋
・
亀
尾
・
絵
川
・
佐
山
・
三
浦
に
対
し

て
、
綱
姫
に
届
け
る
奉
文
と
し
て
し
た
た
め
ら
れ
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
宣
寿
院
の
敬
称
は
「
殿
」
と
な
っ
て

い
る
。

右
の
記
録
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
田
村
家
の
正
室
が
伊
達
家
正

室
に
対
し
て
初
め
て
挨
拶
の
文
を
送
る
こ
と
は
、「
御
文
初
」
の

名
で
呼
ば
れ
る
儀
式
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
四
月
五
日
に
出
さ

れ
た
奉
文
の
下
書
に
は
、「
此
程
ハ
御
文
初
も
諸
事
滞
な
ふ
相
済
、

宣
寿
院
殿
ニ
置
て
も
誠
ニ
幾
万
々
年
も
と
御
め
て
度
有
難
存
せ
ら

れ
候
」
と
あ
り
、
邦
行
正
室
陸
に
よ
る
「
御
文
初
」
は
無
事
に
終

了
し
、宣
寿
院
は
安
堵
し
て
い
た
様
子
を
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、

同
日
付
け
の
別
の
書
状
の
下
書
き
に
よ
れ
ば
、「
御
文
初
」
の
終

了
後
、
上
屋
敷
奥
向
か
ら
伊
達
家
奥
向
に
対
し
て
礼
状
が
出
さ
れ

〈表 3〉　宣寿院の下向に伴う田村家奥向と伊達家奥向の贈答

伊達家奥向から宣寿院へ 田村家奥向（宣寿院）から伊達家奥向へ

出
立
前

4月 18日 真明院 : 肴 1籠
栄心院 : 八ツ橋織 2反と肴 1籠

4月 19日 綱姫 : 美しい文庫と帷子地
慶邦 : 反物と重の内

4月 20日 真明院へ : 干菓子 1折
綱姫へ : 肴 1折と錦絵 100枚 1箱

4月 28日 真明院 : 数寄縮 1反
綱姫 : 染絽 1反
慶邦・綱姫 : 肴 1籠

旅　
　
　

中

5月 22日 栄心院 : 肴 1折と白さらし 1疋
　同使者 : 肴 1折

5月 28日 真明院と姫君（栄心院妹保子）: 粕漬鮑 1桶
8月 27日 栄心院 : 干菓子 1箱
8月 28日 栄心院 : 生鯛 1折、紋羽二重、埋木文具 1箱

奥方 : 文庫と道中用菓子箪笥、手作りの細工
延寿院 : 道中用粕漬、アユ 1箱、干菓子 1箱 栄心院へ : 生鯛 1折

帰
着
後

9月 20日 慶邦へ : 鮭 1尺と舞茸 1箱
　　　＊ 「表向上物」　は滝奉書 1箱 50枚入・

生肴 1折
綱姫へ・真明院 :  しのふ摺檀紙 1箱と肴 1折

ずつ
　　　＊ 「表向上物」　は紐皮めん 1箱・生

肴 1折ずつ

＊出典 : 弘化 4年「御本家様御老女衆江御文通下書覚帳」（一関市博物館「田村家文書」）
　なお日付は記載された書状の日付である。
＊綱姫＝仙台藩主伊達慶邦正室（藩邸上屋敷）　真明院＝仙台藩 11代藩主伊達斉義正室（江戸藩邸中屋敷）
栄心院＝仙台藩 12代藩主伊達斉邦正室（仙台・亀岡御殿）　延寿院＝仙台藩 11代藩主伊達斉義側室（仙台・
仙台城中奥）
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て
い
な
い
こ
と
が
発
覚
し
、
孫
嫁
側
の
こ
の
失
態
を
宣
寿
院
が
老
女
を
介
し

て
詫
び
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
無
事
に
と
は
い
か
な
か
っ
た
模
様
で
あ

る
が
、
し
か
し
こ
の
程
度
の
こ
と
は
想
定
さ
れ
た
失
敗
の
う
ち
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
弘
化
四
年
四
月
一
日
以
降
、
邦
行
正
室
睦
は
、
伊
達
慶
邦
正

室
綱
姫
に
対
し
て
挨
拶
を
行
う
立
場
と
な
っ
た
。
婚
儀
か
ら
五
年
目
に
し
て

田
村
家
奥
向
の
女
主
人
と
し
て
の
地
位
を
名
実
と
も
に
宣
寿
院
か
ら
移
譲
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
宣
寿
院
も
ま
た
、
こ
れ
で
名
実
と
も
に
隠
居
の
身

と
な
り
、
心
お
き
な
く
一
関
へ
の
墓
参
に
旅
立
つ
用
意
を
と
と
の
え
た
。
四

月
一
四
日
に
一
関
へ
の
出
立
が
来
月
一
二
日
で
あ
る
こ
と
を
伊
達
家
奥
向
に

伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
御
文
初
」
は
下
向
を
控
え
て
計
画
さ
れ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

な
お
、
宣
寿
院
は
こ
れ
を
機
に
伊
達
家
と
の
交
際
か
ら
下
り
た
わ
け
で
は

な
く
、
そ
の
後
も
宣
寿
院
と
老
女
に
よ
る
伊
達
家
奥
向
と
の
文
通
・
贈
答
は

継
続
さ
れ
て
い
る
。
磯
部
孝
明
氏
が
明
ら
か
し
て
い
る
よ
う
に）

23
（

、
一
関
へ
の

下
向
に
際
し
て
は
、
伊
達
家
の
上
屋
敷
・
中
屋
敷
の
奥
向
だ
け
で
な
く
、
仙

台
城
の
中
奥
や
栄
心
院
の
居
所
で
あ
る
亀
岡
御
殿
も
含
め
て
、
老
女
を
介
し

た
頻
繁
な
挨
拶
・
連
絡
・
贈
答
の
や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
お
り
、
旅
の
途
中

も
江
戸
帰
着
後
も
、
見
舞
い
や
土
産
の
応
酬
が
続
い
て
い
る
。〈
表
3
〉
は

こ
の
間
の
贈
答
の
様
子
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
伊
達
家
の
女
性
た
ち
か

ら
宣
寿
院
に
、
出
立
前
は
着
物
の
新
調
を
見
越
し
て
多
く
の
織
物
が
贈
ら
れ

て
お
り
、
旅
行
中
は
仙
台
に
い
る
姪
の
栄
心
院
か
ら
、
菓
子
や
肴
が
届
け
ら

れ
、
対
面
し
た
他
の
女
性
た
ち
も
同
様
の
気
配
り
を
示
し
、
土
地
の
名
産
を

用
意
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

宣
寿
院
の
一
関
下
向
は
藩
財
政
の
好
転
事
情
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
も
見

落
と
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
一
関
藩
は
小
藩
ゆ
え
に
長
く
厳
し
い
財
政
状
況

を
抱
え
、一
九
世
紀
初
頭
に
は
参
勤
交
代
の
旅
費
に
も
事
欠
く
よ
う
に
な
り
、

家
中
も
領
民
も
慢
性
的
な
重
い
加
役
に
耐
え
る
年
月
が
続
い
て
い
た
。
そ
の

う
え
天
保
飢
饉
に
よ
る
打
撃
は
大
き
く
、
年
貢
の
減
収
が
長
く
続
い
た
が）

24
（

、

「
御
家
御
年
代
記
」
弘
化
三
年
条
に
よ
れ
ば
、「
当
年
塾
作
、
近
年
に
無
之
御

収
納
に
付
、
惣
御
家
中
へ
被
下
金
在
之
」
と
あ
り）

25
（

、
こ
の
年
は
豊
作
で
近
年

に
な
い
収
納
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
宣
寿
院
が
念
願
し
た
墓
参
は
ま

さ
し
く
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
計
画
に
上
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

一
九
世
紀
に
入
り
大
名
夫
人
の
領
国
下
向
が
出
現
し
た
状
況
に
つ
い
て
、

宣
寿
院
の
事
例
か
ら
見
通
せ
る
こ
と
は
、
奥
向
に
名
実
と
も
に
奥
向
任
務
を

担
う
こ
と
の
で
き
る
正
室
が
複
数
存
在
し
、
奥
向
任
務
の
権
限
移
譲
が
な
さ

れ
、
世
代
交
代
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
冒
頭
に
掲

げ
た
よ
う
に
下
向
の
事
実
が
判
明
し
て
い
る
例
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
こ
の

状
況
に
該
当
す
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
事
例
の
出
現
が
一
九
世

紀
を
遡
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
前
半
の
藩
政
と
奥
向
と
の
関
係
を
あ

ら
た
め
て
問
う
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
の
大
名
家
で
女
性
の
寿

命
の
延
長
を
検
証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
併
せ
て
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

注（
1
） 

「
宣
寿
院
様
在
所
御
下
之
節
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
の
所
在
確
認
に
始
ま
り
テ
ー
マ
展
開
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催
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
一
関
市
博
物
館
テ
ー
マ
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
お
姫

様
の
お
国
入
り 

│ 

イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
一
関
藩
の
風
景
画 

│
』
に
詳
細
な
説
明
が
あ

る
。

（
2
） 
柴
桂
子
『
近
世
お
ん
な
旅
日
記
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）、
同
『
近
世
の
女

旅
日
記
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
○
○
五
年
）。

（
3
） 

福
田
千
鶴「
参
勤
交
代
に
お
け
る
女
性
の
旅
」（『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』

第
五
十
三
号
、
二
○
一
二
年
）。

（
4
） 

法
鏡
院
は
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
山
口
湯
田
に
下
向
し
、
新
御
殿
を
構
え
て
四

年
に
及
ぶ
療
養
の
日
々
を
過
ご
し
た
（
来
見
田
博
基
「
法
鏡
院
『
帰
府
の
記
』
史
料

解
題
、
鳥
取
県
立
博
物
館
編
『
特
別
展　

女
な
ら
で
は
世
は
明
け
ぬ 

│ 

江
戸
・
鳥
取

の
女
性
た
ち 

│
』
鳥
取
県
立
博
物
館
資
料
刊
行
会
、
二
○
○
六
年
）。

（
5
） 

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
「
楽
山
公
治
家
記
録
巻
之
七
」
弘
化
三
年
五
月
二
七
日
条
。
栄

心
院
は
九
月
一
日
江
戸
を
出
立
し
、
九
月
一
四
日
仙
台
に
到
着
、
仙
台
城
の
奥
向
で

あ
る
中
奥
に
入
っ
た
が
、
翌
弘
化
四
年
二
月
二
○
日
に
新
居
と
し
て
亀
岡
御
殿
の
改

修
が
完
了
し
、
こ
こ
に
移
り
住
ん
で
い
た
。

（
6
） 

「
御
家
御
年
代
記
別
録
」
下
（『
一
関
市
史
』
第
六
巻
資
料
編
I
、
一
関
市
、
一
九
七
六

年
）
四
七
二
〜
四
七
三
頁
。

（
7
） 

一
関
市
博
物
館
所
蔵
「
田
村
家
文
書
」
三
三
二
。

（
8
） 

磯
部
孝
明
「
宣
寿
院
の
一
関
下
向
に
み
る
奥
女
中
の
役
割
」（『
一
関
市
博
物
館
報
告
』

第
一
六
号
、
二
○
一
三
年
）。

（
9
） 

弘
化
四
年
当
時
、
目
付
で
あ
っ
た
境
澤
盛
業
は
、
そ
の
後
御
用
人
を
経
て
、
安
政
五

年
家
老
職
に
就
任
し
た
。

（
10
） 

一
関
市
博
物
館
所
蔵
「
宣
寿
院
様
御
着
輿
御
次
第
」（「
田
村
家
文
書
」
二
五
二
）

（
11
） 

境
澤
盛
業
「
常
次
記
録
」
弘
化
四
年
六
月
一
日
条
（
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究

所
管
理
委
託
「
境
澤
文
書
」
る
一
│
一
）。

（
12
） 

一
関
市
博
物
館
、
沼
田
家
寄
託
。

（
13
） 

境
澤
盛
業
「
公
私
覚
留
」
弘
化
四
年
六
月
七
日
条
（
前
掲
「
境
澤
文
書
」
た
８
）。

（
14
） 

前
掲
「
公
私
覚
留
」
弘
化
四
年
六
月
二
○
日
条
。

（
15
） 

前
掲
「
公
私
覚
留
」
弘
化
四
年
七
月
一
○
日
条
。

（
16
） 

前
掲
、
一
関
市
博
物
館
『
お
姫
様
の
お
国
入
り 

│ 

イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
一
関
藩
の
風

景
画 

│
』。「
田
村
家
文
書
」
文
芸
一
八
五

（
17
） 

江
戸
時
代
は
土
葬
が
主
流
で
あ
り
、
遺
体
の
保
存
技
術
や
移
送
の
事
情
か
ら
死
去
し

た
地
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
仙
台
藩
伊
達
家
・
萩
藩
毛
利
家
・

鹿
児
島
藩
島
津
家
な
ど
、
外
様
大
藩
で
は
、
藩
主
は
国
元
・
江
戸
い
ず
れ
で
死
去
し

て
も
国
元
の
菩
提
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
例
が
多
い
。

（
18
） 

一
関
市
立
博
物
館
所
蔵

（
19
） 

「
田
村
家
文
書
」
五
六
七
。

（
20
） 

「
田
村
家
文
書
」
五
六
。

（
21
） 

「
田
村
家
文
書
」
一
六
一
。

（
22
） 

女
使
の
成
立
と
役
割
に
つ
い
て
は
、
松
崎
瑠
美
「
天
下
統
一
・
幕
藩
制
確
立
期
に
お

け
る
武
家
女
性
の
役
割 

│ 

仙
台
藩
伊
達
家
を
事
例
と
し
て 

│
」（『
国
史
談
話
会
雑
誌
』

四
五
、二
○
○
四
年
）、
同
「
近
世
武
家
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
と
女
性
の
役

割 

│ 

近
世
中
期
の
仙
台
藩
伊
達
家
を
事
例
と
し
て 

│
」（『
歴
史
』
一
○
三
輯
、 

二
○
○
四
年
）、
同
「
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
お
け
る
薩
摩
藩
島
津
家
の
女
性
と
奥
向
」

（『
歴
史
』
第
一
一
○
輯
、二
○
○
八
年
）、同
「
大
名
家
の
正
室
の
役
割
と
奥
向
の
儀
礼
」

（『
歴
史
評
論
』
七
四
七
号
、
二
○
一
二
年
）、
畑
尚
子
『
徳
川
政
権
下
の
奥
と
奥
女
中
』

岩
波
書
店
、
二
○
○
九
年
、
拙
稿
「
大
名
家
『
女
使
』
の
任
務 

│ 

仙
台
藩
伊
達
家
を

中
心
に 

│
」（
総
合
女
性
史
研
究
会
編
『
女
性
官
僚
の
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、 

二
○
一
三
年
）
な
ど
。

（
23
） 

前
掲
、
注
（
8
）
磯
部
論
文
。

（
24
） 

前
掲
、『
一
関
市
史
』

（
25
） 

前
掲
、
注
6
に
同
じ
。

〈
謝
辞
〉

本
稿
は
、
二
○
一
三
年
度
に
岩
手
県
一
関
市
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
展
示
企

画
「
お
姫
様
の
お
国
入
り 
│ 

イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
一
関
藩
の
風
景
画 

│
」
に
伴
い
、
同
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年
六
月
八
日
に
お
こ
な
っ
た
講
演
「
武
家
女
性
の
旅
と
そ
の
記
録 

│ 

一
関
藩
田
村
家
宣

寿
院
の
お
国
入
り 

│
」
を
も
と
に
執
筆
し
た
。
関
係
資
料
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い

た
学
芸
員
の
磯
部
孝
明
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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茶
粥
考│

主
食
品
を
め
ぐ
る
食
事
文
化
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ

│

加
　
藤
　
幸
　
治

は
じ
め
に

茶
粥
（
ち
ゃ
が
ゆ
）
と
は
、茶
で
粳
米
を
煮
た
主
食
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

紀
伊
半
島
や
四
国
、
中
国
山
地
な
ど
で
は
、
ご
く
一
般
的
な
主
食
品
と
し
て

普
及
し
た
調
理
法
で
あ
る
。
茶
粥
は
、
穀
物
が
得
難
か
っ
た
過
去
の
時
代
の

代
物
で
は
な
く
、
現
代
に
お
い
て
も
日
本
各
地
で
多
く
の
人
々
が
日
常
の
主

食
品
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

茶
粥
の
民
俗
学
に
お
け
る
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
、
中
村
羊
一
郎
は
茶
の

文
化
史
研
究
の
視
座
か
ら
「
正
史
に
残
る
茶
の
在
り
方
と
は
別
な
茶
利
用
の

歴
史
を
改
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る）

1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
庶
民
文
化
に

お
け
る
茶
の
浸
透
、
と
り
わ
け
「
食
べ
る
茶
」
ま
た
は
調
味
料
と
し
て
の
茶

の
利
用
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
漢
方
医
学
や
茶
道
と
い
っ
た
文
化
に
連

な
る
も
の
と
は
別
の
文
化
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
例
え
ば
、
昭
和
一
六
年
の
民
間
伝
承
の
会
が
行
っ
た
食
習
調
査
に
お

い
て
、
東
北
か
ら
関
東
に
か
け
て
は
庶
民
の
茶
は
贅
沢
品
で
あ
り
、
人
を
も

て
な
し
た
り
、
公
の
場
に
集
っ
た
り
し
た
と
き
に
振
舞
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
事
例
が
見
ら
れ
る
が
、そ
の
茶
と
は
緑
茶
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現
代
で
も
、
客
人
に
対
し
緑
茶
と
漬
物
を
振
舞
う
と
い
っ
た
場
面
が
、
普
通

に
見
ら
れ
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
み
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
に
対
し
、
関
西
以

西
の
事
例
で
は
家
族
や
私
的
な
交
流
の
場
で
日
常
的
に
嗜
む
茶
や
、
食
事
に

用
い
る
茶
が
広
く
存
在
し
、
そ
の
茶
は
番
茶
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
客
人

に
出
す
茶
と
、
家
族
で
飲
む
茶
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
西
日
本
で
は
特

別
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
番
茶
は
た
い
て
い
の
場
合
自
家
製
造
さ
れ
た
。

中
村
の
い
う
「
正
史
に
残
る
茶
の
在
り
方
と
は
別
な
茶
利
用
の
歴
史
」
は
、

実
際
に
は
庶
民
の
茶
の
受
容
の
多
様
性
や
地
域
差
の
問
題
と
し
て
検
討
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
茶
の
受
容
の
地
域
的
差
異
に
つ
い

て
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
流
通
を
基
点
に
民
俗
を
考

え
る
流
通
民
具
論
の
有
効
性
が
予
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
準
備
と
し
て
個
別
地

域
の
食
に
お
け
る
、
茶
の
利
用
に
つ
い
て
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
も

と
に
検
討
す
る
の
が
本
論
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
。

高
野
山
周
辺
地
域
（
和
歌
山
県
）
か
ら
吉
野
地
域
（
奈
良
県
）
は
、
現
在

で
も
茶
粥
食
が
色
濃
く
残
る
地
域
で
あ
る
。茶
粥
を
日
常
食
と
す
る
地
域
は
、

紀
伊
半
島
か
ら
中
国
山
地
、
四
国
山
地
と
い
っ
た
西
日
本
に
展
開
し
て
い
る

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
茶
粥
に
焦
点
を
あ
て
て
行
わ
れ
た
調
査
は
あ
ま

り
な
い
。
地
域
で
の
ミ
ク
ロ
な
調
査
に
よ
る
成
果
と
し
て
は
、
谷
阪
智
佳
子

の
『
自
家
用
茶
の
民
俗）

2
（

』、
中
村
洋
一
郎
の
『
番
茶
の
民
俗
誌）

3
（

』
な
ど
、
茶
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の
利
用
の
多
様
性
に
関
心
を
注
い
だ
も
の
が
あ
る
。

茶
粥
は
米
飯
に
比
べ
て
使
用
す
る
米
の
量
が
少
な
い
た
め
、
い
わ
ゆ
る
腹

持
ち
が
悪
い
主
食
品
で
あ
る
。
空
腹
を
満
た
す
た
め
、
茶
粥
の
食
事
の
回
数

は
お
の
ず
と
増
え
、
通
常
の
朝
飯
、
昼
飯
、
晩
飯
に
加
え
、
ケ
ン
ズ
イ
（
間

水
）
を
加
え
て
一
日
四
回
、
さ
ら
に
藁
草
履
作
り
や
縄
綯
い
な
ど
の
夜
な
べ

仕
事
が
あ
る
と
き
な
ど
に
摂
る
ヤ
シ
ョ
ク
（
夜
食
）
を
加
え
て
一
日
五
回
食

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
代
で
は
多
く
の
人
々
が
米
飯
を
主
体
と
し

た
食
事
で
あ
る
が
、
中
高
年
の
な
か
に
は
白
米
に
よ
る
米
飯
を
〝
食
べ
づ
ら

い
〞
と
し
て
嫌
厭
す
る
人
も
み
ら
れ
、
日
常
的
な
主
食
は
パ
ン
か
茶
粥
か
と

い
う
食
生
活
も
決
し
て
珍
し
く
な
い
。

筆
者
は
、
二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、
和
歌
山
県
・
高
野
町

教
育
委
員
会
よ
り
委
嘱
さ
れ
、『
高
野
町
史
・
民
俗
編）

4
（

』
の
作
成
に
携
わ
り
、

衣
食
住
と
民
具
に
関
す
る
生
活
の
項
目
を
担
当
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
調

査
に
よ
る
事
例
を
も
と
に
、
茶
粥
を
主
食
品
と
す
る
こ
の
地
域
の
食
の
特
徴

を
把
握
し
た
い
。

一
　
食
の
民
俗
の
学
術
用
語
と
研
究

食
は
、単
に
生
き
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
栄
養
の
摂
取
に
と
ど
ま
ら
ず
、

風
土
や
歴
史
、
経
済
、
文
化
を
反
映
し
て
形
成
さ
れ
る
民
俗
で
あ
る
。
本
稿

の
は
じ
め
に
、
食
を
め
ぐ
る
用
語
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

食
事
の
民
俗
の
記
述
の
枠
組
み
を
示
し
た
研
究
に
、
宮
本
馨
太
郎
の
「
食

事
の
研
究
・
調
査）

5
（

」
が
あ
る
。
宮
本
は
、「
食
」
の
民
俗
研
究
は
レ
シ
ピ
を

記
述
し
て
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、「
食
事
」
を
研
究
対
象
と
す
べ
き
と
述

べ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
食
事
」
の
定
義
を
「
人
類
が
生
命
保
持
そ
の

他
の
必
要
か
ら
、
飲
み
食
い
す
る
物
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
調
整
し
、
飲
み
食

い
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
総
称
」
で
あ
る
と
し
、
地
域
的

な
理
解
に
た
っ
た
「
食
事
」
の
理
解
、
そ
の
う
え
で
の
比
較
研
究
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
る
。
同
書
で
は
研
究
の
用
語
と
し
て
、「
食
品
」
は
人
が
飲
み

食
い
す
る
物
、「
食
料
」
は
食
品
を
つ
く
る
素
材
・
原
料
、「
調
整
」
は
食
品

を
つ
く
る
こ
と
、「
食
制
」
は
食
品
を
飲
み
食
い
す
る
仕
方
と
定
義
づ
け
た
。

そ
れ
を
さ
ら
に
分
解
し
、「
食
品
」
を
、
主
食
品
・
代
用
食
品
・
間
食
品
・

救
荒
食
品
・
副
食
品
・
そ
の
他
の
食
品
に
分
類
し
、「
食
料
」
を
、「
食
品
」

に
対
応
し
て
、
主
食
料
・
代
用
食
料
・
間
食
料
・
救
荒
食
料
・
副
食
料
・
そ

の
他
の
食
料
に
分
類
し
た
。
ま
た
、「
調
整
」
に
は
、
炊
事
（
飯
・
粥
）・
醸

造
（
酒
・
醤
油
な
ど
）・
製
造
（
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
豆
腐
な
ど
）・
調
理
（
茹
で

物
・
揚
げ
物
・
和
え
物
な
ど
）
が
あ
り
、
加
え
て
「
貯
蔵
方
法
」
と
し
て
、

温
蔵
・
冷
蔵
・
乾
蔵
・
塩
蔵
が
あ
り
、
そ
の
方
法
と
用
具
の
調
査
を
必
要
と

す
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
「
食
制
」
は
、
日
常
の
食
制
と
祝
祭
の
食
制
に

注
意
す
べ
き
と
促
す
。
こ
の
整
理
は
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
〜
四
〇
年
代
を

中
心
に
全
国
的
に
実
施
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
民
俗
地
図）

6
（

の
作
成
の
た
め
の
項
目

に
活
か
さ
れ
、
そ
の
後
の
研
究
の
基
礎
的
な
区
分
と
し
て
使
わ
れ
て
い
く
は

ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
治
体
史
編
纂
や
民
俗
調
査
報
告
書
等
で
は
、
食

の
記
述
方
法
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

調
理
法
や
保
存
方
法
に
つ
い
て
、
聞
書
き
を
し
た
ま
ま
を
列
記
す
る
方
法
が

中
心
と
な
っ
た
。
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食
事

人
類
が
生
命
保
持
そ
の
他
の
必
要
か
ら
、
飲
み
食
い
す
る
物
、
お
よ
び
そ
れ
ら

を
調
整
し
、
飲
み
食
い
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
総
称

食
品

人
が
飲
み
食
い
す
る
物

　
　
　

・
主
食
品　
　

・
代
用
食
品　
　

・
間
食
品　
　

・
救
荒
食
品

　
　
　

・
副
食
品　
　

・
そ
の
他
の
食
品

食
料

食
品
を
つ
く
る
素
材
・
原
料

　
　
　

・
主
食
料　
　

・
代
用
食
料　
　

・
間
食
料　
　

・
救
荒
食
料

　
　
　

・
副
食
料　
　

・
そ
の
他
の
食
料

調
整

食
品
を
つ
く
る
こ
と

　
　
　

・
炊
事
（
飯
・
粥
）　　

 

・
醸
造
（
酒
・
醤
油
な
ど
）

　
　
　

・
製
造
（
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
豆
腐
な
ど
）　　

・
発
酵
（
鮨
・
鮓
）

　
　
　

・
調
理
（
茹
で
物
・
揚
げ
物
・
和
え
物
な
ど
）

食
制

食
品
を
飲
み
食
い
す
る
仕
方

　
　
　

・
日
常
の
食
制　
　

・
祝
祭
の
食
制

貯
蔵
方
法

食
品
の
腐
敗
を
避
け
保
存
す
る
方
法

　
　
　

・
温
蔵　
　

・
冷
蔵　
　

・
乾
蔵　
　

・
塩
蔵

主
食
品

主
食
材
を
調
整
し
て
作
る
主
要
な
食
品

　
　

＝
米
飯
・
粥
・
餅
・
団
子
・
麺
・
パ
ン
・
お
焼
な
ど 

　
　
　

 

・
穀
物
：
米
（
糯
米
・
粳
米
）・
麦
（
小
麦
・
大
麦
・
裸
麦
）・ 

蕎
麦
・
稗
・

　
　
　

・
粟
・
豆
・
芋
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
木
の
実 

副
食
品

主
食
品
を
補
う
食
品

　
　

＝ 

煮
る
・
焼
く
・
蒸
す
・
茹
で
る
・
揚
げ
る
・
燻
す
等
し
て
調
整
さ
れ
た

食
品 

　
　
　

・
蔬
菜
・
根
菜
・
果
実
・
茎
・
花
・
キ
ノ
コ
な
ど 

　
　
　

・
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
：
鳥
獣
肉
食
、
魚
介
類
食
、
昆
虫
食

間
食
品

食
事
と
食
事
の
中
間
に
食
す
る
食
品

民
間
薬

経
験
主
義
的
な
民
俗
知
に
も
と
づ
き
、
自
然
由
来
の
素
材
を
加
工
し
て
作
成
し

使
用
す
る
薬 

　
　
　

・
植
物
由
来
の
飲
み
薬
・
煎
じ
薬
・
塗
り
薬
・
貼
り
薬 

　
　
　

・
動
物
由
来
の
飲
み
薬
・
煎
じ
薬
・
塗
り
薬
・
貼
り
薬 

　
　
　

・
薬
で
は
な
い
が
滋
養
が
つ
く
と
さ
れ
る
食
材

二
　
食
事
文
化
研
究
の
展
開

宮
本
馨
太
郎
の
提
起
し
た
「
食
」
の
民
俗
研
究
か
ら
「
食
事
」
の
そ
れ
へ

の
転
換
は
、
戦
前
の
民
俗
研
究
か
ら
の
飛
躍
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
初

期
の
食
の
民
俗
研
究
は
、
食
糧
の
調
達
や
、
調
整
方
法
、
食
品
の
内
容
、
お

よ
び
儀
礼
食
の
内
容
な
ど
、
食
に
ま
つ
わ
る
調
査
項
目
の
体
系
性
を
も
っ
て

食
の
民
俗
を
捕
捉
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
り
具
体
的
な
柳
田
の

食
の
民
俗
へ
の
関
心
は
、
昭
和
一
五
年
刊
行
の
『
食
物
と
心
臓
』
に
よ
く
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
柳
田
は
本
書
の
な
か
で
食
の
研
究
を
、
以
下
の
よ
う
に
分

類
し
て
い
る
。

第
一
が
食
品
、
一
つ
一
つ
の
食
物
の
名
と
形
と
拵
え
方
と
由
来
等
で
、

此
部
分
が
誰
に
も
珍
し
が
ら
れ
る
か
ら
、
今
度
も
恐
ら
く
其
話
が
最
も

多
い
で
あ
ら
う
。
第
二
に
は
食
制
卽
ち
食
べ
方
で
あ
る
。
食
べ
方
は
口

へ
持
つ
て
行
く
一
種
し
か
無
い
や
う
な
も
の
だ
が
、
實
は
變
化
が
あ
つ

て
通
例
は
家
内
限
り
、
或
時
に
は
他
人
を
喚
び
又
集
ま
つ
て
食
べ
、
食

べ
る
時
と
處
と
に
も
定
ま
つ
た
約
束
が
あ
り
、
多
く
の
食
品
は
そ
れ
ぞ

れ
に
或
食
制
を
伴
な
う
て
居
る
。
飲
食
の
社
會
的
意
義
と
も
名
づ
く
べ

き
も
の
は
、
主
と
し
て
此
方
面
に
發
揮
せ
ら
れ
た
の
で
、
私
な
ど
の
様

に
成
る
べ
く
他
の
民
俗
と
の
交
渉
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
者
に

は
、
氣
を
つ
け
て
觀
る
べ
き
事
實
が
一
ば
ん
に
茲
に
多
い
。
第
三
第
四

の
項
目
と
し
て
は
、
食
料
と
食
具
と
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ

は
古
今
東
西
の
變
化
が
比
較
的
少
な
く
、
普
通
の
常
識
と
な
つ
て
居
る

も
の
が
今
も
大
部
分
を
占
め
て
居
る
た
め
か
、
我
々
の
語
彙
の
上
へ
は



茶粥考

48（　 ）

さ
う
澤
山
に
現
は
れ
て
居
ら
ぬ）

7
（

。

『
食
物
と
心
臓
』は
、様
々
な
儀
礼
に
お
け
る
餅
の
象
徴
性
に
つ
い
て
述
べ
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
論
を
儀
礼
食
や
神
饌
に
お
け
る
食
品
と
し
て
の
米
の
役
割

な
ど
に
展
開
さ
せ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
柳
田
は
、
こ
の
食
品
・
食
制
・
食

料
・
食
具
う
ち
、
特
に
食
品
と
食
制
に
関
心
が
あ
り
、
彼
に
け
ん
引
さ
れ
た

民
俗
研
究
も
そ
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
と
く
に
一
九
七
〇
年
代
は
、
前
掲
の

宮
本
馨
太
郎
の
『
め
し
・
み
そ
・
は
し
・
わ
ん
』
に
加
え
、
宮
本
常
一
と
潮

田
鉄
雄
の
共
著
に
よ
る
『
食
生
活
の
構
造）

8
（

』
な
ど
、
い
わ
ば
「
食
事
文
化
の

ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
」
に
研
究
を
シ
フ
ト
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

一
九
八
四
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
各
県
の
『
日
本
の
食
生
活
全
集）

9
（

』
の
編
纂
は
、

ひ
と
つ
の
到
達
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
採
用
さ
れ
た
、
地
域
の
食

の
あ
り
様
を
自
然
や
生
業
、
流
通
と
関
連
さ
せ
て
ひ
と
つ
の
構
造
と
し
て
把

握
し
、
複
数
地
域
の
比
較
を
行
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
の
後
の
自
治
体
史
編

さ
ん
等
で
の
食
文
化
の
記
述
方
法
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
そ
の
方
法
論
は
磨
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
食
事
文
化

の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
」
の
研
究
は
陳
腐
化
し
て
い
き
、
現
在
の
「
存
在
感
な
き

衣
食
住
研
究）

10
（

」
と
い
う
状
況
へ
と
至
っ
た
。
石
毛
直
道
は
、
日
本
の
食
事
研

究
が
江
戸
時
代
以
来
の
料
理
書
や
食
物
本
草
、
故
事
来
歴
に
関
心
を
持
つ
随

筆
な
ど
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
近
代
以
降
も
農
学
や
食
品
加
工
学
、
栄
養
学

な
ど
の
自
然
科
学
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、「
食
の
歴
史
や
文

化
に
関
す
る
論
考
は
、
知
識
人
の
趣
味
的
な
「
あ
そ
び
」
で
あ
る
と
み
な
さ

れ
て
き
た
」
こ
と
の
要
因
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
が
妥
当
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
実
用
の
学
と
し
て
展
開
し
て
き
た
食
事
の
研
究
そ
の
も
の
も
含
め
て
、

文
化
的
関
心
を
持
っ
て
研
究
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

た
だ
、
個
別
分
野
内
で
の
動
向
に
拘
ら
ず
、
研
究
と
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
目

を
向
け
て
み
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
食
事
文
化
の
研
究
は
、
き

わ
め
て
実
り
豊
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
八
年
か
ら
刊

行
さ
れ
た
芳
賀
登
・
石
川
寛
子
監
修『
全
集
日
本
の
食
文
化
』全
一
二
巻）

12
（

（
は
、

広
範
な
分
野
か
ら
選
ら
れ
た
論
文
集
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
ひ
と
つ
の
特

徴
は
、
人
文
学
に
お
け
る
研
究
の
蓄
積
、
と
り
わ
け
文
化
史
や
環
境
史
の
研

究
の
充
実
に
よ
っ
て
、
日
本
の
食
文
化
研
究
の
総
合
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
日
本
料
理
、
日
本
の
食
文
化
の
輪
郭
が
明

確
に
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ま
た
同
時
期
の
成
果
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
日
本
の
食
事
文

化
を
輪
郭
づ
け
よ
う
と
し
た
仕
事
に
、
石
毛
直
道
監
修
『
講
座
食
の
文
化）

13
（

』

が
あ
る
。
人
文
社
会
科
学
に
お
け
る
研
究
の
蓄
積
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
日

本
食
」
の
意
義
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
て
お
り
、
今
後
は
「
日
本
食
」
に

対
す
る
社
会
科
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
さ
ら
に
増
え
る
で
あ
ろ
う
。「
和

食
」
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
登
録
、
食
料
・
食
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
流
通
、

食
の
安
全
性
な
ど
の
国
際
的
な
標
準
を
め
ぐ
る
動
向
、
資
源
管
理
や
関
税
な

ど
の
国
家
間
の
軋
轢
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
食
と
人
権
に
関
す

る
問
題
提
起
、
海
外
で
の
日
本
食
ブ
ー
ム
と
ひ
と
り
歩
き
す
る
日
本
イ
メ
ー

ジ
な
ど
、様
々
な
問
題
が
食
を
基
点
に
展
開
し
て
い
る
の
が
現
代
で
あ
っ
て
、

食
事
の
研
究
の
意
義
は
、
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
民
俗
学
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
捉

え
る
食
事
文
化
の
様
相
を
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
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か
。
地
域
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
脱
文
脈
化
さ
れ
て
い
く
「
日
本
食
」
に
対

し
、
民
俗
学
は
良
く
も
悪
く
も
ミ
ク
ロ
な
デ
ー
タ
を
集
積
し
て
き
た
。
伝
統

的
な
食
事
文
化
は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
食
の
均
質
化
や
飽
食
化
と

い
っ
た
社
会
的
な
変
化
を
経
験
し
た
。
さ
ら
に
伝
統
食
の
再
認
識
と
い
う
か

た
ち
で
、
新
た
な
変
化
が
起
こ
っ
て
き
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
食
の
地
域

的
な
特
色
を
観
光
資
源
や
教
育
資
源
に
活
用
す
る
動
き
や
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

に
代
表
さ
れ
る
自
然
志
向
の
思
想
を
農
山
漁
村
の
文
化
に
投
影
す
る
動
き

や
、
現
代
の
食
に
地
域
的
な
食
料
を
織
り
交
ぜ
て
考
案
す
る
B
級
グ
ル
メ
や

復
興
商
店
街
の
交
流
を
目
指
し
た
復
興
グ
ル
メ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
食

を
通
じ
た
地
域
振
興
と
交
流
の
活
動
な
ど
で
あ
る
。
筆
者
は
、
伝
統
が
活
用

さ
れ
る
時
代
に
お
い
て
、
伝
統
的
と
さ
れ
る
要
素
は
、
人
々
に
わ
か
り
や
す

く
単
純
化
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
内
の
経
済
的
な

格
差
や
生
業
を
め
ぐ
る
環
境
の
違
い
、人
々
の
嗜
好
性
の
時
代
的
な
変
化
は
、

取
捨
選
択
さ
れ
て
「
昭
和
後
期
ま
で
、
こ
の
地
域
で
は
こ
う
し
た
食
材
を
こ

の
よ
う
に
食
し
て
き
た
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
。
本
稿

で
紹
介
す
る
茶
粥
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。町
史
編
纂
の
た
め
の
調
査
で
は
、

実
に
多
様
な
茶
粥
の
姿
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
そ
れ
は
現
代
の
伝
統
食
と
し

て
の
茶
粥
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

民
俗
学
が
、
地
球
時
代
の
食
事
文
化
の
展
開
の
な
か
で
、
ひ
と
つ
の
役
割

を
果
た
し
得
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
個
別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
戦
略
的

な
固
執
で
あ
ろ
う
。「
日
本
食
」
や
「
伝
統
食
」
と
い
っ
た
、
単
純
化
さ
れ

て
い
く
言
説
に
抗
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
伝
統
食
」

と
さ
れ
る
も
の
が
、
削
ぎ
落
と
し
て
い
っ
た
多
様
性
を
も
う
一
度
あ
ぶ
り
出

す
こ
と
が
、
言
説
そ
の
も
の
を
解
読
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
例
え
ば
、
本
論
で
詳
述
す
る
こ
と
だ
が
、「
伝
統
食
」
と
理
解
さ

れ
て
い
る
高
野
山
周
辺
地
域
の
茶
粥
は
「
番
茶
で
白
米
を
煮
る
茶
粥
」
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
白
米
を
炊
い
た
御
飯
が
現
代
の
主
流
の
主
食
品
で
あ
る
と
い

う
認
識
に
立
っ
た
時
に
、
地
域
的
特
色
を
帯
び
る
。
し
か
し
か
つ
て
の
茶
粥

は
、
白
御
飯
と
二
項
対
立
で
対
峙
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
単
一
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
実
際
に
は
白
米
の
茶
粥
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
む
し

ろ
そ
れ
は
憧
憬
の
産
物
で
あ
っ
た
。
現
代
に
お
け
る
食
事
文
化
の
民
俗
研
究

は
、
こ
う
し
た
ミ
ク
ロ
な
多
様
性
に
固
執
す
る
こ
と
で
、
言
説
そ
の
も
の
を

相
対
化
す
る
と
こ
ろ
に
意
義
を
見
出
せ
よ
う
。

今
後
の
民
俗
学
の
食
の
民
俗
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る
う
え
で
示
唆

的
な
仕
事
と
し
て
、
野
本
寛
一
の
近
著
『
土
地
と
餅 

│ 

食
の
民
俗
構
造
を

探
る 

│）
14
（

』
を
挙
げ
た
い
。
本
書
は
、前
述
の
「
食
事
文
化
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
」

が
い
か
に
多
様
で
豊
か
な
世
界
を
内
包
し
て
い
た
か
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ

る
。
野
本
は
こ
の
民
俗
誌
を
、「「
手
の
と
ど
く
過
去
」「
耳
の
と
ど
く
過
去
」

「
目
か
ら
の
記
憶
」「
口
・
舌
の
記
憶
」、
そ
し
て
現
在
の
民
俗
事
象
を
資
料

蒐
集
の
範
囲
と
し
て）

15
（

」
記
述
し
た
と
記
し
て
い
る
。
野
本
の
こ
れ
ま
で
の
仕

事
に
一
貫
し
た
態
度
を
も
っ
て
、「
食
べ
る
こ
と
の
民
俗
誌
」
を
目
指
し
た

と
さ
れ
る
本
書
が
見
据
え
る
の
は
、
現
代
社
会
を
相
対
化
す
る
た
め
の
食
の

ミ
ク
ロ
な
多
様
性
の
記
述
の
戦
略
で
あ
る
。
同
氏
の
編
集
に
よ
る
『
食
の
民

俗
事
典）

16
（

』
の
編
集
方
針
は
一
般
的
な
定
義
や
歴
史
の
記
述
よ
り
も
、
個
々
の

伝
承
者
の
名
前
を
挙
げ
、
そ
の
人
物
に
よ
る
食
の
実
践
を
民
俗
誌
的
背
景
を

ほ
の
め
か
し
つ
つ
記
述
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
執
筆
陣
に
加
え
て
い
た

だ
い
た
筆
者
に
と
っ
て
も
非
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
本

書
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
ま
さ
に
個
別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
戦
略
的
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な
固
執
か
ら
紡
ぎ
だ
さ
れ
る
一
人
ひ
と
り
の
く
ら
し
を
出
発
点
と
し
、
そ
の

集
積
に
よ
っ
て
民
俗
誌
を
描
く
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
。

近
年
の
民
俗
学
の
食
の
研
究
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
近
代
化
過
程
お

よ
び
国
民
国
家
形
成
過
程
に
お
け
る
在
来
知
の
変
質
や
新
た
な
食
文
化
の
生

成
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
矢
野
敬
一
の
『「
家
庭
の
味
」
の
戦
後
民
俗

誌）
17
（

』
や
田
中
宣
一
編
著
の
『
暮
ら
し
の
革
命 

│ 

戦
後
農
村
の
生
活
改
善
事

業
と
新
生
活
運
動）

18
（

』
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
の
深
化
が
現
代
の
民
俗

研
究
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
民
俗
学
が
従
来

か
ら
大
切
に
し
て
き
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
盤
を
据
え
た
ミ
ク
ロ
な
文

脈
へ
の
戦
略
的
な
固
執
、
そ
し
て
民
俗
誌
か
ら
し
か
立
ち
現
れ
得
な
い
食
の

リ
ア
ル
な
記
述
も
同
等
に
必
要
で
あ
る
。
筆
者
が
高
野
町
史
の
食
の
記
述
で

目
標
と
し
た
の
は
後
者
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

を
中
心
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、「
食
事
文
化
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
」
の
意
義
を

再
考
す
る
契
機
と
し
た
い
。

三
　
調
査
地
概
要

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
は
、
和
歌
山
県
北
東
部
の
山
間
地
域
に
あ
る
。

こ
の
地
域
は
紀
ノ
川
・
吉
野
川
上
流
域
の
奈
良
県
吉
野
郡
と
と
も
に
、
紀
ノ

川
流
域
の
町
場
に
む
け
て
山
林
資
源
と
畑
作
物
を
出
荷
す
る
生
業
的
特
色
を

共
有
し
て
い
る
。
紀
伊
半
島
北
部
の
山
地
は
、
高
野
・
吉
野
・
大
峰
と
い
う

日
本
の
仏
教
を
代
表
す
る
聖
地
の
後
背
地
域
に
あ
た
り
、
歴
史
的
に
川
や
尾

根
筋
の
山
道
を
常
に
人
々
が
盛
ん
に
行
き
か
う
開
け
た
気
風
の
あ
る
山
村
で

あ
る
。
と
り
わ
け
、
高
野
町
か
ら
有
田
郡
に
わ
た
る
山
間
地
域
は
、
高
野
山

の
旧
寺
領
に
あ
た
る
地
域
で
あ
り
、
仏
教
儀
礼
や
人
生
儀
礼
に
お
け
る
共
通

性
も
有
し
て
い
る
。
特
に
、
高
野
山
内
の
特
定
の
寺
と
個
別
の
集
落
が
、
野

菜
や
花
卉
な
ど
を
納
め
る
関
係
を
築
き
、
逆
に
寺
院
が
什
器
や
仏
像
な
ど
を

集
落
に
下
賜
す
る
贈
与
関
係
は
、今
後
も
研
究
を
深
め
た
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
は
、
寺
を
中
心
と
し
た
座
や
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
継
承
さ
れ

て
き
た
民
俗
行
事
な
ど
、
社
会
伝
承
に
お
け
る
研
究
素
材
も
豊
富
で
あ
る
。

生
業
に
お
い
て
は
、
楮
栽
培
と
紙
す
き
の
手
工
業
、
棕
櫚
栽
培
と
日
用
品
製

作
、
林
業
、
ハ
ナ
シ
と
呼
ぶ
焼
畑
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
対
象
と
し
た
狩
猟

な
ど
、
山
村
の
生
計
維
持
戦
略
と
生
業
の
関
係
が
興
味
深
い
。
人
と
モ
ノ
の

流
れ
と
い
う
意
味
で
は
、
紀
ノ
川
流
域
の
町
と
同
等
に
重
要
な
の
が
、
標
高

約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
宗
教
都
市
高
野
山
の
存
在
で
あ
る
。
各
集

落
は
、
信
仰
面
だ
け
で
な
く
経
済
面
で
も
高
野
山
に
深
く
依
存
し
て
き
た
歴

史
が
あ
り
、
現
代
に
お
い
て
も
観
光
都
市
と
し
て
国
内
外
か
ら
人
々
が
集
ま

る
高
野
山
の
存
在
は
、
地
域
の
生
活
を
大
き
く
左
右
す
る
存
在
と
な
っ
て
い

る
。
山
間
地
域
の
斜
面
に
し
が
み
つ
く
よ
う
に
点
在
す
る
集
落
は
、
全
体
的

な
傾
向
と
し
て
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

全
盛
の
現
代
に
あ
っ
て
は
、
山
村
の
く
ら
し
は
不
利
な
条
件
が
多
い
。
し
か

し
、
高
野
山
の
諸
物
件
の
世
界
遺
産
登
録
や
高
野
山
が
国
際
的
な
有
名
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
高
評
価
で
掲
載
さ
れ
る
な
ど
の
外
部
か
ら
の
動
き
を
受
け
て
、

地
域
の
人
々
は
自
ら
の
文
化
を
客
体
化
し
、
観
光
資
源
あ
る
い
は
地
域
の
交

流
の
起
点
と
し
て
民
俗
が
使
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
茶
粥
に
関

し
て
も
、
地
域
内
で
茶
粥
を
競
っ
た
り
比
べ
た
り
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク

ル
活
動
が
生
ま
れ
て
お
り
、
地
域
文
化
へ
の
関
心
は
一
定
の
高
ま
り
を
み
せ

て
い
る
。
そ
う
し
た
時
期
に
出
版
さ
れ
た
『
高
野
町
史
』
は
、
新
た
な
意
義



東北学院大学論集　歴史と文化　第 52号

51（　 ）

を
持
っ
て
活
用
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
的
な
背
景
に
お
い
て
食
文
化
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な

点
と
し
て
、「
地
形
と
生
業
」「
物
資
集
散
地
と
物
流
」「
資
源
の
分
配
」「
格

差
」
以
下
の
四
点
を
挙
げ
て
み
た
。

①
　
地
形
と
生
業

平
地
が
比
較
的
多
く
水
田
を
営
み
や
す
い
地
域
、
例
え
ば
富
貴
と
か
花
坂

と
い
っ
た
集
落
で
は
、
米
の
確
保
が
他
よ
り
は
安
定
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
、
傾
斜
地
に
集
落
が
所
在
し
畑
作
が
中
心
で
あ
る
地
域
、
例
え
ば
東
又
と

か
下
筒
香
と
い
っ
た
集
落
で
は
、
商
品
作
物
に
よ
る
現
金
収
入
を
も
と
に
米

を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
野
町
内
の
い
ず
れ
の
地
域
も
、
主
食
は

茶
粥
と
い
う
米
食
が
基
本
で
あ
る
か
ら
、
穀
物
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
米
を

い
か
に
確
保
す
る
か
が
、
最
大
の
課
題
と
な
る
。

②
　
物
資
集
散
地
と
物
流

集
散
地
と
は
、
第
一
に
高
野
山
で
あ
る
。
高
野
山
は
、
多
く
の
寺
院
が
集

ま
る
宗
教
都
市
と
し
て
の
側
面
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
口
を
か
か
え
る
物

資
の
消
費
地
で
も
あ
る
。
ま
た
信
仰
や
観
光
を
目
的
に
訪
れ
る
人
々
に
物
を

販
売
す
る
商
店
が
並
ぶ
商
業
都
市
で
あ
り
、
仏
具
や
寺
院
の
消
費
財
を
手
作

り
す
る
職
人
町
で
も
あ
る
。
高
野
周
辺
の
集
落
に
視
座
を
置
い
た
今
回
の
民

俗
調
査
で
は
、
高
野
山
と
い
か
に
関
わ
る
か
、
あ
る
い
は
関
わ
ら
な
い
か
が

重
要
で
あ
っ
た
。

一
方
、
西
郷
や
花
坂
の
よ
う
な
高
野
山
の
北
麓
に
展
開
す
る
集
落
、
西
麓

の
湯
川
な
ど
で
は
、
む
し
ろ
九
度
山
や
橋
本
、
笠
田
と
い
っ
た
紀
ノ
川
中
流

域
の
町
場
と
の
関
わ
り
が
中
心
と
な
る
。
徒
歩
や
木
材
搬
出
用
ト
ロ
ッ
コ
を

利
用
し
て
、
人
々
は
直
接
こ
う
し
た
町
へ
出
向
い
て
い
く
。
紀
ノ
川
中
流
域

の
町
か
ら
高
野
北
麓
の
村
々
へ
物
資
を
売
り
歩
く
行
商
を
す
る
人
も
あ
り
、

人
と
も
の
、
情
報
の
流
通
は
活
発
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
比
べ
、
相
ノ
浦
な
ど

高
野
山
の
南
麓
の
集
落
で
は
、
有
田
川
沿
い
の
花
園
や
有
田
と
の
関
わ
り
が

出
て
く
る
し
、
東
麓
で
は
奈
良
県
の
五
條
と
の
関
わ
り
が
深
く
な
る
。
富
貴

は
、
そ
こ
自
体
が
消
費
地
と
し
て
の
性
格
も
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
五
條

と
の
経
済
的
な
関
係
が
重
要
で
あ
る
。

③
　
資
源
の
分
配

主
と
し
て
山
林
や
藪
で
獲
得
す
る
資
源
を
い
か
に
活
用
す
る
か
に
お
い
て

問
題
と
な
る
。
高
野
周
辺
で
は
、
専
業
の
川
漁
師
が
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、

河
川
の
資
源
に
対
し
て
は
規
制
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
い
。
一
方
、
山
林
資
源

は
私
有
地
・
共
有
地
に
関
わ
ら
ず
開
放
的
な
資
源
利
用
が
な
さ
れ
る
食
料
と
、

マ
ツ
タ
ケ
な
ど
商
品
的
価
値
を
有
す
る
も
の
に
対
す
る
厳
し
い
利
用
制
限
を

と
も
な
う
食
料
と
が
あ
る
。

④
　
格
差

日
々
の
食
事
は
、
家
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
集
落
内
の
家
々
に
は

経
済
的
な
格
差
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
社
会
生
活
に
お
い
て
は
、
階
層
差
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
。「
食
」
の
聞
書
き
で
は
、
そ
の
集
落
で
一
般
的
と
さ
れ

る
食
事
の
内
容
と
、
食
べ
る
と
い
う
個
人
的
な
行
為
を
も
と
に
し
た
語
り
と

が
混
在
し
て
く
る
。
と
り
わ
け
後
者
は
、「
う
ち
で
は
昔
は
牛
肉
な
ん
か
食

う
た
こ
と
も
な
い
。
金
持
ち
の
家
は
う
ら
や
ま
し
い
と
思
っ
た
け
ど
ね
、
食

べ
る
習
慣
が
な
か
っ
た
か
ら
今
で
も
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
ん
よ
。」と
い
っ

た
よ
う
に
、
憧
憬
と
嫉
妬
が
入
り
混
じ
っ
た
表
現
と
な
る
。



茶粥考

52（　 ）

三
　
穀
物
の
調
整

さ
て
、
主
要
な
概
念
と
地
域
概
要
に
整
理
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
本
節
で

は
高
野
山
周
辺
地
域
に
お
け
る
主
食
品
に
用
い
る
穀
物
の
調
整
に
つ
い
て
、

具
体
例
を
見
て
い
く
。
実
際
の
事
例
は
『
高
野
町
史　

民
俗
編
』
に
掲
載
し

て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

三
│
一
　
主
食
品
を
作
る
炊
事
法
と
し
て
の
茶
粥

高
野
山
周
辺
の
集
落
の
食
事
に
お
い
て
主
食
品
と
な
る
の
は
、
オ
カ
イ
サ

ン
と
呼
称
さ
れ
る
茶
粥
で
あ
っ
た
。
粥
は
、
多
め
の
水
で
穀
物
を
炊
飯
し
た

流
動
食
で
あ
り
、
茶
粥
は
そ
の
水
に
茶
を
用
い
る
も
の
を
い
う
が
、
こ
の
地

域
で
は
炊
飯
に
茶
を
用
い
な
い
も
の
を
シ
ラ
カ
ユ
（
白
粥
）
と
し
て
明
確
に

区
別
さ
れ
、現
在
で
も
病
人
食
あ
る
い
は
乳
児
食
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

茶
粥
が
主
食
品
で
あ
る
の
に
対
し
、
シ
ラ
カ
ユ
は
日
常
の
食
卓
に
並
ぶ
こ
と

は
あ
り
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

茶
粥
は
米
飯
に
比
べ
て
使
用
す
る
米
の
量
が
少
な
い
た
め
、
い
わ
ゆ
る
腹

持
ち
が
悪
い
主
食
品
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
朝
飯
、
昼
飯
、
ケ
ン
ズ
イ

（
間
水
）、
晩
飯
、
ヤ
シ
ョ
ク
（
夜
食
）
と
い
う
一
日
五
回
の
茶
粥
に
よ
る
食

事
の
リ
ズ
ム
は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
を
規
定
し
て
き
た
。
茶
粥
は
、

茶
を
用
い
て
穀
物
を
煮
る
の
で
あ
る
が
、
高
野
山
周
辺
の
粥
食
は
、
そ
の
内

容
や
炊
事
方
法
、
食
し
方
に
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

ま
ず
、
茶
粥
の
茶
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
、
高
野
町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
集

落
は
、
茶
粥
に
チ
ャ
の
木
の
葉
か
ら
作
る
い
わ
ゆ
る
番
茶
を
用
い
る
。
し
か

し
、
す
べ
て
の
集
落
で
チ
ャ
の
木
を
栽
培
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
え

ば
高
野
町
大
滝
の
よ
う
な
川
沿
い
の
村
で
は
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
と
呼
ぶ
柳
の
木
の

葉
を
用
い
た
ヤ
ナ
ギ
ジ
ャ
（
柳
茶
）
を
作
っ
て
き
た
。
川
に
あ
る
柳
の
枝
を

冬
の
間
に
切
っ
て
お
く
と
春
に
新
芽
が
出
て
そ
れ
を
扱
（
し
ご
）
い
て
取
り
、

番
茶
と
同
じ
工
程
で
番
茶
に
し
た
の
が
ヤ
ナ
ギ
ジ
ャ
で
あ
る
。
一
方
、
和
歌

山
県
中
部
で
は
ハ
ブ
茶
を
茶
粥
に
使
う
家
が
多
い
が
、
高
野
山
周
辺
で
は
そ

れ
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
も
特
色
と
い
え
る
。

茶
粥
の
炊
事
方
法
は
、
地
域
的
な
差
異
よ
り
も
個
人
的
差
異
の
方
が
顕
著

に
み
ら
れ
、
例
え
ば
、
現
在
の
茶
粥
の
炊
き
方
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
例
が

あ
る
。【

米
を
研
い
で
あ
げ
て
お
く
、
茶
巾
に
入
れ
た
番
茶
を
鉄
鍋
に
入
れ
て

あ
ら
か
じ
め
水
か
ら
茶
を
わ
か
し
て
お
き
、沸
い
た
ら
茶
巾
を
取
出
し
、

米
入
れ
て
煮
る
。
米
が
開
く
（
米
粒
が
膨
れ
て
破
れ
る
）
前
に
火
を
止

め
て
蒸
ら
す
と
、
米
が
開
く
頃
に
食
べ
ら
れ
る
。（
高
野
町
細
川
）】

【
米
は
軽
く
洗
う
程
度
で
研
が
な
い
、
番
茶
を
入
れ
た
茶
巾
と
米
と
を

同
時
に
水
か
ら
炊
き
始
め
、
沸
騰
し
た
ら
茶
巾
を
取
り
出
し
、
米
が
開

か
な
い
よ
う
に
火
を
お
と
し
、
米
は
開
か
せ
な
い
。
こ
れ
は
残
り
を
冷

ま
し
て
食
べ
る
ヒ
ヤ
カ
ユ
の
時
に
、
米
が
開
く
と
糊
状
に
な
っ
て
美
味

し
く
な
い
か
ら
。（
高
野
町
東
又
）】

【
米
を
軽
く
研
い
で
鉄
鍋
に
入
れ
、
水
の
み
で
炊
く
、
こ
の
と
き
水
は

少
な
め
に
し
て
お
き
、
米
を
炊
く
の
と
同
時
に
、
脇
で
カ
ン
ス
（
茶
釜
）

に
茶
巾
に
入
れ
た
番
茶
を
入
れ
て
茶
を
沸
か
し
、
粥
が
炊
き
上
が
る
ま

え
に
茶
を
粥
に
注
ぎ
、好
み
の
濃
さ
の
茶
粥
に
す
る
。（
高
野
町
大
滝
）】

【
炊
い
た
米
飯
を
、
あ
ら
か
じ
め
沸
か
し
た
茶
で
煮
る
茶
漬
け
の
よ
う
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な
も
の
。（
高
野
町
西
富
貴
）】

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
あ
り
、炊
き
方
ひ
と
つ
と
っ
て
も
差
異
が
あ
り
、

そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
炊
く
人
の
数
だ
け
あ
る
と
い
え
る
。
①
〜
③ 

は

い
わ
ゆ
る
「
炊
き
粥
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し 

④ 

は
「
入
れ
粥
」
で
あ
る
。

こ
の
例
に
加
え
、
塩
を
加
え
る 

│ 

加
え
な
い
と
い
う
違
い
や
、
炊
き
あ
が
っ

た
時
の
水
分
の
量
な
ど
に
も
、
個
人
的
思
考
が
反
映
さ
れ
る
。
高
野
山
周
辺

の
人
々
に
と
っ
て
、
茶
粥
は
あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ら
れ
た
ら
逆
に
窮
し
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
女
性

た
ち
が
、
他
の
人
が
ど
う
炊
い
て
い
る
か
を
見
る
機
会
は
実
は
驚
く
ほ
ど
少

な
い
よ
う
で
、
そ
れ
故
に
粥
の
炊
き
方
の
何
を
説
明
し
た
ら
い
い
か
困
惑
し

て
し
ま
う
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
調
査
を
始
め
て
み
る
と
、「
茶
粥
を
ど
う
炊
き
ま
す
か
?
」
と

い
う
問
い
に
、
話
者
の
多
く
は
茶
を
沸
か
す
こ
と
と
白
米
を
炊
く
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
し
か
し
そ
れ
を
通
し
て
深
ま
っ
た

筆
者
の
疑
問
は
「
白
米
の
み
で
炊
く
茶
粥
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
存
在
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
麦
飯
で
は
な
く
白
米
を
炊
飯
す
る
米
飯
が
第
二
次
大
戦
後

に
普
及
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
い
ま
食
さ
れ
て
い
る
茶
粥
は
大
き
な
転
換

を
経
た
姿
な
の
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
野
町
は
、
真

言
宗
の
聖
地
で
あ
る
宗
教
都
市
・
高
野
山
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
山
あ
い
の
農

村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
水
田
を
広
く
作
れ
る
集
落
は
ご
く
一
部
で
む
し

ろ
畑
作
を
中
心
と
し
た
集
落
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
大
正
期

〜
昭
和
初
期
の
茶
粥
の
炊
き
方
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
と
、
様
々
な
食
料
を

混
入
さ
せ
る
茶
粥
の
存
在
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

【
オ
カ
イ
サ
ン
に
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
、
ビ
シ
ャ
ギ
麦
を
混
ぜ
た
。
精

麦
し
た
丸
麦
は
、
ヨ
マ
シ
と
い
っ
て
何
度
も
炊
か
な
け
れ
ば
軟
ら
か
く

な
ら
な
い
。
ロ
ー
ラ
ー
で
潰
し
た
麦
は
ビ
シ
ャ
ギ
麦
と
呼
ん
で
、
ヨ
マ

シ
よ
り
も
炊
く
の
が
早
く
で
き
る
。
こ
れ
を
す
る
機
械
を
持
っ
て
い
る

人
が
古
沢
に
あ
っ
て
、
そ
こ
ま
で
自
分
が
作
っ
た
麦
を
背
負
っ
て
運
ん

で
、
ビ
シ
ャ
ギ
麦
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
ソ
バ
粉
を
入
れ
た
ソ

バ
粥
も
作
っ
た
。
ソ
バ
を
麺
に
う
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
石

臼
で
ひ
い
て
粥
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
米
が
少
な
い
と
き
は
、

オ
カ
イ
サ
ン
に
ハ
ッ
タ
イ
粉
を
入
れ
て
食
べ
た
。
お
や
つ
と
し
て
お
茶

へ
ハ
ッ
タ
イ
粉
を
入
れ
て
飲
む
人
も
い
る
く
ら
い
、
ソ
バ
粉
と
番
茶
は

よ
く
合
う
も
の
だ
（
高
野
町
細
川
）】

【
オ
オ
ム
ギ
を
搗
い
た
も
の
を
ヨ
マ
シ
て
（
ふ
や
か
せ
て
）
オ
カ
イ
サ

ン
と
一
緒
に
入
れ
て
食
べ
た
。
ム
ギ
オ
カ
イ
と
い
う
。
さ
ら
に
サ
ツ
マ

イ
モ
を
入
れ
て
、
量
を
増
や
し
て
食
べ
た
。（
高
野
町
杖
ケ
藪
）】

【
尾
細
や
作
水
で
は
水
田
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
米
は
九
度
山
へ
買
い
に

行
っ
て
い
た
。
シ
ナ
事
変
前
の
平
和
な
時
代
は
米
の
オ
カ
イ
サ
ン
を
食

べ
ら
れ
た
が
、
戦
時
中
は
麦
を
半
分
ま
ぜ
た
オ
カ
イ
サ
ン
が
主
食
と
な

り
、
昭
和
一
二
年
ご
ろ
か
ら
は
米
が
ほ
と
ん
ど
な
い
粥
と
な
っ
て
し
ま

い
、
サ
ツ
イ
マ
イ
モ
ば
か
り
の
粥
と
な
っ
た
。
終
戦
近
く
な
る
と
ニ
ド

イ
モ
（
こ
の
あ
た
り
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と
を
二
度
取
れ
る
か
ら
ニ

ド
イ
モ
と
呼
ぶ
）
を
入
れ
た
粥
と
な
っ
て
、
こ
れ
は
全
く
美
味
し
く
な

か
っ
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
粥
は
米
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
ま
だ
美
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味
し
く
食
べ
ら
れ
た
が
、
ニ
ド
イ
モ
の
粥
は
ひ
ど
い
味
だ
っ
た
。
米
が

な
い
と
汁
気
が
多
い
の
で
、
オ
オ
ム
ギ
を
ひ
い
た
ハ
ッ
タ
イ
粉
を
い
れ

て
粘
ら
せ
た
。ハ
ッ
タ
イ
粉
は
搗
き
臼
で
な
く
、碾
き
臼
で
ひ
い
た
。（
高

野
町
作
水
）】

【
オ
カ
イ
サ
ン
は
、
基
本
的
に
麦
の
ヨ
マ
シ
を
入
れ
た
ム
ギ
オ
カ
イ
サ

ン
。
ヨ
マ
シ
、
ヨ
マ
す
と
は
、
炊
く
こ
と
を
い
う
。
麦
は
各
戸
で
精
麦

す
る
。
た
い
て
い
の
家
に
は
、
玄
関
あ
た
り
の
土
間
に
麦
ヨ
マ
シ
の
唐

臼
が
あ
る
。
現
在
で
も
床
下
に
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
米
の
精
米
用
の

唐
薄
と
は
別
の
臼
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
足
で
踏
ん
で
石
製
の
臼
に
入
れ

た
麦
を
搗
く
。
精
麦
し
た
も
の
を
調
整
し
て
、
鍋
で
炊
く
こ
と
を
麦
ヨ

マ
シ
と
い
う
。
な
か
な
か
炊
け
な
い
も
の
で
、
時
間
が
か
か
っ
た
。
こ

う
し
て
で
き
た
も
の
を
少
量
の
米
と
一
緒
に
粥
に
炊
く
の
が
ム
ギ
オ
カ

イ
サ
ン
で
、
一
回
に
ヨ
マ
し
た
麦
で
数
日
間
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
が
無
く
な
る
と
、ま
た
足
で
搗
い
て
鍋
で
炊
く
の
で
あ
る
。
た
だ
、

そ
れ
だ
け
で
は
空
腹
は
満
た
せ
な
い
の
で
、
ム
ギ
オ
カ
イ
サ
ン
へ
さ
ら

に
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ハ
ッ
タ
イ
粉
を
入
れ
て
炊
い
た
。（
高
野
町
東
又
）】

【
オ
カ
イ
サ
ン
に
ボ
ロ
餅
を
入
れ
て
炊
い
て
食
べ
た
。
ボ
ロ
餅
と
は
、

正
月
に
作
っ
て
保
存
し
て
食
べ
る
餅
で
、
粳
（
う
る
ち
）
米
と
糯
（
も

ち
）
米
を
半
々
で
混
ぜ
て
搗
い
た
餅
の
こ
と
で
あ
る
。
餅
と
お
に
ぎ
り

の
中
間
の
よ
う
な
食
感
で
、
ボ
ロ
ボ
ロ
と
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
の
で
ボ
ロ

餅
と
い
う
。
ソ
バ
も
粥
に
入
れ
た
ほ
か
、
ケ
ン
ズ
イ
と
し
て
ソ
バ
ガ
キ

と
か
ソ
バ
ガ
ユ
と
い
っ
て
、
少
し
醤
油
で
味
を
つ
け
た
ソ
バ
粉
の
み
の

粥
も
作
っ
て
食
べ
た
。（
高
野
町
湯
川
）】

【
今
で
は
食
べ
な
い
め
ず
ら
し
い
お
粥
の
話
を
す
る
と
、
戦
前
は
栃
餅

を
作
っ
て
お
粥
に
入
れ
る
の
は
ふ
つ
う
に
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
精
米

し
た
時
に
で
き
る
潰
れ
た
米
、こ
れ
は
飴
の
工
場
に
売
っ
て
も
い
い
が
、

こ
れ
を
と
っ
て
お
い
て
粥
に
混
ぜ
る
と
お
い
し
か
っ
た
。（
高
野
町
花

坂
）】

【
あ
る
家
で
下
働
き
を
し
て
い
た
か
ら
わ
か
る
の
だ
が
、
ク
ジ
ヤ
（
公

事
家
）
さ
ん
や
大
き
な
地
主
さ
ん
な
ど
、
裕
福
な
家
で
も
茶
粥
が
主
食

だ
っ
た
。
茶
粥
は
貧
し
い
食
事
で
は
な
い
ん
だ
と
、
ち
ょ
っ
と
安
心
し

た
。
と
は
い
っ
て
も
麦
よ
り
も
白
米
の
量
が
は
る
か
に
多
い
し
、
炊
い

た
ご
飯
に
粥
を
か
け
て
食
べ
る
ヅ
ケ
、
ま
た
は
ツ
ケ
オ
カ
ユ
な
ど
、
小

作
人
に
は
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
な
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
た
。
粥

に
も
家
に
よ
る
差
が
あ
っ
た
の
だ
。（
高
野
町
相
ノ
浦
）】

こ
の
事
例
に
現
れ
る
様
々
な
混
ぜ
物
を
す
る
粥
を
挙
げ
て
み
る
と
以
下
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①　

サ
ツ
マ
イ
モ
を
混
ぜ
る
イ
モ
ガ
イ
（
芋
粥
）。

②　

ビ
シ
ャ
ギ
麦
（
石
製
ロ
ー
ラ
ー
で
潰
し
た
麦
）
を
混
ぜ
る
ム
ギ
オ
カ

イ
（
麦
お
粥
）。

③　

ヨ
マ
シ
（
精
麦
し
た
オ
オ
ム
ギ
を
搗
い
て
一
度
炊
い
て
乾
燥
さ
せ
た

麦
）
を
混
ぜ
る
ム
ギ
オ
カ
イ
。

④　

ソ
バ
粉
を
入
れ
る
ソ
バ
ガ
イ
（
蕎
麦
粥
）
や
黄
な
粉
を
入
れ
る
キ
ナ

コ
ガ
イ
（
黄
な
粉
粥
）

⑤　

ハ
ッ
タ
イ
粉
を
入
れ
る
ハ
ッ
タ
イ
コ
ガ
イ
（
ハ
ッ
タ
イ
粉
粥
）

⑥　

ニ
ド
イ
モ
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
在
来
種
、年
に
二
度
収
穫
で
き
る
か
ら
）
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を
混
ぜ
た
粥
。

⑦　

ボ
ロ
餅
（
粳
米
と
糯
米
を
半
々
で
混
ぜ
て
搗
い
た
餅
、
正
月
に
作
る

保
存
食
）
を
混
ぜ
た
ボ
ロ
ガ
イ
（
ボ
ロ
粥
）。

⑧　

キ
ビ
や
ア
ワ
を
混
ぜ
た
キ
ビ
ガ
イ
（
黍
粥
）。

⑨　

ト
チ
ノ
キ
の
実
を
さ
ら
し
て
か
ら
粉
に
し
て
蒸
し
た
ト
チ
餅
を
茶
粥

に
入
れ
る
ト
チ
モ
チ
ガ
イ
（
栃
餅
粥
）。

⑩　

精
米
し
た
時
に
崩
れ
た
米
を
た
め
て
お
き
、
そ
れ
を
茶
粥
に
入
れ
る

コ
メ
コ
ガ
イ
（
米
粉
粥
）。

⑪　

戦
時
中
に
栽
培
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
た
茶
粥
。

⑫　

炊
飯
し
た
麦
飯
に
粥
を
か
け
た
ツ
ケ
オ
カ
ユ
（
漬
け
お
粥
？
）

こ
の
よ
う
に
戦
前
の
茶
粥
は
、
ム
ギ
、
ソ
バ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
餅
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
穀
物
を
混
ぜ
て
食
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
オ
オ
ム
ギ
を
混
ぜ

る
の
は
ご
く
一
般
的
で
、
ヨ
マ
シ
と
ビ
シ
ャ
ギ
麦
、
ハ
ッ
タ
イ
粉
の
二
種
類

に
分
類
さ
れ
る
。
ヨ
マ
シ
は
、
精
麦
し
た
オ
オ
ム
ギ
を
釜
で
茹
で
て
お
く
も

の
で
、
そ
れ
を
米
の
茶
粥
を
炊
い
て
混
ぜ
る
も
の
で
あ
る
。
麦
は
、
米
よ
り

も
炊
き
上
が
る
時
間
が
は
る
か
に
長
く
か
か
る
た
め
、
こ
う
し
た
下
拵
え
が

必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ビ
シ
ャ
ギ
麦
は
、
い
わ
ゆ
る
押
し
麦
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
火
を
通
し
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
、ハ
ッ

タ
イ
粉
は
粉
で
あ
る
か
ら
火
が
通
り
や
す
い
の
で
広
く
用
い
ら
れ
た
。
ソ
バ

粉
も
同
様
の
目
的
で
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
野
山
周
辺
地

域
の
み
な
ら
ず
、
西
日
本
に
は
馬
鈴
薯
が
日
本
に
定
着
し
て
在
来
種
化
し
た

イ
モ
が
あ
る
こ
と
は
、
千
葉
徳
爾
の
「
馬
鈴
薯
雑
考）

19
（

」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

当
該
地
域
で
も
ニ
ド
イ
モ
と
呼
ぶ
馬
鈴
薯
が
あ
り
、
近
代
化
過
程
で
普
及
し

と
り
わ
け
第
二
次
世
界
大
戦
時
中
の
救
荒
食
と
し
て
強
制
的
に
栽
培
さ
れ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
茶
粥
に
入
れ
る
伝
統
が
あ
る

が
、こ
れ
に
倣
っ
て
戦
時
中
に
学
校
校
庭
な
ど
で
栽
培
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、

茶
粥
に
馴
染
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
味
の
悪
さ
は
語
り
草
と
な
っ
て
い

る
。戦
時
中
の
ひ
も
じ
い
思
い
出
に
は
、必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
こ
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
粥
の
話
が
登
場
す
る
。
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
決
ま
っ
て
「
あ
ん

な
時
代
も
あ
っ
た
」「
そ
れ
が
意
外
と
お
い
し
い
と
感
じ
た
も
の
だ
」「
あ
の

よ
う
な
粗
末
な
食
事
に
は
二
度
と
戻
り
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
感
慨
を
伴
っ

て
語
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
高
野
周
辺
の
集
落
の
茶
粥
を
見
て
み
る
と
、
茶
粥
と
は
さ
ま
ざ

ま
な
食
料
を
主
食
品
と
し
て
食
す
る
た
め
の
調
理
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
茶
粥
に
混
ぜ
物
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
聞
き
書
き
で
は
食
事
が
貧
し

い
こ
と
の
例
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
む
し
ろ
米
だ
け
の
茶
粥
を

食
す
る
こ
と
が
で
き
た
時
代
の
ほ
う
が
稀
有
な
状
況
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
中
の
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
た
茶
粥
は
あ
る
種
の
救
荒

食
品
と
い
え
る
。
と
り
わ
け
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
た
茶
粥
は
、
そ
の
味
の
悪

さ
を
戦
時
中
の
つ
ら
い
体
験
の
ひ
と
つ
と
し
て
語
る
場
合
が
み
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
中
村
羊
一
郎
が
「
山
口
県
の
周
防
大
島
で
は
、
領

主
が
飢
饉
に
際
し
て
空
腹
を
紛
ら
わ
す
手
段
と
し
て
教
え
た
と
い
う
が
、
こ

れ
は
貧
し
さ
を
連
想
さ
せ
る
茶
粥
の
由
来
を
権
威
づ
け
よ
う
と
し
た
説
明
に

す
ぎ
な
い）

20
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
茶
粥
の
貧
し
さ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は

根
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

米
を
ふ
ん
だ
ん
に
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
む
し
ろ

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
現
在
の
こ
と
で
あ
る
。
米
だ
け
の
茶
粥
と
は
、
毎
日
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の
食
事
は
そ
う
あ
り
た
い
と
い
う
、
理
想
的
な
主
食
品
と
し
て
語
ら
れ
る
に

す
ぎ
な
い
。
そ
う
し
た
茶
粥
を
め
ぐ
る
語
り
の
一
方
で
、
実
際
の
食
事
に
お

け
る
茶
粥
の
あ
り
方
は
、
米
と
さ
ま
ざ
ま
な
主
食
料
を
主
食
品
と
し
て
炊
事

す
る
た
め
の
調
理
法
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。

三
―
二
　
も
う
ひ
と
つ
の
主
食
品
と
し
て
の
麦
飯

昭
和
初
期
ま
で
の
高
野
山
周
辺
地
域
で
は
、
日
常
の
家
で
食
す
る
食
事
の

主
食
品
は
も
っ
ぱ
ら
茶
粥
で
あ
っ
た
。
西
富
貴
地
区
で
は
、
ト
ウ
キ
ビ
に
わ

ず
か
な
米
を
混
ぜ
て
炊
飯
し
た
飯
を
農
閑
期
の
主
食
品
と
し
た
と
い
う
家
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
ト
ウ
キ
ビ
の
調
理
方
で
あ
り
、
炊
飯
し
た
飯
が
日

常
の
食
卓
に
上
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

一
方
、
粥
は
液
体
の
た
め
、
外
へ
持
ち
出
す
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
山
仕

事
や
賃
労
働
な
ど
の
弁
当
に
は
麦
飯
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。
弁
当
は
一
度
に

す
べ
て
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
数
回
に
分
け
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
湯
川
地
区
で
の
聞
き
書
き
で
は
、
メ
ッ
パ
（
曲
物
）
の
蓋
と
身
に
そ
れ

ぞ
れ
五
合
ず
つ
の
麦
飯
を
詰
め
た
弁
当
を
作
り
、
山
仕
事
の
現
場
ま
で
歩
い

て
遠
い
場
合
は
到
着
し
て
す
ぐ
に
蓋
の
半
分
を
食
し
、
昼
食
と
し
て
蓋
の
残

り
分
と
身
の
飯
を
半
分
程
度
食
し
、
午
後
三
時
ご
ろ
に
仕
事
が
ひ
と
区
切
り

つ
く
と
、
ケ
ン
ズ
イ
と
し
て
残
り
の
飯
を
食
べ
て
、
家
に
帰
る
た
め
の
栄
養

供
給
を
す
る
。
た
だ
し
、弁
当
の
飯
は
一
口
分
残
し
て
お
く
が
、こ
れ
は
「
ダ

ル
に
憑
か
れ
た
」
時
に
気
付
け
薬
が
わ
り
に
食
す
る
だ
の
と
さ
れ
る
。
帰
宅

す
る
と
茶
粥
を
食
べ
、
弁
当
に
残
し
た
米
飯
を
、
子
供
に
あ
げ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
飯
の
食
し
方
は
こ
の
地
域
に
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

国
有
林
で
の
仕
事
や
、
羽
振
り
の
い
い
林
業
会
社
の
仕
事
で
は
、
米
飯
が
供

給
さ
れ
た
の
で
、
日
雇
い
賃
金
よ
り
も
そ
れ
が
目
当
て
で
仕
事
を
請
け
負
っ

た
と
い
っ
た
話
も
聞
け
る
。

こ
う
し
た
弁
当
の
お
か
ず
は
、
梅
干
し
と
雑
魚
の
佃
煮
の
ほ
か
、
ア
カ
イ

ワ
シ
と
い
う
も
の
も
定
番
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
塩
で
漬
け
す
ぎ
て
赤

く
変
色
し
た
イ
ワ
シ
の
こ
と
で
、「
海
で
生
き
て
い
る
よ
り
、
塩
で
漬
け
ら

れ
て
陸
で
過
ご
す
時
間
の
ほ
う
が
長
い
よ
う
な
イ
ワ
シ
」で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
を
弁
当
の
蓋
と
身
に
詰
め
た
飯
の
間
に
挟
む
と
、
塩
分
と
魚
の
旨
み
が

適
度
に
飯
に
し
み
て
美
味
し
か
っ
た
と
い
う
。
塩
分
供
給
の
意
味
も
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

聞
き
書
き
で
は
、
み
ず
か
ら
の
体
験
談
の
ほ
か
、
自
分
の
子
供
時
代
の
こ

と
も
語
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
に
、
弁
当
の
麦
飯
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
多
い
。
例
え
ば
、
大
滝
地
区
で
は
、
父
親
が
気
付
け
薬
が
わ
り
に
必
ず

残
し
て
持
ち
帰
る
麦
飯
は
い
つ
も
子
供
に
与
え
ら
れ
、
子
供
は
そ
れ
に
味
噌

を
つ
け
て
囲
炉
裏
の
火
で
焼
い
て
食
べ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
父
親
が
残
し
た
米
飯
を
兄
弟
で
奪
い
合
っ

た
話
も
あ
る
。
ま
た
大
滝
地
区
で
の
聞
書
き
で
は
、
家
族
総
出
で
山
仕
事
に

出
る
と
き
に
子
供
に
も
米
飯
の
弁
当
が
持
た
さ
れ
る
が
、
絶
対
に
箸
を
持
た

せ
て
く
れ
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
弁
当
を
す
べ
て
食
べ
て
し

ま
う
か
ら
で
、
昼
食
時
に
枝
を
削
っ
て
箸
を
作
っ
て
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
と
い

う
。昭

和
初
期
の
高
野
山
周
辺
地
域
に
あ
っ
て
は
、
麦
飯
の
米
飯
は
と
て
も
贅

沢
な
食
事
で
あ
り
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
憧
れ
の
食
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
日
常
の
食
卓
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
労
働
食
と
し
て
用
い

ら
れ
た
。
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三
│
三
　
祝
祭
食
と
し
て
の
餅
と
粽
・
煎
餅

日
常
の
主
食
品
と
し
て
の
茶
粥
、
労
働
食
と
し
て
の
米
飯
と
い
う
性
格
に

対
し
、
年
中
行
事
の
ハ
レ
の
場
で
食
さ
れ
る
祝
祭
食
は
、
糯
米
を
調
整
し
た

も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
高
野
町
湯
川
で
は
、
正
月
用
の
餅
は
、
白
餅
、
キ
ビ
餅
、
ア
ワ
餅
、

ボ
ロ
餅
（
粳
米
と
糯
米
を
半
々
用
い
る
）
を
搗
い
た
。
白
餅
は
丸
餅
と
切
り

餅
の
両
方
を
作
り
、
正
月
に
食
べ
た
り
飾
っ
た
り
す
る
ほ
か
、
保
存
用
に
も

搗
い
た
の
で
、
四
〜
五
斗
も
の
量
の
餅
を
、
一
二
月
二
八
日
に
半
日
か
け
て

搗
い
て
、
何
ケ
月
も
保
存
し
な
が
ら
食
べ
た
と
い
う
。
ま
た
高
野
町
杖
ヶ
藪

地
区
で
は
、
麦
餅
を
夏
祭
り
や
盆
に
作
っ
て
、
黄
な
粉
を
つ
け
て
食
べ
た
。

日
持
ち
が
す
る
た
め
、
餅
を
大
き
な
鉢
に
な
ら
べ
、
蒸
し
た
布
巾
を
湿
ら
せ

て
か
け
て
、
乾
燥
し
き
ら
な
い
よ
う
に
保
存
し
た
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
、
粽
（
ち
ま
き
）
は
端
午
の
節
句
の
祝
祭
食
で
あ
っ
た
。
相

の
浦
地
区
で
は
、
端
午
の
節
句
に
、
米
の
粉
を
使
っ
て
餡
入
り
チ
マ
キ
と
、

餅
に
砂
糖
だ
け
を
入
れ
た
餡
無
し
チ
マ
キ
を
作
っ
た
。
笹
に
巻
い
て
蒸
籠
で

蒸
す
作
業
は
、
親
族
総
出
で
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
前
者
の
餡
入
り
粽
は
、

節
句
の
主
食
品
と
し
て
食
し
、
後
者
の
餡
無
し
粽
は
、
縁
側
の
天
井
か
ら
つ

る
し
て
保
存
食
と
し
た
と
い
う
。

ま
た
こ
の
地
域
で
は
、
正
月
の
餅
搗
き
で
は
鏡
餅
と
正
月
に
食
す
る
丸
餅

を
、
上
巳
の
節
句
の
際
に
は
着
色
し
た
菱
餅
を
作
る
。
そ
の
折
、
餅
を
搗
い

た
際
に
、
細
か
く
刻
ん
だ
キ
リ
コ
・
カ
キ
モ
チ
と
い
う
煎
餅
の
た
め
の
薄
く

延
ば
し
て
細
か
く
切
っ
た
餅
を
作
っ
て
干
し
、
間
食
品
と
し
て
保
存
し
た
。

キ
リ
コ
は
単
に
餅
を
細
か
く
切
っ
て
干
し
た
所
謂
ア
ラ
レ
で
、
カ
キ
モ
チ
は

砂
糖
を
入
れ
て
甘
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
火
鉢
で
自
分
で
焼
い
て

食
べ
る
の
で
、
子
供
に
と
っ
て
は
お
や
つ
で
あ
る
と
同
時
に
そ
れ
を
焼
く
こ

と
自
体
が
遊
び
で
あ
っ
た
。上
巳
の
節
句
で
作
っ
た
ア
ラ
レ
は
、四
月
の
シ
ャ

カ
ノ
ネ
ハ
ン
と
よ
ぶ
花
祭
り
に
も
供
え
る
の
で
、
一
か
月
ぐ
ら
い
は
楽
し
め

る
お
や
つ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
餅
・
粽
・
煎
餅
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
粥
と
飯
で
は
な
い

主
食
品
を
行
事
で
食
し
、
そ
の
折
に
少
し
調
理
法
を
変
え
た
保
存
食
の
主
食

品
を
作
り
、
日
常
食
を
補
う
食
品
、
あ
る
い
は
お
や
つ
と
し
て
楽
し
ん
だ
こ

と
で
あ
る
。
聞
書
き
で
は
、
ひ
と
つ
の
行
事
が
終
わ
る
と
日
常
に
戻
る
と
い

う
よ
り
は
、
行
事
の
余
韻
と
し
て
保
存
食
を
そ
の
後
一
か
月
程
度
食
す
る
と

い
っ
た
あ
り
か
た
が
読
み
取
れ
る
。
正
月
に
餅
を
つ
き
、
端
午
の
節
句
に
粽

を
作
り
、
盆
に
麦
餅
を
作
り
、
秋
か
ら
冬
に
か
き
餅
や
あ
ら
れ
を
作
る
の
で
、

一
定
間
隔
で
日
常
の
粥
に
加
え
て
餅
や
粽
の
保
存
食
を
楽
し
め
る
こ
と
に
な

る
。

ま
と
め

本
稿
で
は
、
様
々
な
主
食
品
に
つ
い
て
の
調
査
か
ら
、
地
域
的
な
食
事
文

化
の
あ
り
方
の
多
様
性
、
す
な
わ
ち
「
食
事
文
化
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
」
を
あ

ぶ
り
だ
そ
う
と
試
み
た
。

ま
ず
、
茶
粥
に
つ
い
て
地
域
で
調
査
を
す
る
と
、
決
ま
っ
て
説
明
さ
れ
る

の
は
白
米
と
番
茶
を
ど
う
粥
に
調
整
す
る
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
筆
者
に

と
っ
て
、
水
田
に
乏
し
く
畑
作
と
山
林
資
源
に
依
存
す
る
こ
の
地
域
に
あ
っ

て
、
白
米
の
茶
粥
ほ
ど
違
和
感
を
抱
か
せ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
茶
粥
に
つ

い
て
の
語
り
や
実
演
に
よ
る
解
説
に
は
、
明
ら
か
に
白
米
へ
の
憧
憬
が
含
ま
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れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
調
査
方
針
を
変
え
て
、
生
業
の
調
査
と
関
連
さ
せ
て
、
自
給
す
る

畑
作
物
の
調
査
に
関
連
付
け
て
「
茶
粥
に
混
ぜ
も
の
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
か
?
」
と
執
拗
に
聞
く
よ
う
に
し
た
。
す
る
と
昭
和
初
期
ま
で
の
茶
粥

に
は
、
ム
ギ
、
ソ
バ
、
ア
ワ
、
黄
な
粉
、
ボ
ロ
餅
な
ど
の
穀
物
だ
け
で
な
く
、

戦
時
中
の
救
荒
食
と
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ま
で
混
ぜ
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
上
が

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
茶
粥
と
は
、
そ
の
時
々
に
収
穫
で
き
る
さ
ま
ざ
ま

な
食
料
を
、
主
食
品
に
転
換
さ
せ
る
調
理
法
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
粳
米
に
様
々
な
雑
穀
や
イ
モ
類
、
マ
メ
類
、
根
菜
、
山
菜
な

ど
を
混
ぜ
て
炊
飯
す
る
米
飯
は
、
関
東
か
ら
東
北
地
方
に
は
一
般
的
に
見
ら

れ
る
。
こ
れ
を
食
の
研
究
で
は
古
語
を
概
念
化
し
て
糅
飯
（
か
て
め
し
）
と

呼
び
、
混
ぜ
る
食
料
を
カ
テ
と
呼
ぶ
民
俗
語
彙
も
広
範
に
存
在
す
る
。
本
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
様
々
な
収
穫
物
を
粳
米
に
混
ぜ
て
煮
る
粥
は
、
い
わ

ば
「
糅
粥
」（
か
て
が
ゆ
）
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
。
七
草
粥
や
小
正
月

に
食
す
る
小
豆
粥
も
こ
う
し
た
も
の
の
一
種
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
儀
礼

食
と
は
別
に
日
常
の
主
食
品
と
し
て
食
さ
れ
て
き
た
「
糅
粥
」
に
つ
い
て
の

デ
ー
タ
も
、
実
は
多
く
の
自
治
体
史
や
民
俗
調
査
報
告
書
に
散
在
す
る
。
今

後
、
主
食
品
の
記
述
に
お
い
て
意
識
的
に
聞
き
書
き
デ
ー
タ
を
採
集
し
て
い

け
ば
、
生
業
や
流
通
と
の
深
い
関
係
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

改
め
て
茶
粥
と
は
何
か
、
そ
の
答
え
は
「
主
食
品
を
作
り
出
す
調
理
法
」

で
あ
る
。
そ
し
て
茶
粥
が
日
常
的
な
主
食
品
と
な
る
背
景
に
は
、
チ
ャ
の
栽

培
と
番
茶
の
自
家
製
造
、
自
給
用
の
畑
作
と
い
う
生
業
基
盤
が
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
白
米
の
茶
粥
は
理
想
の
食
事
を
、「
糅
粥
」
は
御
し
難

い
貧
困
を
表
象
す
る
食
事
と
し
て
、
現
代
に
お
い
て
再
解
釈
さ
れ
語
ら
れ
て

い
た
。

次
に
、
麦
飯
は
も
っ
ぱ
ら
労
働
食
と
し
て
男
性
が
弁
当
と
し
て
持
ち
歩
く

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
憧
れ
の
主
食
品
で
あ
り
、

「
ダ
ル
」
に
憑
か
れ
た
と
き
の
気
付
け
薬
が
わ
り
に
残
す
米
飯
を
楽
し
み
に

し
た
り
、
家
族
で
山
に
入
る
時
の
弁
当
が
楽
し
み
だ
っ
た
り
と
い
っ
た
話
が

聞
か
れ
る
。

最
後
に
、
餅
と
粽
、
つ
ま
り
糯
米
を
蒸
し
て
調
整
し
た
も
の
は
、
行
事
の

時
に
食
べ
る
祝
祭
食
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
行
事
の
祝
祭
食
の
調
整
は
、
行
事

後
の
日
常
食
の
主
食
品
を
作
る
機
会
で
も
あ
り
、
行
事
終
了
後
数
週
間
か
ら

数
か
月
間
に
わ
た
り
、
そ
れ
が
日
常
の
食
卓
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
こ
の
地
域
で
は
ハ
レ
と
ケ
と
い
っ
た
二
分
法
で
は
、
食
の
民
俗
を
仕
分

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
前
期
の
高
野
山
周
辺
地
域
で
は
粥
と
飯
と
餅
・
粽
が
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
役
割
を
持
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
、
食
の
リ
ズ
ム
を
形
作
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
う
し
た
主
食
品
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
時

代
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。上
記
の
基
盤
の
う
え
に
白
米
の
米
飯
、

パ
ン
、
麺
類
、
そ
し
て
現
代
的
な
白
米
の
み
の
茶
粥
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い

る
の
が
、
現
代
の
主
食
品
の
様
相
で
あ
ろ
う
。

日
常
的
な
食
の
実
践
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
あ
た
り
ま
え
す
ぎ
て
語
り
得
ぬ

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
語
り
始
め
た
時
点
で
言
説
に
絡
め
と
ら
れ
る

よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
食
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
集

積
、
そ
し
て
そ
こ
に
含
ま
れ
る
地
域
の
く
ら
し
の
展
開
の
分
析
か
ら
描
か
れ

る
く
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
民
俗
学
に
し
か
描
け
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
民
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俗
学
が
、
地
球
時
代
の
食
事
文
化
の
展
開
の
な
か
で
ひ
と
つ
の
役
割
を
果
た

し
得
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
個
別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
戦
略
的
な
固
執

か
ら
記
述
を
立
ち
上
げ
る
と
こ
ろ
に
し
か
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
食
の

比
較
文
化
研
究
で
知
ら
れ
る
石
毛
直
道
は
、
食
の
研
究
の
ひ
と
つ
の
課
題
と

し
て
「
個
人
や
家
庭
に
た
ち
も
ど
っ
た
基
礎
的
研
究）

21
（

」
が
必
要
と
指
摘
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
ミ
ク
ロ
な
記
述
に
基
礎
を
置
い
た
地
域
研
究
は
、
民
俗
学

の
食
の
研
究
の
ひ
と
つ
の
方
向
性
と
し
て
意
識
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

註（
1
）　

中
村
羊
一
郎　
「
食
べ
る
お
茶
」　

芳
賀
登
・
石
川
寛
子
監
修
『
全
集
日
本
の
食
文
化　

六
巻　

和
菓
子
・
茶
・
酒
』　

雄
山
閣　

一
九
九
六
、 

一
九
五
頁

（
2
）　

谷
阪
智
佳
子　
『
自
家
用
茶
の
民
俗
』　

大
河
書
房　

二
〇
〇
四
、
野
本
寛
一
の
調
査

手
法
を
受
け
継
い
だ
豊
富
な
事
例
紹
介
を
も
と
に
、
紀
伊
山
地
を
中
心
と
し
た
番
茶

の
文
化
を
、
生
業
と
食
文
化
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。

（
3
）　

中
村
洋
一
郎　
『
番
茶
の
民
俗
誌
』　

吉
川
弘
文
館　

一
九
九
四
、
茶
ど
こ
ろ
静
岡
を

基
点
と
し
た
中
村
の
茶
の
民
俗
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
西
日
本
は
お
ろ
か
東
南
ア

ジ
ア
に
も
及
ん
で
い
る
。

（
4
）　

高
野
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編　
『
高
野
町
史　

民
俗
編
』　

高
野
町　

二
〇
一
二

（
5
）　

宮
本
馨
太
郎　
『
め
し
・
み
そ
・
は
し
・
わ
ん
』　

岩
崎
美
術
社　

一
九
七
七　

二
〜

五
頁

（
6
）　

民
俗
地
図
と
は
、
民
俗
学
の
研
究
手
段
の
一
つ
と
し
て
比
較
研
究
と
分
布
論
の
観
点

か
ら
製
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
定
事
象
の
所
在
を
プ
ロ
ッ
ト
し
、
そ
こ
か
ら
民

俗
の
変
遷
や
地
域
的
な
展
開
、
地
域
差
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、

一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
国
レ
ベ
ル
、
県
レ
ベ
ル
で
行
政
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

（
7
）　

柳
田
國
男　
『
食
物
と
心
臓
』　

創
元
社　

一
九
四
〇　

二
七
六
〜
二
七
七
頁
。
こ
の

分
類
を
も
と
に
戦
後
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
を
主
体
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
の
が
、
柳
田
國
男
編　
『
分
類
食
物
習
俗
語
彙
』　

角
川
書
店　

一
九
七
四
で
あ

る
。
も
と
も
と
昭
和
一
六
年
に
民
間
伝
承
の
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
全
国
的

な
食
習
調
査
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
刊
行
し
た
も
の
。

（
8
）　

宮
本
常
一
・
潮
田
鉄
雄　
『
食
生
活
の
構
造
』　

柴
田
書
店　

一
九
七
八
、
食
の
民
俗

を
ふ
た
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
比
較
研
究
す
る
と
い
う
斬
新
な
記
述
法
が
採
用
さ
れ
た
。

（
9
）　
『
日
本
の
食
生
活
全
集
』
全
五
〇
巻　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

一
九
八
三
は
、
各
県
の

「
聞
き
書　

宮
城
の
食
事
」
な
ど
の
副
題
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
民
俗
研
究
者
等
に

よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
。
一
般
に
も
読
み
や
す
い
文
体
で
、
現
在
で
も
様
々
な
郷
土
食

の
実
践
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

宮
内
貴
久　
「
存
在
感
な
き
衣
食
住
研
究
」『
日
本
民
俗
学
』
第
二
六
二
号　

日
本
民

俗
学
会　

二
〇
一
〇
、
住
に
関
わ
る
多
角
的
な
研
究
で
知
ら
れ
る
宮
内
が
動
向
号
で

衣
食
住
を
扱
っ
た
も
の
。
食
に
つ
い
て
は
、「
存
在
感
」が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
過
程
や
、

民
俗
研
究
に
お
け
る
展
望
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
11
）　

石
毛
直
道　
「
食
文
化
に
関
す
る
民
族
学
的
研
究
の
動
向
」『
季
刊
V
E
S
T
A
』
第

一
〇
号　

味
の
素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
二

（
12
）　

芳
賀
登
・
石
川
寛
子
監
修　
『
全
集
日
本
の
食
文
化
』
全
一
二
巻　

雄
山
閣　

一
九
九
八
〜
一
九
九
九
、
各
巻
の
構
成
は
、「
1
食
文
化
の
領
域
と
展
開
」「
2 

食

生
活
と
食
物
史
」「
3 

米
・
麦
・
雑
穀
・
豆
」「
4 

魚
・
野
菜
・
肉
」「
5 

油
脂
・

調
味
料
・
香
辛
料
」「
6 

和
菓
子
・
茶
・
酒
」「
7 

日
本
料
理
の
発
展
」「
8 

異
文

化
と
の
接
触
と
受
容
」「
9 

台
所
・
食
器
・
食
卓
」「
10 

日
常
の
食
」「
11 

非
常
の
食
」

「
12 

郷
土
と
行
事
の
食
」
で
あ
っ
た
。
編
者
ら
は
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
も
と
に
、
学

問
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
お
け
る
分
野
設
定
を
超
え
て
、
論
文
を
集
め
た
。

（
13
）　

石
毛
直
道
監
修　
『
講
座
食
の
文
化
』
全
七
巻　

財
団
法
人
味
の
素
食
の
文
化
セ
ン

タ
ー　

一
九
九
八
〜
一
九
九
九
、
各
巻
の
構
成
は
、「
1 

人
類
の
食
文
化
」「
2 

日

本
の
食
事
文
化
」「
3 

調
理
と
た
べ
も
の
」「
4 

家
庭
の
食
事
空
間
」「
5 

食
の
情

報
化
」「
6 

食
の
思
想
と
行
動
」「
7 

食
の
ゆ
く
え
」
と
な
っ
て
お
り
、
食
文
化
の

伝
承
と
近
現
代
に
至
る
変
容
過
程
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
普
遍
性
と
特
殊
性
、
食
の
社
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会
化
と
情
報
化
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
、
異
文
化
表
象
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

い
っ
た
、
現
代
的
な
食
の
課
題
に
つ
い
て
幅
広
く
扱
っ
て
い
る
。

（
14
）　

野
本
寛
一　
『
栃
と
餅 

│ 

食
の
民
俗
構
造
を
探
る 

│
』　

岩
波
書
店　

二
〇
〇
五

（
15
）　

前
掲
註
13
、
九
頁

（
16
）　

野
本
寛
一
編　
『
食
の
民
俗
事
典
』　

柊
風
舎　

二
〇
一
一

（
17
）　

矢
野
敬
一　
『「
家
庭
の
味
」
の
戦
後
民
俗
誌
』　

青
弓
社　

二
〇
〇
七

（
18
）　

田
中
宣
一
編
著　
『
暮
ら
し
の
革
命 

│ 

戦
後
農
村
の
生
活
改
善
事
業
と
新
生
活
運
動
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

二
〇
一
一

（
19
）　

千
葉
徳
爾
の
「
馬
鈴
薯
雑
考
」『
植
物
と
文
化
』
第
八
号　

八
坂
書
房　

一
九
七
三

（
20
）　

中
村
羊
一
郎
執
筆
「
茶
粥
」、
福
田
ア
ジ
オ
ほ
か
編
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』　

吉
川
弘

文
館　

二
〇
〇
〇

（
21
）　

田
村
眞
八
郎
・
石
毛
直
道
編　
『
食
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム　

国
際
化
時
代
の
食
』　

ド

メ
ス
出
版　

一
九
九
四
、二
一
二
〜
二
一
三
頁
、
本
研
究
に
お
い
て
重
要
な
示
唆
を
含

む
の
で
以
下
に
引
用
す
る
。

 

国
民
文
化
、
民
族
文
化
、
地
方
文
化
と
い
っ
た
よ
う
に
集
団
と
し
て
の
文
化
の
単

位
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
が
あ
る
。
し
か
し
、
つ
き
つ
め
て
み
た
ら
、
文
化
の

保
持
単
位
は
個
人
に
帰
着
す
る
。
身
に
つ
け
た
文
化
は
個
人
ご
と
に
異
な
っ
て
い

る
。
本
来
、
個
人
差
異
を
持
つ
文
化
と
い
う
も
の
を
、
集
団
と
し
て
と
ら
え
よ
う

と
し
、
あ
る
集
団
に
共
通
し
た
公
約
数
に
よ
っ
て
く
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
阪

人
の
文
化
と
か
日
本
人
の
文
化
と
い
っ
た
話
が
成
立
す
る
。
食
の
文
化
に
お
い
て

も
、
個
人
が
最
小
の
保
持
単
位
と
な
る
。
個
人
の
食
の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
あ

た
え
る
の
は
、
文
化
を
保
持
す
る
集
団
の
最
小
の
単
位
の
レ
ベ
ル
に
位
置
す
る
家

庭
の
食
で
あ
る
。（
中
略
）
と
も
す
る
と
個
人
や
家
庭
の
食
の
文
化
は
、「
嗜
好
」

と
い
う
評
価
で
か
た
づ
け
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
上
は
つ
き
つ
め
た
話
題
と
さ
れ
な

い
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、食
に
お
け
る
文
化
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る
と
き
に
は
、

個
人
や
家
庭
に
た
ち
も
ど
っ
た
基
礎
的
研
究
が
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。




